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寸

序 に 代 え て

電子計算機にょる情報処理は,社 会,経 済の発展にともない,各 種情報の蓄積 ・加工 ・供給を最 も、

有機的,効 果的に進める担 い手 として,最 近とくにその役割の重要性が認識されてきております。

また,情 報処理そのものも,第3世 代電子計算機の登場以来,そ の利用分野の拡大とともに経営の

意志決定システム,コ ンピュータの不特定多数による共同利用といった高度化の方向が検討されつつ

ありピ従来の事後処理的な利用から見 ると,現 在の情報処理は大きな発展期を迎えているともいえま

す。

このような情勢において,情 報処理および情報処理産業の前途には,解 決を要する幾多の課題があ

ります。

すなわち,情 報処理産業発展の要件およびそれが他産業に一与える影響といった 日本経済の動向に関

連する諸問題を始め情報処理方式,ハ ー ドウエアお よびソフ トウエアの技術,各 種の標準化 情報処

理技術者の養成などであ ります。

当財団は情報処理に関するこれら諸問題解決のため,各 種の事業を実施 しておりますが,こ の調査

,報 告はその一環 として米国における企業情報処理および情報処理産業の実態と今後の動向を把握する

ため,昭 和43年6月29日 より1カ 月間,当 財団が派遣した'1静置処理実態調査団による調査結果を

とりまとめたものであ ります。

なお,こ の事業は,日 本 自転車振興会の機械工業振興資金による 「昭和43年 度,情 報処理に関す

る調査研究補助事業」のうち,情 報処理および情報処理産業の動向と影響調査」の一部 として実施

したものであります。

ここに本調査実施にご尽力下 さった調査団各位お・よぴ御支援を賜わった関係各位に心より感謝の意

を表しますとともに・本報告が・各方面に利用され,わ が国情報処理産業発展の一助として寄与でき

ますよう念願いたす次第であります。

昭 和43年8月

財団法人 日本情報処理開発センター

会長 難 波 捷 吾
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1.調 査 目 的

産業構造審議会情報産業部会の審議に資するとともに,本 財団が今後すすめるべき事業の方針を

樹立するため,米 国における情報処理および情報処理産業の実態と今後の見通 しを掘 り下げて調査

することを目的とした。

2.調 査 事 項

(1)経 営における情報処理 システム開発の実態 とその過程に生じた問題点を調査し,あ わせてその

進展によって生ずる企業間情報処理の見通 しを得る。

② 情報処理産業の中核となる企業の運営の実態を分析し・あわせて将来予測のバックグラウンド

を調査する。

(3)情 報処理の高度化が企業等の環境に与える影響と必要な対策について調査する。

5..:.1調 査 期 間

昭 和43年6月29日 ～7月28日

妙て
`

4.調 査 団 員

団 長

副団長

山 ロ ー 夫

吉 田 剛

石 井 康 雄

若曾根 和 之

谷 口 浩 一

中 嶋 朋 夫

村 上 巌

栗 田 昭 平

岡 田 勇

(日 本学術振興会監事,産 業構造審議会情報産業部会委員)

(日本情報処理開発センター専務理事)

(日 本ソフトウエア株式会社技術部次長)

(通 商産業省重工業局電子工業課課長補佐)

(警 察庁長官官房能率管理課課長補佐,行 政EDPグ ループ代表)

(日本EDP株 式会社専務取締役)

(日 本電子計算開発協会調査部長)

(日 本電子計算機株式会社調査室課長代理)

(日 本情報処理開発センター電子計算機運営本部次長)

5.調 査 先(24機 関)

5.1企 業 情 報 処 理(10機 関)

社 会 保 険 庁S。ci。1Sec。 ・ityAdmi・i・trati・n(W・ ・hi・gt・n・D・C・)

デ ト ロ イ ト市 役 所CityofDetroit(Detroit,Mich.)

IBMエ ンデ ィコツト工 場IBMEndicottPlant(Endicott・N.Y.)

ウ エ ス チ ング ハ ウ ス 社WestinghauseEiectricCorp(Pittsuburgh,



Pennsy1Vania)

・ ・ キ ー ト牡L・ckheedMissil・ ・&SpaceC・ .(S。nny。 。1。,C。lif.)

IBMポ ー キ プ シ ー 工 場IBMPoughkeepsiePlant(Poughkeepsie,N
.Y.)

J.C.ペ ニ ー 社J.C.PennyCd.(Milwa・kee
,Wi・c。n、i。)・

マ ク グ ・ 一 ヒ ル 社M・G・awHillI・ ・.(N・wY・ ・k,N.Y)

バ ン(ク ォプ ア メ リカTheBankofAmericaNatio
nalTrustandSa－

・i・g・Ass・ci・ti・n(SanF・an・i・c・ ・C・1
.if.)

デ ィー ・tt'7・ト グ ル ー ブTh・Di・b・ldG・ ・up,1・ ・.(N・wY・,k,N .Y.)

5、2情 報 処 理 サrビ ス(10社)

デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 社DataNetworkCorg(NewYork,N.Y
.)

ユ ⇒ ミシ テ ィ ー ・ コ ンピ ュ ー テ ィ ン グ 社UhiversityComputingCo
.

(LosAngeles,Calif.)

GEイ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッ シ ン グ ・セ ン タ ー.・

GEManhattanInformationProcessing'Center(New・York
,N.Y.)

GE,MEDINETMEDINETDept.GeneralElectricCo .

(Watertown,Mass.)

C-E-1-R社(Washington,D.C.)

IBMデ ー タ セ ン タ ーIBMD .ataCenter(Chicago,IIliIlois)

GEフ ェ ニ ・ ク ス 工 場GEPh・eni・Pl・ ・t(ph・e・i・ ・Ali
.・・n・)

UNIVAC本 部UN工VACDiv・ofSperryRandCorp
.(philadelphia,

Perinsylva.nia)

IBM本 社IBMHq(Armonk,NewYo .rk),

ア メリカ ン ナ シ ョ ナ ル パ ン ク/テ レ デ ー タ 社

Am・ ・icanN
.ati…IB・n、k'・nd'T・ ・ti・tC・./T・1・D・t・C・mp・t・-

ti・n(Chicagρ ・・ りi・ ・i・)「t

5. .3関 連 機 関(4機 関)、 ■'「,・

共 通 役 務 庁GeneralServiceAdministration(Washington,D.C.)

標 準 局Nati.onalBureauof.・Standards(Washington,D.C.)

RCAコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン社RCAGlobalOommunicationSInc
.

・ ・(NewYork
,N.Y.)

ウ エ ス タ ン ・ユ ニ オ ン社(WesternUnionCo.(Ghicagσ;.工lli・nois)

、
＼
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今 回 の調査 では,15社,4機 関(連 邦 政府機 関 お よ び地 方 公共体),24カ 所 を訪 問 し,① 企 業

情 報処 理 の実 態 と動 向,② 情報処 理 サ ー ビス 業 の実 態 と動 向,③ 連 邦政府 にお け る ブル ックス法 の運

用 の現状 と標 準化 の問題 お よび④ 通信 回線 の利 用 方 式等 につい て 調査 した 。以 下,順 を追 って,こ れ

らの調 査 結果 の 総括 を試 み れば,次 の と お りであ る。

1.企 業情 報 処 理 の 実態 と動 向

調査団の問題意識は・巨大化い 地域別に分散化した今日の企業あるいは機関において・それら

の 経営 の 効率 化 の た めに,EDPSが 果 して どれ だけ 経営 に密着 して使用 され て い るか,ま た,近

い将 来EDPを どの よ うな分野 に拡 大応 用 し よ うと してい るか を認識 す る こ とで あ った。 情 報処

理 の経 験 が豊 か に なる と,その 経験 を活 か し,標 準 化 し,汎 用 化す る ことに よ って ・ 企業 外 の カ ス ト

マ ーか ら情 報処 理 を委 託 しよ うとす る企 業 活 動 が うか がわ れ,従 って,企 業 情 報処 理 と情 報処理 サ

ー ビス とは ,完 全 に分離 し難 い。 しか し,こ こで は,一 応,コ ン ピュー タに よ る情報 処 理 サ ー ビス

専 門 企業,い わ@る サ ー ビス ・ビ ュ'一ロー と,自 社 の業務 にEDPSを 利用 す る企業 をaSIJし,先

ず 企業 内 または機 関 内に おけ る情報 処理 の 実態 と動 向を 述べ る ことにす る。

企業 内情報処 理 あ るい は機 関 内情報処 理 に共 通 して みら れ る点は,① と くに新 しい,ま た は手 の

込 んだ システ ム を適 用 してい る訳 で は ない こ と,② しか し,適 用 されてい る シス テ ムは・ 経 済 性 の

見地 か ら十 分 に引合 うよ うに設 計 され てい る こと,③ ア プ リケ ー シ ョンの標 準 化,単 純 化 に よ って

未 熟練 労働 力 の活 用 に努 め てい る こ と,④ オ ン ライ ン処 理(オ ン ライン ・デ ー タ ・コ レク シ ョン と

パ ッチ処 理 お よ び リモー ト ・バ ッチ処 理 を含 む)を 行 な ってい る場 合 は,在 庫管 理 な どの物 理 的 日

常大 量 デー タ処 理業 務(い わ ゆ る ロジス テ ィ ック ス ・システ ム)が 中心 で あ って,経 験 を積 み 重ね

た後 に,漸 進 的 にマ ーケ ッテ ィング,財 務報告 システ ムな どの経営管理 指向型 の ア プ リケ ー シ ョン

が附 加 さ れつ つ あ る こと,⑤ 経営 情 報 システ ムに対 す る考 え方 は,現 実 的 で あ り,機 能 別 の シ ステ

ムを一 つ一 つ掘 り下 げ,機 能 の 明確 化 に 努め て い る こ と,の 諸 点であろ う。い ま,こ れ らの企 業 な

らび に機 関に おけ るEDP適 用 の共 通 点 を抜 き 出し,そ の特 徴 を述べれ ばお よそ 次 の よ うな こ とに

なろ う。

1.1一 般 的特 徴

Ll.1使 用 シ ステ ムの規 模 が大 きい

一般 に
,使 用 システ ム の規 模 が い 。 と くに連 邦政 府機 関の場 合は,こ れ が顕 著 で あ る。

例 え ば,SSAで は,79,000,000口 座 の登録,更 新,支 払 業務 を 中心 に 社 会保 険

事 務 を 行な っ てい るが,こ の た め に中央 セ ンタ ー に大型 コン ピュ一口タ10セ ッ トを 含 め,合 計

26セ ッ トを設 置 してい るほか,全 国6ブ ロ ックの 支払事 務 所 に中型 各1セ ッ トを,地 方 事 務
の

所 に700台 の テ レ タ イ プ 端 末 装 置 を 設 置 し て い る 。 一 方,民 間 の 一 例 と し て,ウ エ ス チ ン グ

ハ ウ ス 電 機 会 社(WestinghouseElectricOo.)は,中 央 の テ レ コ ン ピ ュ ー タ ー ・
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セ ン タ一-Va,ユ ニ パ ック4942セ ッ ト(事 務用) ,ユ ニパ ック4901セ ッ ト,CDC

66002セ ッ トお よびIBM360/50,75,20各1セ ッ トを置 き,さ らに事業 部

子 会社 等 に も多 数 のEDPSを 設置 してい る。 ユ ニパ ッ ク494に は,事 業 部,子 会社 等 にお

か れ た約500台 の端 末装 置 が接 続 され てお り,オ ン ライ ン ・リア ル タイム処理 お よび メ ッセ・

一 ジ ・ス イ ッチ ング を行 な
ってい る 。

1.1.2使 用機 種 は第二 世代,第 三 世 代混 こ う

多 くの場 合,第 二世 代機 種 と第 三世 代機 種 の両方 を混ぜ て使用 して い る。 これは いず れ の ケ

ー ス で も
・ 現 在 の システ ム が・数 年 ない し十数 年 の シス テ ム開 発,使 用 経験 の積 み上 げ の産物

で あ る ことか ら,一 度 に新機 種 へ 乗 り換 え る こ とが,必 らず しも得策 でな い こ とを 物語
ってい

るo

l.1.3事 務 用,科 学用 シス テ ムに分 け て使 用

小売 業 ・銀 行 業 ・ 政府機 関(た また ま・今 回の調 査 対 象 には,技 術 系 政 府機 関が入 っ てい な

い か ら)で は・科 学 技術 計算 が行 なわ れ てい な いが ,製 造 業 では,事 務計 算(経 営計 算を 含む),

科 学 技術 計算 の両 方 の ニー ズ があ る。 この場 合,事 務用 システ ム と科学 用 シス テ ムを分離 して,

別 々のEDPSを 使用 して い るケー ス が多 い よ うで あ る。例 え ば,ウ エスチ ン グハ ウス 電機 会

社 の テ レ コ ン ピュー ター ・セ ン ター では,ユ ニパ ック494を 事 務 計 算専 用 と して使 用 し,

CDC6600・IBM360/50は ・原 子 力,重 電機 等 の科 学技 術計算 に専 用 して い る
。

1.1.4オ ン ライ ン処理 とバ ッチ処理

コ ン ピ ュー ター ・メー カー,処 理 サ ー ビス業 お よび政 府機 関を 除 く企業 情報 処理 の うち で,

オ ン ライ ン で処 理 を してい るのは ・厳 密 にい うと,ウ エス チ ング ハ ウス 電機 会社 ,ロ ッキー ド

社(LockheedMissiles&SpaceCo.)の 二例 だけ であ った 。 しカ:し;後 者 の

企業 は,通 信 回線 を 使 用 して い て も,そ れは,デ ー タの伝 送 のみ で処 理 は パ ッチ であ る。 す な

わ ち,遠 隔 地 か らの情報 の入 力 は,直 接 コン ピ ュー ターへ 入 るの では な く,中 央 に集 め られ た

情報 は,一 た ん磁 気 テー プあ るいは カー ドに移 され,そ れ らの媒 体 が,コ ン ピ ュー ターの入 力

と して使 用 され てい る。 自動的 に磁気 テー プ等 に記録 され る場合 もあ る が,テ レ タイプ で 受信

し・ そ の情 報 を人 間 が カー ドヘ パ ンチす る場 合 もあ り,ま ち まち であ るが ,そ れ らの企 業 では,

自社 でや ってい る方 法 を オ ン ライ ン処 理 と称 してい る。 しか し,こ れ らは,オ ン ライン.パ ッ

チ処理 とい うべ きであろ う。

企業 情 報処 理 を全体 と してみ れば ・今 の と ころ オ ン ライン ・リ アル タ イム処理 は,全 体 の計

算機 利 用 の ほ ん の一部 を形 成 してい るのみ で あ り,大 部 分が バ ッチ処理 とい え よ う。経 営 の重

要 な機 能 が・ ほ とん どオ ン ライ ン:リ アル タイ ムで右 か ら左 へ処 理 され てい る とい うよ うな ご 『

とはな いo'



一5-

1.1.5使 用 システ ム の経 済 性 を 重 視

一 般 に,EDPSの 導 入tc際 し,
一経済 性 が重 視 され,そ の条 件 が満 た され ない場合 は,代 案

が 考え られ てい る・例 えば・ マ グ ロー ヒル 出版 社(McGrawHillInc .)や パ ン ク.オ

ブ'ア メ リカ(Th・Bank・fAm・ ・icaN・ ・i・・a1T・u・ ・andS、
vi。g、

Associatlon)は ・ 自社 内 のニ ー ズか らみ て・ オ ン ライン処理 を す る こ とは,経 済的 でな

い と して,通 信 回線 を 使用 して い な い。 また,共 通役 務庁 では ,自 局 の ロジス テ ィ ックス ・シ

ス ア ム開 発 に 当 り,1964年 にFeasibilit
yStudyを 行 な った理 想 的 シス テム

(RAMACに よ るオ ン ライ ン ・　ア ・レタ恒 処理 システ ム)は
,3,000万 ドル(108億

円)も し・ 高 価 にす ぎる とい うの で・ 代案 を検 討 し,オ ン ライ ンに よ るデ ー タの収集 とバ
ッチ

処 理 シ ステ ムの組 合せ 方 式 の採 用(1966年)を 決 定 してい る。 ウエス チ ン グハ ウス では
,

イ ンタ ンジ ブル'メ リ ッ トも含 め て・ 新規 にEDPSを 導入 した 後 は
,設 置 後3年 で利 益 が上

が るか ど うか を判 定 す る とい うこ とであ る。

1.2EDPSの 適用 態 様

EDPSの 適用 は,大 別 して,① 業 務支 援 の ため の適 用(日 常大 量定 型 業 務 の処 理 と ロジス デ

ィクス ・システ ム),② 経 営管 理 のた め の適用(管 理 資料 の作 成)に 分 け られ る が
,調 査 結果 か

ら,こ のお のお のの適 用 態様 の特 徴 を述 べ れ ば,次 のとお りであ る
。

1.2.1業 務支 援 のた め の適 用

この領 域 は,処 理 す る デー タが大 量 で あ って,機 械 化 の効 果 が測 定 し易 い と ころが特 徴 で あ

る6機 械 化の動 機 は,す べ て,経 済成 長,企 業 成長 に伴 な う情 報量 の増 大 に よ り
,手 作業 では

処 理 し切れ な くな ・た こ とに あ る とい ・ てよい・ 調査 対 象の 中 で旧 常婿 定型 業 務処 理 を専

門 に行 な ってい る典型 的 な例 は,パ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ と社 会保 険 庁(SocialS
eCu'-

rityAdministration)で あ る。 い ずれ に も共通 してい る点は
,大 量 デ ー タの オン ラ

イ ン化は ・ コス ト的 に合 わ な い のが現 状 で・パ ンク ・オ ブ ・ア メ リカは
,デ ー タの 収集 に航 空

便 を使 用す る完 全 な るバ ッチ処 理 シス テ ムを採 用 してお り,社 会保 険 庁 は,遠 隔 地 のデ ー タを

オ ン ライ ン で収 集 し,い った ん磁気 テー プに 記録 し
,処 理 はパ ッチ ・シス テ ムを採 用 してい る。

残 りの調 査 対 象は ・ ほ とん どが ロジス テ ィ ックス ・シス テ ムを運 用 してい る
。 ロジス テ ィッ

クス'シ ス テ ムの特 徴 は ・在 庫 管理 を中 心 と して
,か ダー ヴ 吐 シ ング,在 庫 チ 。,ク,

'出 荷
スケジ・一 リング・雄 繊 指轄 の倉巨靴 柵 舗 に行紡 れ

,経 営の上力、らも,穣

の メ リッ トを派 生 す る ことで ・ い うなれ ば,日 常業 務 と経営 管理 の両 域 に また が る システ ムで

あ る・ 醐 化 した組 織 の この よ うなぽ う大 なヂ タを処理 す る ため には
,通 信 回 線 と端 末鑓

の利 用 が必要 不可欠 であ る・ しか し・ オ ン ライ ン処理 とい っ て も,す で に述べ た よ うに,オ ン

ライ ン'リ アル タイ ム処 理 とオ ン ライ ン ・バ ッチ鯉 の両が あ り
,前 者 の例 は 比較 的少 ない。

ウエス チン グノ'ウス の場 合 は・ か な り高度 の シス テ ムで
,150カ 所 の七一 ・レス ・オ フ,ス に
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設置 した端 末 装置 か ら,カ ス トマー ・オー ダ ーが,ダ イ レク トにコ ン ピ ュー ターへ 入 力す る。

コンピ ュー ター は,そ の 後,オ ー ダー を処理 し,在 庫 を チ ェ ッ ク し,出 荷 命令 を適 当 な倉 庫へ

送信 し,さ らに プ ラン トヘ ス トック補 充 を勧 告 す る。

しか し,こ こで処理 して い るのは,ト ランス,モ ー ター,発 電 機等 の カ タ ログ ・ア イテ ム商

品 だ け で,同 社 の全製 品 に 及λ,でい るの で はな い。150の 端末装 置 の ほ かに350の 端 末装

置 が倉庫,修 理 セ ンター ・デ ィス,トリピュータ ー に置か れ てい る。 これ ら500の 端 末 か らは,

カス トマ ー ・オ ー ダ ー以 外 の多種 類 の メ ッセ ー ジが 送 られ るが,こ れ らの メ ッセ ー ジは 受信後,

コンビューごター に よ り 自動 的 に適 切な宛 先 ヘ ルー テ ィング され る。 すなわ ち,ユ ニ パ ック494

コ ン ピュー ター 自身 が,交 換 機 の役割 を果 して,メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ングを行 な ってい る。

メ ッセ ご ジの中 には,宛 先が コ ンピ ュー ターそ の もの に な ってい る場 合 が あ り,コ ン ピ ュー タ

ーはこ れ を 受信 す る と,そ れ ら を識 別 し,こ れ らの メ ッセ ー ジを 処理す るため に適 当な プ ログ

ラム を指定 す る。

い くつ か の業 務 支 援 シス テ ムの実例 を調 査 して,と くに 印象 に残 った共通 点 は

① 大量 デー タの フ ァ イル お よび更新 業務 は で きる だけ シン プル に し,未 熟練 の 労働 力 を も,

システ ムの一 員 と して活用 す る よ う努 力 が払 わ れ てい る こ と。

② わ が国 に比較 して大規 模な シス テム で あ りなが ら,コ ス ト主義 に徹 し・各 シス テ ムの積み

上 げが行 なわ れ て い る こと∩

③ 分業化 が細 か く行 なわ れ てお り,与 え られ た仕 事 の み をや ってい れ ば,全 体 の シス テ ムが

ま とま って運 用 され る よ うに システ ム設 計 が 行 なわ れ て い る こと(社 会保 険庁,J.C.ペ

ニ ー社 がそ の例)で あ る。

総 体 と してぽ う大 な デ ー タ処 理 が,雑 多 な人 種 の 労働 力 を利 用 しつ つ,非 常に うま くこな さ

れ てい る よ うに受 け とれた 。

1.2.2経 営管 理 のた め の適 用

一般 に,先 ず大 量 デ ー タ処 理 システ ムお よび ロジステ ィ ックス ・シス テ ムの開 発 か ら手 がっ

け られ,数 年 あ るい は十 数年 の経験 を積み 重ね た のち に,マ ー ケ ッテ ィ ング,財 務管理 に まで,

利 用 を深 め よ うと してい る よ うであ る。最 もEDPの 適 用 が 進 んでい る とい わ れ る ウエス チ ン

グハ ウスを→ ‖と して みれ ば,オ ペ レー テ ィング ・シス テムを 中心 と して ・次第 に財務 管理,

人事 管理,マ ー ケ ッ テ ィ ング な どの シス テ ムを 開発 し,積 み重 ね てい きつ つあ る。 同社 は,デ

ー タ ・バ ン ク とい う よ う な 共 通 フ ァ イ ル は も ってお らな いが,工 場 新設 計 画 の 実行 の際

な どに は,140,000人 の うち の キー ・ス タ ッフ(数 千人)の 人 事 記 録(学 歴,年 令 ・人 事

考 課)フ ァイ ル を照合 して,適 当 な人 材 を選 ん でい る。

総 じて,い ず れの 企業 で も,開 発 に力 を入 れ つ つあ る のは・ 財務 管理 シス テ ムで あ る と思わ

れ る。 ロ ッキー ド社 に お い ては,1966年 に着 手 し1970年 に完 成予 定 のSTARFIREシ

ステ ム(SystemtoAccumulateandRetrieveFinancialInforma一
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tionthrough .RandomExtraction)を 開 発中 で,こ の シス テ ムに よ り,

① タイム リーな財 務 情報 の準 備

② デー タを必 要 とす る者 の要 求 に も とつ く適 切 な報 告 の作成

③ 原価 削 減

④ 財務 システ ムの全 般的 な 改善

⑤ 誤 りの タイ.ムリー 発見 とそ の減 少

な どの効 果達 成 を期 してい る。

1.3経 営 情 報 シス テ ムに対 す る考 え方

調 査対 象企 業 お よび機 関 の多 くは,ト ー タル ・イン フォー メー シ ョン ・シス テ ムを考 え る こと

`は 親 実 的 であ り
,タ テ … の ぼ う大 浦 報 の流 れ を一 つ に統 合 した よ うなM、S(M、na-

gementInformationSystem)を 実現 す る ことは 困難 で あ る とい う見解 が支配 的 でi

あ った。

ウエスチ ングハ ウスお よび デ ィー ボル ド(TheDieboldGroup ,Inc.)で は,機 能別

に システ ムの完 成は あ り得 るだ ろ うが,ト ー タル ・イ ンフ ォー メー シ ョン ・シ ス テム は永遠 元不

可 能 であ る と してい る・ 結 局,機 能 別 の シス テ ムを着 実 に開発 し,そ の 部門 の機 能 を 明確 に し,

能率 化 し,一 つ 二つ を重 ね て い くこ と しか で きな い とい う見解 を示 してい る。 また,マ グ ロー ヒ

ル 出版 社 では,正 しい情 報が,適 切 な管 理者 へ ,適 切な 時 に,正 しい様 式 で供 給 さ れ,役 に立 つ

ことが,す なわ ち経 営 情 報 シス テ ムであ る と述 べ てい る。パ ンク ・オ ブ ・ア メ リカのFenwik

副社 長 は ・ この よ うに・ 水平 方 向 の部 門別 機 能 を明確化 し,能 率 を 高 め てい くこ とをHori_

zontalintegrationと 呼 んで い るo

l.4今 後 の方向

結論 と して,企 業 内情 報処 理 の 今 後 の方 向 を 考え る と,お よそ次 の諸 点 があ げ られ る。

1.4.1通 信 回 線の利 用 が盛 ん に な る。

前述 の とお り,ウ エス チ ング ハ ウス で は,事 業 部の間 だ け でな く子 会社 を含 め た広 い組 織 の

間 でオ ン ライ ン情 報 処理 を行 な う他 ・ メ ッセー ジ ・ス イ ッ チング も行 な って お り,他 企業 との

間 の メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グ を通 信業 務 と して問題 に していたATTも そ れ を認 め る にいた

った よ うであ る。 情報処 理 サ ー ビス業 の項 で 述べ られ る よ うに,米 国 では,す で に第三 者 にサ

ー ビスす る場合 に も
・ 通信 回 線 が 自由に 提供 され てお り,こ れが 情報処 理 産業 の発 展 に資 して

い る。 こ うした便 益 か ら,今 後 企業 内情 報 処理 に お け る通信 回線 の利用 度は
,次 第 に高 まる と

思わ れ る。

L4・2オ ン ライ ン処 理 とパ ッチ処 理 領域 が ハ ッキ リして くる
。

使用 経験 が豊 富にな る につ れ,何 をオ ン ライ ン処理 した方 が利益 にな るか
。 バ ッチ処 理 は,

何 に適 用 した方が経 済 的 で あ り・ か つ優 れた 利 点を もっ てい るかが ハ ッキ リ して くる であ ろ う
。
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また,オ ン ライ ン ・リア ル タイ ムに適 した もの と,オ ン ライ ン ・パ ッチ あるい は オ ン ライン ・

リモ ー ト ・バ ッチ処 理 に適 した ア プ リケー シ ョンも明確 にな って くるであ ろ う。 い ずれ に して・

も・ これ らの処 理方 式 は・ それ ぞれ の利 点が い か され つ つ,併 存 す る であ ろ う。

1.4.3企 業 内 多 目的 デ ー タ ・バ ンク は難 か しい

今 後広 い 業種 にわ た っ て,デ ー タ ・パ ンク の必要 性 は増 す とい われ て い るが,デ ー タの収集,

整理 ・ 更新 に ぽ う大 な マ ンパ ワーを要 す るたぬ 結局 は専 門化 され た ものが優 先す るこ とに な

り,多 目的 でか つ 総合 化 された もの は 当分 実現 しない だ ろ うとい う意 見が支 配的 であ った 。

2.情 報 処 理サ ー ビス 業 の実 態 と動 向

今 回 の調 査 で の一 つ の柱 と して,情 報処理 サ ー ビス業 が,い かな る環 境 で存 在 し,発 展 して行 く

か があ った。

ア メ リカ では情 報処 理 サ ー ビス業 が,多 立 化 し,か つ変 化 に富 ん でい るの で ・一 言 でそ の傾 向 を

要約 す るこ とは,む しろ危 険 であ り,特 色 あ る ケ ースを通 じて,そ の実情 を把 握 すべ き もの と解 釈

～

され る。

た とえば,ワ シ ン トンD.C.の 職 業別電話 帳 に記載 され てい るデ ー タ処 理 サ ー ビス業 の会 社 お

よび団体数 は200社 以 上 で あ り,こ れ には,コ ン ピ ュー タ専 門 学校 や デー タ処理 機器販 売業 は

含 まれ てい ない。

ニ ュー ヨー クの マ ンハ ッタン区ぬ ・た っては
,東 西4Kin,南 北22Kmと 極 め て小 さな地 区 の 中に,

310社 以 上 が,ひ しめ き合 っ てい るのが現状 であ る。

しか らば,な ぜ,乱 立 ぎみ と も思 え るほ どの,こ れ らの サ ー ビス業 が経 営 さ れ るので あ ろ うか
。

しか も,一 部 を除 け ば,そ の過 半 数 は2年 程度 の間 に,急 速 に促進 され た の であ る
。

そ こで,今 回 の調査 で実 態 に ふれ た ものを 中心 に,そ の動 向 を さ ぐ る ことにす る。

2.1情 報処 理 方 式 の分 類 と運 用の 実態

情 報処 理 サ ービス業 で使 用 され てい る コン ピ ュー タは,展 示 効果 を狙 って,最 新鋭 機 を設 置 す

る とい う例 は,極 め て少 な い。

む しろ,ハ ー ドウ エア で競争 す る時代 から,通 信 の利 用技 術 を 含 め た ソ フ トウエア の時代 に移

行 してい る こ とが ハ ッキ リと認識 され る。

例 えば,GE社 の誇 る タイ ム ・シェア リン グに よ るサ ー ビスは,全 て265型,420型 であ

って,ハ ー ドウエ ア そ のも のは,そ れぞ れ8年 前 ,4年 前 の も ので あ る。

それ に,デ ー タネ ッ ト30と い う,こ れ も また 数年 前 か ら使 用 された ス イ ッチ ング ・コン ピ ュ

ータと,大 容 量 デ ィス ク記 憶装 置 を連結 した もの であ った。

すな わち,数 年 前 の償 却 済 み と も思 われ るハ ー ドウエ ア は,新 しい ソ フ トウエア に よって よみ

が え り,最 先 端 を行 く技術 サ ー ビス と して通 用 してい る わけ で あ る。
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その意 味 では,IBM7080,1410に つい て も,SDS940,RCA3301,PD

P8の い ずれ を見 ても,単 体 と してハ ー ドウエ アを検 討 すれ ば,第3世 代 の新 鋭 機種 に比 べ て,

格段 の差 が あ るこ とは 充分 認 め られ てい る も のの,デ ー タ処理 サ ー ビス に必 要 な ソフ トウエ ア は,

む しろ,第2世 代 を モデ ルに 開発 され た ものが,現 在 よ うや く実 用化 した と見 る こ とも で きる。

これ ら の ソフ トウエア を中心 に進 展 した サ ー ビス業 の決 め手は,や は り,通 信回線 との結 びつ

きに おいて,情 報処 理 サ ー ビス の中心 であ る共同 利 用を 本 格 化 した こ とは 事 実 であ る。

ところで,情 報処 理 方式 の分類 につい ては,メ ー カー,学 究者,実 務 家等,そ れ ぞれ の立 場 に

よ り,言 葉 が 統一 され てい ない た め に,混 乱 と誤 解を 生 ん でい るこ と もいなめ な い。

そ こで ・今 回訪 問 したGE社 ・IBM社 の区 分 した基準 を中 心 に して ・分類 してみ る と次 の四

つに な る6

/'

/① ロー カル ・バ ッチ処理

/ ② リ
モ ー ト ・パ ッチ処理

③ ダ イZク ト.ア ク セ ス ま た は オ 。 ライ 。.1)ア ル タ イ。ma
|

④ タイム ・シ ェア リング処理

2.1.1パ ッチ処理 方 式

第1の 処 理 方式 は,サ ー ビス業が 従 来 か ら行 な って い た方 式 で,デ ー タを もち込 んで 処理 し

そ の結 果 を もち帰 る方法 で,こ れを ロー カル ・パ ッチ処理 と呼 ん でい る。

現在 では,一 般 企 業が本 来 の処理 業務 の間 げ きを縫 って,夜 間・とか 週末 を利 用 し,1日24

時間,1週7日 に ち かい フル稼 動 に よ って処 理 サ ー ビスが成 功 して い た り,税 務,小 売 業,技

術計 算 な ど特 長 あ るパ ッケー ジ ・プ ログ ラム によ って,顧 客 の確 保 にあ た って い る。

2.1.2リ モ ー ト ・バ ッチ処理 方 式

第2は,通 信 回線 と,コ ス トを 充分 に意 識 した新 しいサ ー ビス 方法 と して の,リ モ ー ト ・バ

ッチ方 式 が あ る。

厳密 に は,遠 隔操作 に よ って,あ た か も,ロ ー カル で使 用 してい るの と同様 に処 理 で き る こ

とを指 摘 してい る メー カー もあ るが,広 義 には,デ ー タ伝 送 とロー カル ・バ ッチ処理 を結 んだ

形態 を 呼 ん でい る場 合 もあ る。

すで に,テ レ タイ プ回線,電 話 線 に よ って,固 定 ユ ーザ ーを確 保 し,経 営安 定 を 計 ってい る

サ ー ビス業 が 多 くな ってい る。

一般 的 に は ,タ ー ミナル として の ユ ーザ ーは,端 末 機器 を電話 会社 または,コ ン ピ ュー タ ・

メー カーか ら賃 借 りした り,あ るいは 買 い と った り,サ ー ビス業か ら直接 借 り受 け て使 用 し,

通 信料 金 は,サ ービス業 の州間 専 用線 を 多数 のユ ーザ ーが利 用す るよ うな場 合を 除 い て,電 話

電 信 会 社 に直接 支払 ってい る。 コ ン ピ ュー タの使 用料,デ ー タの保 管料,プ ログ ラム ・サ ー ビ

ス料 が サ ー ビス業 の収入 にな る。
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この リモー ト ・バ ッチ方 式 が ・現在 大 手 サ ー ビス業 の主流 にな っ てい る。

2.1.3オ ン ライ ンに よ る リアル タイ ム処理 方 式

第3は,ダ イレク ト ・ア クセ ス または,オ ン ライ ン ・リアル タ イム処 理 であ る。

サー ビス業 と して考 え る場 合は,や は り特 定 の専 門的 な分 野 の処理 に適 してお り,ホ テ ルや

旅行,証 券取 引な ど,登 録,照 会 に利 用 され る ことが 多 く,二 股 の サー ビス業 とい うよ りは,

特定 業種 内 におけ る共 同利 用の=形 態 とい えるだ ろ う。

したが って,ユ ー ザ ーが,独 自に設 計 した り,メ ー カーが グル ープ化 して利 用 でき る よ うに

す る か,あ るいは サ ー ビス業 の コンサ ル タ ン ト部 門 が,設 計 と運 営 に協力 す る とい った型 が と

られ てい る0

2.1.4タ イ ム ・シ,エア リングに よる処 理 方式

第4は,タ イム ・シ ェア リング処理 サ ー ビス であ る。

この高度 の技 術 も.通 信技術 と ソフ トウエ ア の解 決 に よ って本格化 した。

この タ イム ・シ ェア リング方式 を厳 密 に定 義 す るこ とは むつ か し く,リ モ ー ト・・バ ッチ も広

義 には,タ イム ・シ ェア リング と呼 ぶ こ とが あ る。

IBMで は,タ イム ・シェア リング の入 力 と プ ログ ラムの多重 性 を少 数 に して ,入 力量 と処

理 量 を増 大 した場 合 は,リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 であ る と呼 ん でい るが,こ れ で もわ か る よ うに ,

そ の境界 線 を引 く場 合,立 場 に よ って大 分 かわ ってい る。

そ のた め に,誤 解 を まね くこと も しば しば であ った 。

現段 階 の タイム ・シェ ア リン グ ・サ ー ビスは,科 学 計算 用が 中心 であ っ て,ま だ一 般 事 務処

理 弔 情 報検 索 用 のサ 「 ビス には,コ ス トの面,ソ フ トウエア の面 で,本 格化 す るま でに は時

間 が かか りそ うであ る。

しか し,業 務 量 か らす れ ば,科 学 技術 用 よ りも,経 営 管 理 用の方 が 大 きい市場 だけ に,タ イ

ム ・シェ ア リング ・サ ー ビス業 に お いて も,こ の分野 へ の挑戦 が行 な われ は じめ た とい うこと

は事 実 であ る。

このサ ー ビス は,多 くのユ ーザ ーか らの少量 処理 を効率 よ く行 なえ るこ とに利 点 が あ り,

ミ リ秒 単 位 の業 務 も簡 便 に処理 し得 るこ と,サ ー ビス セ ン ターの人 員が 少 な くて済 む こ とな ど

が ・主 な 特 色 とい え よ う。

2.2企 業 の特 質 と処 理 方 式 の選 択

情 報処 理 サ ー ビス事業 は,い くつ か のパ ター ンが考 え られ るが,次 第 に,企 業 と しての特 性 が

生 れ て い る こ とも事実 であ る。

2.2.1情 報 処理 サ ー ビス に進 出す る コン ピ ュー タ ・メー カー

第1は,メ ー カ ー のセ ールス ・プロモ ー シ ョンの 一環 として,セ ン ターの運 営 を行 な っ てい

た ものが ・現時点 では ・ セ ンタ ーを サ ー ビス事 業 と して
,確 立 しは じめ てい る。
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IBM社 のデ ー タ処 理 サ ー ビスは 独 占禁 止法 に よ って,別 会社 で ある サ ー ビス ・ビ ュー ロー ・

コー ポ レー シ ョンに移 ってい るが,IBM社 自身 の タイ ム ・シェア リン グ ・サー ビスは,時 間

売 りで,プ ログ ラムや オ ペ レー シ ョンに タ ッチ しない こ とで承認 されて い る。

そ れに対 して,UNIVACの イ ンフ ォー メー シ ョ ンサ ービス事業 部 は,セ ン ター運 営 に積

極 的 に乗 り出 し,UNIVAO1108大 型 機 を中心 に,1004,1005型 を ター ミナ ル

と して リモ ー ト ・バ ッチ処 理 のサ ー ビスを 開始 してい る。

また,GE社 の イ ンフ ォー メ ー シ ョン ・シス テ ム事業 部 の直営 す る タ イム ・シ ェア リン グ ・

サ ー ビス も一 つ のサ ー ビス業 の方 向を示 してい る。

この よ うに,メ ー カ ー がサ ー ビス を開 始 した こ とに対 して,独 立 の セ ンタ ー ・サ ー ビス業 は

競争 相手 の出現 とは 見て いない よ うであ る。 その理 由は サ ー ビス価 格 と販 売 促 進 との ジ レン

マや,メ ー カ ー色 を きら うユ ーザ ーが あ る との 見方 を,専 業サ ー ビス 会社 の意 見か ら聞 き とれ

た。

2.2.2銀 行,コ ンサ ル タ ン ト会社 等 か らの進 出

次 に,銀 行 や コンサ ル タン ト会社 か ら情 報処理 サ ー ビス業 に進 出 した グルー プが考 え られ る。

た とえ ばs.CDCに 吸収 され たC-E-1-Rは,そ の代表 的 な会社 であ り,コ ンサ ル タ ン

ト,会 計 士等 を通 じて接 触 してい た会社 を 指導 しなが ら,セ ンター のユ ーザ ー として安 定 させ

る方法 で ある。

これ に類 似 した もの に,銀 行 が 住宅 資金 等 長期 の貯蓄 貸付 組 合 の デ ー タ処 理 を サ ー ビスす る

もので,ア メ リ カン ・ナ シ ョナ ル ・バ ンク(AmericanNationalBankand

TrustCo.)の 子 会 社 であ るテ レデ ー タ社(TELEDIATAComputation)を は

じめ,多 く出現 してい る。

この利 点 は,同 一 プ ログ ラムが 共有 で きる点 で あ り,業 種 内 の共同 利 用 の一型 態 とい う こと

が できる 。

同 様 に,健 康 保 険 サ ー ビス の ブ ルー ク ロ ス もこ の範 疇 ぞ,あ る程 度 ユ ーザ ー が組 織化 され て

ス ター トした もの であ る。

2.2.3オ ツ ジィン に よる サ ー ビス 会社 の 出現

しか し,な ん とい って も,本 命 は 加入電 話 を利 用 した サ ー ビス で,い つ で も,ど こか ら で も,

リモ ー ト ・パ ッチ処理 が で きる よ うに した 専 用サ ー ビス会社 の出現 が盛 んな こ とであ る。

ユ ニバ ー シテ ィ ・コ ン ピ ュー テ ィング ・カ ンパニ ー(UniversityComputingCo.)

や,30人 で,5,000万 円/月 の売 上 を 達 成 した デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク社(DataNet-

workCorp.)な どが,こ の部類 であ る。

しか も,い'く つ か の 競争 会 社 と競 合 してい るに もか かわ らず,続 出す る こ とは,そ れ だ け で

情 報処 理 サ ー ビス の潜 在市 場 が 大 きい こ とを示 してい る。



L

－12-

2.2.4技 術先 端 企業 に よる 情報処 理 サー ビス

また ・他 産業 の副 業 か ら生 れた 情報処 理 サ ービス業 も拾頭 してい る。

た とえ ば・ マ クダニ エル'ダ グ ラス航空 会社 のEDPコ ンサル タ ン ト部 門 へ の進 出,ロ ッキ

ー ド社 の イ ンフ ォーメー シ
ョン ・シス テム事業 部 がそ の地域 の病 院業 務 処 理 サ ー ビスや,都 市

計画 プ ロジ ェ ク トの受注 を す る よ うに な った こ とで,技 術先 端 産業 が,そ の技 術を生 か して,

情報 処理 サ ー ビス に進 出 した ことであ る。

マ グ ロー ヒル出版 社 の ス タンダ ー ド ・プ ーア の財務 資料 や,建 設 関係資料 のサ ービスを した

り,デ ー タ ・バ ンク と呼 ば れ る各 種 の資料 の コン ピ ュー タ ・フ ァイ ル化 も活 発 であ る一 方,こ

の面 の技術 的,営 業 的 む っか し さも次 第 に明 らか にな りは じめ てい る ことも ,事 実 であ る。

要 は,情 報 処理 サ ー ビス の分 野 では,特 色あ る,価 値 あ る情報 サ ー ビス が,何 であ るか を把

握 してい る企業 が 伸 び てお り,「 般企 業 と同 じ宿 命 の上 に立 っ てい る ことは間 違 い な い。

2.3情 報処 理 サ ー ビス の今 後 の方 向

ユ ニ バー シテ ィ ・コン ピ ューテ ィン グ ・カンパ ニ ーに 見られ る1ユ ーザ ーであ る ボー イ ング社

の利 用は,一 方 向 を示 してい る。

ボー イ ング社 は,世 界 有 数 の コ ン ピ ュー タ保有 会 社 であ り,技 術先 端 産業 の トップ レベ ルにあ

るo

この会社 が,シ ャ トル に ター ミナル ・コン ピ ュー タを設 置 して,ロ スア ンゼ ルス にあ るセ ン タ

ーを リモー ト ・パ ッチ で利 用 してい るこ とは
,第1に,コ ス トで も社 内 利 用 と 見合 うこ と,第2

に ・待 ち時 間 が ない ことが挙 げ られ て お り,今 年 か らサンフランシスコ にあ るセ)ター を利 用 してい る

が,そ こが ふ さが ってい る場 合 には す ぐに ロス ア ンゼ ルス のセ ンター に 中継 で き るよ うにな って

い る。

そ して,そ の外注 処理 費 も多額 に のぼ り,調 査 に'よる と,約3億 円/午 に もな る と推定 さ れ る
。

一方 ,ニ ュー ヨーク の デ ー タ ・ネ ッ トワー ク社 に対 す るユ ーザ 山 も,こ のセ ン ター だけ の契約

でな く,同 時 に処理 が で きる他 の会 社 と も契 約 して,も しデ ー タ ・ネ ッ トワー ク社 が 一杯 な らば,

電話 ダイ ヤル だけ で次 の別 セ ンタ ーを呼 び 出 して処理 で き るよ うに して い る
。

こ うなれ ば,い くつか のセ ン ター を,多 目的 に,し か も,待 ち時 間 を少 な く利 用 す る こと もで

きる のであ って,こ の部 分 が加入 電 話 に よる デ ー タ伝送 と,リ モー ト ・バ ッチ 用 ソフ トウエア の

開発 によ って,情 報 処 理 サ ー ビス業 の高 度 成長 を約 束 してい る所以 であ る。

今後 コス トを 意識 した ユ ーザー の増加 に よ り,オ ツ ラ イン ・シス テ ムのセ ン トラル ・コン ピ ュ

ー タ として は大 型 機 が活 躍 する であ ろ うが
,中 型,小 型 機,1方 ドル ク ラス の超小型 コン ピ ュー

タもユ づ 専 用 と して セ ンター との デー タ伝送 ター ミナル 鎌 ね て普及 す る気酉己が 見え てい る
。

今後 の動 向 と しては,予 測 し難い 面 が 多 い が,ハ ッキ リ云 え る こ とは,デ ー タ伝 送 の普 及が,

超 大型 機 の利 用を ユ ーザ ー側 に 可能 に した こ と.
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リモ ー ト ・バ ップ タイ ム ・シェア リング,グ イレ ク ト ・ア クセス とも に,同 一 システ ム で処

理 され る3次 元 情報 処理 システ ムが 一般 化 す るであろ うこ と。 一般 ユ ーザ ー に専 門知 識 が あ ま り

な くとも,有 効 に利 用 で きる端末 と言 語 が開 発 され る とい うこ とであ る。

そ の結果,交 通 機 関 におい て も列庫,バ ス,タ ク シー な どが併 存 す るよ うに,情 報処理 の分野

に おいて も,各 種 の処 理 方式 が それ ぞれ の利 用 目的 に よ って併 用され る こ とにな るで あろ う。

5.連 邦 政 府 に お け る ブ ル ッ ク ス 法 の運 用

3.1調 査 の狙 い

ブル ックス法 は,1964年 に,連 邦政 府 が コン ピュー ター のため に支 出 す る費 用 が30億 ド

ル にの ぼっ て い る こ とが判 明 した ため,政 府 におけ る コ ン ピュー ター の利 用 を合理化 す るため,

ブル ックス 議 員 の提 案 に よって実現 した 合衆 国財 産管理 法 の改正 追加 条項 であ る
。 ごの法 律 に よ

り・ 予 算 局 に総 合的 政 策 の決 定 共通役 務 庁(GSA=GeneralServiceAdminis-

tration)に ・各 省庁 の コン ビュ ー明夕ー一導入 の調 整 と合 理 的 な調 達 商務 省 標準 局(NBS

=NationalBureauofStandards)Ca:
,各 省庁 に対 す る技 術 的助 言 と,連 邦 政府

が使 用 す る コン ピュ ー ター に関 す る標 準化 の任務 が,そ れ ぞれ与 えられた の であ るが,こ れ が そ

の 後 どの よ うに運 用 され てい る か とい うこ とに 大 きい関 心 があ っ 旭。

3.2コ ンピュー一夕ー導入 の調整 と調達

① 各 省 庁 が大型 シス テムを 必要 とす る時,GSAに 自動 化 の 目的 と計画 を明 ら かに して協 議 し,

そ の競争 入札 をGSAが 行 な う。

② ブル ック ス法 が 成立 した時GSAに 割 当 て られた1千 万 ト'7レの 資金 を も とに,GSA自 身が

システ ムを購 入 し,市 場 よ り
.安い料 金 で他 省庁 に レ ン タル す る。

③ 各 省庁 の シス テ ム の余裕 時 間 を他 省庁 に貸 す ことを斡 旋 す る。

な どの方法 に よ り,コZピ ュ ー ター に対 す る経 費支 出を 合理 化 してい る。GSAの 一括 調達 方

式 の 実施 に よ り,コ ン ピュー タ ーの買 い と り比率 が1～2年 前 には僅 か に5%で あ った ものが,

現 在46%に な ってい る。

GSA自 身 の資金 で買取 っ た ものは・ 現 在1%で あ るが・ レン タル事業 な どで 資金 が増 えるの

で・ 数年 後 に は55～56%に な るとい う。現在 は,各 省 庁 の導入 計 画をGSAが 査 定す るこ と

は行 なっ て お らず,調 達 の際 の価 格や,契 約条 件 の合理 化,機 械 の余 裕時間 を有 効 に活用 す る こ

とな どが任 務 の中心 であ るが,GSA資 金 に よる購入 の比率 が増 せば導入 計 画 に も タ ッチ す る こ

と にな る とみ られ る。,

3.3コ ンピュ ー ターの共 同利 用

GSAが 完全 な計 算 セン ターを設 け て各省 庁 に使 わ せよ 〉とす る業 務 は ま だ始 ま?た ば か りで

あ るが・ ワシ ン トン では・28省 庁 に機 械 の時 間貸 しを して お り,ま たGSA自 身 の業 務 のため
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の11の セ ン ターで も20万 ドル(7,200万 円)に 相 当 す る機 械 時 間を 他省 に貸 してい る。他

省 庁 の余 裕 のあ る計 算機 を引継 い でGSAの セ ン ター と し,そ れ を も との 省 には原 価 で賃 貸 しし,

他 省 には マ ー ジ ンを加 えて貸 すや り方 も始 め てい る。 また各 省庁 が使 用 して い るコ ン ピュー ター

の余裕 時 間 は契 約 を結 ん で他 省 庁 に使 わ ぜ る よ う に予 算局 か ら指示 され てい るの 舌GSAが

このた め の セール スマ ンを お き,そ の斡 旋 を す る こと も行 な っ てい る。

Tssに も興 味 を も ってお り,シ カ ゴの セ ンター の機 械 をGE420に 置 きか えて,20台 の

ター ミナル を お いて実験 す る こ とも検討 してい る。

NBSで も,技 術デ ー タを蓄 積 す る目的 でU-1108を 設 置 し,各 省庁 に リモー ト ・パ ッチ

で使 用 させ てい る。

米 国 では各 省庁毎 に業 務の様 式 が まち まちな の で,そ れを 標準化 して統 一 的 な 情報処 理 や,デ

ー タ ・バ ン ク業 務 を行 な うこ とは困難 とみ て お り,今 の ところは機 械 の共 同利 用を 通 じてそ の 余

裕時 間 を有 効 に活用 す る ことに力 点 がお か れて い る。

3.4各 省庁 に対 す る技 術 的助言

NBSで は,ブ ル ックス法 に よっ て与 え られ た任 務 を 遂行 す るた め,1965年 にCCST

(コ ンピュ ー ター 科学技 術 セン タ ー)を 設 け た。 各 省 に対 す る助言 と しては,

① 予 算局,GSAに 対 す る勧 告

② 各 省庁 に対 す る無 料 の助言,指 導

③ 各 省庁 に対 す る有料 の コンサル テ ィ ング

の3つ が あ る。今 まで に コ ンサ ル テ ィングを行 な った もの と しては,

・ 人事 院 で使 う人 事情報 シ ス テム

・ 予算 局 統 計標 準 所 の統 計デ ー タセ ン ター システ ム

・ 農 務 省 の経 理 処 理 シ ステ ム,教 育保 健 省 の情 報 システ ム

な どの開 発 を行 な った他

・ 既 存 シス テ ムの 改 良 システ ムの選 定 効果 的 な運 用 の指導,シ ス テ ムの総 合調 査

な どを行 な ってい る。

電 話 と か1日 訪 問 程 度 で 済 む簡 単 な 技 術指 導以 外 は 有料 で,各 省 の予 算をNBSに 移 した上

で行 な ってい る。

3.5政 府 が使 用 す る コ ンピュー ター に関 す る標 準化

政府 の 標準 はUSASIの 標準 と異 な って強 制的 な もの であ り,CCSTが 勧 告 案 を っ く り,

CCSTとNBSの デ ィレク ター と商務 長 官 が サ イ ンをす れ ば発効 す る。 た だ し,今 ま でに出 し

た3つ の標 準 につい て はPRを かね て大統 領 の サ イ ンを得 た との こと であ る。

政 府 の標 準化 は,ま ずCCSTが,標 準化 の原 案 をつ くるため の研 究 をす す め・ これ を

USASIの 標準 と して実現 す る こ とか ら始 ま る。USASIに は政 府 か らNBSGSAお よ



一15一

ぴ国防 省 の3つ の 機関 が入 り,市 場 の10%を 占め る最 大 のユ ー ザー と して の立 場 か ら・ 強 い発

言 力 を持 ってい るoUSASIで は,原 案 の着 手 か ら規 格 の 出版 ま(・,5年 もか か る のが悩 み で

あ る が,政 府 の標 準 を先 につ くる こ とには 踏み 切 れ ず,USASIの 活動 を極 力 ス ビー ドア ップ

して,そ れを政 府 標準 と して 採用 す る方針 を と って い る。

政 府 の標 準 を つ くる際 に他 省 庁 と調 整 をす る公 的 の機 関は な く,CCSTの デ ィレ ク ターが

55の 省庁 の 意見 を書 面 で聞 く手続 を とる こ ととな って い る。

4.電 子 計 算 機 と 通 信 回 線 の 利 用 方 式

4、1コ ス ト対 効果 の重 視

既 に述 べた よ うに,電 子 計算 機 の導 入 にあ た って その コス トと効果 を 徹底 的 に追 求 し,あ くま

で経済 性第 一 に徹 して いる点 は 米 国 の企業 にお け る情 報処 理,情 報 処理 サー ビス に共 通 して流 れ

る基本 的態度 であ る。

社会保険 庁 にお いて,一 般 には処 理能 力 に2倍 の開 きがあ る とみ られ る360/75を 使用 せ

ず,360/65を5台 使 用 してい る のは,同 庁 の業 務 が フ ァイル と ソー テ ィ ング中 心 のた め・

イ ンス トラク シ ョンの処理 速度 の速 い360/75が 必 ず しも有利 で ないrtと の判 断 の結 果 で あ

る。 また,オ ン ライン ・デ ー一夕処 理 と考 え られ ていたMEDINET,GSAのFederalSupply

Serviceも 実際 は 磁気 テー プを介 して のバ ッチ処 理 で あ り,リ モー ト ・ア ク セス を特 徴 とす

るGE・TSSセ ン ターや,ユ ニ バ ー シテ ィ ・コン ピュー テ ィン グ社 に お いて も30%前 後 を パ

ッチ処 理 に よ って い るな ど,わ れ われ の予 想 を裏 切 るものが なか った とはい え ない。

しか し,電 子計 算 機 の利 用方 式 に 固定観 念 を もた ず,い ろい ろの特 徴 を具 え た方 式 を業 務 に応

じて 自在 に使 い こな して い る点 は,む しろわ が 国 の企業 や 官庁 の学 ぶ べ きこ と であろ う。

4.2オ ン ライン と ロー カル ・バ ッチ 方 式 の混 用

通 信 料金 が,わ が国 よ りも安 い とい わ れ てい る米 国 に おい て も,オ ン ライン処理 は,一 般 に コ

ス ト高 と考 え られてい る。 従 って電 子 計算機 を オ ン ライン専用 に使 ってい るのは メ ッセ ー ジ ・ス

イッチ ング用(ウ エ ス チ ン グ ハ ウス,GSAのFSS)な ど比較 的少 数 で,オ ン ライ ン処理 を

本格 的 に実 施 してい る企業(GE・TSSセ ン ター,デ ー タネ ッ ト、ワー ク,テ レデ ー タ社,ユ ニ

バー シ テ ィ ・コ ンピ ュー テ ィン グ社 な ど)と い え ど も,必 ず とい って よい ほ どパ ッテ処理 を併用

してい るの が現 状 であ る。 この よ うな趨勢 か ら,オ ン ライン処理 に コン ピュー ター ビジ ネス の将

来 を賭 け てい る とみ られ るGE社 は,タ イ ムシ ェア リン グ,リ モー トバ ッチ お よび,パ ッテ のい

ずれ も同 時 に処理 す る ソフ トウエ アGECOS皿 を本 年7月 始 め に発表 してい る。

事務 室 に デ ィス プ レ イ装置 つ き の ター ミナル を お き,コ ン ピ ュー ターの デ ー タを と り出す や り

,方は,リ モ ー ト ・ア ク セス の一 つの典 型 であ るが,こ れ を この 秋か ら実施 すべ く準 備 を すす め て

い るデ トロイ ト市役 所 で もパ ッ ク ・グ ラン ト㌔ ジ ョブ と して,パ ッチ処理 をひ きつ づ き行 な うこ
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とと してお り・1日1000回 前後 の照 会な ら,中 央 コ ン ピ ュー ター のバ ッチ処理 に何 の支 障 も

生 じない とみ てい る。

4.3タ イ ムシ ェア リン グに対 す る反 省 と リモ ー トバ ッチ 方式 の拾 頭

MITのMACプ ロジェ ク トがあ まりに有名 にな った た めか ,わ が国 では タイ ム シ ェア リン グ

(TSS)が,遠 隔 情報 処 理の 代名 詞 と して使 われ てい る感 が あ るが,米 国 ではTSsta対 す る

反 省 の 声が 聞 かれ ・ リモ ー トバ ッチ方式 に対 す る評価 が 高 ま っ てい る。 この声 を代 表す るのは,

NBSの コ ン ピ ュー ター科学 技術 セ ン ターの所長 で あ るDr .Groschで 「T・SSも,リ モ ー

ト ・バ ッチ も,ロ ・一カル バ ッチ も,ネ ッ トの処 理時 間 は全 く同 じで,TSSの 場合 は オ ーバー ヘ

ッ ド(TSS独 特 の管 理 プ ログ ラムを ランさせ る時間)が 大 き くマ シン タイ ムの無駄 が 多 い
。 ど

う して も繊 と対 話 す る 必要 の あ る実験 とか プ ・グ ラムデ バ ッグにはTssが 向 くが それ以 外は

オ ー バー ヘ ッ ドが な くまた ロー カル パ ッチ の よ うに準 備 時 間 も要 らない リモー トバ ッチが有利 樹

.とい うの が持 論 で あ る。 米 国全土 に1.2の 大 型 機 セ ンター を もち,オ ン ライ ンサ ー ビスで成功 し

て い るユ三 つ 一 シテ ィ'コ ン ピューテ ィン グ社 も・ 全 国4カ 所 の サー ビスセ ン タrを 運 営 してい

る ユ ニパ ック社 の イ ン フォ メー シ ョンサ ー ビス事業 部 も リモ ー トバ ッチを 主 体 と して ロー カル バ

ッチを併 用 してい る。MEDINET,デ ー タ ネ ッ トワー ク に おい て も変 形 リモー ト・バ ッチ(オ ン

ライン に よ るデ ー タ収 集 とバ ッチの組 合 せ)を 採 用 してお り
,TSSの リーダ ー と 目され るGE

社 の イ ン フ ォメー シ ョン ・シス テ ム ・グルー プで も,将 来TSS ,リ モ ー ト ・バ ッチ お よびバ ッ

チ処 理 を如何 に組 合 せ てサー ビス を提 供 す るのが 有利 かを シ ミュ レー シ ョンに よ って研 究 してい

る事 実 か らも,Dr.GrOSchの 説 は裏 書 きされ て お り,わ が国 で も十分 な検討 を加 え るぺ きテ

ー マ であろ う
。

4.4通 信 回線 の利用 方 式

米国 の オ ン ライン処理 では ・殆 ん ど電話 回 線 を使 用 してい る。 電話 交 換網 を利 用 す る場合 には,

ロー カル コー ル(市 内 電話)と ロングデ ィス タ ンスが あ る
。

ロー カル コ ールは ・時 間制 料 金 であ るとは い え
,低 廉 であ るが,ロ ング デ ィス タンス に な ると

高価 であ る。GEのTSSの よ うにテレ タイプ ライタ ーを直 接人 が操 作 す る もの では ロングデ ィ

ス タンス の料金 の負 担 が太 き過 ぎ,実 用 化 の 障害 にな っ ていた。 そ こで,GEは,州 を結 ぶ専用

線 を勧 ・他 州 の カス トマーuaは ・専 用 線 の端 末 を ・一 カル で呼 び,そ して,Tssセ ンーを利

用 させ る方法 を と ったo

リモ ー トバ ッチの よ うに端 末 に小型 コ ン ピ ュー タ ーを用 い るも のでは ,単位 時間 の データ伝送 量

が大 きい ため,ロ ング ・デ ィス タンス ・コール の専 用線 を使 ってい る
。

こ の よ うに,ス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー ク に,タ ー ミナルや コン ピュー ターを 自由 に接 ぎ
,料

金 は と もか く全国 ど こか らで も望 む会社 の コン ピュー ターを 呼 出 し,利 用 し得 る点,専 用線 を第

三 者 との間 で 自由に使 用 し得 る点 は ・わ が 国 の現状 と著 し く異 る点 であ り,注 目に値 しよ う。
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米 国 にお い ては デ ー タ通 信 とい う概 念 の中 にデ ー タ処 理 の部 分 は含 まれ てい な い。

"通 信"と は"情 報 を変 え る こ とな く伝達 す る こと"で あ る
か ら ・遠隔 情 報 処理(Remote

accesdataprocessing)"は"通 信"で は な い とす る,連 邦 政 府法 務 省 の連 邦通 信

委 員 会 に対 す る意 見 に代 表 され る よ うに,米 国に おい ては通 信 と情報 処理 の間 に 明確 な一 線 が 引

か れ てい て・ 用語 上 の混乱 がな く・公 衆通 信施 設 が遠 隔情 報 処理 の手 段 と して広 く利 用 され てい
、

る こと も大 きい参 考 にな った。

また通 信 回 線 に通 信 会 社が 提 供す る機 器以 外 の機器(ForeignAttachment)を 接続

す る ことを禁止 す る規 定 が あ ったが,最 近FCCは これ を 不当 か つ差別 的 で あ る と して削除 を命

じた ため,今 後 は ユ ーザ ーが 設計 したMODEMな ども 自由 に接続 で きる こ とにな った
。 こ の措

置 は 通 信回線 の利 用効 率 を高 める もの と して関 係業 界 か ら歓 迎 され て い る。

伝送 速 度 につ い てみ ると専 用 線 では50万 ボー まであ り,ス イ ッチ ング ネ ッ トワー クもATT～

が5万 ボー ウエス タ ン ・ユ ニ オ ン社 が40,800ボ ー のサ ー ビスを 開 始 してい る
。

4.5通 信回 線 の使用 料 金

1・2の 電話 会社 を調査 した が,一 般 的 にv・え る こ とは,比 較 的 伝送 距離 が長 いカ・
,あ る いは

伝送 速度 の速 い場 合 は わ が国 に比 べ て料 金が安 い。

しか も,距 離 が長 くなれ ば な るほ ど,ま た,速 度が速 くなれ ば なる ほ ど割安 に な る傾 向 が つ よ

いo

このよ うに通 信 回線 の使 用料 金 に格 差 が あ るこ とは,今 後 のわ が国 の情報 処 理 を考 え る場 合

に注意 しなけ れ ばな らな い こと であ ると同時 に ,コ ン ピュー ター ・ギ ャップ の縮 小 のた めに は何 ら

、か の対策 を 考 え な けれ ば な らない とい う感 を深 くす る。
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大量 デ ータ処 理 と して の ア メ リカ社 会 保険 庁EDPシ ス テム

(米 国 社 会 保 険 庁)
痂

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

SocialSecurityAdministrati.on'

3301ndependenceAV.,SouthWestWa'shington,D.C・

20201

昭 和43年7月2日

村 上,谷 口,栗 田,石 井,中 嶋

Mr.MillandLangheld.Jr.(InternationalActivities

Coordinator)

Mr.RobertF. .Pogge(Inte「nationaI

1.概 要 お よ び 所 感

終 始友 好 に準備 された 内 容 につ い て説明 して も らえ た こ とを最 初 に報 告 し 一い。 わ れわ れ

ムの 目的 には,直 接 答 え て くれ たわ けでは ない が,お おむ ね達 成 され た と

い た所感 とは,や や 異質 と も受 け とれ たが,そ れは シス テ ムの 中心 が

登録番 号,姓 名 プ アイル,そ の 更新 が:秩 序 だ って行 わ れ てい る結 果 が,共 通 要 素 とし て共 同利 用

され てい る ところ にあ るo

以下,わ が国 の 現状 と計 画 に 対す る考 え方 の相 異 と合 せ て報 告す る。

(1}大 量 デ ータの ファ イル お よび更 新 業務 は,で き得 るか ぎ りシ ンプル に し よ う と努力 され てい る。

(21キ ー パ ンチ ャーは,ア メ リ カで は最 も安 い 労働 力 であ って,ス ペ ッシ ャ リス トでは ない。

(3〕 大量 デ ー タのオ ンラ イツ化 は,bスF的 に合わ ない のが 現状 として受 け とれた 。

(4)桁 違 い の人 員機 械 シ ス テ ムで あ りな が ら,コ ス ト主 義 か ら積 み上 げ られ た シ ステ ムであ る。

〈5)入 力の40%が 利 用 でき な く とも,従 来 シス テ ム よ りよ くな るな らば,新 シ ス テム に踏 み切 っ

てい るo

(6)周 辺 機 器 を含 めた総 合 的 デ ー タ処 理 が効 果 を挙 げてい る。

(7)デ ータ ・コンバ ー ジ ョ ンが シ ス テ ムの中心 で あ り,特 色 であ る。

(81マ ン ・システ ム,マ シ ン ・シス テ ム,マ ン ・マ シ ン ・シズ テ ムの利 点を それ ぞれ活 用 し てい る。

(9)唯 一 のオ ンラ イ ンは,コ ンピュ ー タ ・オ ペ レー シ ョ ン ・コ ン トロール に活 用 され,デ ー タ処理

工場 の工程 ・人事 管理Systemと 考 え られ る。

(101全 体 的 には,将 来構 想 の ご く一 部 が実 現 して い るのに過 ぎな い が,規 模 の相 異 では な く必 然性

馳
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が シ ス テ ムを更新 して行 くと思 わ れ る。 そ の現わ れ として,イ メージ ・ファ イル の問題 と入 力問

題 が研 究 され て いる よ うであ る。

2.詳 論.

2.1シ ステ ムの定 量 的把 握

2.1.1'沿 革

1937年PdS処 理 開始36,000,000口 座を 対象

1950年 処 理 対 象 の 拡 大120,000,000口 座 と し>Cサ マ ー ・カ ー ド70,000,000枚

を 必要 とした。

1956年 カ ー ド ・フ ァイル をMgテ ープ に して,24時 間,1週 間7日 の フル ・タ イム

・サ.一ビスに入 ったo

l968年 大型,中 型,/」 ・型 を含 め て26台 を1ケ 所 に集 中 して処 理 し てい る。

対 象 口座 数 は,179,000,000で あ り 孝60,000,000件 の記 録 を保 有 してい る。

.2.1.2設 備 機 械 と処 理人 数

IBM

RGA

IBM

S-C

360/65

7080

1410

360130

1401

70'35

301

1975・

4410

5セ ッ ト

5

1

9

4

1

1

1

1

主 作業 用

コンバ ージ ョ ン用

サ ーチ用

人 出力用 ・コ ン トロ ール 用

コ ン トロ ール 用

ペ ー ジ式Multi-FONTOOR更 新 デ ー タ入 力 用

MT→ マ イ ク ロ ・フ ィル ム ・コ ンバ ー タ,イ メ ー ジ

∵ フ ァ イル 角,プ リ ン タ ー

以 上,パ ル チ モ ア ・セ ン タ ー に設 置 済

11BM'360/30・'

RCA3016ケ 所 のLocalpaymentofficeに 設 置

・ ・70/35

TeletypeNetwork700タ ー ミナ ル 地 方 事 務 所 か ら デ ー タ通 信(国 ・の ネ ッ ト ワ

ー ク)

Digitt .onics・9・ タ ー ミナル 地 方 事 務 所 か らの 紙 テ ー プ を 受 信 磁 気 テ ー プ 変 換

RecordakReader150タ ー ミナ ル 検 索 とSightcheck
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へ
Keypuncher1,200人7,200タ ッチ1時Max

89$/W

6,000〃AVA

SEr・Prog'r450人GS11.5AVA10 ,000$/Y

RecordopAnalyst200人ClericalProcedure・

2.1.3業 務 の 概 要

①Establishment登 録 設 定

②Maintenance設 定 内 容 の 更 新

③Certification支 払 手 続(保 障)

2.1,3.1Establishmentに つ い て

現 在 行 わ れ て い るSystemは,1937年 か ら検 討 を 重 ね られ た 結 果 とし て,伝 統 的 な

シ ス テ ム をEDP化 し た と見 られ るρ

まず,SSAの 特 長 の1つ は,AccountNumber(Acc.No)と 呼 ば れ る 個 人 コ ー

ら
ドの体 系 が すべ ての基礎 に な ってい るご とであ る。 こ の コー ドは,9桁 で表示 され ,SSA

の他,歳 入 局 の 納税 番 号,そ の他 に も使用 され てい る もの で統一 コ ー ドが呼ば れ てい る現在
,

15桁 の フ ラ ンス 個人 コー ドと ともに研 究 すべ き もの であ る。

× × × 一 × × 一 × × × ×

AreaGroupSequence

CodeCodeCode

地域 を 目的別 に 連番 号 に

表 す 偶 数だ け よって受
を 使用 付 順 にな る

一 般 には
,こ れ らの コ ー ドは,チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トとか オ ー ト ・チ ェ ックの 方法 を用 い る

もの であ る が,SSAで は,一 切 これ だけ で処 理す る よ うにシ ステ ムが作 られ てV・.る。

最 初 の
.AreaCodeは,ワ シ ン トン特 別 区 は5ツ,ニ ュ ー ヨークな らば050～150

まで とい った よ うに人 口 とブ ロ ックを考 え て コ ー ド大系 が作 られてい る。
,

唯 一 のチ ェ ック としては,GrOupCodeが 偶 数 だ け にな ってい る位 であ るが,こ の場

合 では最 大50ま での分 類 しか できな い,'こ の方 法 だ と最 大5億 まで にな ってし ま う。 現在

す で に番 号 数 は ・2億6千 万人 に達 してい る ので,Areacodeと の番号組 合せ は限 界 に

近 い ので,次 に ど うす るか が興 味 を もたれ る。

700ケ 所 の事 務所 か ら送 られ て くるApPlicationforssAAcc
..Noと 呼 ば

れ る用紙 に14項 目が記 載 され てい る。

その原 票 は,マ イク ロ ・フ ィル ムに撮 彰 され,保 管 され る。 そし でActualCard

と取 れ る・rンチ カ
.一ドにキ イパ ンチ され る・

現在 は,月 当 り約500,000件 であ る。(新 規 発生 として)
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パ ンチ 項 目は

× × × × × × × × ×

Acc.No

9桁

× × ×

Index

Code

3

× × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Middle

FirstNameName

10

×

×

レ

ー

ス

ー

男

女

1

××

日

×

月

6

×

年

×

生

×

3

X× × ×

クツロブ

孤

4

LastName

12

× × × ×

オペレーション

コ ー ド

4・

こ の パ ンチ ・カ ー ドをSurName(姓),名 前,ク リ ス チ ャ ン ・ネ ー ム,生 年 月 日 の 順
'

序 で ソー トさせ る。

そ の結果 の プ リ ン トは,MT→MicroFilmPrinterで アル ファベ ッ ト順 に記録

され るoこ の一 連 の過程 は,RECordkeepingintheBureauofData

proceesingANDAccountsを 参 照 され たい 。

この新規 に発生 した登録 氏 名 は,100ペ ー ジ単位 にBookさ れ る。1ペ ー ジは50桁

で あ るの で約100冊 つ つ 月 に作 成 され る。 これ は後 日の訂正 で使 わ れ る。

今 まで に発生 したActualCardは,生 きてい る ものだ け で2億6千 万 にな る。 そ の

いず れ がわ か らな くな って も,そ の 問い 合 せ に応 じられ る よ うに,マ イク ロ ・リーダ ー と組

み 合せ て検 索 され るo

月 当 りの照合 件数 は,350,000件 であ る。

こ の場合5レ コーダ ック ・リー ダ ン144ス テ ーシ ョ ンで,150人 が 常時待 機 され て1

件 当 り35秒 以 内で取 り出せ る よ うにな ってい る。

逆 にい え ば,こ の セ ンター でない と照合 が で きな い ので あ る。

500,000件1月 め新規 登録 の パ ンチは,90人 で行 われ てい る。

2.1.3.2Maintenanceに つい て

こ のシ ステ ムは,登 録 され た人 々のSSAに 対 し て,会 社 側 か ら 申告 され た もの を前 との

フ ァイルを 更新 してい く業務 で,SSAの 最 大 のオ ペレ ー シ ョンであ る。

3ケ 月 に1回 つつ のQuartaryReportが 作 られ るが,そ の間 の 申告 数 は

4,500,000人 で あ る。 そ して,80,000,000項 目につい て機 械入 力 し なけ れ ばな ら

ないo

この 中,10,000,000項 目に相 当 す る大 手 の企業 か らは,直 接磁 気 テ ー プで送 られ て
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く る7ト ラ ック で も,9ト ラ ッ ク で も,ま た,200,556,800,1,600BPIで

も,処 理 で き る 体 勢 を も っ て い る 。 こ の600社 の 中 に は,'計 算 セ ン タ ー が 中小 企 業 を 集 め

て 処 理 し て,磁 気 テ ー プ を 送 っ て く る も の もあ る。 残 りの70,000,000項 目 に つLlて は,

タ イ プ と か 手 書 き で 所 定 の 帳 票 に 記 載 さ れ て 送 ら れ て く る。

そ れ をIBM社 と共 同 で 開 発 し たOCR1975(資 料 別 冊)で 読 み と る。

約200種 類 の 活 字 を 読 み と れ るMulti-FONTReaderで あ る。 こ の リ ー ダ ー は,

62万 ドル(2億2千 万 円)で 購 入 し て い る 。

毎 分600桁 の プ リ ン トを ペ ー ジ式 に読 む 装 置 で,一 般 のOCRの63bit1字 に 対 し

て8×12・-96bitで 読 み と っ て い る。

1レ コ ー ドは,3'r4項 目 か ら成 り立 ち,1桁 ご と に リ ー ドさ れ る が,3ケ 月 に

17,000,000桁 を1975→360130→Mg・Tapeに 変 換 し て い る。

し か し,現 状 で は5%の 読 取 り不 能 が で て,10,000,000桁 に つ い てRejectさ れ

る 。 こ の1975はRejectlineに つ い て,自 動 的 にmarkし て くれ る の で,こ の 分

0

につ い てはrキ イ ・パ ンチ され るこ とに な るo

この入力 には,実 に1,200人 の キ イ ・パ ンチ ャーが動 員 され てい る。

1975で 直接 読取 られ た ドキュ メ ン トの内容 は,200BPIの 磁 気 テ ー プに,そ し て

キ イ ・パ ンチ され た カー ドはEDPで 磁 気 デ ープに され る。約1,600巻(2,400ft)

であ る。

この原始 テニ プ に,MasterTapeの 内容 や検 索 コー ト◆をEDPで 挿入 して,800

BPI850巻 に収 め てい る。

1レ コー ド平 均175桁 に な る。

パ ンチす る と きは,1枚 当 り3名 のAccountNoと 収入,税 額 が収 め られ る78桁 で

あ る。 それ に,企 業 のHeadCardを パ ンチ して磁 気 テ ー プィbされ る。

1975の 場 合 は,多 柘(13名 分)を1ド キ ュ メ ン トか ら読 み とられ る よ うにな って い

る0

2.1.3.3Certificationに つL・て

SSAの 保 障制 度 に よって支 払 わ れ る ものは,毎 日20,000件 にお よんで い る。

全国700ケ 所 にあ るテ レ タ イプか ら,そ の内容 が送 られ る と,政 府 で共 有 し てい るネ ッ

トワークを通 じて,9台 の デ ィジ トロニ クス に送 信 され て,そ の ま ま磁 気 テ ー プ化 され る。

こ の磁 気 テ ー プをM『sterと 照 合 し て抽 出す る。IBM1410を 使 用 して ・毎 日9時

間行 わ れ る。

そ の結果,郵 送 され て,SSAの 全処 理 が修 了す る。

以 上 が,SSAの 業 務 の概 要 であ る。
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2.1.3.4予 算 と経 費 に つ い て

PCSに 始 ま って;EDPに 至 る沿革 は前 述 の通 りであ るが,そ の規 模 を知 る意 味 では,

下 記 の数 字 が物 語 って くれ る。

保 険料 収入

SSA予 算

デ ー タ処 理 予算

EDPレ ンタル 費

デ ー タ処 理 人 件 費

26,000,000,000$(9兆3千 億 円)

650,000,000串(2,400億 円)

65,000,000$(240億 円)

6,500,000$(24億 円)

6,000,000$(22億 円)

(KP.Pro9,rOpr)

これ らの対比 は,わ が 国 では,簡 易保険,社 会保 険,民 間 の生 命保 険,損 害 保険 と比べ て

考 え るこ とにす る。

2.1.3.5処 理 シス テ ムの 内容

(1}大 量 デ ー タの ファ イル お よび更 新業務 は,で き るだ け シ ンプル にす るこ とを努 力 し てい
o

るo

他 企 業 のEDP化 に も見 られ る が,ア メ リ カにお け る機 械 化 の前提 は,素 人が 間違 え る

チ ャンス を で き るだけ減 少 す る努 力 が,シ ス テ ム ・デザ イ ンの基 本 とな ってい る。

Acc.Noは,9桁 に な ってお り,'チ ェ ック ・デ ィジ ッ トは な い。 こ のこ とは,原 始

Noを 発生 す る時 点 で機 械 化 に無 関係 の人 々で処 理 で き る こ とで あ る。

し か し,シ ステ ム ・サ イ ドで は,こ のAcc.NoとNAMEの 関 係か らの間 違 い を予 想 さ

れ るゲ ース は,全 て抽 出で き る よ うに してい る・

例 え ば

・123-45一6789TOSHIONAKAJIMA

の とき

213-45-6789

132-45-6789

123-45-8789

123-45-6798

とい った誤 りは,Surnameと の 照合 で,誤 りを抽 出す る こ とが で き るよ うにな ってい

る。 そ して,最 初 の入 力 で,パ ンチ;ペ リが行 わ れ,チ ェ ックされ た範 囲 で100%正 確

であ る と胸 をは ってい た こ とで も,確 か にシ ンプル であ?て,正 確 な オペ レ ーシ ョ ンを し

て い る。112,000本 もあ る磁 気 テ ー プが,月 当 り850本 の7ア イル ・メ ンテ ナ ンス

が行 わ れ る となれ ば,1桁 多 くな って も時 間 と労力 が莫 大 で あ る。

80,000,0001TEMの それ ぞれ1桁 余分 に入 力す れ ば,パ ンチ だけ で も
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80,000,000桁 増 加 す る こ とに な り,パyチ ャーは4,000人 ∫日増 加 して し ま うの

であ るo

フ ァイル ・メ ンテ ナ ンス用 に,OCRを 求 め たの も,単 純 にす れ ば新技 術 が使 用 し易 い

こ とが挙 げ られ る。

ソー ト ・キ イも単 純 であ る。NAMECD)シ ーク エ ンス,月 日,Acc・Noの シ ー クエ ン

ス し かな いo

これ に,MasterFileと の照 合,書 き込 みが行 われ てい る。 し たが って,プ ログ

ラ ムもチ ェ ックを 除 けば,き わめ て単 純 であ る。

約400の プ ログ ラムが 準備 され,約200の 業 務 が流 れ てい るが,大 量 処 理 であ るか

ら,'オ ペ レ ー タ も殆 ん ど作 業 的 な こ とは 自動化 され てい る。 これを,日 本 的 な,小 器 用 な

プ ログ ラム ・ラ ンにし て し まえば,教 育 か ら基 本 的 に改 めな けれ ば な らな くな る と思 わ れ

るo

単 純化 の ロス は,大 量 処 理 では,ロ スでは な く,メ リッ トな のであ る。

(2}キ ー ・パ ンチ ャーは,最 も安い 労働 力 であ って,ス ペ ッシ ャ リス トではな い。

わ が国 の パ ンチ ャー問 題 は,年 々表 面 化 して い る。

某社 では,パ ンチ ャーが労組 に よ ってス トを し たため,日 報 が で きな くな ったば か りで

な く,回 復 に莫大 な時間 を 費 して し ま った ケ ース があ る。 それ に対 し て,ア メ リカ のパ ン

チ ャーの位置 をつ か んで,キ ー ・パ ンチ の制 度 を考 え なけれ ば な らない 。

一 般 に
,事 務 所 では,書 くよ りもタ イプす る習慣 が あ るの で,キ ー操作 の抵抗 は な い。

そ して,わ が 国 では,タ イ プす る,パ ンチす るは,ス ペ シ ャリス トであ る。書 くこ とが

中心 だ った か らもあ る。

ア メ リカの公務 員 の職 階は,GS1か ら21ま であ って,GS1は 殆 ん どい ない 。

した が って,最 低 はGS2で あ る。 このGS2が,パ ンチ ャーであ る。 プ ロの パ ンチ ャ

ーを
,ワ シ ン トンで求 め'れば,週 給120$で あ る。 .

SSAで は ・89串/Weekで ・ パ ンチ ャーを雇 用 して・3Sr}iftを とってい る。

そ し て,2年 ～3年 で,GS3に な る ときは,ク ラ リカル に な り,GS4で タ イ ピス ト兼

セ ク レ タ リーにな るo

プ ロ グ ラマ ーは,平 均GS11.5で,10,000串1年 で あ る。

繊 維 会 社 の 女 工 さ ん が,事 務 工 場 の パ ンチ ャ ー な の で あ る。

ア メ リ カ の 高 い 労 働 力 の 中 で,・最 も安 い 部 類 に属 す るの が パ ン チ
.ヤ■ で あ る。 し か し,

こ の パ ン チ ャ ーは,最 高 で7,200タ ッチ1時 で あ り,平 均 は5～6,000'タ ッチ で あ る 。

わ が 国 の9,000タ ッ.チ25,000円 と比 較 す る と;6,000タ ッチ15万 円 は,1タ

ッチ 当 り9倍 の 人 件 費 で あ る 。
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厚生 費,ボ ー ナス を加 え て も,5倍 の コス トであ る。 パ ンチ ング ・マ シ ン建物 は,同 じ

価 格 とすれ ば,3Shiftの マ シ ン ・コス ト安 で,3倍 と見 るべ きで あ る。

これ だ け高 く とも,最 も安 い 労働 力 であ る。

ここ に,。CRそ の他 の発 展 が,ア メ リカでiま,急 激 睦 みつ つ あ る と考 え られ る・や

は り,わ が国 との国 情 の相 異 として考 え る と同時 に,ス ペ シ ャリス トでな い入 力 主義 が必

要 であ る。

(3}大 量 デ ー タの オ ン ライ ン化 は,コ ス ト的 に合 わな い のが 現状 として受 け られ る。

オ ンライ ン ・タ イ ム ・シ ェア リ ング は,ご く特 殊 業務 に限 り,実 施 され てい るに過 ぎな

いo

特 に,大 量 デ ータ のオ ンラ イ ン ・リアル タ イム化 には,SSAは,全 く否定 的 であ る。

そ の理 由 として,次 の こ とが挙 げ られ た。

a.高 価 な,デ ー タ処 理 とな る。

700ケ 所 か らの入 力 は,テ レ タイプ で され て も,セ ン トラル ・ファ イル か ら抽 出 し

て,加 工 して,フ ィー ド ・パ ックすれ ば,そ れだ け で も6,500,000$/年 余分 に

か か るo

そ して,中 央 セ ンタ ーは,24時 間稼 動 で,地 方 事務 所 は8時 間・ それ に・時差 もあ

るの で効 率 が 悪 い。

また,端 末 機 器 に も莫 大 な コス トが か か るし,112,000本 のラ)一プを ラ ンダ ム ・

ア クセ ス で きる ものは ない 。

2,000,000,000,000桁 にな るか らで あ る。

b.故 障 対策 の バ ック ・ア ップが で きない 。 層

リアル.タ イ ムをバ ック ・サ ップ す るた め に,こ れ だ け大規 模 な設 備 を他 に求 め る こ

とは で きな い。

その ため,設 置規 模 を もっ と大 き くしな けれ ば な らない 。

c.す べ て,リ アル を必 要 として い るわけ で はな い。

業 務 の特 色 に合 せ た選 択 が必 要 であ り,そ の方 がベ ター であ る。

問い 合 せ の原 因はs'問 い合 せ側 の不注 意 か ら起 るNo・ の忘却SurName・ 月 日な

どであ り,リ アル でサ ー ビスす る必 要 は ない。

d.ア ク テ ィビテ ィが問 題 であ る。

SSAの 業務 は,Filemaintenanceで あ る'o'

した が って,活 動率(Fileの 口座 数 に対 す る変 更 口座数 の比)が,問 題 であ る。

Activity

SSAで は,ア ク テ ィ ビテ ィ10%を 越 え る 場 合 は,Ma'gneticTapeに よ る バ

ッチ 処 理 に し て い る 。
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個 々 の業 務 の 中 で,活 動 率 が10%以 内 で,i'n-1ineで き る 場 合 に は,Rand・-

omAcce§sに し て い るo

だ か ら,Diskを4台 も っ て い る の だ とい っ て い た 。

EDPStanderdReportで は,6%以 上 と以 下 に分 け て い た が,1レ コー ド

が ・1層75
,桁 も あ る か ら で あ ろ う。

100桁 で6%な らば,175桁 で10%は,L致 す るので,相 当細 かい分 析 に よっ

て システ ムが構 成 され た と推定 で きる。

e.オ ン ライ ンの プ ログ ラム は,未 完 成 であ る。

一 般 にい われ てい る マル テ ィ ・プrkグ ラムは
,SSAで は,む ず か し'くす るだけ で得

'策 では ない
o

単純 大 量 業務 に,単 純 少量 業務 が入 った り,.入 出 力 と,主 業 務 が 並行す る場 合 は よい

が,入 出力 には360130や7080を 使用 して お り,360/65の 主 業務 は,テ

ー プ ・オ リエ ンチ ドで あ る
o

これ らの条 件 では,〔 ル テ ィ ・プ ログ ラムの効果 は ↓現わ れ ない し,む つ か し くす る ・

だ け シ ンプル性 にか け るだ け ムダで あ る としてい る。

7080で は,Autocoderに よ ってい たが,360/』65で は,ALCが30

%,COBOL70%で は,マ ルテ ィにす る意 志 もな けれ ば,組 む こ とも ム リな体勢 で

'ある
。

とれ も,大 量 処 理 は,シ ンプル にす る原 則 に,忠 実 な ・1例で あ る。

1セ ンタ ーで,ア メ リカ最 大 の設備 を誇 るSSAで も,オ ン ライ ン ・リアル ・タ イム,

タイ ム ・シ ェア リングは,業 務 に よるべ きだ との見 解 は,き わ め て妥 当 であ ろ う。

その裏 づ け として, .新 規 の プ ログ ラムのた め に費 され てい る経 費 は,全 体 の3%で あ

って,'定 常作 業 の シ ンプル な処 理 を あ くまで も追求 す る方 針で あ った。

そ れ も・ 今 の プ ログ ラムには ・マ ル テ ィの効 果 を期 待 してい ない か らであ る。

f.返 却 は,郵 便 で充分 であ る。

入 力 よ りも,出 力 が 多い機 械 化 であ る以 上,オ ン ライ ンで返 却 す る と,2倍 以 上 の通

信 工数 を 要 す る。 プ..

そ のた め,特 別 に,急 が ない ア ウ トプ ッ トであ るめ で,確 実 で安 い郵 便 が,得 策 であ

る とし てお り,全 て,オ ン ライ ン ・リモー トを 考 え てい るわ が国 とは,通 信 費 が安い ア

メ リ カに も,学 ぶべ き であ る。

(4)大 規 模 であ りなが ら,'コ ス ト主義 が浸透 してい る。

わ が国 で,360/65を5セ ッ ト導 入す るな らば,パ ー フ ォ一輪マ ンスの よい3601

75を2～4セ ッ トの方 が よい と考 え る に違 い ない。
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360/75の 導 入年 月は,1965年11月 であ り,360165は,1966年3

月 にア メ リカ最 初 の導入 が終 って い る。

した が って,SSAで は,360175と360165の 選択 は,自 在 で あ った筈 であ

るo

科学用プログラム

秒当り処理数

360/753.560,854

3601651,385,573

事 務 用 プ ログ ラム

秒1ド ル

秒 当 り処 理 数

1,437,806

809,738

11.81

10.86

フ ァ イル ・メ

ン テ ナ ン ス

活 動 率10:1

10,000

レ コ ー ド

0.22分

0.22分

ソ ー テ ィ ン グ

10,000

レ コ ー ド

80ch

/レ コー ド

1.8分

1,8分

上 記 のデ ータは,グ ローシ ュの法 則 と,ア ウエル バ ッハ法 に よる数 値 であ るが ・SSA

で は,フ ァ イ ル と ソ ー テ ィ ン グ 中 心 の シ ス テ ム な らe?1,360∫65の 方 が ・ パ ー フ ォ ー

マ ンス の よい こ とを,認 知 して,秒 当 りの イ ンス トラクシ ョ ンと コス トに よる一 般 的見方

を 否定 した と思 われ る。 これ も,コ ス ト主 義 に徹 し た もの であ る。

一 般 の業務 な らば,当 然,360175の 方 が,得 策 であ りなが ら・SSAシ ステ ムの

よ うに,単 純大 量処 理 は,テ ープ ・オ リエ ン トの ため に,イ ンス トラク シ ョ ン ・メ リ ッ ト

が 現わ れ ない の であ るo

入 力 につい て も,パ ンチ,OCR,テ レ タ イプ,デ ィジ トロニク ス,マ イ ク ロ フィル ム

な ど,あ らゆ る手 段 を講 じ て,コ ス ト'・コ ンシ ャス な態度 を とってい る。 ・

.もち ろん,日 本 的 に考 えれ ば,も っ とコス トダ ウンで きる要 素 は あ るが,ア メ リカ的 コ

ス トは,人 に よる習熟 差 の ない範 囲 で,コ ス トを標 準的 に考 え てい るこ とであ る。

い わ ゆ るマ シ ン ・シス テ ム的 な,マ ンrシ ステ ムを とってい るこ とであ る。

(5)入 力 の40%が 利 用 で きな くと も,従 来 シス テム4り よくな るな らば,実 施 す る。

IBMと の共 同 で開発 した19750CRは,パ ンチ ャーが労働 力 と して安 い とい って

も,・1,200人 か ら入 力 す るのは,人 件 費 とし て莫 大 で あ る。 その 欠陥 に,対 処 す るため,

使 用 され た。

この 態度 は,.わ が国 の最 も学 ぶべ きこ とであ る。

とい うのは,5%のRejectに つ い(,現 場 も機 械 室担 当者 も・納得 しな いか らであ る。

しか も,桁 当 りにす れ ば,実 に40%が,入 力 として使 用 で きない 。 しか し ・60%は ・

パ ンチ しない で済 んだ ご とが メ リ ッ トと考 えて い るの であ る。

わ が国 の某 社 で は,1.5%が 問題 に され てい る。

ア メ リカの手 書 きOCRを 実施 したThomMc6anで もダ6・5%のRejectで も・

実 施 に踏み き って い る。

要 す るに,増 分 費 用 と増分 収益 で,新 しい システ ム に踏 み切 るの であ る。
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(6)周 辺 機器 を含 めた 総合 的 デ ー タ処理 が効果 を 上 げ てい る。

マ イク ロ ・プ リ ンタ ー,デ ィジ トロニ クス ・パ ンチ,テ レ タイプ,磁 気 テ ープ ・フ ァイ

.ルな ど,大 型EDPを 中心 に,周 辺機 器 との結 合 システ ムにその特 長 があ る。

例 え ば,磁 気 テ ープか らの マ イク ロ ・フ ィル ム にプ リン トす るこ とは,検 索 に おけ るマ

ン ・システ ム とイ メー ジ ・フ ァイル を 意味 し,磁 気 テ ー プ ・ファ イル,EDP処 理 と中間

外 部 記憶 媒 体 の役 割を な して い る。

1イ ンチ当 り800字 の磁 気 テ ープは,%イ ンチで,50ラ イ ンの字 を プ リ ン トして い

る0

55字

800字

』 一.≦ コ

1イ ンチ 100行 ×55字=5,500字/イ ンチ

したが って,密 度 につ い て も,マ イク ロ ・プ リンタS-C4410は 優れ て い るこ とに

な るo

わ が国 で も,生 命 保険 で,よ うや く検 討 段 階 に入 ってい るが,第3世 代 のEDPと,第

3世 代 の周辺 機器 の組 合 せ の必 要性 を,充 分 感 じ させ られ る。 しか し,こ の場 合 には,シ

ー ク土 ソシ ャル処 理 が むい て い るの で
,マ イク ロ ・フ ィシ ュにす る意志 は ない とい ってい

た こ とも,シ ンプル 性 と縮 少効率,コ ンバ ー ト ・ス ピー ドを含め た コス トにあ る よ うであ

る0

9台 の デ ィジ トロニ クス の利 用 も,自 動 化 に対 す る周辺 機器 を重 視 した 現われ であ る。

総 体的 には,こ のすべ ての 周辺機 器 を入 手 で きる環 境 にあ りなが ら,実 施 に踏 み切れ な

い とい うよ うな,コ ンピュ ー タ以 外 の知 識 が,SErに 不足 してい る ことが問題 であ ろ う

と思 われ るの が,わ が国 の現 状 では なか ろ うか。

(7)デ ー タ ・コ ンバ ージ ョ ンがシ ステ ムの 中心 で あ るo

コン ピュ ータは,計 算機 では な いこ とを,如 実 に物 語 ってい る。

ここ で利 用 され て い る コ ンピュ τタは,殆 ん どが,論 理 演算 であ り,ワ ー ド ・プ ロセ ッ

シ ング であ り,リ .トリーバル であ る。

入 力 として の1975は ・200顧 のF・nt,を 誤 取 り噸 テ ープ:麺 す る・

360/30と の連 動 で,ペ ー ジ ・テ ヤ ラク ターToMgTapeConverterで あ る。

また・7080は ・ 全 て・ デ 「 タ"パ ー乏 と㌣ 使 祭 れ只'る ・7080は ・む
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しろ第3世 代 の コ ンピュ ー タ よ りも,ソ ーテ ィング に優 れ てお り,そ の意味 では,SSA

の業務 でほ,陳 腐化 す る どこ ろか,む し ろ最 適 なの であ る。

時 代 とと もに,コ ズ ト ・パ ー フォ ーマ ンス は,向 上 し'てい るが,業 務 中 心 の パ ー フォー

マ ンス が標 準問題 の パー フォー マ ンス よ りも,は るか に重 要な ポ イ ン トであ る こ とを 認識

させ る ものであ る。

そ し て,360'65自 身 も,コ ンバ ー タ と ファ イル ・メ ンテ ナ ンス であ り・1410

は,サ ーチだ け をす る検 索専 用機 であ る。

360/65

7080

1410

フ ァ イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス

0:00.1・1.0

0.220.221.1分

0.420.582.0

1.4・2.020.0

ソ ー テ ィ ン グ

スタン…ダー ド ル ー テ ィ ン

1.8L3.8

1.30.42

6.06.0分

上 記 で輸 す れ ば ・ ・… ρ ・・ イル ゾ ンテ ナ ンスは ・圧 倒asva360/65力 遣

れ,ソ ー テ ィ ン グ は,7080の 特 殊 ソ ー テ ィ ン グ ・ル ー テ ィ ンが,遙 か に 優 れ て い る こ

とが わ か るo

そ し て,こ れ らを 組 み 合 せ た コ ン バ ー ジ ョ ン ・シ ス テ ム で あ る と 考 え る こ とが で き る・

(81マ ン ・シ ス テ ム,マ シ ン ・シ ス テ ム,マ ン ・マ シ ン ・シ ス テ ム の利 点 を,そ れ ぞ れ 活 用

し て い るo

マ イ ク ロ ・フ ィル ム に よ っ て,リ ー ダ ー か ら の 検 索 は,完 全 に,マ ン ・シ ス テ ム で あ る。

1975は,全 くマ シ ン ・シ ス テ ム で あ る 。

そ し て,Rej .ectさ れ た ぺ:ジ か ら の 修 正,パ ン チ 入 力 は,マ ン ・マ シ ン ・シ ス テ ム

であ る0

3Shiftで,1週7日 とい う ラル ・タ イ ム稼 動 は,全 て,マ シ ン ・シ ス テ ム を 前 提 と

し て,オ ペ レ ー タほ,た だ,ぼ ん や り進 行 を 見 て,作 業 経 過 を コ ン トロ ー ラ ー に 提 出 し て

い る だ け であ るo

テ レ タ イ プ→ デ ィジ トロ ニ ク ス は,マ ン ・マ シ ン ・シ ス テ ム で,照 合 し な が ら チ ェ ッ ク

し,進 行 さ れ て ゆ く。

そ し て,い まだ に,EAMが あ っ て,チ ェ ッ ク ・リ ス トを 作 成 し て お り・ 従 来 か ら の

PCSオ ペ レ 一 夕カ㍉ 七 れ に あ た っ て い る。

こ の 全 体 調 整 は,BDPA(BureauofDataprocessingandAcco_

unt)た よ って 行 わ れ て い るo

し かU,SSAは,独 自 に 作 り 出 さ れ た シ ス テ ム で 遂 行 され ・ 健 康 保 険 と 他 の シ ス テ ム

の 互 換 性 は,AccountNo.だ け(iあ る。
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この点,大 規 模 処 理 システ ムが,ト ー タル ・シス テ ムに到達 させ る こ とのむつ か し さを

感 ず るが,2.000人 以 上 の中央 処理 セ ンタ ーと,700ケ 所の地 方 事務 所,6ケ 所 の ロ

ーカル事務 所 の コ ミュニ ヶ ニ シ ョ ン ・シス テ ムが問題 にな りそ うであ る。

(9)唯 一 のオ ン ライ ン ・リアル ・タ イムは,コ ン ピュ ータ ・オペ レ ーシ ョン ・コ ン トロール

に活 用 され,デ ー タ処 理工 場 の工程 ・人 事管 理Systemと 考 え られ る。

否定 的 な オ ンラ イ ン ・リア ル ・タイム処理 は,中 央 セ ンタ ーで,一 部 実施 され てい る。

360/30duplexSystemで,デ ィス ク ・ベ ース であ るo

中央 セ ンタ ーだ け で も,26台 の コ ンピュ ータ,1,200台 の パ ンチ,150台 の マ イ

ク ロ ・リーダ ー・ ロー カル事務 所 の6台 の 中小型 コン ピュ ー タが あ って・400の 定 常的

プ ログ ラムがあ って,2,000人 のオペ レ ー タを コ ン トロ ールす るだ けで も,大 変 な ス ケ

ジュ ール であ る。,

この ため,進 行,マ シ ン ・ダ ウ ンに よる変 更機 種,人 員配 置,給 与 計 算 につ な がる工 数

管 理 に,唯 一 のオ ンラ イ ンが見 られ た のは,皮 肉 であ った。

しか し,見 る と,大 型 コ ンピュ ー タの ゴ ンソール と同 じ よ うに,進 行 と計 画 差異 と担 当

名が,時 間表 示 され て 出 力 して,同 時 に,次 の計 画 用 に ファ イル ・メ ンテ ナ ンスが,行 わ

れ てい るだ け のシ ンプル さ であ る よ うに思 わ れたo

時間 とと もに,追 跡 す る こ とが,コ ス ト的 に も,納 期的'にも大 きな問題 に なる場合 の コ

ン トロールは,や は りリアル ・タイ ムの利 点 が活 か され る。反 面,SSAの 主業務 の よ う

に,大 量 バ ッチ が メ リ ッ トが あ る とい うよ り他 に,方 法 が見 出せ ない こ とが,現 在 時点 の

問題 であ った。

今 はや りの オ ン ライ ン ・リアル ・タイ ム,タ イ ム ・シ ェア リング,マ ル テ ィプ ログ ラ ミ

ングの全 てを 否定 した に もか かわ らず,刻 々の変 化 に対処 す る コ ン トロール は,や は り
,"

オ ン ライ ン ・リアル ・タ イ ムであ るこ とは,今 後 ともバ ッチ が優 先 す るか,リ アル ・タ イ

ムが優 先す るか であ って,共 存すべ き ものを実 感 として,味 わ え たの が収穫 であ った
。

(10)将 来 は,イ メー ジ ・ファ イル と入力 問題,人 材 ・育成 が問 題 であ る。

キー ・パ ンチ ャrは,年22%の 充 足 を必要 とし てい る。

これ は,パ ンチ ャー が,4年 強 で次 の ステ ージに進 むか らであ ろ う。 たえず,新 しい補

充 と養 成 に迫 まられ る こ とか ら,第1段 としての19750CRシ ス テ ムを採 用 した が,

これ か らは,も っ とデ ー タが増 加 す る ので,磁 気 テ ープ の直接 入 力 を増 加 し てゆ くこ と,

全国 の サ ー ビス ・ビュ ー ロ ー(計 算セ ンタ ー)か ら,磁 気 テ ープ蒐集 し てい くこ とが,強

調 され た。 現在 で も,全 体 の13%が600社 か らMgTape納 入 され てい るこ とは,

納入側 も,受 入 側 も,き わ めて大 きな メリ ッ トであ る。
ロ

この点,MgTapeの 証拠 問題 を合 せ て,わ が国 で も,官 庁提 出資 料がMgTape
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で よ くな る よ うにす る と,User側 も,大 い に,プ ラス であ る。 そ して,WALNUT

Systemに 見 られ る イ メージ ・ファ イル も,将 来 コス ト的 に も,大 容量 的 に も許せ ば・

進行 した い意 向 で あ った。

し たが って,こ れ か らのSSAのEDPは,マ イ ク ロ ・プ リ ンタ ーに見 られ る イ メー ジ

.プ アイル と コ ンピュ ー タが,直 結 して,検 索 の機械 化 照合 の機 械 化 を考 慮 したSystem

と,入 力 の 自動 化 の方 向 をた どる とされ てい る。

しか し,2億 以 上 の デ ータ ・ファ イル を,セ ン トラル ・フ ァイル にす るの では な く・ 目

的 に マ ッチ した ファ イル ・システ ムにし て,コ ス ト主義 で進 め る こ とを ・余 儀 な くされ て

い る よ うであ る。

ここ に,マ ス ・ファ イル が,コ ンピュ ー タで も,大 きな ネ ック にな ってい る と思 われ る

が,イ メー ジ ・ファ イル は,必 然 的 であ り,今 かか ってい る コス トは,机 の上 の ピー ナ ッ

ツ程度 に過 ぎない こ とを強調 してい たo

これ か らは,も っと大 が か りなEDP化 に よって,コ ス ト主 義 で進 んでい くこ とであ ろ

うo

それ が,SSAの 特 長 で もあ る。

3.SSAに お け るEPpシ ステ ムの 特徴

SSAのEDP規 模,フ ァ イル 量が その ままわ が国 に適 用 す るこ とは,で きない のが,ア メ リカ

の特 性 であ る。

よけれ ば,す ぐに実 施す る。

シ ン プル に して,習 熟 者 を必 要 とさせな い。

コス ト主 義 に徹 し て い る。

タイ ミングが問題 で,早 いだ けが よい こ とでは ない 。

な どの教訓 を,ひ め て い るo

た だ し,漠 然 と聞 い た り,見 た りした ら,何 ん と,特 長 の ない,学 ぶ こ とのな い システ ム と思 う

に ちが いな いo一

しか し,そ こ に,SSAの 長年 にわ た る伝統 と,技 術 の積 み上 げ があ ると思 わ れ る・

表 面 が,単 純 であ るこ とが,中 味 に,深 さを も ってい るの で はな かろ うか 。

説 明用 ス ライ ドを 見 てい る と,量 だ け に,そ の驚 きを感 ず るが・ 実際 は・ 量 で な く・ 質 に対 し て

の考 え方 が,最 も参 考 に な った。

⑱
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ソ シ アル ・デ ータバ ンク と市 政 業務 にお け る情 報 処 理

(デ ト ロ イ ト 市 役 所)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

CityofDetroit

514CityCountyBldg.Detroit,Michigan48226

昭 和43年7年17日(水)

中 島,石 井,岡 田,若 曾 根

Mr.F.M.Conley(Manager,DATAProcessing)

Mr.K.C.Fischer(Asst.managersDataprocessing)

Mr.H.SKIERKOWSKI(PrincipalAccountantDATA

Processing)

Mr.JohnLowe(SeniorSociaEconomist,DetroitCity

PlanCommission)

Mr.TomKneeshaw(SeniorSocialEconomist,Co㎜uni-

tyRenewal)

1.概 要 お よ び 所 感

1.1デ トロ イ ト市役所 の情 報 処理 は,大 別 して① 市 役所 本 来 の給 与,人 事,徴 税,監 査,恩 給 とい'

うよ うな業 務 ② 貧 困撲 滅運 動 の一環 とし てデ トロ イ ト市が モ デル都市 とな って連 邦 政府 の援 助

の も とに進 め てい る都 市再建 計 画 の ため のSocialDataBankの2つ に分 れ る。

1.2SocialDataBankの 方 は,そ の部 門 の担 当者 が,建 築,税 務,教 育,保 健 な どの

ライ ン部 門 か らデ ー タを入 手 し,そ れ を機 械 にか 〉る形 に整 理,変 換 し コーデ ィングな どを行 な

って磁 気 テ ープ に収 め,パ ッチ方式 で利 用 してい るが,① デ ー タが あ る部 門 とそれ を利 用す る部

門が 異 な る(一 般的 にい え るこ とだ が)た め,必 ず し も十分 な協 力 が得 られ ず デ ータが 集 ま り難

い。② デ ー タがす ぐ機 械 にかXる 形 では集 ま らない の で,そ の整 理 に相当 の マ ンパ ワーが か1・・る。

③ 経 費 が相 当かNる ので,連 邦 政府 の援 助 が打切 られた 時 に,市 の予算 で,デ ー タバ ンクの維持

がつ づ け られ るか ど うか疑 わ し い。 ④ リモ ー トター ミナル か ら デー タを利 用 す る方式 を利 用側 の

担 当者 が提案 し てい るが,具 体化 し てい ない。

な どの問題 が あ る。

1.3市 本 来 の業務 は,現 在 は360/40の バ ッチ で,比 較 的 新 しい大 容量 ランダ ム メモ リーで

あ るデ ー タ ・セル を実 用 し てい る他 は,わ が国 とと くに変 った こ とはな い が,今 年秋 か ら来 年 に
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かけ て,デ ィス プ レ イのつ いた リモ ー ト ・ター ミナル を6台 お き,バ ッチ処 理 と同時 併行 的 に人

事,所 得 税,監 査,恩 給 な1どの業務 に オ ン ライ ン ・リア ル タイム方式 のinquiryを 行 な う予

定 で,既 に タ ー ミナル を4台 レ ンタル し,プ ログ ラムの作 成 をすSめ てい る点 が注 目され る。

2.詳 論

2.1SocialDataBank

1958年 に連 邦 政府 が 貧困僕 滅 運動 の一一eeと し て代表 的 な都 市を モ デル都 市 に選 び,助 成 金

を 出 して都 市再 建 計 画(CityRenewal)を 進 め させ た。 デ ト』イ ト市 もそ の一 つ で,

1960年 か らそれ をすNめ る上 に必要 なデ ー タ ・バ ンクをつ くる仕 事 を始 めた 。

2.1.1現 在既 に磁 気テ ープ に収 め てい る内容 。

(1)土 地 に 関 す る デ ー タ:土 地 の場 所,仕 様,区 割,利 用状 況,評 価 額,こ れ ら に社 会

経 済 計 画 にか み合 せ た もの

(2}事 業 所 に 関 す るデ ータ:税 金 に関 す る評 価,設 備,在 庫等 の動産 に関 す る もの,従 業

員 に関 す るも の

㈲ 建築 許 可 に関 す るデ一 夕:市 内 の建築 物 に関す るデ ー タ
＼

国勢 調 査 の結 果 を これ に かけ合 せ た もの

(4)教 育 に 関 す る デ ー タ:今 は子供 だ けだ が,市 民 全体 にひ ろげ る予定

(5)一 般 社 会 デ ー タ:社 会 保 障,福 祉 に関す るも の,警 察 に よる逮 捕 の情報 な ど,

肺 病,性 病,出 生,死 亡 な ど保 健 関係 の もの

も う始 め て12年 に な るが,ラ イ ン部門 か らデ ー タが な かなか 提供 され ない。 また,デ ー タ

が す ぐ機械 にかyる 形(様 式 等)で 集 ま らな い の で,こ れ を整 理,変 換 し て コ ー ド化 し てrlく

の に相 当の マ ンパ ワ ーが要 る。 現在 デ ータを ア ップ ・ツー ・デ ー トす るた め に毎 日20人 夜 間

に仕事 をし てい る。(ス ペ ースの問題 と ライ ン部門 の業務 を妨 げ ない ため)

2.1.2問 題 点

(1)デ ー タは計 画的 に集め るべ きも のだ が,ラ イ ン部 門は デ ータを提供 す る義務 が ない ため,

中 々すNま ない。

(2}デ ー タを更新 す る作 業 が大変 で伸 々すNま な い。 今入 って いる デ ータには 古 い ものが多 い。

(3)処 理 シス テ ムは 市 の業務 用 の ものを 無料 で使 ってい る ので コス トは判 らない 。,

(4)一 般社 会 デ ータを 集め るこ とに関 し ては連 邦政 府 か ら助 成金 が でて い る。 これ が とま る と.

維 持 で きない か も知 れ ない。

(5)ソ シ アル ・デ ー タバ ンクのあ り方 につ い て調査 の専 門家 に2万 勇払 って研 究 して も らい,

リモ ー トタ ー ミナル か らデ ー タを 更新,あ るいは 取 出す方 式 を提案 してい るが,具 体化 は し

て いな いo
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2.2市 政 業務 の機 械 化

市 の職 員 につ い ては各 個 人 につ い て2,000字 の情 報を ファ イル して あ り人数 は2万6千(含

警 察),退 職 者 は1万2千 ～1万3千 人 で常 に4万 人 分 の計算 を す る。 土 地は42万3千 区 画あ

り,固 定 資産 税等 の計 算を す る。 市 の所得 税 納 税者 は67万 人,法 人 税 納 税 は3万5千 件,選 挙

人 は70万 人 い る。 これ らを 中心 とす る市政業務 を処 理 す るため にIBM360140(131

KB+Disk2+デ ータ セル1台)1セ ッ トと14011セ ッ トを1日24時 間稼 動 させ てい る。

今年 の秋 には1401を360130に 取 替 え る。市 としては この他 に次 の設備 を も ってい る。

警 察1401(改 造 し てテ レ プ ロセシ ングが で き る よ うに した もの で ナシ ョ

ナル ネ ッ トワーク に結 合 し てい る。近 く360/40に お き

替 え る。)

建 築 部

病 院

人 事 部

交通裁判所

図 書 館

1130(技 術 計算 用)

1004,1005(会 計事 務 用)

2030(採 用試験 の採点 用)

IBMの 古 い型

PCS

これ を将 来 は統 合 し たい とい う考 えを もって い る。

今は すべ てパ ッチ処 理 で,市 政 業務 用 には3千5～6百 本 の磁 気 テ ー プが あ るが,将 来 もこれ

以上 には増 や さない 予定 。

秋 の終 り頃 には デ ィス プ レ イのつ い た リモ ー トタ ー ミナル(IBM2260)を4台,来 年2

台 を配 置 し,人 事,所 得 税,監 査,恩 給 関 係 の業務 に用 い る。 コ ン ピュ ー タ ーは今 の360140

を 使 い,パ ッチ処 理 に使い なが ら同 時 に リモ ー トタ ー ミナル か ら照 会す る。既 に タ ー ミナル

(IBM2260型)4台 は レ ンタル済 み で プ ログ ラムを 開発 中 であ る。

照 会 の頻度 は

人 事 部300～1,000回/日

恩 給22～100回/日 と見 積 ってい る。

警 察 の実 用例 では1,200～1,500回/日 で,タ ー ミナル を使 用 して コ ンピュ ー ター のパ ッ

チ処 理 に支 障 は生 じてい ない か ら十分 い け る と考 え てい る。 各業務 につ い て はあ らま しつ ぎの と

お りであ るo

人事 関 係 経 歴,特 技 な どを 記録 して お く とともに,各 部,各 課 に どれ 位 の給 与 を支 払 う職 員

が い るか を把 握 で きる よ うにす る。

税 務 関係 住民 全 体 につい て詳細 な情 報 を集 め る こ とは人権 侵 害 にな る恐 れ があ るが,所 得 税

を支 払 う70万 人 を対 象 に過 去 の記 録 を と ってお き,徴 税 令書 を 出す こ とを考 え てい

るo
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恩 給 頻 度 は そ う高 くない が,巾 広い 照会 が あ るの で これ に答 え得 る よ うにデ ー タを ファ

イル して お く。

予 算 給 与 の監査 に用 い るが,端 末 か らデ ー タを修正 で きない よ うに工夫 してあ る。

しか し,端 末 か らの使 用 には注 意す べ き点 が あ る。 ス タ ー トし た直 後 は照 会 頻度 は高 ま ろ う。

デ トロイ ト市 の 場 合 も警 察が 端末 利 用方 式 を 開始 した 時 に警 察 が不必 要 に車 の プレ ー トナ ンバ ー

を 照会 し てい た とい う例 があ るし,ロ ッキ ー ド航空 会社 が 主 とし て工程 管理 に用 い る 目的 で工場

の各所 に端末 を お い た ところ,現 場 の職 長 が在 庫 管理 にこれ を 用い てい る こ とが 判 った の で,シ

ステ ムを改 造 し て所 期 の 目的 以 外 には使 洗 ない よ うに した が この改 造 費用 が900万 ドル かか っ

た とい わ れて い る0

2.3組 織 と経 費

(1)計 算 課 の組織(図1参 照)

(2}計 算 課 の経 費

機 械 レ ンタル料468千$1年

人件 費(62名)535〃

消 耗 品 費16〃

(3}計 算 課 の職 員 の給与

課 長

プ ログ ラマ ー(主 任)

オペ レ ー タ ー

キ イパ ンチ ャー(監 督)

〃

ジ ュ ニ ア ・キ イ パ ン チ ャ ー

17,115～18,139$/年

13,411～14,459〃

10,090～11,126〃

7,171～7,644〃

5.851～6,379〃

4,472～4,794〃

5.参 考 事 項

将 来 ソ シア ル ・デ ー タバ ンクを 市 の域 を 超 えた大規 模 な デー タバ ンクに発 展 さ せ るべ く,東 南 ミ

シ ガ ン州公 共 団体 協議 会 で プ ラ ンを練 って い るが,大 規 模 なデ ー タバ ンクの概 念 図 を参考 資料 とし

て入 手 した の で図2に 掲 げ てお く。
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IBMエ ン デ ィ コ ッ ト工 場 の 生 産 管 理 シ ス テ ム

(IBMエ ン デ ィ コ ツ ト工 場)

調i査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

IBMEndicott・P.

170Northst・'Endicott
,N・Y・13760

昭 和43年7月8日

村 上,谷 口,栗 田,中 嶋

Mr.BobGoelzer(Manager,SystemsAudit&Analysis)

Mr・BiIlMcDonald(Qua1三tyAssuranceEngineer)

Mr.RickSpaulding(ManagerCurrentProduction

ControlSupPort)

Mr.GordonSpenter(StaffAssistantSystemsAudit

&Analysis)

t概 要 お よ び 所 感

IBM社 の発祥 地 といわ れ る エ ンデ ィ コ ッ ト工場 は,IBM社 の もつ 伝 統を最 もよ く引 き継 いで

お り,特 に個別受 注 的組立 て につ い て の工 程管 理 と部 品管理 で 有名 であ る。

一 部 でい われ てい るイ メ ージ ・プ ロセ シ ング(1350型)に つ い ては
,所 管外 の ため知 るこ と

は で きなか った が,本 年3月 に完成 したon-1ineShopControlSystem,部 品発 注

計 画 システ ムを 見 るこ とが で き,現 職 の熱 心 な説明 と討議 に よ って 目的 を達 し得 た と考 え る。

(U従 来 の部 品 管理 で は,約20%の エ ラーが 人為 的 に生 じて いた のが,10300n_1ine

Systemに よって,0.8%ま で に下 げ られ た。

(2)日 常業務 は13.5時 間 遅 れ てレ ポ ー トされ た ものが,5.5時 間 遅 れ て処理 され るこ とに よ って,

作業 計 画 の ロスを 減 少し た。

(3}発 注量 を決 める の に統 計 的 手法 を 用 いず,積 み上 げ方 式 で処理 で きる よ うに した。

(4)最 少 魅力的 収 益率 を,当 初25%1年 に してい たの を,エ ンデ ィコ ッ トでは30%,ポ ー キプ

シ ー では,実 に99%で 照査 され てい る。

(5)ポ ーキ プシ ーで,3カ 年研 究 され たSystemを エ ンデ ィコ ッ トでは,9カ 月 ×5人 一45人

/月 で完 成 した。

(6)エ ンデ ィコ ッ ト工 場7,500人 の11%800入 が生 産 管理 にたず さわ っ てい る。Data

ProcessingServiceの60%に 相 当 し てお り,如 何 にこ の問 題 に重 点 が置 か れ てい る
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かが わ か るo

l7)プ ログ ラマ ーは,高 令 者 で も充 分 で きる環 境 であ る。 それ だ け移行 時 期 に ム リを しな い こ とを

裏付 け てい る。

(8}月 当 り400回,多 い週 で200回 のEngineeringChangeが 行 わ れ て・75・000

点 の部 品管 理 が行 わ れ てい る。

(9)わ が国 の国 状 とは,外 注,手 形支 払 な ど多 くの異 な った面 が あ るの で,そ の まXの 適 用 は むず

かし いが,考 え 方 として は極 め て参考 にな るSystemで あ る。

2.詳 論

2.1定 量 的把 握

2.1.1生 産管 理 用設 備

14018set

14101

7010

7080

7090

7094

360/30

360/50

360165

-
■

-

-
⊥

り
ρ

1

1

1
⊥

2.1.2統 計 的数 値

マ シ ン ・フロー

週 当 り受 注

技 術改 訂

部 品 数

2.1.3入 力応 答 用設 備

1031

}1030
1034

4MgTape

1301,1311,7740の 外 部 記 憶 と1050,

1030デ ー タ ・タ ー ミ ナ ル ・オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

1410の バ ック ア ップ と パ ッチ 処 理

RequirmentGeneration,P.1,Accoun_

tingPayroll・

科 学 計 算 用

各 種 テ ス ト用

1401を 変 換

MICS

ScheduleforMIS

AssemblyWorkIn-ProcessProgram

400,000時 間

3,000

4001W

75,000点(但 し 現 在 は60,000点 程 度)

25station8stat三 〇n追 加 オ ー ダ ー 中
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1051(C.U)

1052(Print)

1050

1054(C.R)

1057(C.P)

2260(Display)

2.1.4人 員7,500人

2.2生 産 管 理 シ ス テ ム の 内 容

2.2.1シ ス テ ム ・フ ロ ー

Dialphone

Terminal

3station

Switehing

Routing

File

標準時間

製造依頼

生 産 管 理

System

依 頼 先

優 先 依 頼 ロケーショ
ンレポー ト

製 造

EXPEDITING

Control

Data

File

制限条件

オ ー タ ーDispatch負 荷

パ ブケ ー こ"ス ケ ジ ュー ノ レポ ー ト

Routing

CHANGE

MACHINE

FLOOR

LABOR

CLAIM

MOVE

TICKET

2.2.220%→0.8%の エ ラーに減 少 したo

今 まで行 われ てい た シス テ ムは,357を 入 力 ステ ー シ ョ ンとしな が ら も,オ フ ・ラ イン に

よる もの であ った。

その ため に,人 為的 に生 ず るエ ラ ーが20%に も達 して,そ の管理 水 準 を上 げ る こ とは で き

なか ったo

これ に対 して,1030を 導 入 し てon-line処 理 にした結果 が なぜ一 挙 に0.8%に な っ
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た のだ ろ うかo

これ には2つ あ る。第1は,転 記 に相 当す る キ ー入 力 を極 力 減 ら した こ とであ る。

第2は,on_1ineの ため,programで ル ール か らはず れ た順序 が チ ェ ック され てい る

こ とで あ る。

この単 純 な こ とが,実 は非 常 に大 きな効 果 であ った。

そ れ に対 し て,従 来20%の エ ラーは太 き過 ぎるが,そ れ で も実 施 し てい た のだ か らア メ リ

カは 面 白い 。

毎 日,3,000の ク レー ムが,'25stationを 通 じて発 生 し,オ ン ・ラ イ ン処 理 を して

い るo

入 力 とチ ェ ックの方 法 として は,MFC(MachineFloorControl)を 含 め て,

EDpと 直接 関 係す るもの2,000人 に,プ ラスチ ック ・バ ッヂ(Badge)を 与 え・仕 事 の

ス タ ー トと完 了時 に,必 らず25Stationの1カ 所 か ら,パ ッヂ に よっ て人名 と班 責任 者

が 自動 的 に入 力 され る。 あ らか じめ,手 渡 され た計 画 カー ドを 挿入 す る と・仕 事始,・終 了 がわ

か る よ うにな ってい るo(カ ー ト◆はOPERATIONIDENTIFICATION&MOVE

TICKETと 呼 ん でい る。)従 来 は519を 使 用 し て,マ ーク ・カー ドで行 ってい た の で,人

為 的 な ミス があ った 。

とい うの は,operator番 号4桁,機 械番 号5,マ ンア ワー3,数 量6,機 械 用ope

コ ー ド3か らな ってい るのを,プ レ ーパ ンチ され て いな か った。 もちろ ん,計 画 カ ー ドは プレ

ー パ ンチ され,イ ンタ ーにか け られ た後 マ ークす る ので あ る。

し た が って 照合 さ れ てか ら,ミ スが 発見 され る こ とにな る。

そ れ に対 して新 しい 方式 は,プ レ パ ンチ 内 容 が イ ンタ ーされ る こ とぽ 同 じ であ るが,見 易 く

設 計 され てい るこ と,519を 特 殊 に使 用 し て,差 立 板 か ら大 文 字 で見 え る よ うに して探 し易

さ を加 味 し ただ け,カ ー ド設計 は改 良 され た。

こ の カ ー ドを バ ッヂ と合 せて,1030に 挿 入 す るだ け であ る。

す る と,そ の8tationma}x1030かb自 動 的 に発信 され・ そ の後時 間 が送 られ る。 そ

して,バ ッヂか ら人 名 コー ド,カ ー ドか ら計 画 内容 が送 信 され る。

こ の場 合 に,計 画 との差異 が あれ ば,1030の ス ライ ド・キ ーボ ー ドか ら,改 訂 され る数

量,目 的 変 更 コー ドが入 れ られ る。

これ に よ ってWHO,WHAT,HOWMUCH,WHERE,が 入 力 され る。一 般的 には,マ ニュ

ア ル ・エ ン トリー方 式 であ る。

これ に よって

(D作 業者 の入 力工 数 が減 少 す る

(2}コ ン ピュ ータへ の入 力が速 くな る(3秒 以 内/1件)
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(3}カ ー ド蒐 集 の作業 と,カ ー ド紛 失 が な くな る。

(4)正 確 な デ ー タ入 力 とな る。

働 オ ペ レ ータ,デ ィス バ ッチ ャーの本来 の仕 事 がで き る。

これ らは,主 作 業用 の カー ドとして,全 体 の60%に 当 た る。'

それ に対 して,付 帯的 または,ス ペ シ ャル ・カー ドと呼 ばれ るのが23種 あ って・1030・

は2種 の カー ド入 力 が で きる の で,前 者 を 第1種 とし,『後 者 の23種 を一 括 して 第2種 とし て・

同 時 に使 用 で き る よ うに してい る。

'(1)A
ppraisal

(2}Conference

(3}FirstAid

(4)Inventory

(5)JobTraining

(6)Meeting

(7)MusicalActivity

(8)SuggestionWriting

(9)Dispatching

(10)Materialhandling

(11}Stockclerk

(12)ToolCribAttendant

(13)Toolgrinder

{14Temporarydispatching

(15)TemporaryTrucking

(16)TemporaryTroubleShooting

⑰TemporaryStockduty

OS)Cleanup

(19)Instructor

⑳Waittime

②1)Lunch

(22)NoLunchyet

㈱ ・Man_dept.Chargeで あ るo

これ らのル ールは子 供 で もわか る よ うな マニ ュアル で表 示 され てい るの で,素 人 で も見 なが

ら操 作 で きる と ころ 比,シ ス テ ムの重 点 があ り,単 純 に20%→O.8・/・ までに し た と考 え られ

るo
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この20%の 意 味は3Shiftで 有 意 差 があ る。

例 え ば第1Shift58%,第2,30%,第3,12%と い った よ うに従 業 員 の配置,シ

フ ト別 に も問 題 が あ り,こ れ も分析 され 改善 した 。 会

2.2.313.5時 間→5.5時 間 に レポ ー トが短 縮 された意 味

オ ン ・ライ ン処 理の 最大 の特 色 は,そ の場 で誤 りを つ き返 す こ とが で き,時 間 の経 過 と とも

に,そ の訂 正 があ い まい に な らない こ とが1つ であ る。

その 意味 では マ ーク ・セ ンス.カ ー ド蒐 集 か ら き57オ フラ インデ ータ蒐 集,さ らに1030

オ ン ライ ン ・デ ー タ蒐集 はJOBの 性 格 か ら,そ の場 その場 で チ ェ ックされ て入 力 され る こと

に意 義 が あ る。 パ ンチ ャーを つ か った り,オ フ ・ラ イ ンに なれ ばそれ だ け エ ラー に対 す るチ ェ

ックが 遅れ,工 程 に支 障 を きたす こ とはい うまで もない 。 日常作 業 の レポ ー トを,ガ ン ト ・チ

ャー トにすれ ば次 の よ うに な る。

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日

(1)従 来 か らのSystem.交 替 制 交 替 制 交 替 制

3 1 23 1 23

一 二]
1

13.5時 間 日 報

2

(2)新System 3 1 2 3 1

　
3

一

1 2

デ ータ収 集

日 報

5.5時 間

こ の8時 間1シ フ トのス ピー ド ・ア ップは,作 業 計 画 におい て20%の ミスが 次 の計 画 にそ

の ま 、影 響 し て,雪 ダル マ式 に エ ラーを生 ず る もの であ るが,時 間 が 短縮 され て事 前 に チ ェ ッ

'ク されれ ば
,そ れ だけ でも,%以 上 の精 度 を もって い る。、

また人 為的 な入 力 が な くな ったの で,当 然0.8%ま での精度 を も とにした計 画 変 更 が で きる

の で,そ れ以 上 の精度 は,計 画 誤 差範 囲 に とS'ま る。,

とい う・のは上 限 ・下 限 のチ ェ ックや,時 間 差 の範 囲の チ ェ ックは行 わ れ てい るか らで あ る。

一 般 的 には,こSで も単 純化 しな が ら コ ンピュ ー タで,こ れ で もか,こ れ で もか とい った チ
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エ ックを し てい る。 この考 え も また,作 業者 にはEDPに 頭 をつ かわ せ ない こ とを 前提 にし て

い るの であ る0

2.2.4発 注量 の決 め方

まず 最 初 に,こ の方 式 を採 用 し た こ と として感 じた ことは,オ ペレ ーシ ョンズ ・リサ ーチ と

し て一 般 に用 い る経 済 的発 注 量 は統 計 手法 で,バ ラツ キは平 方 根 に比 例 す る こ とを前提 に して

い るo

それ に対 し て,Vを 用 い ない で同様 または それ以上 にし ようと考 え た狙 いは,Unit

Costと い われ る製-品に 対す る コス ト概 念 と,誰 れ で も納得 し易い方 法 で表示 し て,わ か ら

せ る こ とにあ った と思 わ れ るo

決め方としては新しさはないが,コ スト主義と説得可能技術を加味して,し かも試行錯誤的

に決定 す るあ た りア メ リカ的 であ り,コ ン ピュ ー タ的 であ る。

しか し・ ζ の場合 は標 準 デ ー タが完 備 し て,絶 えず 標 準 デー タの更 新 が でき る仕 組 でな けれ

ば な らないo

(1)部 品1個 当 りの変 動 的在 庫 費 用 の算 師()

CI
S+0+

24。 〔Q・(D・-D1)+Q・(D・-D1)+''"Q・(D・-D!)〕

X==

Q1+Q2+ Qr

'S':S
etup費 用(準 備 に要す る費 用)

0:0rder費 用( .発注 に要 す る費用)

C:Unit費 用(そ の項 に必 要 な総括 費用),

。㌔:㌶ ㌶:　 ときに生苧 用三最三

Dn:Qn期 まで の 日数
.'

240:年 間240日 稼 動 とす る

例 え ば,部 品番 号 の場 合 に次 の よ うに算 出す る。

S=26.010

S+0-OrCerrli6.hationCost(所 期 費 用)

0==10.00.Jt

=〒 ・$'36 .01,0、

C=1.182/[';∫1.t,,t

・'・..L ... 、S.7$一.7但5`塒 ×3・4時 間[『20・010と す る ・ 一 ・t;

1=O.25

1回..に よ.2て 算 串 さ 熱 た も の で,次 章 で 説 明 す る。
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部 品番 号 につ い て次 の よ うな要求 にな った とす る。

注 文 番 号12345678

要求 期 日929938949963970978991016

要 求 数 量759607178334915783491585349

要 求期 日は,追 番 では な く歴 日用 エ ンデ ィコ ッ ト ・カ レ ンダ ーであ る。稼 動 日単位 の

000～999で1巡 す る の で,約4年 間 分 で あ る。

まず,注 文番 号1だ けを オ ーダ ーし た場 合 の1部 品 の費 用 で,そ の 部 品は寝 か され ない と

す れ ば

1.182×O.25

〔759(929-929)〕10.00十26.01十240

X=⊂O.047

759

注 文 番 号1と2ま で を 含 め る と

1.182×0.25

〔(759×0)十607(938-929)〕10.00十26.01十240

X=・

759十607

注 文 番 号1,2,3ま で の 場 合

1.182×0.25

〔(759×0)十(607×9)十1783(949-929)10.00十26.01十240

X=

=0 .031

一・O .027

759†607十17
.83

注 文 番 号1,2,3,4ま で の 場 合

1.182×0.25 〔(759
×0)十(607×9)十(1783×20)十349(963-929)〕10.OO十26.Ol十

240

X=

759十607十1783十349

この場 合 は,3注 文 番号 ま

での受 注 単 位 が,最 も経済 的O .QsO

とな るの で これ を経 済 的発 注

0.040

量 として ン な しに算 出す

る よ うに し てい るoO.030

0.020

=0 .029

1 2 3 4 5



::ll:]

i;iii

l:iii
O.000

1部 品当 り

費用

注文番号

＼

12 3 4

(2)先 行 手配 期間 の計算(Leadtime)=L

(H×Q)+SL
=十 丁

8

H:100部 品当 りに要 す る標 準時間

Q.:注 文量

S:準 備 時間

T:転 送 日数

(3)発 注 時期 の計算(OrderPoint)

OP=Leadtime十PAD

P.AD==事 務 作 業 時 間+発 注手 法期間

(4)部 品発 注 の調 整

・これ につ い ては
,次 の6通 りか らな って い る。

α 現在 の在 庫量(Stock)

β 現 在 の受 注量(ONorder)

r戻 り量(Backorder)・

d最 低保 有期 間(Protectivestock)

ξ 先 行 手 配期 間(Leadtime)

P手 配 期間(PAD)

5 6 7 8

1849個

1550個

0個

20日

30日

60日

一53一
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必 要量=(α+β)一 ケ

年 間 必要 量
+∠ として算 出す る。最 低在 庫 量=1日

の使 用量

し たが って,EDPと し ては極 め て単 純 であ るが,量 的 に は75.000部 品 に関す る基礎

デ ー タの マス タ ーを必 要 とし,そ れ か ら索 引す るこ とにな る。 そ の索 引 の手順 は,注 文 オ ー層

ダ ーは マ ク ロであ り,そ れ に必 要 な部 品(Parts)は,個 数 単位(Peaces)で な けれ

ば な らないo

これ を,レ ベル 別 にLEVELCODEDIAGRAMASSEMBLIESONLYと し て単 純

化 して い るo

LEVEL1・

LEVEL2

LEVEL3

LEVEL4

LEVEL5

これ らを総括 して次 の制 限条 件 を もと に処 理 し てい る。

(1}最 低$100以 上 の発 注 であ る こ と

(2}486日 以 内の発 注 単位 で あ る こ と

(3)20日 サ プ ライであ る こ と(40日x50%をmix)

(4)オ ーダ ーの価 値分 析 に基 づ い て60日 を最 低 とし て分 割 す る こ とがで きる

(5)所 期 費用 が オ ーダ ー費 用 よ り少 ない場 合 は,次 の オ ーダ ー まで待 ってオ ーダ ーせ よ

(6}組 立20日,細 目60日 以 内 の場 合は 総括 費用 は付 加 しな い

な どを プ ログ『ラ ムして算 出 され るの であ るo

手 順,手 法 につ い て と りた てて新 しさ はなV・が,こNま で実 際 に処理 してい るこ とに敬服'

され るo

わ が国 では,理 論 的 には これ以 上 進 ん だ こ とが,す で に討議 され てい る ものの,現 場 の身

にな って 実際 に処 理す る こ とは皆無 に近 くこ の点,実 現可 能解 とし ての シス テ ムで あ るこ と,

3月 に以 降 し てす で に 自信 を もって処 理 してい る ことが,こ の シス テ ムθ)特長 であ ろ う。
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2.2.5最 少 魅力 的収 益率 は,30%で あ る。

一 般 に,エ ンジニ ア リ ング ・エ コノ ミーでは
,投 資効 率や在 庫 金利 を 算 出す るが,75,000

部 品 のすべ てに この概念 を 徹底 して行 な ってい る ところ にユ ニー クさが あ る。

これ に よって,高 価 な部 品,安 価 な部 品 が 自動的 にABC分 解 され,調 達 難解 率 も算 出 され

るo

これ らがE-.Eを 知 らなV・職 場 にV;1ueと して,レ ポ ー トされ るわ けであ る。

当初,IndustriaIEngineeringGroupに よって,こ の基 礎 デ ータが 算 出 さ

れ たo

(1)部 品別 スペ ース

(2}保 険 に要す る費用(AirConditionを 要 す る もの)

(3}利 子(銀 行,配 当 を勘 案 す る)

(4)税 金負 担

(5)そ の他

これ らか ら算 出され た部 品 の単位 当 りの費 用 を,Inventoryecrringcharge

と呼 ん でい る。

現在 では,平 均25%か ら30%に 上 昇 した が,ポ ーキプ シー では990/・vaな って い る もの

が あ るo

この細 か い見 積 りを も とにし て価値分 析 しな が ら,生 産管 理を して いる の であ る。

わ が国 で も,設 備 投 資 とかHighValueと いわれ る高価部 品 の購入 には,こ の数 字 が利

用 され てい る。

一 般 に 弱電 では
,22%～25%t'あ ったが,金 利 の上昇 でそれ以 上 にな りつ 〉あ る。

IBMの 場合,高 配 当性,高 収 益 に よる法 人 税 に よってかな り上 昇 して し ま ってい る。

か とい っ て,ピ ース単位 で処 理 しな が ら も,machineFloorに 力を 入 れ てい るの で,

遊 休 させ て外 注す るこ とは ない。

やSも す る と,コ ス トに走 り過 ぎて,原 価 計 算 をあ や ま って外注 してい るケ ース があ る が,

そ の点 シ ステ マ テ ィ ックであ る。

GE社 が輸 送 問題 で扱 ったHYP ,O計 画 では22%で あ るので,IBM社 のIpventory

Corryingchargeは 高金 利 であ り,そ れ だ け発展 性 を部 品 に要 求 してい る とも考 え ら

れ るo

何 の 不 信 も 不 安 も な く,こ れ が 実 行 さ れ て い る と こ ろ が,ラ イ ン ・ス タ フ の 巧 み さ と 習 慣 で

あ ろ うか0

2.2.6シ ス テ ム 開 発 に は 長 期 間 を 要 す る

「CompntersandAutomation」1967年7月 号 に,IBM社 エ ン デ ィ コ ッ ト
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工場 の コ ン ピュ ー タに よる コ ン ピュ ー タの受 注 か ら出荷 ま での生産 管理 システ ムが 記 載 され て

い る◎

筆者 のJohnDDavisは,ProdvctioncontrolPlanningのmanager

であ るo

そ れ に対 して今 回 の応答 者は,SystemsAudit&Analysisとcロrrent

productionControlSupPortのmanagerで あ る。

ニ ュ ア ンスは違 うが,こ の論文 を 読 ん で興 味 があ る とい った ら,即 座 に 「それ は,去 年 まで

の シス テ ムだ」 と,い か に も新 システ ムに 自信 を もってい る とい った感 じであ った。

それ もそ の筈,今 年3月 か ら新 シス テ ム に移 行 され たわ け であ る。

この シス テ ムが,ど こか の コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ ーを 参考 にした か にっい て は,ど こ の マネ

も して い ない独立 した も のであ ると答 え てい た。

そ し て また こ のシ ステ ムが,IBM社 か らApPlicationPackageと して利 用 され

るか に つい ては,IndividualSystemで あ るか ら利 用 しない だろ うと答 え て い る。

し か し その後 か らの質疑 か らの 印象 で は,殆 ん どが定型 され て い るので充分 応 用 可 能 と思わ

れ たo

この点,こLま で パ ッケ ージ化 され た システ ムで も,ま だ個 別 シス テ ムなの であ る。

そ れ だけ単 純 にし ない と,パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラムはな り立 た ない環 境 であ ろ う。

余 談 にな るが,IBM社 の 開発 したRetailIMPACTを は じめ,わ が国 では,応 用 範囲

の 狭 い こ とが問題 にな ってい るが,そ の範 囲で充 分 なの か キ ャ ン ド ・プ ログ ラ ム(缶 詰 プ ログ

ラ ム)で あ って,こSに も単 純 化 の思 想 が見受 け られ た。

この シス テ ム開 発 には,ポ ー キプ シ ーで3ケ 年 研 究 し,エ ンデ ィコ ッ トが その実 現 の場 とな

ったo

人事 移 動 の少 ない エ ンデ ィコ ッ トにあ 『ては ・・め ず らしい ケ ースであ る が,そ の移行 はわず

か5人 で9ケ 月 で処 理 してい る こ とも見 の がせ な い。

このSystemの 中心 は,SingleLedgerSystemとSubLedgerの2つ があ

っ て8桁 のAccoutA6で 処 理 され る。

そ の 中心 はCostに お かれ,Sourceprogram!κ で,各 々決 め られ てい る。

例 え ば …ur6・ …9・amな ら}ま醐 合 計 と し て ・Lhb・ …m・1m・nが ・$

の 会 計 基 準 で あ る。

Somce42programは,SubLedgerに 関 す る も の,さ ら にFinalLedger

が あ る が,MISに 進 め る には こ れ らの 関 連 を わ き ま え て 部 品,部 品 郡(conpurret)

Systemmanufucturingが 問 題 で あ るo

こ の 点UNIVACがMISを1970年 ま で に 完 成 す ぺ く進 め て い る の に 対 し て,IBM
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社 の エ ンデ ィ コ ッ ト工 場 だ け で も360130を10,000台 も生 産 し な が ら,個 別 的 な オ ー

ダ ー に 対 処 す るSystemは,Userま た はmarketが あ く まで もOreentedな ら ばMI

Sに は な か な か 到 達 で きな い とい っ て い る こ とは,規 模 と し て 注 目 し な け れ ば な ら な い 。

2.2.77,500人 の11%は,productingの た め にcontrol要 員 を 必 要 と し て い る 。

も し も,computerを 利 用 し た 工 程 管 理 を し な い とす れ ば,現 在 のIBM社 は,有 り得 な

い で あ ろ うo

と～'うのは ・JOBSh・p・ ・d・ ・ の工程 管理 のむず か しさを知 る もQVaと ってe.・ や は

りす ば ら しい とい う一 言 につ きる。

しか し,IBM社 の よ うに月 産1,000台 の360/30を 生産 し てい る こ とは,量 産的 で

もあ るo

t5x'月 当 り400回,最 大200回1週 の変 更 が前提 であ り,ア メ リカの ク ライエ ン トが ほ

とん ど個別 的 な オ ーダ ーを して い る の で,で きるだ けJOB,ShOPと し て判 別 し てい た方

がわ か り易い と思 わ れ る。800人 がproductioncontrolに 関与 し てい る こ とは,

直間比率 か らすれ ばやN多 い が,前 述 し た よ うに入 力工 期,間 接 工程 管 理事 務 は,ほ とん ど機

械 化 され てい るこ とを考 え る と,ア メ リ カの トップ ・レベ ル で も;や は りOperatiOnS・

Informationsystemに つ い て のEDPで あ っ て,ManagementInformati-

onsystemに は ほ ど遠 い とい うよ り,別 の分 野 が行 な うこ とであ る と語 って い た。

2.2,8EDPに つ い ては,高 令 者 で も充 分取 り組 め る。

IBM社32年 の経 歴者 が最 近6年 間,programを 強 調 してか らsystemに 入 った,

この人 か らの実 感 を聞 い た。

コ ンビ'一 夕は,む ず か しい もの では ない。 し か し,systemは 経 歴 とたえず 新 しい変 化

を知 らな けれ ばな らない。

しか し,programが 高 令者 で で きるこ とは,わ が 国 の移行 時期 の よ うな徹夜 につ ぐ徹夜

は しな い か らであ るo

一 般 にDaterprocessingSVCSを 行 な って い る会社 は
,や は り体 力的 に ム リで

あ る こ とを聞 い て い るの で,め く'まれ た環 境 な らば 高令者 で もで きるし,自 ら進 ん でや って み

た い と考 えるな らば 充分 であ るとい ってい た。

2.2.9量 産的 個別 部 品組 立 工場 は,RomoteBatchとon-1inecheck,Data

Gatheringが 中心 とな るo

こSに 現 れた ものが製 造 品 の1部 の典型 では なか ろ うか。

DataGatheringは,1方 法 では な く,1030もmainの1つ に過 ぎ ない。 少 くと

も',コ ン ピュ ータを製 造 して い る会 社が,コ ン ピュー タの利 用を聞 かれ るこ とはい うまで もな

い。紺 屋 の 白ば か まで はす まされ な い。
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マ ーーーク ・セ ンス519に 始 ま り,357に 移 り,1030に 移行 す る まで には,す でに8年

間 を要 し てい る。

デ ータ蒐 集 に,金 と時 間を か け てシス テ ムが作 られ るのが 常識 であ る。360165を 利 用

し て,今 後 のMICSを 確 立 し てい くこ とが エ ンデ ィ コ ッ トの狙 い であ る。

RemoteBatchは 実 現 して い るが,TimeShmingMISに つ い ては,全 くζれ か

らの段階 とい うよ りは,考 えて い ない とい う印象 であ る。

2.2.10国 状 は異 な って も参考 にな る。

最 近,わ が 国 で見 られ るJustinTime方 式 は,外 注,内 作 を 問わ ず システ ム として

は 秀れ た もの であ るo

納 期最 優 先 の思想 は,受 注生 産 で は最 も常識的 な こ とであ る。 この エ ンデ ィコ ッ ト工 場 の プ

ラ イオ リテ ィは,や は り 納期 であ る。 しか しそれ に価 値(Value)を 加 味 した場 合,支 払期

間,金 利 の負 担 分,外 注 依存度 にお い てか な り複 雑 に な る。 その ため,即 座 に この シス テ ム思

想 に基 づ い たEDP化 は ナ ンセ ンスに な って し ま うo

しか し,シ ステ ムズ ・エ ンジニ アの養 成,外 注 管 理 の促 進 に伴 な って,単 純 かつ コス ト主 義

の生 産管 理 も また重 要 とな り,そ の意味 では意義 ある こ と であ ろ う。

以 上
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機器製造会社におけるオンラインによる電子計算機の利用

(ウ エスチ ン グハ ウス電機 会 社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 老

WestinghouseRIectricCo.Tele-nomputerCenter

3GateWayoenter,Pittsburgh,Pennsylvania

.昭 和43年7月11日

山 口,村 上,栗 田,谷 口

Mr.K.L.Zearfoss

(DirecterofTele-ComputerCenter)

Mr.L.Stern

(ManagerofAddministrative&FinancialControls)

t.概 要 お よ び 所 感

WestinghouseElectricdo.は,重 電 機,原 子 力機 器,宇 宙機 器,家 庭用 電 器 等の

製 造 メー カ ーで あ り,1967年 業 績 は営 業 売 上 高2,90b,698ド ル,純 利益122,490ド ル

で ある。

同社 の電子 計 算機 利用 は 非常 に高 度化 され て いて,1962年12月 にTele-Oomputer

Centerが 設 け られ,全 社 的規 模 で,① メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング,② 各種 デ ー タの リモ幽一 ト処

理,③ 受注,出 荷,在 庫 補充 な どの処理 が 行 な われ て い る。

(1)こ れ らに使 用 され て い る電 子 計 算機 は大形6シ ス テ ムで 全国 のSalesOffice,'倉 庫,事

業 部 等 約500St。tiC⊇T,1,-C。mp。t。rC。 。terに 接 続 され て い る。

(2)Operatingの 分 野 は 各Localに 責 任 を もた せ,Tele-Compute'rCenterは 新

規 企 画 に対 す る 助 言 とTr迫n6'ingに 力 を 注 い で い る。

(3}新 シ ス テ ム を導 入 し た 場 合 には3年 間 の 単 位 で 利 益 が あが る か ど うか を判 定 す る こ と に し て い

る 。

(4}ManagementInformationSystemに っ い て は,'各Sub'Systemを 地 道 に

積 上 げ て 行 く方 針 で,直 接TotalSystemへ の ア プ ロ ー チは と らな い 。

㈲Wes'tinghouS「eInformationSYstemsLhb.『 を 設 け 外 部 にSoftwareを

売る業務か開始した。
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2.詳 論

2.1.電 子 計 算 機 部 門 の 機 構 等 に っ い て

同 社 のManagementSystemDepartmentの 機 構 は 別 紙1の と お りで あ る 。

同 社 は 全 米35個 所 に 事 務 所,工 場 を 有 し,約70のF・DPSystemを も っ て い る。

TeIe-ComputerCenterに は 大 形EDPSystemが6Systemあ り,こ れ を

中 心 と す る 構 成 は 別 紙2の と お りで あ る。

このRDPSystemで 取 扱 わ れ て い る仕 事 の 分 野 は 次 図 の と お りで あ る。

1

iP
ersonne1 Marketing

Operating

Financial

DirectDigita1

i

i
Develo

Control Engine

Scient

&

(注)Operating:ProductionContro1な どの 分 野 。

DirectDigitalOontrol:計 算 機 技 術 の 直 接 的 な 技 術 問 題 をContr

す る 分 野 。

Operatingの 分 野 はLocalに 責 任 を もた せ て 処 理 さ せ て い て,Tele-Computer

CenterはLoca1か らの 支 援 要 求 が あ っ た と き の み,相 談 に 応 じ る。 こ の場 合 は 所 要 の 経

費 を支払 らわせる ・ と とな ・てお り・L・ ・alの 問 題 はP・ ρ・1の 責 任 で縦 させ る体 制を 明

確 に して い る。Tele-ComputerCent'erは 限 られたStaffな のでTrainningに 力

を注 い でい る。

財務,人 事 の 分野 は 本 社 で直接処 理 し,ま た市場 調 査,技 術 開発 の 分野 は それ ぞれ 担 当 部 門

が処 理 して い る。

Loca1に お ける新 規 シス テ ムの 企 画,設 置 はLoca1の 提案 に よるが,Tele-Computer

Oenterは これ に 対 して 助言 を与 え る。 この 要 求 提案 はEquipment&Oommunica_

tion部 で検 討 す る こ とにな ってお り,こ の 部 が この 事項 を統 轄 し てい る。 この他,Sys妬m

Developmentに 関 す る研 究 は,DevisionalSystem部 で,System設 計 は

System&OrganiそationConsulting部 で 担¥し て い る 。

これ らの 各 部 を 包 含 す るManagementSystemDepartmentの 人 員 は 約600人

で あ る 。

2.2F,DPS導 入 の 効 果 に っ い て

現 シ ス テ ム は 利 用 経 験 が 浅 い と い う理 由 で そ の 詳 細 は 聴 く こ とが で きな か っ た が,新 規ED
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PSの 導 入 に際 して は 設置 後3年 で利 益 が上 る か ど うか で判 定す る とい うこ とで あっ た
。 この

場 合,無 形 の 効 果(intangib1'eeffect)も 考 慮 す るが,と く にその基 準 は設 け られ

てい な い よ うで あ る。

新 しくRDPSを 導 入す る場 合 は,経 費を重 視 して決 定 さ れる が,決 定 の権 限 は

Vice-Presedent(Mr.Houghton)に 与 え られ て い る
。

2.3共 通 フ ィル ムにっ いて

この シス テ ムに保 有 され てい る共 通Fileと 見 な され る も の には,KeySt、ff(会 社

員140,000人 中 の 数千 人)の 入 事記 録(学 歴,年 令,人 事考 課 な ど),受 注 ,生 産 オ ーダ

在 庫 に関す るFileが あ る。

入事 記 録は,例 え ば現 在Factoryplanning関 係 で26人 の 適 任者 を選定 す る必要 が

あ るが,こ の場 合,DirectorManagementSystemDepartment

さ

(Mr.Cheek)が このFileを 利 用 し て そ の 選 定 を 行 な う こ と と な っ て 広 る。

受 注,生 産 オ ー ダ,在 庫 な ど のDataFileはTOPS(TeletypeOrderPro-

cessingSystem)のDataBaseと して 利 用 さ れ て い る。(TOPSは 一 つ のSub

Systemで あ る)

2.4外 部 と のOn-Lineに っ い て

外 部 企 業 と の 接 続 は な い が,子 会 社,事 業 部,SaiesOffice ,倉 庫,Distribut-

・r等5・ ・ …ti・nカ1・ ・m・ ・…C・n・ ・f嘩 続 さ れ てい る 。

この 端 末 はATTか ら借 上 げ て い て,メ ッセ ー ジ,ス イ ッチ ン グ に も使 用 され て い る
。 同 社

で は6ヵ 月係 争 し た 結 果 ・メ ッセ ー ジ,ス イ ッチ ン グ を 行 な う見 通 しを 得 られ た との こ と で あ
っ 、

たo

デ ー タ伝 送 に は,Voicegrade…100word/min(75bits/sec)

Highspeed…40.8kc(bits/sec)・ ・… ㊨Scientific

Useの2種 類 が 使 用 され て い て,通 信 回 線 料(high-speed6端 末)は5
,000$/月

端 末 で あ る 。 ちな み に これ が 接 続 され て い る 計 算 機 の 経 費 は

CBC-6600175 ,000$/月

IBM360/30
.90,000$/月

端 末 ワ)接続 系 統 は 図 の と お りで あ る 。
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62回 線

2.5EDPSystem開 発 の 問 題 点 等 につ い て

Te[eCompuLerCenterの シ ス テ ムの 主 要 な 問 題 点 は

(1)IBMとCDCのDaterConversion(他 機 種 間 のInterfaceの 問 題)

(2)大 形Systemの 使 用 効 率

が と り あげ られ て お り,と く に大 形Systemの 使 用 効 率 に っ い て は,1962年 以 後

Multiprocessの 研 究 を 継 続 し て い る との こ とで あ っ た。

2.6System開 発 に 対 す る 外 部 委 託 等 に つ い て ・

BasicProgram等 に っ い て はSystem供 給 側 に どの よ うな サ ー ビ ス が 必 要 か を 示 し

て要 求 し て い る が,JOB.・Programの 開 発 に っ い て は,外 部 のSoftware専 門会 社

か ら講 師 を派 遣 して も ら っ て,内 部 で 開 発 研 究 を 行 な っ て い る。

.将 網 題 と し て は ・ 外 部 に ・・ftw・r・ 観 る サ ー ビ ス を 昨 年 か ら 始 め ・ この た めWest-

inghouseInformationSystemsLaboratoryが 設 け られ た。

2.7Tele-ComputerOenterに つ い て

Tele-ComputerCenter(以 下 「TCG」 と略 す 。)の 機 械 室 の広 さ は 約20,000

ftiで,こ の セ ン タ ー に はTCCの 職 員230人 の ほ カ㍉AccountingDepartment

の 職 員270人 が い る 。

AccauntingDept.の 職 員 は① 内部会 計事 務 ・ 政府 要求 の 報告 書作 成(所 得税 ・ 社会

保 険,資 産,原 価 償 却,有 色 人種 の顧 庸 報告 な ど)③ 販 売情 報の作 成(政 府か らの資 料 に よ り

Markeingに 利用 さ れ る)な どの処 理 を全 社 一 括 して,TCCの 計 算 機 を利 用 して処理 し.

て い る。

Tccの 職 員の 内訳 は次 の とお りで ある。
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Director

TCO

TeletypeOrder

ProcessingSystem

lFaciliti・ ・

「 賠:溜 詰

11人

74人

・・人一隆 獅

35人

36人

こ のTele-OomputerCenterは 世 界 最 初 の も の で あ る と い わ れ で お り,Univac

494Systemで は,毎 月25,000メ ッ セ ー ジ を 処 理 し て い て,そ の う ち5,000件 は 顧 客 か

らの オ ー ダ で あ る。

CDCとIBMのSystemは,技 術 関 係 の デ ーS処 理(原 子 力 お よ び 電 気 の 利 用 に 関 す る

も の)に 使 用 され て い て,将 来 数 年 間,こ れ 以 上 大 形 の シ ス テ ム を 設 置 す る 計 画 は な い との こ

と で あ っ た 。

TCCで 直 接 処 理 され て い る 業 務 の 主 な も の は 次 の とおbで あ る。

.(1)Marketing

(2)Personne1

(3)売 掛 金;買 掛 金 のOontro1… ・… ・顧 客 か ら の オ ー ダ は こ こで 一 括 処 理 さ れ る。

(4)給 与 事 務 … ・・…60,0 .00人 従 業 員 の うち,1967年 末 に は20,000人 に っ い て 処 理

し た が,1968年 末 に は30,000人 に つ い て 処 理 す る こ と に な る。 処 理 サ イ ク ル は 週 お'

よ び 月 。

(5)ProductionContro1… ・… …

ATHENS(ジ ョー ジ ア 州)のPar'tsbreakdownをFASTRAND(Univac

System)に よ っ て 処 理 す る6'こ の処 理 は 毎 週1回,4週 間 先 の 製 品 予 測 をrawmate-

rial,・transportation、1aborに 細 分 し,4週 間後 に実 際 の オ 一 夕'と照 合 し て チ

ェ、ッ クす る。

(6)Marketin9… ・… ・1年 に1回 予 測 を 行 な う。

TCCの シ ステ ム開発 にっ いて は次 の よ うな経 過 を た ど って きた 。

1941年 にMr.SternがSystm開 発 に 着 手 し,具 体 化 す る の に 約10年 を 要 し,1950

年 頃IBM650を 導 入 し,以 後1957年Univac-1,1960年 －IBM1401な どを 使'

用 して き た.が,旧 機 器 がOver-Loadと な り,現 在 のTCCの シス テ ム に 変 更 さ れ た 。 そ の
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設 置 年 月 は ・ 別 紙2の と お り。

ま た ・ メ ッセ ー ジ通 信 は1965年 か らTeletypeSwitchingboadを 使 用 し て

行 な わ れ て い る 。

2・8M・nag・ment・ ・f・r}nati・ ・Sy・t。mに 対 す る考 筋 に っ い て

InformationSystem・ と し ては,Sub-Systemを つ み 上 げ て ゆ く方 針 で
,

TotalSystemにApproachす る 考 え 方 は と ら な い
。

現 在 ・ 管 理 者 等 に 提 供 され て い る サ ー ビ ス の 内 容 は 別 紙3の と お り で あ る 。

■

以

直接

上
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情報処理サー ビスに進出する技術先端企業

(ロ ッ キ ー ド 社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

LockheedMissiles&SpaceCo.

Sunnyvale,California.94088

昭 和43年7月19日

山 口,村 上,栗 田,谷 口

Mr.H,M.Bailey

Mr.M.H.Hodge

Mr.B.L.Hisey

Mr.W.D.Fu11er

Mr.G.F.McComick

Mr.P.Tyre11-Smith

Mr.R.F.Sharp

Mr.D.Hamilton

1.概 要 お よ び 所 感

・LockheedMissiles&Spaceeo.は ミ サ イル 開 発,宇 宙 開 発 お よび そ れ らに 関 す る

研 究 を 行 な って い るDivisionに 分 か れ て い て,米 国 に お け る ζの 分 野 の 先 端 企 業 と し て 活

躍 し て い る が,こ の 先 端 技 術 の 蓄 積 を も っ て 外 部 に 対 す る情 報 処 理 サ ー ビ ス に も進 出 し よ う と し て

い る0

1.11nformationSystem

同社 に お け るInformationSystemに 関 す る サ ー ビ スは3年 前(1965年)に 始

め られ た 。 こ こで の主 な 仕 事 は,Medica1,F・ducation,State&LocalGov-

ernmentに 関 す るInformationSystemのSystemdesignで あ る。

同 社 内 部 のEDPSの 導 入 は1950年 に行 な わ れ,1950～196.0年 の 間 は 大 規 模 な

Dataprocessに 使 用 さ れ て き た 。

BatchPrpoess方 式 の場 合 と, .Rea1-TimeProcessの 場 合 のHardware

対SoftwareのOostの 比 率 は 図 の よ うに な っ て お り,現 在,Softwareの 部 分 の

Cost肖ll減 に 大 き な 関 心 を も っ て い る。
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BatchProcessの 場 合 Real-TimeProcessの 場 合

EquipmentCost

5'O%

50%

ProgramCost

EquipmentOost

25%

75%

{

Softwaret

Communicationetc.

InformationSystemDivisionで の 業 務 の 比 率 は 投 入 経 費 で 示 せ ば 概 略 次 の

とお りで ある 。

(1)HospitalInformation30%

(2)StateGover・nmentInformation50%

(3)そ の 他20%

この うち,と く にHospitalInformationお よ びStateGovernmentInfo-

rmationに 関 す るSystemに っ い て 説 明 を 受 け た 。(詳 細 後 述)

1・2STARFIRE{SystemtoAccumulate&RetriveFinancial

InformationthruRandomExtraction}

この シ ス テ ムは 同 社 内 に お い て 機 械 化 さ れ て い る 財 務 シ ス テ ム で あ る が,こ れ に 関 し て は時

間 の 関 係 で 概 略 の 説 明 に 止 っ た。

こ の シ ス テ ムは

(1)Timelyな 財 務 情 報 の 準 備

(2)デ ー タ を 必要 とす る 者 の 要 求 に も と つ く適 切 な 報 告 の 作 成

(3)事 務 経 費 の 節 減

(4)財 務 シ ス テ ム の 全 般 的 な 改 善

㈲ 誤 り のTimelyな 認 織 とそ の 減 少

を,目 標 として,1966年 に 着 手 し,1970年 に 完 成 す る予 定 で 開 発 中 で あ り・ 現 在 ・ 具 体

化 され て い る処 理 のFlowは 別 紙1の とお り で あ る 。

1.3SystemOperationに っ い て(見 学)

同 社 のEDPSystemの 運 用 は 完 全 なClosedShoP制 を と って い て ・Program

Debuggingに っ い て も,Programmerが 直 接Computerを 扱 う こ とは な い。

IBM360/65に お け るTimeSharingのMainAiemoryお よ びPeriph-

eralUnitsのAllocationは 別 紙2の とお り で あ る 。

ま た 同 社 に お い て使 用 さ れ て い る 機 器 に っ い て は 別 紙3の と お りで あ る。
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2.詳 論

2.1HospitalInformationSystem

HospitalInformationSystemに は ①ServiceSystem

②ContractSystemが あ る 。

2.1.1ServiceSystem

この シ ス テ ムは 下 に 示 す よ うに3っ の 分 野 を カバ ー し て い る 。

Blood
Business

office

現 在,3個 所 の顧 客病 院(Sunnyvaleに1病 院,SanFranciscoに2病 院)が

加 入 して いて,今 年(1968年)末 ま で に10個 所 の 病院 が加 入す る ことにな る予 定 で あ

る(SanFranciscoに5病 院,LosAngelesに5病 院)。

病院 事務 では そ の費 用 の70～40%が 会 計事 務 に使 わ れ てい る が・ この システ ムの

BusinessOfficeの 領 域 では この処理 が 行 なわ れ る。

01inicalOperationの 領域 では,そ の経 費 の30%が その 情 報処 理 に費 や され

て い るが,こ こで は情 報 を早 く整 理 して流 す ことが最 も重 要 で ある。

これ らの 情 報 処 理 の 自 動 化 の た め に,HospitalInformation"『ervice

Systemが 利 用 さ れ て い る が,ProcessingSystemの 概 念 は 図1の と お りで あ る 。

図1.HospitalInformationServiceSystemの 概 念 図

口
MD.Review

血puts,

Issue,

・AuthorizedOrder

Business

Office

Or(br・he(pest

NarrativeNote

PatientData

Tbst砺ta

Regional

Servioe

C]enter

「

、
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こ の シ ス テ ム で はRegionalServiceCenterに2台 の 電 子 計 算 機 を お き5秒

以 内 にResponseす る こ とを 目標 に し て い る 。

ま た,こ の シ ス テ ムで は 医 者,看 護 婦 が 直 接DisplayTerminalを 使 用 し ・必 要 な

Dataの 要 求 の 指 定 は ラ イ ト,ペ ン でDisplay上 のItemを 指 示 す る こ と に よ っ て 行 な

う こ と に し て い る の が 特 長 で あ る 。

こ のDisplayTer、mina1は15～25bedに1台 の 割 合 で 設 置 さ れ て い て,使 用 さ

れ て い る 計 算 機 は,現 在IBM360/301台 で あ る 。

計 算 機 の変 更 増 設 計 画 は

1968年8月IBM360/401台Replace

1969年4月 〃1台 増 設

を 行 な い,シ ス テ ム と して 完 成 す る 予 定 で あ る。

こ の シ ス テ ム を 利 用 す る こ と に よ っ てbedの 利 用 効 率 を 約1.5倍 高 め る'こ とが で き る と

い わ れ て い る。(現 在,3病 院 で 約1,000beds(450beds… ・1病 院)250beds

・…2病 院)で 利 用 さ れ て い る。)

2.1.2C。ntractSystem

こ の シ ス テtiは,TexasIlospitalAssociationか らの 契 約 で 開 発 さ れ た

DisasterEnvironmentalSimulator(災 害 環 境 シ ミ ュ レ ー タ)が ・契 約 に

ょ り外 部 ユ ー ザ の使 用 に 供 さ れ る シ ス テ ム で あ る 。(こ の シ ス テ ムは 加 州 警 察 な どで も使 用

さ れ た こ と が あ る。)

このSimulatorの 概 略 は 次 の と お りで あ る。

Decision

input

1

SimUlate

・Disastereffects

・AreaCharacteristics

・MedicalResourccs

・TransportResource

/
Decisioncycleは1分

DisasterStatusReport

Initial&SubsequentPeriods
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こ のSimulatorの 適 用 例 は 次 の とお りで あ る 。

PublicHealth

Planning

Optimum

Resource
Allocation

Diraster

Environment

Simulator

Medical

Resourfes

Other
Resource
Allocation
(water)

Civil

Deffence

Planning

2.2StateGovernmentInformationSystem

この シ ス テ ム開 発 はealiforni,a州 政 府 か ら の契 約 に よ り着 手 さ れ た もの で 州 政 府 機 関.

全 体 のInformationSystemの 確 立 を 目 標 に し て い る もの で あ る 。(こ の 他Alaska

West-Virginiaに っ い て も実 施 さ れ て い る。)

こ のState-wideInformat'ionSystemは,段 階 的 に設 計 が 進 め ら れ て ゆ く予

定 で,1967年4月 にCalif.州 のCriminalJusticeInformationSy-

stemの 設 計 を す る こ とが 契 約 さ れ た 。

こ の シ ス テ ムのInitiatiOn(開 発 手 引 書)は 別 冊 資 料 を 参 照 さ れ た い。 具 体 化 の 現 状

に つ い てLockheedS.&M.Co.で は 詳細 な は 握 は さ れ て い な い よ』うで あ り,明 ら か に

聴 取 す る こ と は で きな か っ た が,具 体 的 な シ ス テ ム の 完 成 に は 未 だ 相 当 の 日時 を要 す る よ う で

あ っ た。 、

以 上

'
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別 紙3

EDPEQU】 〔PMENTATLOCKHEEDM田S][LES&SPACECOMPANY

D壮ect Remo岳

Quantity Vendor Model Acce88Storage Term知 己18 APPlicatlon

COMPUTATIONCENTEREQUIPMENT

3 UNIVAC 1108 ye8 ye8

.

Scienttfic

6 UNIVAC 1004 no ye8 OI1-1ineto1108

2 RCA・ 301 ye8 ye8 Adm血1.(ADA)

1 IBM 360/65 ye8 no Admin.-Sci.(7094
emulator)

1
,

IBM 360/50 ye8' no Admm.(1410emula叙)r)

1 田M 360/50 ye8 ye8 Admj血.(rea1-ti皿e

mul卯roce880r)

1 IBM 360/40 ye8 no Admin.(1410elnulator)

5 IBM 360/30 no no PeripheralandAd通 口1.

2 IBM 7094 no no Admj匡1.andScient血c

1 IBM 1401 no no Periph冶ral

2 GE 415 no no Peripheral

'

SPECIA.LPURPOSEEQU口?MENT

1 IBM 360/30 ye8 ye8 Info.Storage&Retrieva1

Re8earch

1 CDC 3200 ye8 no (Hybrid).Dj喜igエaphic8;
Mi88ileS麺ulation

1 CDσ 3100 Propo8ed no Mi88ileCheckout

r CDC 160 no 血O Bioa8tronau口c8

2 SDS 910 no no EngineeringSmallJobs

1 SDS 92 ye8 ye8 Video-Ma仕ixDemon一

8tration

1 SEL 810 no no OI1-1血etoVandeGraaff

、 Accelerator

2 CDC 3300 yes ye8 Digigraphic8・

1 CDC 6400 no no Scientific
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コ ン ピ ュ ー タ 製 造 工 場 の 見 学

(IBMポ ーキ}プ シー工場)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

IBM(POUGHKEEPSIE工 場)

South'RoadPoughkeepsieNewYork12602

昭 和43年7月8日

山 口,吉 田,岡 田,石 井

Mr.COVELL,GuestServices

1.概 要 お よ び 所 感

IBM社 は工 場見 学 老 に対 し ては,そ の見 学 者 と国 を同 じくす るIBM社 員 が 同行 す る ことを原

則 としてい るが,今 回 の調 査 は,日 本IBMのMASUDA氏 が同行 し た他,工 場 のGuestSer-

vicesのOOVELL氏 が 日本 生 れで 日本 語 に巧 みで あっ たので,言 語 につ い ての障 害 はほ とん ど

な か った とい って よい。

しか し工 場 見学 は大体 き ま り ぎった コー ス と思 われ る順序 で 行な わ れ た。

工 場見 学 に よっ て特 に 感 じた点 は次 の よ うな もので あ る。

(1)工 場 見 学が 多 い とい うこ とを前 提 に して コースが 研究 され て いる 。

② 工 場 内の工 員 の 数は極 めて 少 な く,し か もか な りの年 輩 の人 達 で あ っ て若 い人 は少 な い。 それ

.も ほ とん ど男 で ある。

(3)自 動 化 で き る工 程 は すべ て機 械 化 して い る。 人 間 に しか で きな い工 程(た とえ ば外 観検 査 な ど)

に 限 って人 間を使 って い る。

(4}生 産 中止 を うわ さ され て いたIBM91は ま だ かな リライ ンに並ん で いて 調整 され て い る。

(5)調 整 中の シ ステ ム につ いて いる人 の 数はIBM91で4～5名,他 の モ デル(Modcl20,

40, .44)は1～3名 で あっ てほ とん どが1名 でや ってい る。 ・∵

(6)ラ イン に並 ん で い て も,ま だ 部 品 の揃 わ ぬ もの もか な り あっ.てそれ らは人 が つ いて い な い。 ざ

っ と見 た 感 じで,半 分 ぐ らい が人 が っい てい な い。 あ る システ ムの場 合,今 秋発 売 とい わ れる手

'書 き文 字 の リー ダ ー(2台)が 梱 包 の ま まおい て あ った。

2.詳 論

2.lIBMPOUGHKEEPSIE工 場の 概 要

IBMは 全国 に約20の 工 場 を もち,適 宜 分業 を して い る。 また 米 国外 に も'日本IBMを は
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じ め と し て14個 所 のLOCationを も っ て い る 。

た とえ ば 日本 は360/20,40を 作 り,西 ド イ ツ は360/30を 作 る な ど し て い るが,

大 型(50以 上)は す べ て米 国 内 で 作 っ て い る。

米 国 内 で は,た と え ば

360/20,フ ロ リ ダ

360/20,30エ ン デ ィ コ ッ ト

360/20,40,44,91ポ ー キ ブ シ ー

360/45,67,75,85キ ン グ ス トン

ま た

カ ー ドリ ー ダ,パ ン チ ロチ ェ ス タ ー(ミ ネ ソ タ)

ブ リ ン タ エ ン デ ィ コ ッ・ト

タ ー ミ ナ ル レ ー リー(ノ ー ス カ ロ ラ イナ)

コ ン ソ ー ル レ キ シ ン トン

な ど 。

IBMポ ー キ プ シ ー 工 場 は1941年 に ス タ ー トし て い て,次 の よ うな も の を 作 っ て い る 。

CPU360/20,40,44,91

部 品Core,Pt－ ボ ー ド

そ の 他29,59,パ ン チ 機 械

工 場 の 人 数 は1941年500名,1942～451,200名,現 在5,500名 で これ は

限 界 で あ り,し た が っ て仕 事 が ふ え れ ば 一 蔀 の 仕 事 を 他 の 工 場 に う つ し て い る。 た とえ ば,

Magnetictapeのheadも 今 年 中 に は 他 工 場 へ 移 す 由

5,500名 中15～20%は 大 学 卒 で あ る。1

5,500名 中 中2,'o'Oo名 が 工 員 で あ り,工 員 は2シ フ トで 仕 事 を し て い る。 工 員 の外2シ

フ トして い る所 は ほ とん どな く,2シ フ トしている ものは 全体の1/4で ある。 ま た保守 な ど

特 殊 な人 が少 数3シ フ トしている 。 大学 卒 の ほ とん どは製 造 技術 と,工 場 の プ ログ ラ ミン グ関

係,会 計 な どに集 っ て い る。

2.2工 場 内 に設置 され て い る計算 機

工 場 内の 計算 機 は 約80名 の プ ログ ラマー と,夏 期 の学 生 とで運 用 されて い る。 仕事 は主 と

して3っ に分 け られ る。

(1)productionControIシ ステ ム(コ ンパ スシ ステ ム)

cPU… …IBM7010,こ れ にIBM1301デ ィス クを4台,IBM7740

・・mmunicati・nC・nt・ ・IU・itS介 し て ・BM・05・ ・ 一
.ミナJレ を 多 数 難

した シ ス テ ム.を工 場 内 に 完 成 し て い る。
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この タ ー ミ ナ ル で は1台 で 数 百Itemの 処 理 を して お り,そ の た め に1台 あ た り1～2

名 の 人 達 が っ き き りで あ る 。

こ こで 在 庫 の 状 況,変 更,新 規 注 文,ス ケ ジ ュ ール な どの 問 合 せ や連 絡 を 行 な っ て い る。

部 品 約50POOのCOntro1を 行 な っ て い る 。

(2)SystemTest(ST-MISシ ス テ ム)

cPU… …IBM360/40、IBM2314デ ィ ス ク,IBM2260タ ー ミ ナ ル 約

30台,他 にIBM14013台 とIBM360/20を カ ー ド,磁 気 テ ー プ,プ リ ン タ

の コ ン バ ー タ に 使 っ て い る 。

これ は あ る ユ_ザ ニ の注 文 に 応 じて,ど うい う部 品,ど うい う ロ ツカ ーが 必 要 か と い う情

報 を い つ で もOutputで き'る よ う に;各 機 と,そ の オ ブ シ ・ ン ど に 応 じて,ロ ッ カ ー,部

品 な どの 構 成 要 素 を デ ィス ク 内 に 記 憶 し て あ っ て,一 種 のManagementInforma-

tionSystemを 構 成 し て い る 。

生 産 ラ イ ン の ど こか ら で もInputす る と,ユ ーザ ー の注 文 ご と に 必 要 な 品 物 の リ ス トを

と る こ とが で き る の で,組 立 て の 際 に 誤 を お こす こ と は な い 。

(3)Design・Automation

IBM7080が3シ フ トで 動 い て い る 。

他 に 現 場 の 機 械 をContro1す る た め にDiscとTapeの つ い たIBM1440が2台

現 場 で 動 い て い る 。

現 場 に お い て あ る 機 械 は

PrintedCircuitGenerater7台(1台 で 同 時 に4枚 の プ リン トボ ー ドを作 れ

る。)

SprayEtchingMaChlne

ProtectiveCoatingApPlicator

WireWrapPingMachine数 台

PrintedCircuitTestor

な ど が あ っ て,ほ とん ど無 人 で動 い て い る 。 プ リ ン トボ ー ドに は 部 品 の ア カ ウン ト 十(・12.

け た)が や きっ け て あ っ て,こ れ を 自 動 的 に 競 取 っ てCh『eckし て い る 。

PrintedCircuitGenerator,SprayEtchingMachineを 通 っ て

できた プ リン トボー ド斑 入 の1・ ・pect・r欲 鰍 査 して よけ ればP「 ・t・rti・?

Coatingへ まわ す。 外 観検 査は機 械 の 稼動 が うま くい って い るか どうか を調 べ る代 り と

して行 な っ てい る よ うで ある。

2.3工 場 の概況

工 場 の 建 物 は3棟 あ り,そ れ ぞ れ1941,1947,1953年 に た て られ たが1941
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年 の た て も の が 中心 で あ る。 以 下見 学 コ ー ス順 に 記 す 。

2.3.1い も の 工 場

い もの 工 場(い もの 製 品 の 切 削 ・加 工)に はNumericalControlの 機 械 力:3台 あ

り,い ず れ もControllerはGE製 で,工 作 機 械 はMILWARKEEのKEARNEY&

TRECKER社 製 で あ っ て,そ のContro1・DataはIBM1620に ょ っ て 作 られ た 紙

テ ー プ に よ っ て い る6

NC機 械 は こ の 他 に も 数 台 あ る と い う こ と で あ る 。

2.3.2コ ァ 製 造 工 場

－C
oreは 原 料 と な る 鉄,マ ン ガ ンの 粉 を ま ぜ,コ ア の 形 に ブ レ ス し,焼 い て テ ス トす るわ

け で あ る が,こ の プ レ ス は1秒 間96個 の速 度 で ブ レ ス し て い る 。 テ ス タ ーはAutomatic

CoreHandlerと い っ て1秒 間20個 でTestで き る も の が 約30台 並 ん で い る 。

現 在 内 径13ミ ル,外 径20ミ ル の コ ア を作 っ て い る 。

コ アの 組 立 て は 工 員30名 分 の 席 が あ る が,今 は 半 分 空 い て い る 。

Capacitor応 用 のReadOnlyStorage(CROS)も こ こで 作 っ て お り,た と

え ば 下 記 の よ うなSpecの もの を作 っ て い る 。

Model50用

ReadAccesstime500ns

Word数2,816

WordlengthgObits

大 き さ4×'5SLT

な お,FerriteCore

Test用 にIBM1401を 使 っ て い'る 。

2.3.3総 合 試 験 工 場

Contro1にIBM1800,

Model65用

200nS'

2,816

100bits

SI、T4×5

SL
.T,ASLT力 ニ ドの

FAA向 け のIBM9020Systemが,数 シ ス テ ム,各1人 で テ ス トし て い る 。

IBM360/91が 数 シ ス テ ム展 開 し て い る 。360/91の 受 託 先 は,'

'

MIT.U・i…fC・lif.,・BMWTC・Sti・f・rdU・i・ ・',IBMC・rp・

な ど で,他 に2台 の360/91をRngineeringMode1とPeriferal

TestP.rocessorと し て 使6て い る。 こ こで は4～5名 で 何 か を や って い る。

『ま た 別 のFl
oorで360/20,40を 約30シ ス テ ム 流 して い る の を 見 た が,コ プ な ど を

と りっ け て い る 所(3人 で や っ て い る')を の ぞ く とほ とん ど1入 で や っ て い る。

テ ス トは プ ロ グ ラ ム を 流 し てCheckを す る の だ と い う こ とで あ っ た が,Typeさ れ てい

る デ ー タを 見 た 所 で は す べ て の 文 字 を ず ら しな が ら入 れ た り,出 し た りし てい る 程 度 の こ と

で あ'っ た 。.".'㌔ ・'
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2.3.4KeyPUnch機 械工 場

IBM29/59のFinalTestを して い るの を見 た が,い ろい ろ なデ ー タを パ ンチ

して み てチ ェ ッ クし てい るだけの よ うに見 え た。1台 ご どに ライン プ リン タで灯 れ たOrder

が っ い てい るが,特 別な こ とはな い よ うで ある。

2.3.5配 線工 場 プ リン ト板製 作工 場

さ ぎにDesignAutomation用 の 計 算機 の所 で触 れ たが,特 殊 配線
.を除 い て ほ とん

ど人 が見 えな い感 じで あ る。

Print板 の 自動 製作 機 の あ と工 程 の所 に1ロspectorが1名,自 動配線 機 の所 に2～

3名,プ リン ト板 の 配線試 験機 に1名 ぐ らい で ある 。 プ リン ト板が 完成 す る とその 外 観検

i査は10名 ぐ らいでOheckし て いるg .

特 殊 配 線 一 す なわ ち,ナ ナ メ配 線 と,2本 よ り配線 は人手 で別 室 で十数 人 で作 業 を して

い る。 , .』'

2.4検 討 ・

(1)工 場見 学 が 多 い とい うことを前 提 に して コー スが研 究 され て いる。 この工 場 正 式 には

SystemManufacturingDivision

Poughkeepsie,NewYork.

には か な りのVisitorが ある。 た とえ ば1967年 に はゆ
.'Domestic7396

SALES関 係(
WTC2072

一 他 のIBM'ERS493i

雑2956

合 .計17355名

したが ってGuestServiceの 人 が ぎま って い るだけ でな く,見 学 コー スは あ らか じ

め行 き も ど りの少 な い よ うに,ま た作 業 の ジ ャマに な らぬ よ うに設 計 され,要 所 に は常置 の

説 明板 と,小 さ な パ ン フレ ッ トが あ り,そ れ のお い て ある場 所 は人 の トラ フ ィッ クの少 な い

場 所 が と られ て いる。

② 工 員 の数 が少 な い 一

工 員 は年 輩 者 が多 い ・ ・れ は ・BM従 業 員1>s,・ の工 場 を中心 として2・ マ イル の半 径 内

の総人 『の35%をh
.める よ うに な った た め工 員Q余 備 軍 とし て若 い人 が あま りい な い こ と

もある よ うで あ るが,男 子 は大 体IBMで 年 とった人 が 多い のだ そ うで あ る。

作業 は特 に熟 練 を要 す る とい うもの では な い。

工 程 は,機 械化 を しな ければ な らぬ もの をす べて機 械 化 し て いる ことは当 然 と して,人 手

で や って も機 械 化 して も よい とい う分 野 もすべ て機械 化 し よ う とし てい る点,我 国 と は大 分
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異 な ってい る。

これ は人 件 費 と機械 費の相対 コス トが我 国 と大分 異 な って い る の に主 因 が ある と考 え られ

る。人 間 の流 動性 につ い てはIBMで は 他 の米 国企 業 よ りもか なb低 い と考 え られ るか ら,

人 間の 流動 をお それ て機械 化 して お く とい う意 義 は少 ない と思 わ れ る。

㈲ 自動 化 で きる工 程 の 中に は,間 接部 門 に属す る工 程,た とえ ば生産 管理(部 品表 の配 布な

ど を含 む)も あるが,こ れ もかな りの所 まで機 械 化 さ れて いる。

(4)IBM91は ま だか な リ ラ インに並 んで い た が,お そ らく出 荷 ま で にはか な り時 間 の かか

る もの も ある と思 わ れ た。 ・

IBM91の テ ス トにはEngineeringModelとPeriferalTest

'Processorの 所 は4～5人 の人達 が い て作 業 して いたが ,他 のIBM91は 人 気が なか

った。 また この 状態 は しば らく前 とあ ま り変 ⇔ てい な い とい うこ とで あっ た。

(5}IBM20,'40,44な どの360シ リー ズが 多数 ライ ン にの って い たが,こ れ らの テ

ス トは ほ とん ど1名 で 行 な って お り,コ ア の組 み立 な どの所で3人 が働 い てい た他 は1セ ッ

トに2八 つ いて い る例 も少 な い。

この理 由 は,IBM工 場 では綜 合 試 験 として はプ ログ ラ ムに よる テ ス トを 中心 に して い る

・ ため で あ る と考 え られ る。

プ ログ ラ ムに ょる テス トを行 な うた め に充 分 テ ス ト済 の入 出力装 置 を用意 し てお いて,こ
o

れ か らテ ス トしょ うとい う本体 をそ の入 出 力装 置 に接 続 し てテ ス トす る の だ と い う説 明で

あ っ たが,工 場 を見 た所 で は,そ の よ うな テ ス1場 は 各機 種 にっ い て1個 所 づっ あ って,む

しろ各 モ方レのテス トは1ロ ッカーの テ ス ト専 用 機 に よっ て プ ログ ラ ムテ ス トして いる よ うで

あっ た。

いず れ に して も検 査 試 験 の段 取 りを 自動 化 す る た めの製 造 技術 的配 慮 は かな り深 い もの

が あ る と想 像 され る。

⑥ ラ インに並 ん でい る シ ス テ ムの内,ざ っ とみ て半 数が 人 がつ い てい な い。 これ は無人 で テ

ス トして いる ので は な く,ま だ テ ス トに と りか か って いな いの で あ る。 これは工 場の スペ ー

スが 広 い ことを利用 して,人 の 待時 間を減 らす た め に行 なっ てい る もの と考 え る。

我 国 では,シ ス テ ム として全 装置が ま とま った ことがわ か る までは 各 装置 は スペ ー ス効 率

の よい倉 庫 に集 約 管 理 され,全 シス テ ムが揃 った所 で工 場 に展 開 す る で あろ う。 す な わ ち工

場 展 開 の時 間 だけ人 を待 た せ る チ ャン スが あ るが,そ の考 え方が 逆 な の で あろ うと思 われ た。

以 上
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小売業の通信販売集配センターにおける情報処理

(J.C.ペ ニ ー 社 カ タ ロ グ 集 配 セ ン タL)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

CatalogDistributionCenter,J.C.PennyCo.,Inc.

11800W,BureighStreet,Wauwatosa,Wisconsin

昭 和43年7月17日

山 口,吉 田,栗 田,谷 口,村 上

Mr.WarrenD.Keefe(RegionalCatalogCenterManager)

1.概 要 お よ び 所 感

1.1・CatalogCenterの 業 務

J.C.PennyCatalogCenterはMilwaukee郊 外 にあ り,200万f2(約

18万m2)と い う巨 大 な 倉 庫 を も っ て い て,膨 大 な 種 類 の 商 品(20万 品 目 に お よぶ)を 取 扱 っ

て い る 。

J.C.PennyCo.に は 約1,700のretailstoresが あ り,当Centerの 受 持 区

域 はMidwest,South,Southwestの3地 区 で,約650のretailstoresと 関

連 を も り て い る。 しか し,意 外 で あ った こ とは,Centerとretailstoresの 間 に は

い ず れ か がContro ,leし,い ず れ か がControleさ れ る と い う関 係 は 存 在 せ ず,販 売 店 ど し

て 同 等 の 地 位 を も っ て い る。 換 言 す れ ばOenterも 巨 大 な るretailstoresめ 一 つ で あ

る。 ま た 各 地 方 のretailstoresの 倉 庫 が 小 さ い た め 品揃 え が で き な い の で,自 然 こ れ 等

の 中 間 倉 庫 的 な 機 能 をCenterが 現 実 に は=果 し て い る が,総 合 的 集 配 倉 庫 を 本 来 の 目 的 と し た

も の で は な い 。

CenterはNewYorkに あ る 本 社 に 電 話 で そ の 業 務 内 容 を 毎 日 テ ー プ ま た は 電 話 で報 告

し て い る カ～ 本 社 か ら 総 合 的 な 営 業 の 情 況 等 に つ い て の 連 絡 は 余 りな い 模 様 で あ っ た 。 こ の 点,

本 社 と の 間 にon-lineに よ る情 報 交 換 の 方 法 は と ら れ て い7isL・。

1.1.1商 品 の 仕 入 と販 売 計 画

J・C・PennyCo・ は,衣 料 品 を 主 と し た カ タ ロ グ に よ る 通 信 販 売 業 者 で あ るが,当

Centerは 全 社 の 売 上(1967年 約24億5 ,000万 ドル)の ほ ぼ 素 に あ た る2tW:2,000

万 ドル の 売 上 高 を も.って い る が,顧 客 か ら直 接Centerに 注 文 を 受 け た も の が 約30%,関

連retailstoresを 通 じ て 受 け た 注 文 品 が 約7'0%で あ る。 各 店 と本 社 と の 関 係{㌔ 商 品

のmarketreseachは 本 社 直 属 のbuyer-sが 当 り,そ の結 果 を 各 店 が 参 考 に して,'各
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店 のmanagerの 責 任 と権 限 にお い て独 自の商 品 の仕入,販 売計画 を たて て お り,本 社 は カ

タログ の作 成 に つい て めペ ー ジの割 当,予 算の 割 当 につ いて 各支 店 をControlし て い る の

みで あ る。Centerの 販 売 計画 は,retailstoresの 注文 予想 も入れ て 計画 をた て て

い る よ うであ り,こ の点retaliIstoresはCenterの 取 継 ぎ店 ともい え る し,あ る

意 味 では顧 客 の一 部 ともい える∩

した が ってCenterとretaiIstoresと の間 には,販 売,購 入 等 の計 画 のた め の

相 互 情 報交換 のSystemは 採 用 され て い ない。 顧 客 がretaiドstoresに 発 注 した 商 品

で,retai1
,storesに 在庫 しな い商 品 がCenter・,に 電 話Mail等 で引 き継 がれ,

Centerは これを在 庫 品 に引 当 て処 理 を して い る。

1.1.2商 品 の配 送

倉庫 内は二階 で商 品 の種 類 別 か らCo16r,Size等 細 別 して,整 理,貯 蔵 してい るが,商

品 の大 別,配 送地 の大別 の部 門は 機械 化 され て い るが,細 別 の 段階 は まだ人 力に 頼 ってい る。

た だ配 送 地域 の細 別(ト レ ラ ー 別)に 一 部(二 系列)地 域番 号 別 にス イッチ ボ タ ンをお す こ

とに よ り機 械 的処理 を 採用 してい る(電 算機 と結 び つい てい る か ど うか不 明)。 今 後 これ は拡

充 す る予定 であ る との こ とであ った が,案 外 商 品整 理 に人 力 しかも大 部分 が女 子 労働 力に 頼 っ

て い るこ とは意 外 であ った。

輸送手 段 は,U.S.A.Mail(二 系列,Mail送 付商 品)ト レ ラー 会社 との特 約 に よる も の

(retailstores別 の輸 送 が主 で10系 列位 あ った)の 他,一 部 自己 の所 有 トレ ラー に よ

って い るが,こ れは配 達 地 方別 に定 時 に発 着 す るの で要 輸 送商 品の 出荷 時 間 に合 せた もの で な

く,む しろ 定 時 まで に集 った 商品 を輸 送 してい る の で,特 別 な有機 的 な関 係は な い。

1.2'Centerの 電算機 の利用

Centerに おけ る電算 機 の利 用 は顧客(直 接 お よびretailstoresを 通 じた ものを 含

む)の 受注 を 受け てか ら,そ の該 当商 品 を確 実 に迅 速 に 出荷 す る計 画 と,そ のス ケ ジ ュール を作

成 す る面 と くにCcnterの 業務 の 内部処理 にそ の主 力がお か れて い る。 す なわ ち受 注 者 毎 に

name,adress,accou[ltに お ける/76quantity,orderに お け るarticls,size,color等

を チ ェ ック し,注 文 書 に不 分 明の 点が あ れば,こ れ を補Eし,在 庫 照合 を行 ない,次 い でdeli-

veryやpackageのtimeを 含むScheduIeを 設計 し,在 庫 品の ある と きは概 ね20

分 間 で処 理 し得 る こ とに して い る。 この面 で 極 め て綿密 か つ 実際的 な手 法が 確立 してお り,出 荷

指 示書 と出荷 品 につ い ての ラペ ルが 同時 に体 系 的に で き上 る仕組 にな ってい る。

1.2.1出 荷 業 務 に おけるEDPの 適 用

(1)コ ンピュー タの処理 能力 の大 半は,オ ー ダー'プ ロセシ ング,在 庫 チ ェ ック,出 荷 ス ケ ジ

ュー リング,出 荷指令 書 作 成 に使 用 され てい る。
、

(2)し か し,出 荷 指令 書 ま で が コ ンピ ュー タの仕 事 であ って,そ こか ら先 の倉 庫 に おけ る商
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品仕 訳作 業,梱 包作 業,出 荷作 業 等 は,人 力(人 海 戦 術)に よって い る。作 業 は 分業 化 され

てお り,作 業間 の商 品 の移 動 は,コ ンベ アに よって 自動化 され てい る。

(3)一 口にい えば,こ の倉 庫 は,単 な る倉庫 とい うよ りも,巨 大 な る仕 訳 工場 とい え よ う。

(4)コ ンピュー タの行 な っ てい る仕事 の内容 は,高 度 の も の では な く,大 量 デー タの処理 であ

って,そ の 処理 がや り易 い よ うに,シ ステ ム の ソ フ トウエア が単純 化 され てい る と ころ に特'

徴 が あ る。

⑤ こ うした通 信販 売 集配 業 務 は,土 地 の広 大 さと,カ タ ログ販売 を 大 衆 が受容 してい る米 国

で こそ行 な え る し,こ の よ うな 巨大規 模 で も経済 的 に引合 うと思 わ れ るが
,わ が 国 では,こ

の よ うなや り方 が通 用 す る土壌 は 存 在す るか ど うか 疑わ しい
。

(6)80,000項 目の 商品 を取 扱 い,1日 平 均45,000件 の オー ダ ーを こな し
,速 やか に 出

荷 スケ ジ ュール を立 て,出 荷 指 令 を 出す ことは,大 型 コ ンピ ュー タ複数 セ ッ トを使 用 して
,

初め て可 能 とな った こ とは 疑 いない。

1,2.2そ の他 のEDPの 適用

(1)ク .レジ ッ ト ・カー ドの処 理 に つい て,1,700カ 所 の店 舗 の うち14カ 所(credit

office)に,IBM'1401各1セ ッ トを設置 し,ブ ロック別 バ ッ チ処理 を行 な
ってL・.

る。 リテー ル ・ス トア と のオ ン ライ ン ・リアル タイム照合 は行 な って い ない
。

② 同社 は・ 先 に述べ た よ うに,こ の数年,業 績 好調 であ り,そ の ため か全社 的 見地 か ら経 営

効 率 化 にEDPを 利用 し・よ う とい うハ ッキ リ した意識 を もつ に至 ってい な い よ うに思わ れ た
。

そ うしな くて も,ど ん どん業績 が あが って い る状 態 にあ る のだ ろ う
。

(3)し か し・ 全然 ・ 無関 心 と い うのaま な く・ 経 営 サ イ ドの ・DP利 用 の加 と しては
,今 後,

商 品 ごとに販 売統 計 を作 成 し,こ 靖 も と晒 品別販 売 高 予測 な どを倣 いた い と考 えて 、、

る。

すで に述べ た ご と く,J.C.PennyCo.の 取扱 商 品はsoftgoodsが 主 ち しか もそ

の大 部分(約80%)は 衣 料 類 であ るが,今 後 次第 にHardgoods(自 動 車部 品,家 庭電

気器具・ 農 機 具或 は家 庭 用 建 材 等)の 取 扱 いが増 加 す る(現 在 約20%)傾 向 に あ る
。Hard

go『dsが 増加 す る と,当centerの 中央 集配 的機 能 は増 大 し,stockyardと しての

機 能が 高 ま るこ とが予 想 され るの ℃ これ に対応 す るため 従 前 の方式 を変 更 し
,商 品 の購入 計

計画
・ そ のdistribute計 画 をCenterが 中 心 にな って行 な うこと にな る可 能性 が 高い の で

従前 の内 部処理 以 上 にCOmputerを 利用 しな くては な らぬ ごとが 考え られ
,60人 にお よぶ

SystemAna、list,Programmerを 動 員 して,そ の場 合 のsystemを 研 究(本 社 に

reportす る)し て い る との こ と:であ り,将 来 の構想 につい て も事前 に意 を用 い てい る のは

さすが であ る と感 じた。
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2.詳 論

2.1J.C.Penny社 の概 要

2.L1企 業 規 模

・J .C.Perinyは,資 本 金 約4,000万 ドル,従 業 員 総数 約62,000で 衣料 品雑 貨 を 中心

とした 商 品 の販 売業 で(最 近 は 家庭 電気 器具,農 機 具,・建 材等 の耐久 消費財 の分 野 もあ る)

GeneralMarchandiseStoreと して はUSAのbig3の1で あ り,主 と し て

Mail,電 話 等 に よ る 通 信 販 売 を 行 な っ て い る 。 本 社 はNewYorkに あ り(従 業 員 約3・000

人),全 米 に 約1:700のretailstoresを も っ て い る。 そ の 売 上 は1967年 約24

億5,000万 ドル ℃ 本 社 の機 構 は図1の とお りで あ る。

President

lL._.一 一".i

RealPerso-Cata-Techni-Merch-StoresFinan}

Estatennellogcalandisecial

Vicepr.Vicepr.Vicepr・Stru・Vicepr・Vicepr・Vicepr・

Vicepr・

Zone'Manager

〈一.(⊃ ○

図1本 社 の 組 識

2.1.2本 社 と支 店 と の 関 係

(1)カ タ ロ グ の 作 成

Catalogに よ る 販 売 が 主 体 で あ る の でCataIogの 作 成 が 最 重 要 事 項 の 一 つ で あ る 。

大 型,大 冊 のCatalogを 年 間4冊(listitelnes80,000),や や 薄 い も の が 年

3回 さ ら に特 別 要 約 し た 小 冊 の も の 年2回,newspeper式 のdiscountsale

に 関 す る も の年4回 発 行 し て,こ れ を 顧 客 に配 布 し一(L.・る。Catalogの 作 成 は 本 社 の

CatalogDivisionが 企 画 し,各 支 店 にpage数 の 割 当 て を 行 な っ て い る。

(2)商 品 のmarketresearchと 購 入 計 画

商 品 のm、,k。t・e・ea・chは 本 社 に 直 属 のb・yersが20(〉 ・-300名 で,常 時 各

地 の 市 場 調 査 を 行 なy＼ そ の 結 果 を 各 支 店 に 提 供 し て い る。 各 支 店 は こQ情 報 を 参 考 に し て ・

そ れ ぞ れ のmanagerの 責 任 に お い てoriginalplanを た(て 独 自 の 営 業 計 画 を た て

る。 そ の 統 轄 は本 社 のMarchandiseDivisionカ ζ当 っ て い る 。
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(3)顧 客

顧 客 の数 は大 体500万 人程 度 で,ゾ ドユラー カ ス トマ ー は350万 人(PerinyCo.の

Checkを も って い るも のが)で あ る。 カ タロ グは これ等350万 人 以 外 にプ ロモー シ ョナ

ル ・カス トマ ー と し て150万 人,計500万 人 分 が発 行 され てい る。 顧 客 の層 はUper

またはMiddle層(年 収9,000$)を 目標 として い る。(商 品 を実 際 に 見た とき必ず し

もUpperと は い えな い と思 った)顧 客 は カタ ログ に よ り,Mailま た は電話 で注文 を

す るの が大 部分 で(極 く一 部 分 に店 頭 売 もあ る),主 と して郊 外在 住者 または 農家 が 多 い。

商 品 はCataloglistで 約8万 種 寸 法,coIor等 で分類 す る と200万 種類 にな

る。売 上 高 の主 力 は衣料 品 で約80%で あ るが,最 近Hardgoodsの 比 率 が 次第 に高 ま

りつ つ あ り,家 庭 電気 器 具,農 機 具,建 材 等 で あ る。 商 品 はHardgo'odsの 大 部 分,衣

料 につ いて も婦 人服,紳 士服,'子 供 服 等 はPennyのTradMarkを 附 してい るが,

特 殊 なfassionateの ものは別 のBrandを 附す る ことが あ る。

(4)商 品 の製造 ・仕 入

前述 の よ うに商品 の具 体 的仕入 れは各 支 店 の責 任 に よ って行 な って い るが,PennyCo.

と し て は,直 接 製造 工 場 を も っ ていない 。 すべ て が外 注 であ る。 またMakerに 対 して特

別 の つ なが りまたは コ ン トラク トはな いが,Pennyに 納 入 す る商 品 が全 生産 高 の60～70

%に な る製造 業者 が多 い。 契約 内 容 を明示 し,製 品の 需要 の ピー クは これを 予測 して発注 す

る。 契 約条 件 が 比較 的 よい の で商 品の仕 入 に 不 自由を感 じた ことは ほ とん どな い との ことで

あ るが,経 済 的,人 的,ま たは 技術 的 の関連 はな い と して も,事 実上 直属 下 請業 者 を 多 く抱

え て い るの と同様 だ と思わ れ る。

2.2CatalogCenterに つい て

2.2.1CataIogCenterの 規 模

Milwaukeeの 郊 外 に 約200万f2(18万m2)の 倉庫 を もつ 巨大 な集配Center

であ り,現 在 あ る集配 所 と しては唯 一 の もの である。 その担 当 す る区域 はMidwest,South,

Southwest地 域 であ り,こ れ等 の地 域 の ほ ぼ中央 に位 置 してお り650のretail

storesとconnection,を も って い る。 従業 員数 は2,350人 でその取 扱高は1967

年 約2億2,000万 ドル,全 社 売上 の約10分 の1で 全社 中最 大 の店 であ る。 そ も そも この

Centerの 前 身 は1963年 まで カ ロ ライナ州 に あっ て,約50万f2の 倉 庫 を もら てい た

が,当 時 に比較 して現 在 の売上 げは5年 間 で10倍 にな っ てい る。

2.2.2販 売 内 容

Centerの 販 売高 は,DirectMailに よ る直接 受 注が約30%で,そ れ以 外は

Connectionを もっ てい る650のretaiIstores等 が顧 客 よ り注文 を 受け た と き

商 品 が な く,顧 客 にinformationを 与 え て,retailstoresを 通 じてのMai1
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Orderに よるも のが70%で あ る。 商 品 の仕 入 に つい てCenterがretail

storesに 干渉 す る こと もな く;Centerの 仕入 はCenter独 自の も ので あ っ て,以 上

の両 ソー スに よ る注文 等 をCenter自 身の 販 売計画 として取 り上 げ てい る。 したが って,販

売機 能 の面 にお いて はCenterもretailstoresも 同一 で管轄 区域 とい うよ りも担

当 区域 とい うのが 妥 当 で何 等 の統 制 的関 係 は ない 。 しか しなが らretailstoresは 倉庫

が狭 少 であ るの で,在 庫 商 品 の 品種 が限 られ,自 然Centerの 在庫 品 を引 当 て るcaseが 多

い(こ れはCenterの 売上 であ るが)。 この ことか らCenterが 実際 上stockyard

若 し くは 中央 集配 所的 な機 能 を受 け も って い る とい え るが,あ くまで販 売 計 画は 権 限 的 に相 互

関連 は な い。

しか しなが ら,最 近 取 扱い 商品 でHardgoodsが 増加 する 傾向 に あ り,そ の 在庫 には よ

り大 きな倉庫 お よび集配機 能 が必要 にな り,こ れが次 第 に製 品仕入 れ,そ の配 給,販 売 の統 一

的機 能 を 必要 とする傾 向)1);あり,こ の点 でretailstoresに 対 し てCenterの 統 制

的役割 が増加 しつ つあ る よ うに考 え られ る。

Oomputerは,現 在本 社 以外 はCenterの み に設置 され てい る。各retailstores

との 間 には特 別 の連 絡線 は な く(220のretailstoresに は テ レ タイプが おか れ,

その うち大 きな ものは235語/6の 高 速 テ レ タ イプ で あ る)・ .電話 連 絡 ・Mai1の 回送 等

に ょって処理 して い る。 本社 との間 は 毎 日テ レ ック ス また は 電話 で業務 報 告を行 な っ てい る。

2.2.3電 子計 算機 の利用 状況

Center・ が 受け るOrdersは 平 均1日 約45,000件 で,ク リス マス,イ ,一ス ター,学

期初 め等 の ピーク時 には1日13万 件 に達 し,年 間 約15,000万 件 にな る。 これ らの 受注 品

につ い て,顧 客 のチ ェ ック,住 所,信 用 の チ ェ ック,注 文 品 につ いて の品種,寸 法,カ ラー,

ア カ ウ ン ト等 の チ ェック,在 庫 の有 無 の チ ェ ック,注 文 書 の不備 な点 の チ ェック な らび に補 正,

在庫 品 がない場 合 の手 当,在 庫 品が あ っ た場 合 の そ のpackageの 時間,配 送手 段 ま での時 間

等 の ス ケ ジュー ルを決 め,商 品 毎の 出荷 ラベ ル を作 って いる。要 処理 商 品が 極 め て数量 が多 い

だ け に,迅 速 か つ正確 に処 理 され ていな くて はな らない 。当Centerで は 在庫 品に つ いて は,

20分 間 に処理 し,そ れ以 外 に つい て も2,3日 を以 て処 理 す るこ とを 目的 と して,こ の部 門

にCOmputerを 大 巾 に導入 してい る。

(1)設 置 して い るEDPS

IBM7010 2セ ッ ト

IBM360/501セ ・ ト

1セ ッ トは 出荷 ス ケジ ュー リングお よび エ ラー ・チ

ェッキ ング に,他 の1セ ッ トは 商 品在 庫 更新 に使 用 。

2302RAMAρ ファイル を備 え てい るo

カス ト〔 一か らのオ ーダー(パ ンチ ド ・カ ー ド)の

入 力処 理 に使 用。
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2314型 デ ィ ス ク ・フ ァ イル4台,磁 気 チ ー フ'装

置10台,OC孔1台,ペ ー パ ー ・テ ー プ ・リー ダ

ー ・ パ ンチ ド ・カー ド・リーダー ・アン ド・パ/市 カ ー ド ・

リー ダー お よ び ラ イ ン ・プ リ ン タ ー8台(3台 は 通

常 オ フ ライ ン)を 備 え て い る 。 デ ィ ス ク は,① ラ ン

ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァイ ル,② イ ン ベ ン トリ ー ・フ

ァ イ ル,③ プ リ ・ビ リ ン グ ・フ ァ イ ル(オ ー ダ ご と

の 税 金 を 含 む 商 品 価 格 お よ び 商 品 原 価,販 売 原 価 の

計 算 結 果 の フ ァイ ル)の 三 つ に 使 用 さ れ て い る 。

(2)通 信 販 売業 務処 理 の手順

aカ ス トマー のオ ー ダー

先 ず,カ ス トマ ーは,手 元 に郵 送 され て きた カタ ログ ・ブ ック(大 冊 の もの年2回 ,や

や薄 い も の年3回 ・ さ らに薄 い も の年2回,新 聞形 式 の もの年4回
,500万 部発 行 。新

聞 は値 引 品 カ タ ログ で あ る)を 見 て,欲 しい商 品の品番 数 量,お よび 自分 に割 当 て られ

た カス トマー ・ナ ンバ ーを650の 店舗 に 明示 ,注 文 して くる。注 文 は,電 話 または郵 送 の

.形 式 で ある。'

bカ タ ログ ・セ ンターへ の注文 の伝送

650蹄 の うち220店 鮪 テ レ タイ プが 置・・てあ り・ カタ ・グ ・セ 〃 ーへ 注文 を

伝送 して くる(220店 舗 の う・ち 大 きい ス テ ー シ ョンには235語/分 の高速 テ レ タ イプ

が置 い てあ る)・ 残 りの 店 舗 か ら は ,謙 または 郵 送 の いずれ か に よ り,注 文 情報 が

送 られ る。

cカ タ ログ ・セ ン ターに お け るオー ダ ー ・プmセ シ ング

こ うして送 られた情 報 は ・全 部 カー ドに 移 され る
。 キーパ ンチ ャーは90人 で,彼 女 た

ちは交 替 で常 時60～70人 働 らい て いる 。 ク リス マス ・シーズ ンには ,1日 平 均

130,000件 のオ ーダ ー が くるの ℃ パ ー ト1タ イマー を雇傭 し
,キ ーパ ンチ ャーは

200入 にな るo勤 務 は3シ フ ト制 であ る(夜 間賃 金10%割 増)
。

dカ ス トマー ・ナ ンバ ー一}:8 ,ケタ(例8623-6170)で,最 終 ケ タは チ ェ ック ・デ

ィジ ッ トと して使 わ れ て い る。即 ち補 数 方 式 を採用 して い る
。

修FIJ827-024(1}

↓・ ↓
2倍2倍

847.028 8十4十7十2十8=29

30-29=1

「
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eカ ー ドに 移 され る情報 は

カス トマー ・ナ ンバ ー(AccountNumber)

数 量(Quantity)

注文 手 段(M。di。'・fO'・d・ ・)

商 品番 号(NumberArticles)

カ ラー(Color)

サ イズ(Size)

で,一 枚 の カ ー ドに3商 品 に関 す る情報 が パ ンチ され る・ その ためKeypuncherは

常 時60～70台 を も ってい る。 受注 はか な り多量 にの ぼ るの で,各retailstores

か ら電話 で入 る分 に つ いては,電 話 を 聞 きなが らた だち にTypeし て 記録しa'る 。キー パ

ンチ ャー は,3Shiftで 作 業 してお り,1stが 全 体 の35～40%2ndが30%,

3rdが20～25%で あ り,深 夜作 業 も行 な ってい るが全 部女 子 であ る。

給料 は2シ フ トが1'シ フ トの5%up,3シ フ トが1シ フ トの10%upで あ る(こ

の点 日本 と違 う点 を感 じた)。 ピーク の時 期 には200名 の キー パ ンチ ャー が 必要 であ っ

て,こ の時 にはIBMの 斡旋 に よ りパー トタイマ ーを もっ て充足 してい る。

(3}帳 票 設 計/.

EDP利 用 の 中に あ って,出 力設 計 の良否 が第1線 と機 械室 の融和,開 発 に大 きな影響 を

与 え る。

その点,こ のJ;C.ペ ニー 社の 設計 は,長 年 の蓄積 にま って見 るべ きもの が あ る。

第1図 は赤 と黒 の2色 刷 で,現 場 で見や す い よ うに プ リン ターの文 字 を タテ に4コ,ヨ コ

に3コ 用 いた 合 成大 文字 を印字 して,便 を計 って い る。

さ らに,処 理 過程 で,第1業 務 が終 る と右側 の白地 部分 が切 り離 され て51欄 シ ョー ト'

カー ドと,同 一 の大 きさにな る。

これ を,従 来 の51欄 用 キ ャビネ ッ トに保 管 し,業 務 が 終 了す ると,取 り出し:赤 印の

部分 にマ ー クす れば,・こ の帳 票 は タン ・ア ラ ウン ド ・ ドキ ニ メ ン トにな るよ うに設 計 され て

い るo■

第2図 は,出 荷 の物 と,出 荷 係 のチ ェ ック用 に開発 され た もの で あるo

従来 の 方法 では,EDPで 出力 され て いて も・1イ ンチ 当 り10文 字 ・と・字 が 少な い ため

に,現 場 では 見 に くか った。

それ を,前 述 の合 成大 文字 でプ リン トし,ウ ラ側 に は,の りがほ ど ζされ て い るの で・ そ

の まま荷 物 に貼 る こ と
、がで き.るρ

また,品 物 を探 し易 くす るた め に・場 所を町 名 ・番 地 で指 定す る よ うに ・倉庫 番地 が プ リ

ン トされ て い るo
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しか も1左 上 は の りが な く,は が し易 くしてい る ことも現 場 的 であ る。

第3図 は,フ ァ シ トム と して,J.C.PennyCo.が 印 刷 され,そ の上 に黒 で,EDP

か ら 出力 され る ので,コ ン トラス トが よ く,品 の よい帳 票 が 企業 イ メー ジ と して,打 ち 出 さ

れ て い るo

第4図 は,赤,青,黒 の3色 刷 で,人 間 工学 的要 素 と機 械 効果,保 管 し易 さな どに留意 さ

れ て い るo

いずれ を 見 て も,ム ダな横 ケ イは な く,ポ イ ン トは色 刷 され,ア ミの利 用 で コ ン トラス ト

を表わ して い る こ とに特 色が あ る。

ア メ リカの帳 票設 計 と,わ が国 に は,10年 の差 があ る といわれ るのは,こ れ らの総 合評

価 に他 な らない。

22.4倉 庫 内 の運営,

倉庫 は平 均2階 建 であ って,商 品群 毎 にサ イズ,カ ラー等 に より細 別 した棚 が 無数 にあ り,

系列 毎に 在庫 品 を整 理 して あ る。 発送 伝 票に したが らて,こ れ等 の棚 か ら該当 商 品 を撰 出し こ

れ に電子 計 算 機 で作 られ た ラベル をは って,出 荷 先毎 に と りまとめて'ゆく方 式 であ る'。地域 別

の大別,Group別 の 仕訳 は 自動 輸送 並 びに 自動 選択 機 が 採 用 されてい た が,最 初 の 品 目の選

択,地 域 別分 類 は すべ て入 力 に よってい た。 た だ一 部分 に お い て地域 的 細別 に 自動 機 械 を取入

れ て い る箇所 が2箇 所 あ った 。商 品 の ラベル を パ ンチ ャー が読 んでボ タンを 押 す とそ の商 品が

仕 訳棚 の 中 に(ず ら りと何 面 か並 ん でい る)自 動 的 に落 ち る仕 掛 け である(こ の箇 所 に電子 計

算機 が つ かわ れ て い るか ど うか不 明)。 今 後 これを増 設 す る計 画 であ るが,目'下 の と ころ仕 訳

け は女子 労働 者 の手作 業 に頼 って い る点が 多 い(可 成 の 集 密 労 働 であ って大 変 だ と思わ れ た)。

2.2.5商 品 の 輸送 手 段

輸 送手段 と しては トラ ック または トレ ー ラが主 であ り,IJSAMail(2系 列)… …Mail

で輸 送す る商 品を 郵 便 局 まで もってゆ くもの,輸 送 会社 と輸 送契 約を も ってい る もの(こ れ が

一 番 多 くて10系 列?位 か)で これ はret
ailstores等 むけ,そ れ以 外 に 自家 用 トラ

ックを も って いる が特 殊 な地 域 に対 してのservice用 であ る。 トラ ック,ト レー ラーは い

ず れ も定時 に決 め られ た 出荷 方面積 口 で発着 す る。処 理 され た 商 品は それ ぞれ の積 口 で積 荷 さ

れ るが,商 品 の 集荷 の都 合 に トレー ラー を合 わす の でな く,商 品を一定 時 までに一 定 の トラッ

クに積上 げ され る よ うに手配 され て い る。 従 って荷 物 の量 の多寡 に よって運 送手 段 が規 制 され

る ことはな い0

2.2.6'そ の他

当Centerの 商 品 の 回転率 は 平均90日 で,莫 大 な設備 を システ ム化 して いる に し

ては 余 りよい とは い えな いが ・今後 近 く60日 までに短 縮 す る ことを 目標 と して検 討 してい る

との ことであ ったo
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な お,商 品返 品率 は可 成高 く,こ れ等 につ い ては再 整理 して在 庫 品 に繰 入れ るが,傷 物 等 に

つ いて は売行 きの渉 々し くな くて 在庫 品 と な った もの と共 にdiscountし て一 定 時 期 に

saleに 出す こ とに して い るが,価 格 表示 を つ ける作 業(catalog注 文 品 であ るか ら本

来 の品 物 には価格 表 示が ない)を して いたが,こ こも また女子 の集 約的 手 作業 に よる もの であ

っ た0

2.3将 来 の構想

先 に も述 べ た よ うに,Pennyの 取 扱 商 品 中Hardgoodsが 次 第 に増 加 す る と現 在 の状 況

が変 っ て来 て,Centerが 本 質 的 に中 央 集配 機 能 を強 め る とと もにそ の商 品 の統 一計 画 に つい

て も強 い 統 制力 を も って くる こ とが考 え られ る。 今 後は本 社 の 商品分 析 ・CenterのStock

調整 力が 強 ま り,商 品別 のTrendを 考慮 に入 れ計 画す る要 が大 き くな る。 その点 現在 ある本 社

とCenterと のComputer使 用 の将 来 の変 化,Centerとretailstoresと の

連絡 につ いて新 しいSystemの 採 用 と連 絡 手段 の整備 が必 要 と され る。 これ に対応 して本 社 に

あ る60人 の システ ム ・アナ リス トを動 員 して検 討 を進 め てい るがonlinesystemの

採 用 は考 慮 してい ない とい っ・てい た 。

、
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出版業における企業内情報処理および情報サービス

(マ グ ロー ヒル 出版社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

McGraw-HiIl,Inc.

330west42ndStreet,NewYork,N.Y.10036'

昭 和43年7月10日

山 口,村 上 谷 口,栗 田

MissBerylRobichaud

(VicePresident,DataProcessingDivision)

Mr.JoanTekerian

(ManagerofPersonnelInformationServices)

1.概 要 お よ び 所 感

1.1概 要c>

IL1.1現 状

McGraw-Hill,'Inc.は 各種 の学 術 書(単 行本),教 科書,専 門 誌 経 済雑 誌(例

:Bus・inessWeek)を 出版 す る世 界的 出版 社 で あ るカ～ その概 要(1967年)は 次 の

とお りで ある。'.・

営業売上 高

纂 豊麗 虹 高139百 万・・レ ・5・,・4・百万円)一 ・…%

雑 誌 新 聞 売上 高127〃'〃(45,720〃)38.5

精 鋼 一 ビス 売上 高63,・ 〃'"(22,680.119.2・

営 業売 上高 合 計329百 万 ドル(118,440百 万円)10・O、O%

税引 後純 利 益29百 万 ドル(10,440百 万円)・

従 業 員数tt12,264名 ・ …"t

事 務 所数 米 国内150ヵ 所 国 外30ヵ 所 合計180カ 所

同社 の活動 を 事業 部 制 的 な面 か らみ る と,次 の4つ の収入 源 お よび2っ の社 内 サ ー ビス1セ

ン ターに 分 け る こ とがで きる。

1.L2収 入 源

(1)書 籍 出版会 社(BookCOmpanies)

1967年 に おい て は,上 述 の とお り139百 万 ドル を売上 げ てい るが,こ の うぢ35 .4
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%隅 小 ・.中・高校 向けの テキ ス ト,教 材 お よび教材 装 置(例:AudioVisualAids)の

販 売 に よ り占め られ てい る。 一方,大 学 あ る いは専 門 家市 場 向け販 売高 も大 き く,41.6%

を 占め る。 残 りは,一 般書9.7%,海 外市場 におけ る書籍 お よび関連 品販 売高13.3%と な

'
ってい るo

(2)'出 版事 業 部(PubIicationsDivision)

50種 類 の雑 誌 お よび新 聞 を発行(売 上高127百 万 ドル)し てい る。

(3)Info'rmationSystemCompany

10産 業程 度 の統 計情 報 速 報 等を 流 して い るが,売 上高 の大 部 分 隅 建設 業 に 対す る情

報販売 によ り 占め られ る。 中で も最 も大 きな 収 入源 とな って い る の吟41州 にお け る建 設

計 画 に関 す る情 報を 速報 す るDodgeReports(日 報)で あ る。 建設業 関連 業 者(ピ

ル 材 料販 売業者,,請 負業 者 等)に 対 す るマ イクpフ ィル ム情報販 売,カ タロク販売 も行 なっ口6。

1967年 　 同社 は カ リフ ォル ニア州 パロ ・アル ト(PaloAlto)のInformaL

tionRetrieva1,Inc.の 資産 を購入 し,産 業界 政 府 におけ るエ ン ジニア,そ の

他 に対 す る マ イク ロ フ1ル ム技 術 情報 の 販売 を開 始 してい る。

(4)財 務 情報 販売

Standard&Poor社 の買 収 に より,最 近 始め た情報 サ ー ビス で,未 だ売上 高 はそ

れほ ど上 が って い な い。 この うち の大 半}ち 株 式 社 債 市場 に関 す る投 資情 報販 売 で ある。

.1.L3社 内 サ ー ビス 部 門

(1)不 動 産管理 ・庶 務 部 門( .RealEstateandGeneralServ;ces)

全国 に所 有す る ビル の管理,賃 貸,社 内 間の輸 送 サ ー ビス を担 当。

(2)ス タ ッフ部 門(CorporateStaffDivision)

デ ータ処 理 シス テ ム ・プ ロシ ー デ ュア の開 発設 計 財 務 人 乳PRを 担 当。

1.2調 査 所 感

'要 約 す れぱ 同社 のEDP適 用 は
,次 の特 徴 を もつ とい え よ う。

ω 社 内 情報 処理 は,漸 進主 義 を と って お り,必 要 に迫 られた 部 門 か ら,機 械化 し経 験 を積み

上 げて きてい る。 ・ 、

(2)シ ス テ ムの導入 に際 しては,経 済性 を重視 し,そ の条 件が 満 た され ない場 合 は,優 秀 な機

械 で も導 入 しな い。

(3)し たが っ て,い まの と ころ,社 内情 報 の オン ラ イン処理}ち 経済 性 の見地 か ら当分 考え て

いない。

ω に もかか わ らず,マ ー ケ ッテ ィン グの見 地 か らは(同 社 の場 合}ち カス トマ ーに対 す る情

報サ ー ビス,情 報 販売 の ため に は)部 分 的に 来年頃 か らオ ン ラ イン採用 を行 な う考 え を も っ

て い る。
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(5)社 内 情 報処 理 に効果 をあ げて い る分野 は,書 籍 の オ ーダ ー ・プ ロセ シ ング,出 荷業 務 の能

率化 お よび広 告 料 決定 と思 わ れ る。

⑥ 社 外 に対 す る情 報 サ ー ビス の拡 充隅 当面,建 設 情 報 株 式 情報 を基 盤 とす るで あろ うが,

今後 積極 的 に需要 を開 拓 す ると思 わ れ る もの に,科 学情報 サ ー ビス,技 術 情報 サ ー ビス が

あ げ られ る。

(7).経 営 情 報 シス テ ム に対す る考 え方は,現 実 的 であ り,飛 躍 を 戒 め てい る。

2.詳 論

2.1McGraw-Hil1,Inc.の 企 業 内情報 処理

手作 業 では 処 理 し切 れ な くな った大量 デ ータ処 理の 機 械 化 か ら,漸 進i的に経 験 を積 み 上げ て き

て お り,今 ま での と ころ オン ラ イン処理 は や ってい ない。 従 来 旧 シス テ ムか ら新 システ ムに切

換 える に際 して 些 ① 経 済 性(旧 γステ ム より一 層経 済的 で あ るか,ま たは 同等 の経 済性 を も っ

て お り,か つ ほか にメ リッ トを も ってい る こと),② 手で や る こと が不 可能 な場合(こ の場 合 も,

いか に優秀 な機 械 で も経 済的 でな けれ ば 使用 し ない),③ パ ッチ ・プロ セ シン グ ・シス テ ムとす

る(オ ン ライ ン ・プ ロセ シ ング ・シ ステ ムは,金 がか か るか ら採 り入 れ ない),の 三 つの基 準 を

適 用 して きてい る。
.しか し,今 後 はアー ケ ッテ づン グ の見 地 か ら,オ ン ラ インへ移行 す る考 え は

も ってい る。 と り敵 えず,株 式 情報 販売 の分野 に おい て,来 年 頃 か らオ ン ラ イン化 へ向 うと思 わ

れ る(と りあ えず,本 社 デ ー タ ・セ ンタ ー と子会 社Standard&Poor社 との間 の接続

であ ろ う)。

2.1.1機 械 化 の経 過

1945～1946年PCSを 導入

1957年 同社 として 初の電 子 計 算機IBM650を 導 入。 導入 契機 は,書

籍販売 量 が増加 し,パ ンチ ・カー ドの保 有量 が100万 枚以上 に

達 し,PCSで は カバ ー し切 れ な くな った こと にあ る。

現 在 使用,してい るバ ー

ドウ エ ア ・シ ス テ ム IBM7070

1BM360/50

360/20

HoneywelI1200/L200、

ABDickVideograph(OCRフ ォ ー ム

に ア ドレ ス を タ イ プ 。 印 刷 能 力10万 ア ドレ ろ/時)

CDC製OCR

(Furいngtonペ ー シ式 リー ダ ー)

1セ ッ ト

2〃,

2〃

2〃

1台

1台

]



一102一

以 上 が ニ ュ ー ジ ャー ジ ー州 本 社 所 属DPセZタ ー(Hights-

town)に お か れ て い るo

こ の ほ か,StandardandPoor社 にIBM1401

1セ ッ トが 設 置 さ れ てい る。.

2.1.2デ ー タ 処 理 部 門 の 組 織

Dataproces.singDivisionは 副 社 長MissBerylRobichaudに

よ っ て 管 理 さ ち 大 き く,ハ ー ド ウエ ア ・シ ス テ ムを 運 営 す る部 門,ソ フ ト ウエ ア 開 発 部 門,

新 シ ス テ ム開 発(新 し い マ シ ン の 使 用 法 の研 究)お よ び職 員 訓 練 部 門 の 三 つ に 組 織 さ れ て い る。

組 織 図 は っ ぎ の と お り で あ る 。

2.1.3電 子 計 算 機 の 適 用 状 況

大 き く分 け て,,① 営 業 支 援(operationalactivities),② 管 理 資 料 の 作 成

(management・C・ntr・1),③ カ ス トマ ー へ 販 売 す る 情 報 の 生 息 の 三 つ に適 用 さ れ

て い る。

(1).営 業支 援

a書 籍 発行 販 売部 門 の支援

現在,同 社 は2.O,00,0種 類 の書 籍 の製 品 ラインを もち,同 窪 書 籍取 扱 店(Book

Sto .res『)10万 耗.100万 人 強 の個人 直 接発注 者 をかか えてい る。1日 の 受注件 数

は 書 店経 由 申込6,000#,個 人 直 接 申込3,000件 合計9,000件 に達 してい る。 同

社 は,申 込 を 受け てか ら2日 以 内 に発送 す る こ とを ポ リシー と して お り,こ の処 理 に コン

ピ ュータ を使 用 してい る。

コン ピニ ータの ジ ョブ馬 ① 発注 を受 け た本 の有 無を チ ェ ックす る。 ② 本 が在 庫 してい

る場 合 の所 在 の チ ェ ッ・ク,③ 在 庫量 の確 認,④ 発送 法 の決 定(ト ラ ック輸送 力〉 郵送か),

⑤ 送 り状作 成 の 五つ で あ る。

bそ の 他

そ の他 上述 以 外 の営 業支 援 の 目的 か ら,①lnvent・ryCon.t・ro1,② 出 荷管理

(カ ス トマ ーか らオ ー ダ ーを受 け てか ら,い つ発送 す るか の 決定),③ 販 売原 価,販 売利

,i益 計 算 ④ 著 者 に対す る 支払 計 算 業務,・⑤ 財 務報 告 書 の作 成(月 報)等 のア プ リケー シ ョ

ンを実施 してい る。'.'

(2)管 理 資 料 の作成(Management'Cont、rρ1)

管 理資 料 の作 成 とし て は,① 顧 客 予 測(ど うい う種 類の 本を ど うい う種 類 の顧客 が買 うか),

② 製品別 収益 性管 理(ど の プ ロ ダク ト ・・ラ インが 一番 収益 を上 げて い るか)・ ③在 庫管 理

(営 業支 援 と管理 資 料 の両域 にま た が る),④ 広 告料金 管理 等 があ げ ら れる。

'

.一 ・ 一 こ
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中で も興 味の もた れ るの}ち ⑤ 広 告 料 金管理 で,同 社は広 告料金 を広 告掲 載面 積 に よ って

決め てい な い。 す なわ ら 磁気 テ ープ に雑 誌 お よび書 籍 を購入 した人 の 住所,氏 名又 勤 務先,

肩 書 を記録 して お きA社 か ら広 告依 頼 の あ った場 合 どの よ うな人 間が 何 人 どの よ うな 本

を読 ん でい るか を 分析 し,そ れ(読 者 の質)に よ って広 告料 金を 決定 してい る。

(3)カ ス トマ ーへ の情 報 の生産

情報 の 記録 形 式 として は,MT,パ ン チ ド・カ ー ト〕 ハ ー ド ・コ ピー の三 つ があ り,建 設

業 界 におけ る建設 業 者録,建 設 統計 等 を ア ウ トプ ット してい る。 まtg財 務 情報 は,MTあ

るい はパ ン チ ド ・カ ー ドに記 録 して お き,情 報 を ア ウトプ ッ トし,販 売 してい る。

2.2.情 報産 業 に対す る同社 の動向

同社 隅 オ ン ラ イン処 理 を適 用 しては お ら尤 また,情 報 サ ー ビス に 対す る コン ピュ ータ の 使

用(バ ッヂ処理)率 は未 だ 小 さいが,建 設情 報に つい て は か なり広範 な デ ータ ・フ ァ イルを所

有 して い る。 同社 の場 合,報 道機 関 であ る ことか ら,歴 史 的 に各 種情報 の 蓄 積度 が高 く,自 社 の

所 有 す る情 報 には版 権 が設 定 され てい るた め,将 来,EDPを 利 用す る デ ータ ・バ ン クを 設立 し,

サ ー ビスを 拡 充 してい く条 件 に恵 ま れて い る とい うことが で きる。

た だし,デ ータ ・バン クある い は 情 報 販 売 に対す る考え 方 と して}ち 基 盤 の確立 してい な い

新 しい領域 へ の 進出 は避 け,従 来,続 い て きた産 業 を市 場 とす る情報 サ ー ビス の拡 充 を行 なお う

とし てい る。 新領域 での 情 報販 売 は 収 益性 が 低 い と考 え てい る。 こ うした経 営態 度 か ら,同 社

の今 後 とる と思 われ る情報 サ ービス拡 充 計 画 には 次 の よ うな もの があげ られ よ う。 拡 充計 画 の多

くの場 合は,企 業 買収 の形 を と る と思 わ れ る。

(1)建 設情 報 サ ー ビスへ のEDP適 用 の拡 大

す で に建 設業 者 録(名 簿)を コン ピュー タ によ り直 接出力 し,こ れ を写 真 印 刷 し て販売 して

い る カ～ 統 計 の編集,抄 録等 にも応 用 し得 るとみ られ る。 マ イク ロフnル ム情 報 処理 に も応 用

す るで あ ろ う。

(2}科 学情 報 サ ー ビス

1967年InformationRetrieva1,Inc.の 資産 を購 入 し,マ イ ク ロフ ィ

ル ム によ る技術 情報 販売 を 始 めてい る。 この情報 サ ー ビス 吟 工業製 品
,お よび 軍事 市場 に お

け る規格 な らび に標準 に関 す る100万 ペ ー ジ余の情 報か ら情報 を検 索 サ'一ビスす る もの で あ

り,こ の情 報 の イン デ ック ス作 成 に コン ピュー タを 使用 して い る。

このほカ㌔1968年 に}ちSweettsTechfiical-InformationServices

部 門 を設 置 し,科 学 者,技 術 者 に対す る ラ イブラ リ ・サ ー ビス な ども始 め てい る。

(3)財 務情報 サ ー ビス

StandardandPpor社 におけ る株 式 債 券市 況情 報サ ー ビス を オ ン ラ イン化 す る計

画 を もってい る。 現 在}お 同社 に設置 して あ るIBM1401で 情 報 を カー ドか らMTへ 移 送



一104一

し,MTを マ グ ロ ー ヒル社DPセ ンタへ輸送 してい るが,デ ーータ移 送 を オ ンライ ンで行 な うこ

とが考 え られ る。 な お51967年 に は,1900の 有 力企 業 に関 す る財務 デ ータを磁 気 テー

プへ記 録 し,販 売す るCOMPUSTATサ ー ビス を開始 して い る。

(4)教 育 へ のEDP適 用

特定EDPメ ー カ との タ イア ップは行 な わず,大 学 との共 同研 究 に よ りCAI(Compu-

terAidedInstruction)パ ッケー ジを開 発 してい る。共 同研 究 を実施 中の大 学 は,

UniversityofTexas,Pittsburgh大 学,Florida大 学 の三 大学 で,開 発

中 のパ ッケー ジは,小,中,高 校,大 学 の 全部 を カ バー してい る。

2.3経 営情 報 シス テ ムに つい ての 考 え方

(1)正 しい情 報 が,適 切 な管 理者 へ,適 切 な時に,正 しい様 式 で 供給 され(Rightinfo-

rmation,rightmanagersrighttimeandrightformat)

② か つ,そ の情 報 が それ ぞ れの ニーズ に沿 って機 能別 に特 定管 理者 に供給 され,役 立 つ こ とが,

す な わち,経 営 情 報 システ ムであ って,そ れ は別 に コ ンピ ゴ一 夕が な くて もで きるが ・使 った

方 がベ ター であ る と してい る。 企業 を完 全 に一・?に統 合 して しま う よ うな トータル ・システ ム

の完 成 は,現 実 性が ない と して い る。 す なわち,機 能別 に各 部 門が,よ り良い 管理 を行 な えば,

それ が立 派 な企 業 であ る と考 え てい る。

同社 は,す で にか な りの判断 資料 を コ ンビ ぞ一 夕 で 出力 し,そ れ を役員 が読 ん でいる とい う

こ とであ る・。 この中 に は,損 益 計算 書お よびバ ラ ンス ・シー トも含 まれ てい る。

以 上



h

.

';

、

、
,
'

0▲▼▲PROCES$INCDtVl`10NORGA醐Z▲TtONCH▲RT

S日P了ε損8εR_1967

o砲P.ec・5sieg
OM畠1㎝

vic・Pr・8id"●

e■tylRebicheud

a由Preetssine

Ptetl■

遊
C・0通

知氏 碗o●告口

臥Kttin

7人

.

{

Op)tltio

Ｌ

atoem
田浦 細 川跡●●

底向匂
11人 o噛6± 一 旗6",」1.

{諭頭畠
{
tnWh 8人

見 時 写HΩ蜘 卵.一 良包噺掴 巧

』歯ぬ胸奥
●

C咋 ■血由
●

R

o向P曽⑭
8

hし"』 白
鳥

礼胸

』
』
邑「薗頃知

1栖9幽
』
{

よ■げ砲■

)
12人

⑭

仇醐幽暗

」、撤 ■

56人

E埴 鯵ぬ由

0田面信8

aPnsnylio

駒 向ぬ
0両 頭

P.㎏ 田

PancliCardSystem

伽㊤r,㎞.

`■』
{

⊥緬 悟

一
亀…tim
轍

乱R滅k

30人

o惰 域●
「■∬.,回田
箪5晦

F.Fua

MOtt■

騨 ■$

1.)1ny

肉Lo口宮
一

」.■岨 ぽ舗

40人
100人

キ ー パ ンチ

●

一

一
〇

凱
ー

1



●



一
一107一

銀行業における企業内情報処理および情報サービス

(バ ン ク ・オ ブ ・ ア メ リ カ)

調 査 先BankofAmericaNationa1Trust&SavingsAssociation

所 在 地300M・ntg・m・ ・ySt,ee't,S、nFran,i、c。

調 査 年 月 日 昭 和43年7月22日

調 査 担 当 者 山 口,村 上 谷[コ,栗 田

面 接 者Mr.R.Fenwick(VicePresident,SystemsandEquip-

m。ntR,Sea,ch)

t.概 要 お よ び 所 感

1.1概 要

,1.1.1現 状

BankofAmericalち 預 金 残 高6兆8,760億 円,貸 付 残 高4兆3 ,826億 円

(1967年 末)を 有 す る商 業 銀 行(預 金 貸 付 残 高 と も に 世界 一 位)で あ る 鳶 そ の 概 要 は 次

の と お りで あ る。

預 金 残 高1967年 末

要 求 払 預 金7,790百 万 ドル(2,804,400百 万 円)

(DemandDeposits)

貯 蓄 預 金 お よ び 有 期 預 金11,310〃'(4;071,600〃)

(S・vi・gsandTim・Dep・ ・it・)

合 計19,100百 万 ドル

貸 付 残 高

商 業 貸 付

(C・mmercialL・ans)

不 動 産 貸 付3,305〃

(RealEstateLoans)

タ イ ム ・プ ラ・y・ ロ ー ン ズ2,242〃

(6,876,000百 万 円)

'

6,627百 万 ドル(2,385,720百 万 円)

(1,189,800〃 ・)、

(807,120〃)

合 計 12,174百 万 ドル(4,382,640百 万 円)
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利 益

営 業 収 入

営 業 原価(所 得税込)

1,001百 万 ドル(360,360百 万 円)

871〃(313,560〃)

税 引 後 純 利 益130百 万 ドル(46,800百 万 円)

'従 業員数 約
28,000名

事 務所 数 米 国 内915店(カ リ'フォル ニア州),国 外53カ 国

(米 国で は,州 外 へ の支 店設 置 は認 め られず,州 内で の支 店設 置 も 多 くの州 では

、禁 止 した り,制 限 を加 えてい る。 カリフ ォル ニア州 では,州 内支 店設置 を認 めて

い る。)

1.1.2特 徴

同行 の営 業の 特 徴 を 一 口 にい えば,次 の よ うな こと がい え よ っ。

ω 兼 営主 義

米 国 の商 業銀 行 は,企 業 金 融 よ りも,消 費者金 融に 指 向 しつつ 発 展 して きた ことは周知 の

とお りで あ る。BankofAmericaも 例外 で は な く,同 行 は カリ フォル ニア 州の開 発 ・

発 展 と と もに成 長 して き た。 「顧 客 の欲 す る 時 と所 で,顧 客 の欲す る商品 とサ ー ビスを 直 ち

に提供 す る」 と い う商 業 の基 本精 神 を銀 行 経 営 に も適用 してい る。 企業金 融,商 業 金融,『長

期 工業 金 融,農 業 金 融,証 券金 融,消 費 者 金 融,信 託 業 務,手 数 料 を伴 な う各種 サ ービスが

米 国 の商 業銀行 の営 業事 項 で ある が 同行 が 今 日営 業 してい る金 融業 務 は,厳 密 に区分 すれ

ば100種 以上 にお よ ん でい る○

(2)ク レ ジ ッ ト・カ ー ド金 融 に 意欲

消費者 金 融 の変 形 と し て,最 近,わ が甲 で も普 及途 上 に あ る クレ ジ ッ ト ・カ ー ド ・オペ レ

ーシ ョンは,同 行 で も世 間 に良 く知 られ るBankAmericardク レ ジ ッ ト ・カー ド'

オ ペ レー シ ョン とし て意 欲 的 に営業 してお り,そ の使 用可 能範 囲 は,米 国 全 土 に お よび,カ

ー ド保有 者 数 は450万 入 を 超 え てい る。(後 述)

(3)財 務 関係 計 算サ ー ビス 業 務 の実施

最近,給 与 計 算,医 療 費請 求業務 な ど,財 務 に関連 した計 算業 務 を拡 大 す る傾 向 にあ る。

(後 述)

1.2調 査 所 感

要 約す れ ば,同 社 のEDP適 用 は,次 の特 徴 を も つ とい え よ う。

ω 機 械化 に 対す る態 度 は積 極 的で あ る が,機 械化 の方法 につい て は,経 済 性 を 厳 し く評 価 し,

新 しい 技法 にす ぐとび っ くとい うこ とを避 け極 め て現 実的 な方 法 を 採 ってい る。

(2)例 えば,ク レ ジ ッ ト ・カー ド ・オペ レ ー シ ョンを 除 く,銀 行 業務 はす べて パ ッチ処理(G

Eの い うロ_カ ル ・バ ッチ処 理)で 行 な い,支 店 か らの デ ータ収 集 方法 は,航 空 便 に依 存 し
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て い る。

(3)"

.レカ ト'か ド',オ ペ レ7シ ・ン 暢 合 も・ ・'一.yライン ・リア ル カ ・処 理で は な く・

南 北 二つ の デ ータ ・セ ン ター に,電 話,TWX,テ レ ック スの三 つ の方法 を 利 用 して デ ータ

を送 信 し,集 め た情報 は,人 間 に よ り磁 気 イ ンク記憶式 ドキ ュメ ン ツ ある いは 穿孔 カ ー ドに

移 してい る。 した が って,通 信 線 は,計 算 システ ム系 に対 してオ フ ラ インで,広 い意 味 で の

オ ン ライ ン ・バ ッチ処 理 であ る。

(4)過 去20年 間 の機 械化 に対 す る関 心は,大 量 デ ータを いか に処理 す るrb)
.に注 が れて きて お

り,情 報 処理 出 力の質 の改 善 は,こ れか らであ る と,同 行 自ら語 ってい る。 同行 では!今 後 ,

出力量の削減と分析的手法の適用に向か って,シ ステム開発を行なう考えである。支店職員

分 析(B・an・hS・ ・ffA・ ・ly・i・)を 開 発 した こ とは,そ の 現 加 とい え よ う
。

㈲ オ ン ラ イン ・リアル タ イ ム処 理 につ い て は,経 済性 と 自行 内情報 処理 需要(オ ン ライン ・

リアル タ イム処 理 を必要 と す る業 務 の量)の 両面 か ら否定 的 で あ る。

(6)カ ス トマ ー に対す る財 務 に関連 した情 報 サ ー ビスに対 する態 度 は積 極 的 で,す で に,給 与

計 算 業務,専 門職 業 料金 請 求 業務 を 受託 してい る。 また,中 ノ1銀行3行 を顧 客 と して も って

お り・ 一部 銀 行業 務処 理 を 受託 して い る。 オ ン ラ イン ・リモ _ト.バ ッチ処 理 を将来 ,適 用

す れば,カ ス トマ ーに対 す る情報 処理 か ら着手 す る公 算の方 が大 きい 。

⑦ 経営 情報 シス テ ムに 対す る考 え方 は,極 め て現実 的で,巨 大企業 の 垂直 方 向 と'水平 方向 の

ぼ う大 な 情報 の流 れを一 つ に統 合す るこ とは 不可能で,MISと い う言葉 は
,実 際 家 には通

用 しない としてい る。

2.詳 論

2.1BankofAmericaの 企 業 内情報 処理

同行 の機 械化は,電 子計 算機 発 達史 上,ERMAシ ス テ ムの開発 な ど早 く か ら意 欲 的計 画の 実

行 に よ って知 られ てい るが,EDPの 適用 は,ク レ ジ ッ ト・カー ドの処 理 の み に オン ラ イン ・バ

ッチ ・プ ロセ シン グを行 な い,他 の領域 にお いて は,経 費 のか さむ端 末 装置 の設置 を 避 け
,す べ

て をパ ッチ処 理 に依 存 す る とい う,極 めて 現 実 的 な態度 を とってい る。 近 い将 来 にお いて,経 営

情 報 シス テ ムの運用 にオ ン ラ イン処理 を採 り入 れる 考え は も ってい ない。 同行 の実 状を 概 略すれ

ば 次の とお りで ある。'

ω 機 械化 の経 過

轍 の 鰍 搬 繊 長 の た め…nk・ ・Am・ ・
.i・'・では,繊 ず 増大 す るペ ー.1-

・ワー ク と小切手 処理 費 用の 上 昇を いか に解 決す るか とい う問題 に直面 した
。

1950年 代 ・ そ こで 同行 は,StanfordResearchInstituteに 事 務処 理

能 率を 高 め る入 力シ ス デ ムの設計 開発 を依 頼 し,数 百 万 ドル と6年 の年 月
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1957年

1957～

1961年

1955～

1957年

1960～

1961年

1968年

を 費 や したのち,自 動簿 記会計 シス テ ム(ブ ック1キ ー ピング ・シス テ ム)

の原 型が でき あが っ た。 この シ{〈テ ムで は,MICRが 採 用 され てい た が,

そ の後MICRは 一 般 銀行 の 採用 する ところ とな り,今 日の銀行 業 で は,

これ が広 く普 及 してい る。

GEに,こ の 自動簿 記会計 シ ステ ムの 原 型を 示 し,30シ ス テ ムを生 産 す

る よ う契 約を締結 した(GE100を 中心 とす る計 算 システ ム)。 納 期 は

42カ 月。 当 時 と して は,民 間 最大 規 模 の計 算 装置 発注 で あ った。

この 自動 簿記会 計 シス テム は,そ の後4年 以 内 に13の セ ン ター に設置 さ

れ た。 これ らの マ シン は,1967年3月 現 在,国 内支 店 におけ る570

万 勘定(accounts)に のぼ る小 切 手 勘定 お よ び預 金 勘定 のレ コー ド ・
●

キ ー ピ ン グ を 行 な って い る。

サ ン フ ラ ン シ ス コ,ロ サ ン ゼ ル ス の 南 北2セ ン タ 」 にIBM702各1セ

ッ トを 設 置 し た。

IBM7070,140'1シ ス テ ム に 両 セ ン タ ー と も転 換。

両 セ ン タ ー のIBM7070,1401シ ス テ ムをIBM360/65各

2セ ッ ト(両 セ ン タ ー 合 計4セ ッ ト)に 転 換 。 今 年 中 に3セ ッ ト目の65

'を 設 置 す る 予 定 で あ る
。

上 述 の マ シ ン は,す べ て 購 入 し てい る。IBM7070,1401は,360/65の 購

入 設 置 に 際 し,他 社 へ 転 売 し て い る。 第 二 世 代 マ シ ン ま で は,プ ロ グ ラ ム は ア ソセ ンブ ラ ー

に 依 存 し て い た が,第 三 世 代 へ の移 行 に 伴 な い,COBOLに 乗 り換 え っ つ あ る。 約1,000

種 類 に お よ ぶ プ ログ ラ ムは,す べ て 自 行 職 員 の リプ ログ ラ ミン グ に よ っ て 行 な って い る。

② デ ー タ 処 理 部 門 の組 織 －

ExecutiveVice'P「e`sident(Mr.S.B.Stewqrt)の 統 括 下 に,

Sy・t・msandEq・ipm・ntR・ ・e・ ・ch(M・ ・R・Fenwi・k・ViceP・-

esident)とCentralizedSerrices(Mr..M.M.Gienapp)の 二部 門

が あ り,前 者 は シ ス テ ム開 発研 究,ハ ー ド ウエ ア装 置 の 使 用 法 の 研 究 に従 事 し,後 者 は デ ー

タ処 理(南 北2セ ン タ_)を 行 な って い る。 な お,9後 者 組織 の 中 に は,デ ー タ処 理 部 門 の ほ

か に,社 内 に 対 す る 購 買 配 給 部 門 が 置 か れ て い る 。 両 部 門 の 組 織 図(図1,図2)を 示 す 。
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(3)電 子計 算機 の適 用 状況

a.パ ッチ 処 理

不動 産貸 付業 務

要 求払 預 金業 務

ブ ック ・キ三 ビング

支店間決済業務

費用配分計画

支店職員分析

給 与 計 算

株 式 書 換

個 人 信 託

相互基金会計'

(RealEstateLoans)

(DemandDeposits)

(BranchClearing)

(、CostAllocationProgram)

(BranchStaffAnalysis)

(Payroll)

(StockTransfer)

(PersonalTrust)

(MutualFundAccountin'g)

を処 理 してい るほ か,他 社 か らの計 算受託 業務(後 述)も 行 な ってい る。

情報 の収集 は,40の 航 空便 を利 用 して 毎 夕4時 に メ ッセ ン ジ ャー職 員 が 支店 か ら集 め

て い るが,支 店 情 報は 午 後8時15分 頃 まで に,南 北(サ ン フ ラン シス コ,ロ サ ンゼ ルス)

2セ ンタ ーに集 ま る とい う。 同行 に よiばe」 この よ うな物理 的 な方 法 が経 済 的で あ る とし

てい る。 デ ー タ処理 結果 の ア ウ トプ ッ トは翌 日得 られ る。

b.オ ン ラ イン ・パ ッチ処 理

オン ライン ・バ ッチ処 理 は,(BankAmericard)ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド処 理 だけ

を 行 な ってい る。 この場 合 のデ ータ送信 は,電 話(州 内),TWX(州 外),テ レ ックス

の三 つ の方 法 に よ って セ ンタ ーへ情 報 を送 り,計 算 システ ム系 に対 して はオ フラ イン にな

。てい る.集 め られた情 誕 ・ 燗 に よ り磁 気 イン ク碑 式 ド㌔ メンツ あ る い}埠 孔 カ

ー ドに 移 さ れ る。BankofAihericaは50州 の フ ラ ン チ ャ イズ ド ・バ ン ク32行

と契 約 を 結 び,こ れ らの 銀 行 は 自 由 に ク レ ジ ッ ド ・カ ー ドを 発 行 で き る よ う に し て い る。

し た が って,BankAmericardほ,米 国 全 土 で 通 用 す る。BankAmericard

の 投 信 ワ ク は,最 ノ1＼額 で300ド ル(108, -ooo円.),最 高 額 で10,・000ド ル

(3,6・ ・,… 円)だ ・遁 も 多 く部 ・て ・1る の は750ド ノレ(270・OOO円)程

度 の もので あ る。 小売 店 が必 要 に応 じ て,カ ー ド使用者 の預 金残 高 等 信 用 を確認 したい と

きは,tollfree(料 金銀 行 もち)電 話 を利 用す る よ うに してい る。 フ ラン チ ヤ ィズ

ド ・パ ン ク に対 し ては,定 期的 に不良 使用者 リス ト等 の情報 を配 布 して お く。 こ うして お

けば ・細 か ら取 引照 会 がぽ こ1と1ま働 謙 れで あ りt7}一ン ラ イン'リ アノレカ ム ●プ

ロセ シ ング を行 な う必 要 性は な い と同行 で は考 え てい る。
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2.2カ ス トマ ーへ の情 報 の生 産

い わ ゆ るサ ー ビス ・ビュ ー ロー とし ての営 業 は,つ ぎ の基 本 方 針 に沿 っ て行 な ってい る。

a. .財務(finance)に 関連 した領 域 に のみサ ー ビス を 絞 る。 した が って,ボ ー リン グ

の ス コア や ゴル フのハ ンデ ィを計 算す る とい っ た関係 外 の領域 は サ ー ビス し ない。

b."一 発"限 りの業務 や特 殊 仕様 に もとつ くプ ログ ラ ムの開発 ・受託 は や らず,し たが っ

て,こ の面 で 計 算 受託 専 門業 と競 合 しない 。

c.広 範 か つ同 質 の マ ーケ ッ トで ア ッピール す るサ ー ビスを 開発,受 託 す る。

d.こ れ らのサ ー ビスの 料金 は,カ ス トマ ー が負 担 した料 金 か ら利 益を 引 串 せ る程 度 に魅 力

的 水準 で な けれ ば な ら ない 。

以 上 の方 針 に沿 って 同行 が最 も多 く行 な ってい る業 務 受 託 は,① 給 与計 算(Payroll

Service)と,② 専 門職 業料 金 請求 業務(ProfessionalBillingServices)

で あ る。 す なわ ち,① におい て は,従 業員25人 前 後 の企 業 に対 す る給 与支 払(小 切 手),労 働

力分布 状 況,作 業原 価報 告 書作 成 を 行 ない,② に おい て は,医 師,歯 科 医 師等 を対 象 とす る医 療

費請 求 業 務の受 託,お よび患 者数,医 療 措 置,患 者 の信 用 状況(預 金残 高)の 報 告 を 行 な って い

"
る。 因 み に,1966年 に 同行 が 行 な った これ ら のサ ー ビス量 は,前 者 が 小切 手量 に して400

万枚,後 者 が150万 ス テ ー トメ ン トに お よん で い る。

2.3情 報 サ ー ビス に対す る考 え方

上 述 の よ うに,財 務 に 関連 す る情 報 の処 理 にサ ー ビス範囲 を限 っては い るが,こ の 分野 にお い

て,カ ス トマ ーに サ ー ビス(計 算受 託)す る こと は,当 然 の権 利 で あ り,計 算受託 専 門 会社 に 対

す る侵略 では な い と考 えてい る。

銀 行 業 務計 算 の領域 で は,現 在,中 小 銀行3行 を 顧客 とし て も ってい るが,漸 次 サ ー ビス を

拡 大 して い くと思 わ れ る。 現 在,中 小銀 行 に サ ー ビス して い る業 務 は,貯 蓄 預金,モ ー ゲ ジ ・ロ

ー ン,要 求払預 金 勘定(DDA)処 理 だ が,DDAに つい て は,余 りサ ー ビス を拡 大 しない も よ

うで ある。

現在 は,前 述 のとお り,オ ン ラ イン ・パ ッチ処 理 を クレ ジ ッ ト ・カ ー ド ・オペ レー シ ョン に限

っ てい るが,将 来,オ ンライ ン ・リモ ー ト ・バ ッチ処理 が行 な われ る とすれ ば,む しろ,カ ス ト

マ ーの 情報 処理 を ソー スの ま ま入 力 させ る とい う場合 であ ろ う。 しか し,こ の場 合 も,端 末装置

お よび通 信 線費 用 が,一 定 の経 済 性を 洞足 し,カ ス トマー も一定 の料 金 負担 に たえ る程 度の規模

に達 してい る必要 があろ う。

2.4経 営 情報 システ ム に対す る考 え方

トータ ル ・マ ネ ジメ ン ト ・イン フ ォ メーシ ョン ・シス テ ムとい うよ うな ものは,完 成 す る こ と

が で きな い し,垂 直 方 向 とzk平 方 向 のぼ う大 な 情報 の流 れ を一つ に統 合 す る こ とは で きな い,

また,経 済性 の見 地 か らも不 可能 で あ るとし てい る。 そ れ よりも,水 平 方 向の 組 織 を よ り シッカ
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リと組織 し,正 しい機 能 を発 揮 させ る こ と,す なわ ち,horizontalintegrationを

行 な うこ とが,よ り良 い経 営 情 報 シ ス テ ム に通 じ る と考 えてい る。 同行 の 過去30年 の機 械 化 は,

レ コー ド ・キー ピン グ ・フ ァン クシ ョン の遂行 に あ り,関 心 はぽ う大 な デ_夕 の処 理 とい うこと

に向 け られ てき た が,今 後は,作 成 す る デ ータ を少 な くし,情 報 の質 を 高 め る よ う,分 析的技 術

を応 用 したサ ブ シス テ ムを開発 して い きた い と して い る。

5.参 考 事 項

3.1オ ー トバン キ ン グ装 置 につい て

「入 口の集 中 した都 市 に,無 人 遠 隔 オ ー トバ ン キン グ装置 を設備 す れば,夜 間 におけ る預金 業

務 がセ きる よ うに な り,事 実上,銀 行 業 務 を24時 間 営業 に延 長で きる ので,都 市 にお ける銀行

'は
,次 第 に オ ー トバ ンキ ン グ装 置 を設 備 す る よ うに な るだ ろ う」 と い う,SRI(Stanford

ResearchIfistitute)の 見 解 につ い て,Fenwick副 社 長 は,「 そ の よ うな実例 も

あ るには あ るが,1週 間 にた だ1回 の トランザ ク シ ョン しか な い状 態 で,オ ー トバ ン キ ング装置

は,実 際 的で な いか ら,実 務 家の 立場 か ら,SRIの 見 解 とは意 見 を異 にする 」 と述べ た,

以 上
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コンサ ルタン ト会社 におけ る調査 方式 と情報処理 に関 する見解

(デ ィ ー ボ ル ド ・ グ ル ー プ 社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

DieboldGroup,Inc.

430ParkAvenue,NewYork,N.Y.10022

昭 和43年7月9日

山 口,吉 田,栗 田,谷 口,村 上

FrederickO.Freedlander(Principal)

FrasmusH.Kloman・(ExecutiveAssistan・ttothe

President)

H。ghA.C・aigie(ViceP・esident)

1・ 概 要 お よ び 所 感

1.1概 要

向 社 の従 業 員 は約600名 であ るが,同 社の調 査 お よび コ ソ ナル テ ィ ン グ機 能の 中心 を成 し て

い るのは,7人 の リサ ー チャ ーで あ る。調 査 活動 を大 別 す る と,

外部 か らの依 頼 に よる調 査50%(そ れ に従 事 す る従 業 員構 成比)

内部 の自 主調 査50%(〃 〃)

とな ってお り,そ れ に従事 す る従 業員 構成 比 は半 々 で あ る。内部 の 自主 調査 は,外 部 か らの依

頼 に よ る調査 をサ ポー トす る 目的 でや っ てい る。 した が って 調 査 の実 施 過 程 で は,結 局,外 か

らのサ ポー トが あ る。 しか し,調 査 目的 は,カ ス トマ ーの た め にや って いる の では な い。

7人 の リサ ーチ ャー で は不 十 分 なの で,大 学 の研究員 と フ ル ・タ イム契 約 を結 ぶ こ とが あ り,

かつ,個 々の細 か い問題 は,実 際 にビジ ネ スに 携 わ って い る者 と契約 を結 び,不 十 分 な点 を補 足

してい るo

これ らの調 査 で得 た情 報 は,DiebolddataFileと して蓄 積 さ れてい る。

1.2調 査 所 感

デ ィー ボル ドでは,同 社 の調 査方 式 お よび情 報処理 に関す る見解 を聴 取す る こ とに テ ーマ を絞

ったo調 査所 感 は次 の と お りで ある。

(1)調 査方 式 にっ い ては,別 に漸 新 な方法 を講 じてい るわけで は ない が,調 査 結 果 に っい て,そ

の後 の情勢,批 判 等 を参 考 に絶 えず チ ェ ック している。 す な わ ち,デ ー タ ・フ ァイル のメ イ ン

テ ナ ン スを行 なっ てい るこ とパ 組織 的 で あ る と感 じ られた。
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(2)し か し,フ ァイル の内容 は 別 に高度 な もの で は な く,デ ー タ の整 理 構 造 もマ トリ ックス構

・造で は ない と思 わ れ る。 これ らの デ ータ ・フ ァイ ルは,コ ン ピ ュー タ 処理 を行 な え る ように構

造づ け られ てい る とは思 われ ないっ

(3)技 術 予測 あ るいは予 測 な どについては,計 量 経済学 的計 量 モラう嘘 使 用 しで まお らず 計 量 できるデー

ターと質 的 データーを分 け,常 識 的 ではあるが,綿 密広範 な 手法 を用 い て行 なっているように受け拠 た。

技 術 革 新 の早 い 分 野,と くに電 子 計 算機 の予 測 で は,ミ ク ロ的 な積 み上 げ 調 査 を,ケ ー ス ・

パ イ ・ケ ース に行 な った 方が よ り信頼 性 が高 い との見 解 を示 し てい た 。

(4)経 営情 報 シ ステ ム にっ い ての考 え方 とし ては,企 業 は成 長 す る し,外 囲 条 件 も変 化 す るか ら,

ト_タ ル ・イ ンフ ォー メ_シ 。ソ ・システ ムは,永 遠 に完 成 す るはず が ない。 それ よ り も,経

営 に とって ど うい う情報 が有 用 で あ るか の評 価 を徹 底 させ る こ とが先 決 で あ る』との 見 解 を示 し

た。 同社 が,コ ン ナ ル テ ィング した某社 のオ ペ レー シ ・ン ・モ デ ルの概 要 が,そ の一 例 として

示 された。

2.詳 論

2.1調 査方式

同社 の調 査 活動 は,① 経営 におけ る機能 の 問題(managementfunction,finan-

cialfunction,etc),② 各産 業 の 問題,③ 将 来予 測(す なわ ちプ ロジ ェ ク シ。ン)の

三 つ で あ り,③ で は12～13年 後 の予 測 を行 な って い る。 ② で は,電 子計 算 機産 業 の み に限 ら

ず,例 えば,製 紙会 社 が プ ロセ ス制 御用電 子計 算 機 を適 用 し た い場 合 の 問題 分 析 システ ム開発

な ど も行 な ってい るo

DieboldResearchProgramは,1963年 か ら始 めた 調 査 活動 で,欧 州 を含

む130社 が ス ポ ン サ ー に な って いる。 これ らのス ポ ンサ ーの 中 には ・製 造業 ・輸 送業 ・保 険

業な どが含 まれ てい る。

2.L1デ ー タ ・ソース とデ ー タの 信 ぴよ う性

調査 に使 用す るデ_タ が艮 質 であ るこ とは重 要 で あ るが,同 社 の デー タ ・ソー ス は・ つ ぎの

各 ソー ス であ る・

a

b

C

d

e

f

9

目己 のFile

依 託 調査 に よっ て蓄 積 した 資料

外 部 の ア ドバ イザ リー ・グ ルー プか らの資料

130の ス ポ ンサ ー会 社 の専 門 家か らの 資料

大 学 か らの 資料

研究所(researchlaboratories)か ら の資料

電 子 計 算機 メ ー カか らの資料



一117-

h政 府等 か らの諸 資 料

デー タの信 ぴ ょう性 確 保 につ い ては時 間 をかけ て検 討 し,質 問書 を各 分野 の専 門家 に 出 して

問題 点 を き く場合 があ る。質 問書 の設計 に際 し ては,常 に分析 一 デ ィー ボル ドの自 己 調査結

果 の 分析,吟 味 を加え て批 判 を しな が ら質問 書の 内容 が偏 らな い よ う に注 意 す る。例 え ば,

150位 の会社 を対 象 に行 な う調 査 に つ い て も1,000社 程度 に予 備 質問 書 を送 附 して,大 体

の方 向 を しらべ,次 に詳 細 な質問 を 設計 し て150社 を訪 問 し,詳 細 な面接 調 査 を行 な う。

い いかえれ ば,全 体 の傾 向を っか ん で か ら,次 に個 々の 問題 を取 り扱 い,さ らに これ に 加 うる

に個 々 のス タ フや専 門家 の 経験 を 加味 す る とい うプ ロゴ レ ム ・オ リエン テ ッ ドな方法 を とって

い る。 ジ.ン ・デ ィーボ ル ドの知 名 度が 高い こと と,質 問書 の 内 容 が 回 答 者 に とっ て非 常 に

興 味を 呼 び起 こす よ う に設 計 され てお り,か つ,回 答 者 には,調 査 ・集計 結果を反 対 給 附す る

とい う受益 条 件 が つけ ら れて い るため,質 問書 の 回収 率 は高 い とい う こ とであ る。 ま た秘 密 の

漏え いに対 す る懸 念 は,米 国の 場合,ト ップ ・マ ネジ メ ン トを含 め て,人 間 の流 動 性 が高 く,

秘 密 を 完全 に守 り切 る こ とが難 か しいか ら,案 外 気軽 に質 問 書 に記 入 し回 答を寄 せ る場合 が

多 く,こ れ が,回 収 率の 高 い 一つ の理 由 で もあ る とい う。

回収 率 の高 か っ た調 査 の一 例 として,銀 行 業 界1,600人 を対 象 とした 調査 では,2/3な

回 収 した とい う。

2.1.2分 析 の手法

調 査方法(method)を 決 め る場合 は,調 査対 象分野 だけ で な く,そ れを と り巻 くエ リア

を考 慮 した うえ で決 定 す る とい う。 集 ま った デー タは,ま ず デ ータ の性 質(character)

を一つ 一つ吟 味 し,

a.計 量 でき るデー タ は,統 計 的 ない し算術 的 ア プロー チ によ って分 析 し,

b.質 的 デー タ(例 え ば,回 答 者 の意 見)は,上 下 の 基準(criteria)を 設定 し,そ れ

か ら外 れ た意 見 は捨 て るな ど

の手 続 きを と って い る。

質問 書 の設 計 と,分 析 方法 との間 には,密 接な 関連 が あ るか ら,す で に質問 書 設 計 の 段階か

ら・ 調査 目的に よっ て一 定 の基 準 を設け,関 連 分野等 に対 す る情 報 も獲 得で きるよ う考慮 を 払

う とい う。 い いかえ れ ば,質 問 書 には,事 前 に分析 方法 が ビル ト ・.インさ れ てい る。

マク ロ的 手法,ミ ク ロ的手 法,マ クロ的 ・'ミク ロ的手 法 の 併用 のい ず れを 適用 してい るか を

質問 した ところ,直 接 の 返答 は 得 られ ず,上 述 の.ような 返答 を得 た。 ただ,コ ン ピ ュー タの よ

うな技 術革 新 の早 い産業 の プロジ ェ クシ 。ン は,マ ク ロ的手 法で は調 査 結果 の信 頼性 はそ れ ほ

ど高 くな く・ミクロ的 な きめ の細 かい手 法 を適用 し,積 み上 げ る方 が 良い との見解 が示 され た。例

えば電 子 計 算機 の要 員動 向 について は,NeWYorkタ イムス の 日曜 版 な ど の求人広 告 を チ

ェック し,そ の量 で 予測 した方 が よ い。 この よ うなデ_タ ば 電 子 計 算 機 の設 置 の予 測の一手段

]
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に もな るoと 語 っ てい た0

2.1.3調 査 結 果 の信頼 性

同社 は,プ ロ ジ ェ ク シ.ン(予 測:relj)を5年 前 か ら始 め てい るが,2の 調 査 結束 の信頼 性

(。 、lidity),kつ いて は,各 方 面 の批 判 を考 慮 しつつ ・時 間 を かけ て 常vaチ ・ ・クを し

て いる とい う0

2.2情 報 処理 に対 す る 見解

2.2.1経 営情 報 シス テ ム に対す る考 え方

経営 情報 シ ステ ム(ManagementInfo.rmationSystem)に 対 す る 見解 と して は・

もし,MISを 個 々 の システ ム で な くt'全 社 的規模 の重 要 な領 域を すべ て包 含 す る トー タル'

イソ フォー'メーシ ョ1ン ・システ ム と考え るな らば,'企 業が 成 長 し,社 会 環境 は変 化す・るから,

そ の よ うな統 合 シス テ ム の完成 は 永遠 にで きないで あろ うと答 え た 。

'
そ の よ うな こ とを考 え るよ り も,「 経営 に とって有 用 な情報 は何 か 」 とい うこ ともサ ブ ・シ

ス テ ムを設 計す る段 階 で考 え なけれ ば な らな(x・)t)

システ ム は一 つ の思 想(フ ィ ロ ソフ ィ)で あ り・そ の思 想 が 明 確 に固 ま って初 め て シス テ

ム設 計 のア プ ローチ と技 法 が 定 ま る。何 が有 用 な情 報か が発 見 され れ ば,無 駄 な情 報は 生産 さ

れ ないか ら,費 用が 少 くてす む。 との意 見が述 べ られた。
ト トップ

シご テ ム設計思 想.の一 例 と して,図1の よ う

な ト ップ ・ダ ウ ン ・シ ス テ ム が あ げ ら れ た。 す

なわ ち,ト ッ プ.ダ ウ ン ・シ ス テ ム とは,ト ジ

プ ・マ ネ ジ メ ン トも下 位 レ ベル の事 情 を 良 く知

っ ていて命 令を 下 す し,一 方,下 位 レベ ル(例

えば,職 長)も,自 己 の置 ふれ た位 置 が,全 体

の中 で どの よ うな機 能 を 果す か を認識 し てい る

シ ステ ムで あ るo

個々の問題

図1.ト ッ プ ・ダ ウ ン ・

シ ス テ ム

上 の(generaf)決 定 は,下 位(dOWnの 段階)に 非 常 な影 響 を与 え るか ら・ ト ップは・

下 の こ とを考 え なけ れ ば な ら ない としてい る。

(注)例 え ば,社 長 が 唖 もな く突 然 生鯉 の 色を 変 垣 こ と搬 足 した ら・ そ の下 に

お よぼす 影 響 は,大 変 な もの にな り,混 乱 す るだ ろ うから・ 下 に対 す る影 響を 考 えた

うえ で,意 志決 定 を し なけ れば な らな ら と一例 を あ げて い た。

具体 的 に,ト ップ ・ダ ウ ン ・シ ステ ム とは・ どの よ うな設 計 を 施 した らい いかの 一 例 と し

て,Freedlander'氏 が コ ンサ ル テ ィン グし た某 社 の生 産 部門 シス テ ム設 計 例 の概 要 が示

さ れたo
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図2・ デ ィー ボル ドが コ ンサル テ ィン グ した 某社 の 生産 部門 シ ミュレ ー シ ョン ・モデ ル

企業 の 生産 活 動 のク リテ ィカ ル な活 動 を 図示 すれば,図2の よ うに な る。 こ の分 析手 法e#z,

CPMと 似 てお り,デ ィー ボル ドは,こ の機 能 図 の各 活動 を 流れ る情 報 の間 に,ど の よ うな関

連 が あ るかを発 見 し,公 式 化 す る ため に ト ップ ・マネジ メ ン ト,社 員 と デ ィス カ ッシ 。ンしつ

つ,ペ ーパ ー ワ ークで,一 つ一 つ書 きと どめ図3の ようなチ ェック ・リス トを作 成 した 。 こ の

作 業を,デ ィー約 レド ではParallel及 びSupportと 呼 ん でい る。

図3製 造 活 動 と 各 要 素 の 関 連(例)

Manufacturing

Labor

Machinery

ProductMgt

Scheduling

RawMaterials

QualityControl

productivity,Phyroll,StandardsPersonaIrecords… ・…

○ ○

○ .O

Machineries,Corws

OO

OO

○ ○

∫

○O

Standards,MovingＬOrders

O'○ ○

○ ○ ○

この よ うな シス テ ムを設 計 し,有 用 な情 報 とそ うで ない情 報が何 で あるか を発 見 し,コ ン ピ ュ

ー タで,こ のモ デ ルを シ ミュ レーシ 。ンす る こ とによ り,生 産 機 能 の効 率 化に役 立 てつ つあ る

と,語 って いた。

2.2.2情 報 処理 サ ー ビス業 につ い て

調査 団 よ り,「 最近,発 行 され たttDataProcessinginNewYorkCity"

とい う本VCtニ ュ ー ヨーク の情 報 処理 ナ ー ピス 業 は200社 位 あ るが,こ れ らの う ち45%は

設 立 後 初 年 度 に倒 産 し,2年 目 には さら に20%が 倒 産 す る。 サー ビス ・ビ=_ロ の 平均 寿命
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は4年 であ る。4年 間 続 い た企業 で,倒 産 す る例 は少 ない 」とい うこ とが出 てい るが,情 報処

理 サ ー ビ ス産業 の将 来を ど う考 え るか,と の質 問 を した ところ,次 の返答 が得 られ た。

現 在,サ ー ビスが経 済 的 に困難 な理 由は 次 の よ うな諸 点 であ る と思 う。

(1)ま ず プラ イバ シ ーの 問題 が一 つ の 阻害 要 因 となっ て い る。

② サ ービス ・ピ ゴ一 口の従業 員 の質 の 問題 と して,技 術 はわ か るが,ビ ジ ネス が わか らな

い入 間 が多 い。

㈲ プ ライ バ シ ーを知 ら れた くない とい う感 情か ら,自 分 の ところ ヘ コソ ピ ュ一 夕を 設置 し

た後 は,余 り利 用 しな い。 サ ービ ス ・ビュ一 口を利 用 する場 合,自 分 の ところ へ設 置 す る

まで の 肩代 り利 用が 多 い。

(4)マ ニ=ア ル ・レ コー ズを電 子計 算 機 に の ぜ るべ く,デ ー タを変 換 し,シ ス テ ムを 転 換す

る過 程 の 費用 が高 い。

⑤ 仕事 の波が あ り,ピ ー ク と谷 の振 巾が激 し い。

2.2.3NationalInformationNetworkの 実現 性 につい て

技 術的 には,で きな い こ とは なか ろ うが,社 会 的,政 治 的理 由か ら,そ の実 現 性 は少 ない。

との 見 解 が 示さ れたo

以 上
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TSS主 体 の計 算 セ ン タ ー

(デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

DATANE[1]WORKCorporation

460TwelfthAv.NewYorkCity10018

昭 和43,E7月9日

中 島,若 曾 根,岡 田,石 井

Mr.JohnJ.Callanan,(ExecutiveVicepresident)

1・ 概 要 お よ び 所 感

1.1概 要

DataNetworkCorporation(以 下DNCと 略す)は 当初 ニェー ヨー ク市 の下 町 に

あ って小 さ な会 社 で あ った が,1967tlE1月 に現 在の 場所 に移 り,人 数 も約30名 に なった。

使 用 し てい る計算 機 は 下記 の通 りで増 設 も間 もな く予定 してい る。

現 在IBM360/40

SDS9402セ ッ ト

9月 に澱GE420

10月 に増 設IBM360/30

社長 兼 会 長 は ウォー ル街 の有 力 者 ら しく,当 社 のカ ス トマー に有 名会 社 が多 い の は社 長 の 影響 で

は ない か と思 わ れ る。実 際業 務 は面 談 した 若 い専 務 が 切 まわ してい るよ うで あ るが,そ の ほ とん

どの 時 間 を マー ケテ ィング に費 して い る とい う。

競争 会社 は 多 いが,大 て い の 所 は 規模 拡 大の と きに同 じ計 算 機 をふ やす とい う戦 略 を とっ て

い るが,当 社 は異 る計 算 機 をふ や して,そ れ ぞ れの 利点 を うま く使 え るとい うこ とで ア ピール し

ょ う として い るo

言†算 機は1週7日,1日24時 間 の稼 動 で あ るが,定 期保守 と,不 時 の障害 を 見 越 し て1週 間

の時 間の ス ケジ ュール を考 えて い る。

IBMの360/40は 日中 バ ッチで使 っ てお り,夜 間 はタ ー ミナル と接 続 され る。 その場 合

は リモー トバ ッチで使 われ るe

SDS940は24時 間 ター ミナル と接続 され て ら る。

タ ー ミナ ル は主 と してTeletype33で あ るが他 に も各 種 のタ ー ミナル をお くこ とがで き

る。 こ のター ミナルは すべ てユ ーザ ーが責 任 を もっ て買 うか レ ンタルす るか の いず れ か の方 法 で
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自分 の所 に設 置 し,DNCは 一 切供 給 しな いoし か しユ ーザ ーが タ ー ミナルを お くた め には通 常

2個 月 間 待 たね ば な らないが,DNCは そ の間 自社保 有 のタ ー ミナルを 貸 出す 。

DNCの ター ミナ ルで使 え る言 語はBASIC,FORTRANll,FORTRAN1[V,CAL,

QEDな どで他 に も10種 程 度 の言語 を使 用 で きる(詳 細 は2.3参 照)BASICに っ い ては4

時 間 コース,FORTRANに つ い ては半 日×4回 の コー スを もうけ て,月 に4回 ぐら い講 習 会

を 開 い てい る。BASICはFORTRANの 数 分 の1時 間 で使 え る くらい に簡 単 な言 語 で あ る。

料 金 はProblemSolvingServiceと よば れ る,TSSの 場 合 で,ミ ニマ ム チ ャージ

が月100ド ル,タ ー ミナノレで の時 間料 は10時 間 まで 時間 当 り18ド ル で次第 に割安 となっ て

ゆ く。(1500時 間 を こえ ると時 間 あた り9ド ル に な る)

この他 デ ィス ク使 用 料(256語 ご とに 毎 月40セ ン ト),プ ログラ ム登録 料,周 辺 機器 使 用

料 な ど細 か くきめ られ てい る。(詳 細 は3参 照)・

1.2所 感

(1)リ モー トタ ー ミナル に よる計 算 サ ー ビス 業 務 は,人 数 に比 して大 きな計 算 機を 運 用で きるの

が特 色 で あ る。 す な わ ちプ ログ ラ マー,オ ペ レー タ,パ ン チ ャー の数 が最小 限 に止め うるか ら,

生産 性 は極 め て良 ら したが って販売 に主 力が おか れ るこ とにな る。

(2)技 術計 算 のた めにTSS形 式 で計算 機X利 用 した い とい う入 口 はか な りあ って,そ の 人達 は

一 つの 会 社 の中 で は まだ計 算 機1台 を 専 有す るほ どま とま っ てい ないた め,TSSサ ービス を

す る計算 会社 を 利用 す る よ うであ る。ユ ーザ ーはTSSサ ー ビス 会社 として特定1社 を対象 と

　 ロ 　

す る とは 限 らず い ろ いろの 所 と契 約 して,ど こか が ダメ な ら別 の所 とい うよ うに任 意に計 算 サ

ー ビ ス会 社 を選 択 して い るo

これ は電 話 線 を 利 用し て接 続す る ことが可 能 な ため に行 え る便 宜 で あろ う6

{3)技 術 計算 のた めのTSSサ ービス 以外 に,た とえ ば 給与計 算 な ど も行 なっ て い る例 があ る。

た とえば建 設会 社 な どの よ うに 現場 が移 動す る場合 に は 給与 の支払 いの ための計 算 はTSSサ

ー ビス に頼 る方が 高 くっ くであ ろ うが便 利 であ る。 ま た プログ ラ ムを すで に内蔵 し てい る場 合

の処理 とし ては 必ず し も会 話形 式 で処理 す る必 要 は な く,バ ッヂ形 式 あ方 が有 利 であ る。

このよ うな場 合 が技 術計 算 のTSSサ ー ビ ス と並 行 して要求 さ れ るのがマ ー ケ ッ トの実状 で

あ る と考え られ るo

(4)米 国 も我 国 も,技 術計 算 サ ービス の マーケ ッMす なわ ち少量'入出 力 の タ ー ミナル によ る会

話型処 理 を 行 な うサ ービ ス の マーケ ッ ト;リ モ ー トバ ッ'チを必 要 とす るマー ケ ッ トと,ま たバ

ッチ処理 で 充 分で あ る と思 われ るマ ーケ ッ トが併 存 し てい る。

DNCは,こ の よ うな3つ の マ_ケ ッ トに対 応 す るめ に1台 の 大型 計算 機 によ っ てTSSと

Backgro'undと い う形 で 処 理 す る こ とを せ ず,TSSの 入iilUaつ い て}まS'DSg40,リ

モ_ト バ 。チ はIBM360/40(夜 間),・ ・。 チ処 融 ・'BM360/40(昼 間)と い
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う よ うにそ れぞ れ 別 の計算 機 で対応 し て単純 化 してい る点 に その現 実性 を感 ず る。

増 設後 はGE420はTSS入 力 にふ り日 ナ,IBM360/30は バ ッチ専 用 に し,そ う

な った ときIBM360/40は リモー トバ ッチ専 用 にす る とい う。

(5)TSSと リモ ー トバ ッチ,バ ッチを別 々 に計 算機 で担 当す る と きに フ ァイ ル の維 持,交 換 が

問題 とな るが,DNCは ダイレ ク トアク セ ス フ ァイル はTSS用 の 計算 機,す な わ ち現在 は2

台 のSDS940と,将 来 は 更 にGE420と で共 用させ,バ ッチ,リ モー トバ ッチ計 算機 と

の連 絡 は磁 気 テ ー プを 用い てい る。異 な る計 算機故,テ ー プ フ ォーマ ッ トの交 換 が必 要 で あ る

が,そ れ はSDs940側 で入 九 出力 と も変 換 し,IBM360側 には一 切の負 担を かけ て

い ない。 これ は全 シス テ ム におけ る仕 事 の割 り当 てを考 え て きめ ただ け の こ とであ ろ うが,い

ず れ に して も割 り切 った 判 りや す い シス テ ムで あ る。

⑥ ユ ーザ ーの方 もフ ァイ ル メンテ ナン ス やプ ロ グ ラムチ ェ ック,あ るい は簡 単 な 問題 を会話 的

に解 くと きな どは即 答 を 求 め るが,必 らず し も答を 急 が なし(ときは,デ ータや プ ログ ラ ムを入

れ るだ け入 れ る と,あ とは ま ってい る とい うこ とも多 い よ うで あ る。 そ うい う と きは 入力の う

け と りはSDS940で 行 い,あ とでそ れ を磁 気テ ー プ経 由 でIBM360に 移 し,処 理 した

後 は リモ ー トバ ッチ形式 の とき はIBM360か ら直接夜 間お く り,TSS形 式 の と きは翌 日

SDS940か ら送 る とい うこ と も行 な うよ うで あ る。

(7)タ ー ミナ ル と回線 が安 い こ と もユ ー ザ ーを ふ や す重 要 な理 由 であろ うoタ ー ミナルはユ ー ザ

ー が自分の 責 任で 調 達 す るが,Teletype33の レンタ ルは1台 目が25ド ル,2台 目以

降 は7.5ド ルで あ るo

ま た ラ イ ン は テ ネ シ ー州 の 場 合(ForeignExchangeLine')1イ 箇月300ド ル で

線(240-300ボ ー)を 引 け る。 専 用 線 の場 合 は2400ボ ー で2～18タ ー ミ ナ ル ま で

使 え て1個 月850ド ル 乃 至1100ド ル で あ るo

2.詳

2.1

論

DNCの 機 器構成

現在

36 36

69MC

360/40

69MC

(250KB)

36(Y40のMTは5units,

4unitsは9ト ラ ッ ク

1unitは7ト ラ ッt/ク

(SDSと の 互 換 用)

DiscPack}ま10units

ONLlNEEXTERNAL

STORAGE

MTZDISK

CUSTOMERbSE'

SYSTEM.Program
.格 納

な ど に 使 う

通 常OSで 使 い,時 にDOSを 用

い るo
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将来

(10月)

SDS940 SDS940

＼
11川1

024EG
IBM

36()/40
IBM
360/30

BRYANTDISC

420MC

2.2使 用 形 式

SDS9401台 は10～12HのMaintenancetimeを 見 込 み,24H×7days/

week,SDS940他 の1台 は5～8耳 のMaintenancetimeを 見 込 み ・

24H×6days/weeKをTSS用 に 売 っ て い る。2台 目 は 日 曜 日をdevelopmentの た

め に使 っ て い る0

360/40は8HのMaintenancetimeを 見 込 み,朝9時 か ら 夕方5時 ま で は バ ッ

チ,5時 半か ら朝9時 まで は リモ ー トバ ッチ で 使 っ で い る。

2.3使 用 言 語

。A,、C,,・R・RAN・,・ ・R・BANIY,・A・ ※1,Q・D※2の 他 ・ ・・…,・ ・G・L・

PL/1,RPG,BALSNOBOLLISP,ARPAS,HELP,MONARCH,DDTな ど

2.4使 用 可 能 タ ー ミナ ル

主 と してTeletype33・35。 他 にIBMlO .50・IBM2740/41・

IBM2260,IBM2780(LinePrinter)な どが 可 能

2.5カ ス トマ ー

TSSカ ス トマ ー は29,リ モ ー トバ ッ チ カ ス トマ ー は150

主 な カ ス トマ ー は 次 の 通 り

MobilOil

TWA

AA・':

1%

い
、●
!

2ノ
◆
、
.

●
×
0

・
O
!

σNIV.ofCALIFでsDS940用 に開発 したALGOLに 近 い言 語

ダ_ト マス でGE265向 に開 発 し た もの をSDSで940向 きにModifyし た。

基 本 的 には テキ ス トエデ ィタ で あ る。 す なわ ち プ ログ ラムの変 更 ・デ.一夕の 修 正 削

除 な どに 用い る。
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ATT(8ter面nals)

NeWYorkTel

At。mi・E。e・gyC。missi。 。(,12t。,mi。al、)'

UnionCarbide

Du-Pont

CAI

programmingMethodsInc.

VisualStatisticsInc.

WorldwideAirTravelCorp.

BechtelConstruction(2terminals)

2.6競 争 会 社

主 た る競 争 会 社 は 次 の と お り

社 名 サ ー ビス .機 種

GE

Timeshare

Comshare

RapidData

ITT

IBM

ComputerSharing

DialData

TSS

TSS

Tss

TSS

Batch

Batch

TSS

T8'S

(}E265,635

SDS940

SDS940×3台

GE420

1BM360/50

1BM360/50

.SDS .940

SDS940

)
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2.7DNOの 組 織 図

H.C.MGELE

Vice
President

Vice
President

ProblemBatcl},/DevelopmentAdministra-Financial

SolvingRemoteBatchOperationtlveRk)ok-

M・ ・k・ti・gM・ ・k・ti・gKeepi・g

Sale ,sman5Salesm'ans
ApPlicationApPlication

SupPortSupPort

Operation5

Development
&APPIication
SUPPOrt

,

実 務 の中 心 はExecutiveViceP'residentで あ る。 彼 の時 間 は10%が 訪 問 者 と

の 面 談 な ど雑 務 で,90%の 時 間 を 次 の よ うに 各 部 門 に ふ りわ け て い る とい う。

ProblemSolv』ingMarketingに40%

Batch/RemoteBatchMarketingに40%.

DevelopmentOperationに5%

Administrativeに12%位

FinancialBook-Keepingに12%位

2.8稼 働 状 況 お よ び 売 上 げ

IBM360/40

1週168時 間 中160時 間 は 確 実 に 稼 動 す る。2時 間/WeekはPreventiveMa-

intenance.emergencyは1週3時 間 以 下 で あ る が6時 間 の 障 害 が あ る こ とを 考 え て

ス ケ ジ ュ_ル の 負 荷 は160時 間 とみ て い る。"非 常 にReliable|1と い う評 価 をDNC

は これ に与 え て い るo

SDS940-1

1週5～8時 間 のMaintenancetimeを 必 要 とす る。 本 機 は 日 曜 をprogram

developmentに あ て て い る。 売 上 げ は1個 月 当 り$52,000～$57,000

SDS940一 皿
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1週10～12時 間 のMaintenancetimeを 必 要 と す る。本 機 は1週7日 を す ぺ て 売 っで ・・

る。売 上 げ は1個 月 当 り$60,000～$65,000SDS940は2台 あ る の で1台 が 故 障 し

て も差 支 え ない 。

2.9コ ス ト

ハ ー ドウ ェアの レ ンタ ル 料 は 下 記 の とお り 。

工BM360/40

SDS940-I

SDS940一 皿

予定GE420

{
IBM360/30

もし3台 目のSDS940

$26,200

$27,500

$24,800

言十78,500

$19,000

$11,000

を使 うとす れ ば$23,000

人件 費 は$1200/人/月 と考 え てお り現 在30人 で約$40,000

人件 費 こみの コ ス トは

IBM360/40$41,000/月(人 数9名)

SDS940×2 .$64,000/月(人 数9名)

全 体 と し ての コ ス トは

HardwareCost

Salary

Ren層tRoom

Elect・iC/Light

用 品

[1]ravel/Living

Panflet/Manual

$

$

$

$

$

$

$

78,500

40,000

6,800

2,300

3,500

2,000

1,500

」

合 言†$140,000～$145,000/.月

同 じ機 械 を 使 用 す る と,入 出 力機 器 で 共 用 で き る も の が あ る の で2台 目」3台 目の レ ン タ ル 料 は

減 少 す る。 ま たOperationCostとRentalCostと の 比 は 大 体1:1で あ るが,こ

れ も機械 台 数 が ふ え る とOperationCostは 相 対 的 に 減 少 す る。

OperationCostとRentalCost 、を 含 め たTotalCostとRentalCost

と の比 は

1台 目 の と きRentalCost1:TotalCost2

2〃1:1.8

■
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3台 目の ときRe・ntalCost1:TotalCost1.7

とい う よ うに な っ てゆ く とDNCは 考 え て い る。,

2、10比 較

収 入 支 出

IBM360/40$50,000$41,000

SDS940×2$112,000$64.000

～$122 ,000

雑 、$' 35,000

～40 ,000

$162,000$140,000

～172 ,000～$145,000

現1寺点 ではTSSシ ス テ ムのSDS940の 方 がBatch/RemoteBatchのIBM

360/4'Oよ り も収 益 を あ げて い る。 これは 直接 担 当人 員 が 両方 と も9名 で あ り,SDS940

の方が 生産性 が よい か らに他 な ら ない。

しか し これ はTSS,RemoteBatchの 方がBatch処 理 よ りも新 し いだけ に市場 価格

自 体収益 性の ある割 の よい価 格 に な ってい る せい か もしれ な い。

いず れ にせ よ9月,10月 の増 設 がTSS機 能RemoteBatch機 能 の 増強 であ って

Batch部 門の 増強 で な い こ とか らい っ て もDNCに お い て1}蝉 純Batchは 「必要で は あ る

が収 益 力 の低 い 」部 門 と考 え られ てい る こ とが明 らか であ る。-

2.11そ の他 興 味 あ る事 項'

・ 当社は 競争 会社 が 同 じMachineを 増設 す る とい う戦 術 を と ってい るの と異 り,い ろ いろ

の機械 を入 れ て,そ の 特色 を 生か して行 こ うとして い る6

た とえばTSSサ ー ビス(DNCの よび 方で はProblemSolvingService)に お

いてSDS940の 他 にGE420な 増設 し よ うと してい る。 このMeritは,両 シス テ ムの

相異 点 を うま く利 用 しよ う とい うこ とであ るo

特 長 主 たる使用言語

SDS940ArithmeticSpeed

が 速 い

GE420CoreCapacityが

大 き い

BASIC,FORTRAN皿,IVrCAL,QED

BASIC.FPRTRANIV

ユ ーザ ーが どち らの機 械 を使 うか は 任意 で あ るが,セ ー ルス マ ンが よ い方 を すす め る。

.タ_ミ ナルはDNCが 直 接 提供 せ ず,ユ ー ザー が自 分で電 話会 社 か ら購 入 す るか(10%)・
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あ るいは レン タ ル す る(90%)。GEは 直接 ター ミナル を提 供す るサー ビスを し てい る由 で

あ るが,そ れ はGEだ か らで きるサ ー ビス で あっ て,タ ー ミナル提 供 は赤 字 にな る との ことで

あ る。

た だ しユ ー ザ ー が ター ミナルを 自分の所 に設 置す る まで の 期間(約2個 月)を カバ ーす るた

め にDNCの もっ て い るタ ー ミナル をユ ー ザー に貸 出す とい うサー ビス を してい るo

i・D・94・ 「三 畔 ≡

12

privatelins

タ ー ミナ ル は240～300ボLのFXL(ForeignExchangeLine)で つ な ぐ と き は2個 つ な

ぐ こ と が で き るoた だ し1タ ー ミナ ル だ け が 通 話 で き るo

上 図 の よ うにMultiplexor(購 入 価 格$20,000)を 使 い,そ の 間 を2,400ボ

ー の 専 用 線 で 結 ぶ と2～18個 つ な ぐ こ とが で き ,12タ ー ミ ナ ルをShareで きる。'

コス トはFXLが$300/月,Privateいneが$850-$1100/月 で,こ

の 線 はAT&[1]か ら 借 りて い るo

5.参 考 事 項

計算機使用料

PriceScheduleforProblem-SolvingService

MonthlyHoursofUse Rateper[1]erminalHour

lstthru10th

llththru!50th

51stthru200th

201stthru500th

501stthru900th

901stthru1500th

over1500th

DiskStorage.$.40permonthforeach

Words .

MlnimumMonthlycharge.$100.00.

$18。00

14.00

13.00

12.00

11.00

10.00

9.00

storagemoduleof256

InitiationofServiceFee.$「100.00.
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ACCOUIltor programIdentificationChanges.$2.00peritem;

$5.00minimumcharge.

DataTransferbetween Peripheralσnits.$20.00perhour.

Manuals.$1.00permanual.

Theservicewillbeavailablefrom8:00A.M.

MondaythroughSaturday,Easterntime.

tomidnight,

・

,.



一131一

急 速 成 長 の 情 報 処 理 産 業

(ユ ニバー シテ ィ コン ピューテ ィング社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

UniversityComputingCompany .

w
.estRegionLosAngeles・

888northsepulvedaBoulevard,EIsegundo,calif.

〆

90245

1968年7月24日

吉 田,岡 田,若 曾 根,石 井,中 嶋

M・.」 ・h・'Barret,W。,tR,gi。nDirect。 .,.

Mr.GeorgeA .Schindler,SystemsPro9「a㎜ingM9「 ●

1.概 要 お よ び 所 感

ア メ リカの情 報処 理産 業 が,急 速 に進 展 してい る中で と くに,進 展ぶ りに 目を み は る ものを有 し

てい るo・

ベ ン ソ ン ・レーナ]社,ア ネ レ ックス社 な ど,著 名 な周辺機 器 メーカ ーを,す で に子 会社 に もち,

1963年 に ス ター トした会 社 とは 思 われ ない ほ どの 伸長 を示 し,uNIvAc1108の 大 型機 だ

けで も15台 を 数え るま でに な って い る 。

そ れだ け ア メリカの外 注 に対 す る底辺 の広 さ と,全 て うま くい ってい るわ け では ない情 報処 理 の

中で,異 色 で ある ことは 事 実 で あ る。

西部 地 区 の デー タ処 理 サ ー ビスの全 権 を も ってい るMr・Barretの 発 言 に もそ れ なbの 自信が

うカ㌔カミえ たo

ま た,大 型機 を中心 と してい なが ら,独 自の 中継 コン ピュータを創造 す る あた り,セ ール ス と技

術者 と金 融 が うま くマ ソチ してい る ことが うかが え る反 面,ワ ン マン的計 画 は 天才 的 で あ り,そ れ

な りの今 後の リスク を も ってい る と も感 じ られた 。

い ずれ にせ よ,cEIRが,cDcに 吸収 され,IBM社 は独 占禁止法 に よ って,sBcと い う別

会社 で あ る この業 界 で ・特 異 な存 在 として発展 した背 景 を知 ることは
,やはりわが 国 の情 報 産業 の発 展

の参考 に な ると思わ れ た。

(1)当 社 は この5年 間,毎 年倍 増 の収 入 を上 げ てteり,1966年4月 に株 式 を上 場 した と きは,

1株4.50ド ルが,1967年12月 に3倍 増 資を して,今 日390.00ド ル に相 当 す る(株 価

は130,00ド ル)

(2)社 長(34才)副 社長(36才)の 兄 弟に よって運営 され1,000人 以上 の従 業員 を も ってい
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る。

(3)優 れ た人 材 を高 給で 迎え,株 式 を もたせ てい る こ とに よリモ ラール が高 い こ とが,成 長 の一 因

に な ってい る。

(4)ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエア と もに,自 社 開発 的 な ものが 多 く,メ ンテ ナ ンス まで 自社 で行 な

い,リ ース会 社 も発 高 してい る1種 の コ ング ロ的 な要 素 を も ってい る。

(5)現 在 では,TSsは 行わ ず,RemoteBatchとLocalBatchが 中心 で ある。

(6)大 企業 の ユー ザ ーは,自 社 に大 型 機 を所 有 してい て も,さ らに外 注 す る ご とが 多 い。 これ は ユ

ーザ ー
,オ リエ ンテ ッ ドの セール ス に よ る もの で あろ う。

(7)オ ペ レー シ ョン人員 が 少 ない ので,時 間貸 しのRealEstate式 の産 業 と,そ の ソフ トウ

エア,周 辺 機器 と もに ユ ーザ ーが 中心 に稼 動 で きる よ うに して い る。

(8)大 型 機の 小 きざみk使 用 は,FASBACと い うソフ トで カバ ーさ れ,実 績 を挙 げ て い るが,

子 会社 政策 の しわ よせ が ない とは い え ない要 素 を内蔵 して い る。

㈲ あ らゆる 中小 型 機 と,大 型機 を連 動 で きる よ うに 開発 が進 ん で い るので,こ れ か らの 市場拡大

は,充 分余 裕 を もつ まで に な ってい る。

OO)情 報 処理 産業 は,ア メ リカで もや っとス ター トした感 じで あ り,全 て の面 で,有 望 か ら,未 熟

な点が 介在 して い る。

2.詳 論

2.1計 量 的把握

収 入

機 器 販売

ソフトウエア

使用料収入

そ の 他

収 益

1964

692,954

243,375

69,347

137,846

61,532

136,057

1965

1,653,672

395,624

382,293

372,568

83,760

256,956

1966

4,532,000

969,000

859,000

1,214,000

156,000

864,00、O

※1966年 ど1967年 はPooling

1966

7,199,000

1,417,000

1,959,000

1,978,000

77,000

1,382,000

,0f

19681967

(予 想)

16,625,00034,000,000

3,306,000

5,995,000

4,646,000

369,000

2,507,000

Interestsさ れ て い る。

そ して1970年 に は1億 ドル を予 定 してい る。 これはIBM社 の子 会 社 とい うよ り,バ ック ・

ア ップ ・セ ン ターsBCの 収 入1億 ドル に匹 敵す る よう に な る。
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2.2西 部 地 区 の組織 と人 員

RejionDerectorWr. Bl,,e,

Operation
Mgr Technical

Services

Mgr

SALES

1107
/

LA

第1シ フ ト20P十1sc

21+1

31

1108

M

3+2

2+1

1

注LA

PA

op

SC

mgr

sa

1108

PA

3+2

2+1

1

Termi-

nal

lmgr

ロスアンゼル ス

パ ロアル ト

オペ レ一夕

ス ケジューラ

マネー ジ ャー

セーノレス

Computer

Systems

lmgr

5(■a)

3(PA)

Mgr

00㎜uni

-catio

lmgr

2

astom-

　 じ

Support

lmgr

6(LA)

3(PA)

1」A PA Remote

1mgrlmgrlmgr

6sa4 1secretary

20P

lcustomer

support
lsystem

西部 地 区 の人 員 は,約70人 で ある。

コ ン ピ ュー タの稼 動 は,5AM～7AMま で が
,毎 日の メ ンテ,週 末 に4時 間 の メンテ を通 常

行 な う。

MTBF/MTTRは
,98%以 上 で あ る。

通 信 線 は,DuplexTelephoneLineと して,4800BIT/sE'cと ,10,000

BIT/SECを も っ て い るo

※LALosAngels

※PAPaloAlto(SanFrancisco)

2.3使 用 料 金(uNIvAc-1108)

2.3.1基 本 料 金

月 当 り使 用 料

0～5,000ド ル

5,001～10,000ド ノレ

10,001～15,000ド ノレ

15,001～20,000ド ノレ

20,001～30,00 ,0ド ノレ

2.3.2周 辺 機 器 使 用 料

CardRead .er

CardPunch

割引料 弓、鍵 堺 優 先 価 格

0

5%

10%

15%

20%

2.00ド ノレ

4.00ド ノレ

1,200ド ル

1,140ド ル

1,080ド ル

1,020ド ノレ

960ド ル

1,500ド ル

1,425ド ル

1,350ド ル

1,275ド ノレ

1,200ド ノレ

1000枚 につ き

〃
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LinePrinter

FASTRAND】1

2.3.31回 当 り の 最 低 価 格

1004

Calcomp30

Calcomp12

1BMO26

029

056

083

188

519

557

407

1004Card//Tape

Burster

Decollator

Progra㎜er

・UCCM-Tape

XerOX

2.4EDP機 器 構 成

0.50ド ノレ

12ド ル

15ド ル

40ド ル

90ド ル

25ド ル

6ド ル

6ド ル

5ド ル

10ド ル

15ド ル

8ド ル

9ド ル

20ド ル

50ド ル

5ド ル

5ド ル

12～40.ド ル

5ド ル

0.10ド ノレ

1ペ ー ジ に つ き

1日1ブ ロ ッ ク

(7,168Wards)

1時 間 に つ き'

〃

〃

1時 間

1 .リ.一ノレ/月

1コ ピ ー に つ き

COPE
45

COPE
・45

COPE

45

1↓C¥
。X539。 。

CTS(5

COPE

45

㌶

・

COPE
45
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FASBAC(FullyAutomaticTimeSharedBatchand

ConversationalProcessingの 略 で あ る)

この 点 線 内 の ス イ ッチ ン グ を 持 ち,入 出 力 を 行 な う部 分 の ハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア の 総

線 をFASBACと し て 当 社 の 売 り物 に して い る 。

そ して,PDP-8と カ ー ド リー ダ ー プ リ ン タ ー を つ け た シ ス テ ムは,uccと して,cO

PE-45と い う名 で,レ ン タ ル と販 売 を じ(L・6。 レ ン タル 料 は3 ,3,80ド ル/月 で あ る 。

買 い 取 りの 場 合 は140,000$で あ る 。

たx'し,cOPE-45は,

1107に は 接 続 せ ず

1108に だ け 連 動 す る 。

現 在,使 用 中 のFASBAC

は,10ヵ 所 か らの ター ミナ

ルに つい て,1108が 同時

処 理 で き る よ うに 開発 され て

い るo

今 年 の10月 には,ダ ラス の.

研 究所 で 開発 し,実 験 中の も

のに な り,64カ 所が 同 時 に

処 理 で き る よ うに なる とい っ

てい た。

西 部地 区 の主 な ユー ザ

1108
O
FAST

RAND

皿

)

(
)
250K
(18bit)
Drnm
)

1

PDP-9

1

4K(12bit)6
ard
eader

PDP-8

Concentlatar

、

Prin-

ter

ゾ '
''

'
'

''

、

ANELEX製
32TTY

2.5

cOPE-45を タ ー ミ ナ ル と して 接 続 して い る の は ,シ ア トル に あ る ボ ー イ ン グ 社,サ ン デ

ィ エ ゴに あ るs.s.s.社(ソ フ トウ エ ア 会 社)PaloAltoに あ る シ ェ ル 石 油 と 他 に2社

が あ る 。

増 設 予 定 と し て は,フ ェ ニ ッ ク ス,ソ ル トレ イ ク な ど5ヵ 所

現 在,COPE-45が5台

UNIvAc10047
'
x

uNIVAC10051

と,1108が2台,1107が1台,西 部 地 区 に あb,組 合 せ た タ ー ミナ ル 数 は28ヵ 所 と な

る。(1タ ー ミナ ル が2台 と接 続 す れ ば2タ ー ミ ナル と数 え る)。

2.6沿 革 、

ダ ラ ス のSouthernMethodistUniversityの そ ば に 設 立 し て ユ ニ バ ー シ テ ィ と

名 付 け た だ け で,大 学 と の 特 別 関 係 は な い 。
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1964年(1963年 とかい て ある)に 設 立 され,最 初 はcDc1604を 設 置 して稼 動 さ

せ た 。

次 にcDc3400を 入 れ,univac1107と な り,現 在 の1108coPE-45

Systemに よるFASBACに な った。

2.7急 速 成 長 の背 景 とコ ン ピュー タ利用 の方 向

2.7.1な ぜ 急激 に伸 び たか

(1)役 員構 成 か ら見 る と,Wyly兄 弟会 社で あ る。

弟 のsamwylyは34才 で,ミ シ ガ ン大 学 の 財務 を専 攻 した後,Datacenterの

Salesmanを や り,5年 間の 紬 験が現 在 の基盤 をな した と考 え られ る。

'次に 兄のcharleswylyは
,36才 で,serviceBureaucorp・ の やは り

S'alesmanOの 経 験 を もってい る。

EldonVau'9hanは,弁 護 士 で細 か な法 律 や,会 社 運 営 に参画 して い る と思わ れ る。

ReymondHannon
、は10年 のcomputer経 験 を もって お り,社 長 を援 助 してい

る。

この ボ ー ドに よ って運 営 さ れて い るが,ま ず,若 さが あ る こ と,新 しい 事業,新 しい技 術,

新 しい 職種 を コン トロール す る こ とは 若 さ が 必 要で あ った ので あ ろ う。

② 次 に大 きな こ どは,優 れ た技 術 者 を高 給で迎 え た ことで あ る。そ して給 与 よ りも,自 社 の

株 を与 え て,そ の 配 当 に興 味 を もたせ る ことに ょ って,モ ラール を高 め た こ とで ある。西 部

地区70人 の 中,2人 を除 き全 て株 主 で あ る こ とが,裏 書 きで き る ことで あ る。

(3)ま た,今 までは 大学 卒 の新 入社 員は1人 も採用 せず,全 て業歴 者 で あ った こ とで あ る。5

年 以上 の経 験 者を 集 め て い る こ と,GE645の 開発 者 とか,一 流 の人材 を集 め得 る環境 を

作 った こ とが成 長 の カギ で あ った 。

(4)ま たUnivacか ら大 量 の1108を 購入 す る契 約で,他 社 の 導入 す る価 格 に比べ て非 常

に安 く使 用で きる よ うに な った ことは,今 後 さ らに伸び る潜 在 的要 素 を も ってい る と考 え ら

れ る 。

(5〕 個 々の問 題 につ い ては,そ れほ どユ ニー クでは ない が,極 力,オ ペ レー タを減 ら して,自

社 負担 を軽 減 し,周 辺機 器 を開発 す る な ど,し 易い環 境 整 備が なされ て い る こ とも挙 げ られ

るo

(6)そ れに もま して,ア メ リカの情 報処 理 産業 にお け る潜 在要 素 が,極 め て大 きい こ とが第1

で あ って,人 材 を養 成 す る のに時 間が か か る ので,高 給 で,、そ れ を 調達 して も生 産性,付 加

価 値 が さ らに上げ られ る業 界 で あ った ことで ある。

2.7.2コ ン グ ロ経営 で ある

〔1)ComputerUtilityGroupと して,Universitycomputingco.
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BLDGを も っ て 統 括 し て い る 。

DallasComputerUtility

TechnicalServiceDIV .

AcademyofComputerTechnology

DataI・inkDivision

DallasDataLinkCenter

MortgageSystemsCompany

が あ り,イ ギ リ ス の バ ー ミ ン グ ア ム に1107,ロ ン ド ン に1108,ヘ ー グ にcoPE

-45と
,す で に 海 外 に も 進 出 して い る 。

② 子 会 社 にComputer.IndustiIesInc.と,ComputerLeasing

Companyを も ち
,GraphicSystem,DataCommunication

SystemsComputerInstrumentationLtd .を 所 有 し て,自 社 製 品 と し て

の 販売,1108に 至 っては,最 木 的 の ユーザ ーで あ り,.か つ レン タル会 社 で もある。 こ

の他,Managementco㎜unica .七ionConsultantIncも あ る。

EDPが 総合 技 術で あ る こ とか ら当 然で あ るが,そ の中 に,各 エ キスパ ー トを採用 し,

コン トロー ル して い る と ころに 秘訣 が あ りそ うで ある。

しか し,今 回 の 調査 は,ロ ス地 区 の 責任者Barret氏 か らの 話で ある ので,地 区 以外

の細 かい と ころ は わか らなか った。

2.7.3コ ン ピュー タ利 用 の 方 向 、

(11今 回 の 調査 で の共通 の 印象 は,新 しい大 型 コ ン ピュー タは これ か ら本格 的 に稼動 す る も

ので,現 在は,全 て2年 以 上前 に市場 に 出 てい る ものが 中心 で あ る。 そ れ だけ ハ ー ドウエ

ア よ りも,ソ フ トウエア の重要 性 の認 識が で て きた ことを意味 してい る。

② このuccのL－ ザ ーで ある ボー イ ング社 は世 界で 第4位 の コ ン ピュー タ保 有 会 社 であ

る。

そ の ボー イン グ社 の シ ャ トル か ら,専 用 線 で ロス ア ンゼル ス まで結 び(今 度 は,Palo

Alto
,にな った)し か も,1日 平 均100件 以 上 も利 用 してい るの で ある。 そ の理 由が

社 内 よ りも緊急 の場 合 は 早 くて,安 い ことに あ った,,

しか も,15分 以 上 に わた るJobは,夜 間 に行 なわれ るの でQuickResponce

は 全 て,平 均2分 以 内の もので あ る。

(3;1108の1秒 当 りの命 令数 は200万 以 上 で あ り,現 在 稼動 中の 大型 機 で は,cDc

6600・philco200-213,ゴBM360/65
,BurroughsB6500

に つい でい る。

しか し,レ ンタル とのパ ー フ ォー マ ンスで はcDc,Philcoに っい で い る。(10
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秒/ド ル)で ある 。

それ が安 く入手 され て い るので,さ らに安価 に な る。

む しろ,大 量 に使 用 す る会社 で も,こ の セ ンタ ーを利 用 した方 が得 策 に なる こ とが 多い 。

しか も,IdentificationNo.とSiteCodeに よって,間 違 った り,秘 密が 漏

れ る こ とが ないSystemに な ってい る。

(4)そ してTSSの よさ もあ るが,現 在 は,RemoteBatchとLocalBatchの 組 み

合せ が,最 も効率 の よい使 い方 で あ ると考 えて,rE'の 方 向 を強化 してい る 。 もち ろん,TS

Sの 開 発 も してい るが,TSSら しい 範 囲 まで で ある と,自 ら も認 め てい るほ どで あ る。

(5)プ ログ ラム言 語 につ い ては,や は り科 学用 が70%,事 務 用が30%で あ った。そ して今

年 の第1四 半 期 に 開発 さ れたAPT皿 は,す でに10%も 利 用 され てい る。 や はb多 い のは

FoRTRANに よる処 理 で,40%を しめ て い る。sTREss.CPな どのパ ッケー ジ ・

プ ログ ラムが20%程 度 で ある。

事務 用 では,cOBOLが 中心 で30%の 殆ん どに当 っ てい る。

(6)こ の辺が メー カ開発 の プ ログ ラム と,計 算 セ ン ターまた は,ユ ーザ開 発 の ソ フ トウエア利

用 の相 違で,新 しい もの よ りも,使 い なれた,改 良 され た プ ログ ラムに,そ の 実用 性が あ る

よ うに思 われ た 。

(7)料 金表 には,優 先 料 金 が あ るが,QUEUEが あ る場 合 で も,先 入 れ先 出 しの原 則 に従 い,

15分 を越 え る よ うな ものは,ユ ーザ側 で 事前 に わか るの で,そ れは人 為 的 に,夜 間 にす る

の で,ス ケジ ュール の.トラブルは 殆 ん どな く,月1回 程 度,オ ペ レー タの ミスに よる一 細 な

トラ ブルが あ るだ け と聞 い た。 この 点 もユーザが,す で に コン ピ ュー タを使い こな してい る

証 拠 で あ ろ う。

(8)GE社 は,人 手 に よる間違 い の ないSystemを 開 発 してい る のに 対 して,UCCは,む

しろ質 の よい ユ ーザ で,ト ラブル を少 な くして,利 益 を上 げ る条件 を とyの え てい る。

(9)し か し,細 かい 面 か らす れば,PDP-8の 改 良型 は,決 して 他の 機器 に比べ て よい とは

い え ない 。

例 え ば,PDP-8は,4Kで あるの でそ れ を1005,GE115,9200,H-

120と 比較 して安価 では ない 。

命令 数/レ ン タルで は今 まで の最 も高価 な コ ン ピ ュー タで あ る。 パ ー フ ォー・「ンス ・コス

トは1108の120倍 で あ って,い か に 周辺機 器 で あ って も,子 会 社 政策 の1張 としてで

なけれ ば 納得 で き ない 面 を もってい る。

⑩ ～これを解 決 す るた めの ソフ トウエ アが,開 発 中 で あ り,完 成 す れ ばUCCは,IBM

360/20,1130,uNlvAc1004,1005,9200,H-200,H_

120,GE115な どを もつ ユ一一ザ と直 結 して1108の 大 型 を提供 す るサ ー ビスが拡 大

'
人
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さ れ る。

そ れ 以下 の ユ ーザ に,直 接 テ レタ イプか ら入 出力す る こ とは,Conversational

Languageと なる ので,メ モ リーの ム ダ,ス ピー ド,多 重 性 を考 えて,プ ラスで は ない と

い う判 断が,uccに は見 られ る。

(11)こ れ らを総体 的に 見 れば,UCCの 狙 い は,中 型小 型機 を ター ミナル として,大 型 機 を利

用 させ るRemoteBatchが,最 も実 際 的で あ る とい うセー ルス ・ポ リシー にた って,進

め てい る よ うで あ る。 した が って ア メリ カの市 場 で の,情 報 産業 は よ うや く日の 目を見 た と

い う感 じで あ る。

C12)し か しUCcは,uNIvAcと は,競 争相 手 に は な らない とい って い たが,uNIvA

c社 自身lnformationServiceDIV(ISD .)を 促 進 しよ うと して,1108-

1004systemで,そ の 中間 に418を 組み 入れ る計画 で あ る。 とすれ ば,ソ フ トウ

エア が よけ れば,FASBACよ り もよ くな る こ とが考 え られ る。

⑬ そ れ に対 して コンペ テ イ ターで ない とい う理 由は,第1に メー カの セン ター利 用 は,新 規

またはUNIVAC小 型=・一一ザに限 られ る こ と。 第2は 価格 の面 で 安 くす る こ とは,販 売 促

進 に影 響 が あ る こ とな どか ら,UCCの 競 争者 は,む しろ同業 に あ る ようで あ る。

(14)し か し,同 業 のcscか らEXECを 買 って 使用 した り,あ くまで も ビジ ネス と して 進 め

て い ったが,わ が国 と異 った点 で あ る感情 の な い ビジネ スの世 界で,技 術 の競争 が は じま っ

た と ころで あ る と感 じ られ た。 』.

戸
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タ イ ム シ ェ ア リ ン グ サ ー ビ ス 業 の 一 典 型

(GEイ ン フ ズー メー シ ョン ・プ ロセ ッシ ン グ ・セ ンタ ー)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

GEM・nhatt・nI・f・ ・m・ti・nP・ ・cessi・g

NewYork,N.Y.

昭 和43年7月8日(月)

若 曾 根

Mr・HaroldL・WolfPμanager
,Manhattan

prOceSSingCenter)

Center

Information

1.概 要 お よ び 所 感

(1)面 接者 の立 場上,利 用者 の数,利 用頻 度,将 来 の計画 な どに つ いて詳 しい こ とは 聞け なか った

が,TSS利 用 を 中心 とす る オ ン ラ イン計 算 セ ン ター の運 用 の実 態 を知 る こ とがで きた 。

ぼ オ ン ライ ン ・サ ー ビスに おい て も最 も問題 に なるのは やは り通 信 コス トの問題 で あ り,こ の セ

ンタ ーの場 合 ロング ・デ ィス タ ンス ・コー ルで は コス ト的 に利 用が 非常 に 困難 だ とい う見方 を と

って い た。(ス ピー ドの遅 いテ レタ イプ端末 を使 用 してい る セ ンターの性 格 に も よるで あ ろ う。)

この た め,エ リア外 か らの ア ク セス に対 してはGEが 専 用市 外 回線 を提供 し,エ リア外 の カス タ

マー が市 内電 話 と同 じ よ うに セ ン ター を コールで きる よ うに して い る ことが 注 目され る
。

(3)米 国で は,専 用 回線 を第 三 者 との間 で も 自由に使 用で きる こ と,ま た ス イ ッチ ン グ ネ ッ トワー

ク を介 して 自由に セ ン ター に ア クセ スで きる こ と,通 信会 社が 料 金収 入上 不利 に な る よ うな回線

の利 用 上 の工 夫 に対 して も,よ く協 力 してい る点が注 目され る。

(4)TSSに よる利用 は,昼 間 に集 中 し,夜 間は ど うして も疎 らに なるので,同 一 の機 械 を夜 間は

パ ッチに切 り替 え て活 用す る よ うな工夫 が ど うして も必要 で あ り
,こ の辺 の 組合 せ を ど うす るか

が,こ の種 の セ ン ター の成 否 を大 き く左 右 す る ように感 じた。
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2.詳 論

2ユ'機 械

1

Inf・Sys・

Group
(VicePresident)

Inf・Sys・

Div.

1

Inf.Serv.

Dep・

Mgr.

Operation

Mgr.

Market

Mgr.

Finance

Mgr.

Software

Eng・

Mgr.

adv.

TSS

Mgr.

adv.

Plann,

Mgr.

Relation

&Manpower

Eastern north

Eastern
1・・u・h 1・・…el lW… …

5RegionalMngs.

1

Manhattan

2.2 要 員

ManagerofCenter

Secretary

Batch関 係

TSS関 係

サ ー ビス 内容

1

1

Manage「ofOp ●
Administrater

Programmer

Operater

KeyPuncher

-

可
⊥

喝⊥

Q
O

-

ρ01

2.3

1963年 にstraightBatchで 業 務 を始 め たが,能 率 が あが らず 多量 のMan

Powerを 要 す る の と収益 性 が 悪い ので1965年11月 か らTsSサ ー ビス を始 めた 。

構成 は 図1の とお りで ある。
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図1.TSSの 構 成
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systen2は8:00amか ら12.00pmま でTss専 用 で稼 動 してい る。

system1はTsS利 用 の 多い昼 間(8:00am～6:00pm)はTssで 稼 動 し,

6:00pmか ら15分 間 に バ ッチに切 替 え る。6:15pm～12:00pmはBatchで 動

かす 。

そ の間 にsystem1を 呼 出す カス タマ ーは電 話 の代表 番 号 と同様 に 自動 的 にsysten2に

tripす る よ うに してい る。

DataNet30は40の 入 力 を処理 す る ことが で きるが ,各1portsは 保 守 ・管 理用 と

して セ ン ター内で 専 用 してい る。

2.4用 途

TSSの 場合,数 学計 算,統 計 計 算 ,科 学 技術 計算 が主 体で 殆 ん どCE関 係 以外 の カス タマー

が 利 用 してい る。

パ ッチ の場 合は,給 与計 算 ,在 庫 計算,技 術計 算そ の他 多 種多 様で あ り,GEと そ の関連 会 社

が60%,そ れ以 外 の カス タ マーが40%の 割合 で あ る。

利 用状 況は統 計 的 には知 る こ とが で きなか ったが,モ ニ ターに よる と1台 の機 械 で25前 後 の

ユー ザが使 用 してい た。(午 後4時 頃)

2.5言 語

ダ ー トマ マ大 学で 開 発 したBasicの 他GE自 身で 開発 した会話型FORTRAN,同ALG

OL,を 使 用 してい る。

LAFFFは マ ンハ ッタンで は 実 施 してい ない 。

2.6通 信 回線 の 利用 方法

市 内 回線(LocalCa1'1)は 低廉 で あ るか ら十 分TSSサ ー ビスに利 用 で きる。
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市外 回 線(LongDistanceCall)は 時 間制 で,高 額 で あ るか らカス タマーが 端末 か ら

利 用す る こ とは コ ス ト面 か ら非 常 に難 か しい。 そ こで,図2の よ うに セ ン ターの あ るエ リア とカ

ス タ マーの あ る エ リア の間 に専 用 回線 を借 りて,他 の エ リア の カス タマ ーはそ の専用 回線 の端末

を,市 内電話(LocalCa11)の よ うに呼 び出 せ る よ うに した。

専 用 回 線 の使 用料 はGEが 支 払 う。 勿 論料 金 の 中 には含 まれ てい るとい え るが,多 数 の ユー ザ

の 共用 なの で,無 視で きる。" ,

端末 の マル チ プ レク サー(カ ス タマ ーの呼 出 しを空 い てい る 回線 にtripす る装 置)と か専 用

回線 は電 話 局 が運 用 してい る 。

図2.通 信 回線 の利 用 方法

カスタマーのいるエ リア

専 用 回 線

カスタマー

2.7料 金

GE265GE420

(同時 利用40).(同 時 利 用200)

端末 接 続 時 間10$/時 間 「』10$/時 間

(6分 毎)(6'分 毎)

CPU使 用時 間4¢/秒40¢/秒

メモ リー使 用 料2,5$/1536ch2$/1280ch

2.8将 来 計画

TSS,リ モ ー トバ ッチ,バ ッチ を どの よ うに組 合 せ てサ ー ビス を提供 す るの が最 も有 利 か,

本社 で シ ミ ュレー シ ョンを行 な って検 討 してい る。 マ ンハ ッタン ・セ ン ター と しては 図3の よ

うに し,TSSとRemoteBatchを 併 用 す る こ とを考 え てい る。 す なわ ち,TSSは 、

8.00am～6.00pmま で と し,そ の 間にRemoteBatchのDataを 受 入れ る。そ の

Processingは6:15pm以 降 に行 な う。

Dataの 受 入れ は一 般 の企 業 の操業 時 間 に行 なわ なげ れ ば な らない か らであ る。
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DiSC

GE420

DN30

36Mch

200Ports

岡 端 末 コ ン ピ

ュ ー タ ー

renta11400～1500$MT

5.参 考 資 料1

3.1将 来 の 見 通 し

Co㎜.Tssサ ー ビ ス は2～2年 半 前 に 嫌 っ た ば か りで あ り,そ の 将 来 ばUn-.e

limitted"と い う他 な い 。

しか し給 与計 算 な ど の仕 事 はTSSに よ る 必 要 は ない 。

日本 の 市 場 に つ い て も,先 づ 科 学,技 術 計 算,次 に 事 務 用 だ ろ う 。GeneralPurpose

のDataBankはDataの 収 集,整 理,入 力,そ のC1 ,eaningに ぼ う大 なManpower

を 要 す る の で 今 の 時 点 で は 考 え に くい 。

日本 で も;'R&DIndustries,Finance,EducationInsurance,Air

Line,の 集 中 した と と ろ で は 十 分 科 学,技 術 計 算 の 需 要 が あ り,数 台 の コ ン ピ ュー タ ー は 直 ぐ

Fillupす る だ ろ う。 な どが,セ ン ター一の意 見 で あ った 。

3.2カ ス タ マ ー教 育

Basic4時 間 で1コ ー ス

会 話 型Fortran半 日 を4回 で1コ ー ス

これ を 月4～5回 開 い て い る 。

以 上





一147一

病 院 共 同 利 用 シ ス テ ム を 開 発 し た メ デ ィ ネ ッ ト

(GEメ デ.イネッ ト)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調 査 員

面 接 者

MEDINETD・pt・9・E・lnf・m・ti6・Sy・t・em・

1000alenst.,Watertowl1,Mass.02172

昭 和43年7月1'5日

若 曾 根,岡 田,石 井,中 嶋 .

Mr・Zani(Marketingmanager)

Mr・LarryKristiansen(HQmarketing)

M・.G,。ffJ・,k,。n』C〃)

M・ ・ …i・Sh'irak・w・
、(・pPli・ati…)

i.概 要 お よ び 所 感

昨 年7月18日D .atamatiOn誌 で 告 げ られ た全米 病院 デー タ ・ネ・ッ'トどして脚光 を浴 びた

GE社O情 報 サ一一ビス
.O－ 環 で あ る メデ ィネ ッ トは,1967年 末 か らEDPサ ー ビスを始 め てい

るとされで・た・しかし現 状では・近く実敵 踏醐 ・㈱ を但 在 る継 で柱 一病院のサ

ー ビス も行 な っ て い な い
。'■ ・

それだけ噸 院のEDP化 は・要請されながらも大変な大事業⑫ ると感 じられた・

1・962年 か らア メ リカ病 院協 会 と国立 保 健工 科大 学 の援 助 を うけ てBoltBeranek&

NewmanInc .とい うコ ンサル タ ン ト会 社 が 開発 した もの をGE社 が サ ー ビス を 引 き受 けた形 を

とって い る。機 械,人 員 な どの準備 は 進ん で い る と感 じられた 。

(1}病 院 のEDPに 対 しては,TsSで は な くRemoteBatchで メッセ ー ジ と して は,オ ン ラ

インシス テ ムを,オ ペ レー シ ョンは バ ッチ 処理 を前 提 と した方 が 得策 で あ る とい う考 え方 に徹 し

てい る。

ぼ ア メ リカの病院EDPは,自 動 車.・鉄 鋼 等 に も匹 敵す る大 企業 と して の見 方か ら,対 象 業務が

選 定 され てい る ものの 各病 院 ご とに特 色 を強 調 してい る。

(3)わ が 国 とは病 院,医 師,患 者,保 健 の習慣 が 異 な るので,直 接 参考 にす る こ とは で きないが,

シス テ ム としては充 分 参考 に な る。

(4)病 院 シ ステ ムめ 開発 は,協 業 が前 提 で あ リシ ステ ム原則 か ら見 て特殊 で は ない 。

(5〕 病 院 支 出 の70%が 人 件 費で あ り,2.5%は 情報処 理 関係で ある。'こ.こに病 院 システ ムのED

P化 の ポ テ ンシ ャル が あ る。

(6)ポ テ ンシ ャル として は,1患 者1日 当 り1:20ド ルが見 込 まれ るので,太 き'kFDP市 場 で あ
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るo

(7)保 健 種 類 はわ が 国 より も統一 されてい るが,個 々には 複雑 にな って い る。 しか しEDPの た め

に,す で に フ ォー ムを変 え てい る。

(8)病 名,薬 名 の統一 は,1.D.C・A・ と して確立 され てい る もの の,そ の 通 り実施 され て い

ない のが 現状 で,EDPの ネ ックに もな って い る。

(9}ア メ リ カ全土 で は,多 数 考 え られ るが 当面 の対 象は56都 市 に なろ うと予 測 してい た。

00MEDINETの 計画 は.7カ 年で あ り,そ の最 初の 準備 期 間2年 が過 ぎただ けで ある。

(11)1セ ン ター の採 算 は02,500～4,000Bedで あろ うか。

MEDINETの 設備

〔L[GE435]

GE

435(32KW)

goo齢

300齢

1200砺

DN-30は,メ ッ セ ー ジ,ス イ ッチ ン グ と チ ェ ッ ク ・プ ログ ラ ム,MagTapeコ ンバ ー ト

が で き る 。 回 線 は 社 内 を 含 め て1セ ッ ト当 り40Lineで あ る 。 も ち ろ ん 待 ち を 入 れ れ ば 実 用 的

には100台 以上 の 端末 と接 続す る こ とが 可能 で 他 社が 行 な って い る。1病 院1ス テ ー シ ョンに

対 してMEDINETは,1病 院Multi-stationを 前 提 と し て い る 。

GE435はwordmachineで あ り,GE社 の 汎 用400シ リー ズ そ の もの で あ る が,

Batch処 理 にspareを1台 も っ て い る の は,必 ず し も,MEDINETの た め で は な い 。

特 殊 装 置 と して はTeletype33と 接 続 したEDIsONADREsS-Memory

Uuitを 利 用 して2,000項 目ま で の 入 力 を 磁 気 テ ー プ で 選 択 で き る よ うに して い る 。

しか し,こ の 装 置 はTeletype33が$400に 対 して$800も す る の で 全 て に つ け る わ

け に は い か な い が,EDGELCARDに 比 べ れ ば 遙 か に 簡 単 で,操 作,速 度 と もに 優 れ て い る。
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2.詳 論

2.1RemoteBatchは 処理 コス トが 安 い

TSSを 最 も売 り物 に してい る,GE社 で も,科 学 用 で ない場 合 はや は りRemoteBatchを

主 張す る あた リコスb主 義 の1っ の現 われ と感 じられ た。

方 法 と してはTimeScheduleに 従 うもの とEmergencyに 分 げ て利 用 で きる。

この場 合,計 画 外 に検 査 を急 に生 ず る場 合は,priorityをComputerに 与 え,

Teletype33か ら入力 され る とそ の検 査場 所 のTeletypeStationに そ の都 度 出力 さ

れ るが,一 般 に は前 日に計 画 された 内容 は,全 てBatchで,各$定 を 出力 す る よ うに してい る。

7.OOPM7.AM
lIAM

RepOrt

300B.edの 病 院 で,看 護 婦 か らの入 力 は1回1'O分,出 力は1時 間,LABか らの入 力 は

2時 間,出 力は6時 間で,夜 間 に行 なわれ る病 院 は24時 間 護 れかがい るので 事 故 が あ って も自

動 出 力に は 問題 は ない との こ とで あ った 。

主 なEDP対 象業 務 は,2つ に分 け られ る。

BUsiness

請 求 業 務

給 与 計 算

在 庫 管 理

諸 統 計

Patlent-Care

検診 スケ ジ ュール と診断 デー タの蓄 積

薬 品管理,食 事 管理

X線 の時 系列 管理

そ の 他

とな ってお り,請 求 業務 に 目をつけ て い るのは,商 業 ペ ース と しては よ くない。 む しろx線 な ど

の患 者 管理 が最 も効 率が よい。

上 記 の業 務 の 中で,TS・Sが 効果 を上 げ るの は,退 院 時 にす ぐに請求 で きる こ とで あ って,後

のす べ ての業 務 はRemoteBatchで 時間 的に 充分 で あ り,コ ス トか ら考 えれ ば病 院 側 は安

く目的が 達せ られ た方 が よい とい う立場 を と って い る。 ."

この辺 がGE的 考 え方 で あろ うか。

プ ログ ラ ム言 語 は,コ ボルでお よそ20,000Stepに な る。

2.2病 院EDPは,各 方面 に進 展 してい る。

自動 車,鉄 鋼 と比 較 す る こ とは 若干 大げ さに も聞 こえ るが,全 米 のベ ッ ト数は160万 に も及
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んで 痴 り,100入 に1ペ ッ トの割 り合い で あb300Bed病 院が 年600万 ドル の売b上 げ

で あるか ら,1ベ ッ ド20,000$な らば32,000,000,000$÷11兆5千 億 円で ある。

この 問題 を考 えれ ば 当然HospitCIInformationHandlingの サ ー ビス を行 な うこ

とに は各 メー カー とも}致 した意 見 に な る。

全米 で 現在12カ 所 で 病院 用の サ ー ビス を開始 してい る・が,い ずれ も1病 院1端 末 に よる

Billingが 中心 で あ る。

MEDINETで は,こ のEDP化 な らば カー ドで持 ち込 んでMAILに した方 が よい との見

解 で あ った。

しか し,IBMを は じめ病 院 につ い て のEDP化 は このBillingか ら入 って い る。

そ の他 の ケー スで は

2.2.1Science&EngineeringInstituteIlic.で は,い わ ゆ る2時 間 ドッ

クを関連 会 社 に対 して実 施 して い るρ

HealthScreeningと い って320め 質 問 と検 査が あ って,検 査は 最 初 に.与え られ た

バ ッヂを リー ダー に入れ て検 査 し,問 に プ ログ ラム学 習的 に答 えて い く方 法 で あ る。

PDP-8-1と い うComputerを 使用 してい る。

検査 場所 は諮 商 に よって異 な るが8～10ス テ ー シ ョンで あ る。 そめ 結果 はPrintout

されて 出て くる。1人 当 り1回12ド ル で ある。 ζの場 合,・「)医療の立 場 か ら問 題 が あるか との

問 には,そ の人 の状態 だげ が科 学 的 に表 示 され そ れ を見 て,医 師が診 断 を 下 す形 式 を と ってい

るの で トラブルは ない との こ とだ った 。

2.2,2KeizerGroupHospita1で は 問診 を始 めたが,き わ めてEDP的 には 合理 的

な 方法 を とってい る。

この 方法 は カル フ ォル ニアで 実施 され て い る もので,1つ の 質問 に2枚 の カー ドが あ り一方

はYESカ ー ド,他 方 はNOカ ー ドとな って,そ れ を質 問 に応 じて100枚 選 択 した ら後 は機

械 が 処 理す るPre-punchedCard方 式 を とってい る。

日本 的 にい え ば,ナ ラグ ラム と諮 問 を組 み合 せ た ような処 理で あ る。

しか し,KeizerGroupの 影響 力 は大 きい し,カ ル フ ォル ニ アは 東部 と並ん でMBD-

CALの メッカで ある。

こ の点,今 後 の一 方 向 と見 る ことが で きる。

2.2.3Davi・dcompanaは 小 児病 院 で,ボ ス トンの ロング ウ ッ ドに あ り,・ ・ネ ウエ ル の コ

ン ピ ュー タで,オ ン ・ライ ン ・ベ ッ ド ・リザ ベー シ ョンを行 な って い る。

この結 果,ベ ッ ド稼動 率 が上 ったが88%の 稼動 を1%上 げ るだ けに も相 当の 費用 がかsる

ので,特 殊 な環 境 を除い て はベ ッ ド ・リザ ベー シ ョンだけ では意 味が ない 。

.',わが 国 の よ うに ベ ッ ドが あって も ク リテ ィカル に なるの は,看 護 婦の 数 で あ る場 合,'な お さ
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ら問 題 で あ ろ う。

2.2.4B .1uecrossと かstateHospitalAssociationで は,す で に

SharedSystemを 実 施 して い る
。

Bluecrossはchicago地 区 でunivac418で 処 理 して い るが
,こ の シ ス テ ム

は 当 初WesternUnionが 通 信 会 社 の 新 事 業 と し て,回 線 か ら ソ フ トウ エ ア ま で 提 供 す る

こ とに な っ て ス タ ー トした も の で あ る 。

しか し,そ の 後 通 信 会 社 は シ ス テ ム に 合 っ た 回 線 を 提 供 す る こ とが 本 業 で あ り ,得 策 で あ る

とい う こ と か ら これ か ら手 を 引 い て い る。 現 在 は 独 自の デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 に よ っ て 運 営

さ れ て い る 。

こ のBluecrossも,StateHospitalAssociationと もNonprofit団

体 で あ り,ComrnercialBaseで 考 え れ ば や は 嫡 価 の よ うで あ る 。

こ の 他Honneywe11,NCR・,IBMも 病 院 シ ス テ ム に は,力 を 注 い で い る の は そ れ だ け

未 来 の 大 き な市 場 だ か らで あ る 。

2.3わ が 国 とは,全 く習 慣 と環 境 が 違 う

典 型 的 な 病 院 組 織 を 示 す と,完 全 に そ の 問 題 点 が わ か る 。

DIETARY

DEPT

MEDICAL

RecOrd

DEPT

NURSING

DEPT

CLINICAL

LAS

JOINT

Conference

Co㎜ittee

CHIF&

RADIOLOGY

上 記 の よ うなDEPTは 命 令 系統が2つ あ って,経 営 者側 の 要 求 と医 師の要 求 が しば しば トラ

ブル の 原因 に な ってい る。
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これは医 師 は 病院 か ら直接 給 与 を も ら うので は な く,患 者 か ら もら うよ うに な ってい る。 病院

か ら給与 を も ら う医師 は,医 師 の監 査 をす る医師 なので あ る。

したが って,病 院 とい うベ ッ トと医 療器 械 を もって部 屋貸 し業 をす る経 営者 と・.医師 とい う技

術者 がそ の場所 をか りて 治療 す ると考 えれば よい。

ま た薬,看 護 婦,X線 の 順序 な どはPriorityに した 炉 って,医 師 と経 営 者側 と両方 か ら

調 整,伝 達 され る ので,こ の よ うな組 織 に な ってい る。

ちなみ に,医 師 の年俸 は内科20,000～30,000$/年 ・外 科40・000～50・900$・

神経 科 と もな る と100,000$以 上 で あ る。

保 健料 は180～300$/年 程度 が 多 い。 したが って アス ピ リン1つ な どとい う請 求 はか え

って高 価 につ ぐので,無 料 に して しま うこ とは しば しばで あ る。

また別 の 特性 として,保 険 は大 別 して3種 類 となる。

medi-careと い われ るsSAで 行 な ってい る国 家的 な もの と,ボ ラン タ リー として 生れた

Bluecross,そ れVaCommercia1と してMetroporitanlifeInsureret,

nceな ど20社 程 度 に要 約 され る。入 院患 者 の90%は 保 険 を有 してteり,medi-careに

つ い ては全 体 の20～30%,Bluecrossに つ い ては40～50%を 占めて い るので70

%は2種 類 で カ バー され る。

わが国 の1病 院 で扱 う保 険 組合 数が,400～500で あ るの に比 べ て この面は 簡 素化 され ・

Computerに 合 せた支 払 基金 請 求 に な ってい る点,EDP化 し易い わ けで あ る。

これ ら慣 習 や環 境 が異 ってい そ も,i基 本 的 にはMedica1とpre-medica'1の 問題 で あ

って,共 通 す る もの を も ってい る。

こ こにあ る程 度,ア メ リカの病院EDPを わが 国 で参 考 にで きる要 素が 残 され てい る と思われ

る0

2.4EDPは 協 業 で 開発 すべ き もの で あ る。

病 院 ジス テ ムに 限 らず ア メ リカ'めEDPは 協 業 に よるシ ヌ テム『開発が 多 い1。-','

このM ,ぞD.!!9ETも 基 本的 には,3人 の異 質 な経 験 を組 み合 せ て作 られ てい る。

1・
,。ff 、・。lk、 。nは,'ポ ス ト・大学 の病 院 で 副支 配人 を し合 り・繊 経営 と医 師 の勉 強

を してEDpvabv・ ては全 くの 素人 と、して参 画 して口 ・ 一

: .ま た 、。.。、ry,.・.、,i、 。n,enは ㎡。,t6・ ・U・ … 社に つ い て,デ ー 極 信 幽 す ・研
、

究 を して いた 人 で あ る。'13年 の経 験が あ る。'

さ らにHarri,Sh・i,ak。waは ∴ 日本 語の 話 せ ない 躰 人 であ るが ・A・Aを は じめ'

Computersystemprogramの 研 究 は,11年 に も及 ん で い る が ・ 病 院 に つ い て は全

くの 素 人 で あ っ,た。

これ ら異 。 た3著 る 組 合 せVaよ 。て ・ ・D・NETの ・y・t・me・ 作 られ た 。t.、
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現 在 開 発 さ れ,テ ス ト中 の もの は 次 の 通 りで あ る 。

2.4.1Laboratory[RestRe60rding&Result』ReportingApPlication

こ の シ ス テ ム は,診 療 室 の 予 約 と テ ス ト(D結 果 を フ ァ イ ル し,vポ ー ト と して4時 間 後

に 入 手 で き る よ うに し た も ので,最 も収 益 性 が 高 い と予 想 さ れ る シ ス テ ム で あ る。

一 般 に は 前 日の 結 果 か ら
,翌 日 の ス ケ ジ ュ ー ル を 作 る シ ス テ ム で あ るが 飛 び 入 りが 可 能 に な

ってhるo

これ がTssに 近 い 利 用 で あ る が,DN-30だ け の 領 域 で,で き る範 囲 に とX"め て い る 。

患 者 中 心 の シ ス テ ム で あ り なが ら,設 備 を 最 も有 効 に 使 用 で き る と こ ろ に こ れ か ら の 収 益 を

期 待 して い た 。

2.4.2Payro11&PersonnelAccountingApplication

病 院 シ ス テ ム の70%は 人 件 費 で あ る の で,必 然 的 に 人 事 管 理,特 殊 給 与 計 算 は 問 題 に な る。

しか しそ の 狙 い は 単 に 給 与 計 算 とい う よ りは,ス キル ズ ・イ ン ベ ン ト リー の 要 素 を含 め た マ

ン ・パ ワ ー ・ス ケ ジ ュー リン グ の た め と解 釈 した 方 が よい 。

しか し,す で に で き上 った わ け で は な く,こ れ か らの シ ス テ ム で ある か ら,当 面 給 与計 算 に

な る 。

2,4.3MedicalRecordstatisticsApPlication

病 名 解 析 の た め の デ ー タ収 集 と統 計 の た めの シ ス テ ムで あ る 。

後 述 す る が,ア メ リ カで も 病 名 が 統一 さ れ て い るわ け で は な い の で,医 師 の カ ル テ か ら直 接

入 力 で き る わ け で は な く,む しろ 医 事 課 で コ ー ドに 従 っ て 入 力 す る こ とに な る の で,わ が 国 同

様 未 解 決 の 分 野 で あ る。

しか し こ の デ ー タは,次 の 目的 のDetailに な っ て い る の で,今 後 大 巾 にAppli ,cat-

ionは 拡 大 す る 。

2.4.4 ,Admission.・&censusReportingApplication

病 院 業 務 統 計 であ る.内 部 で 必 要 な もの は週 単 位 に,実 験 統 計 は 月 単 位 に,ま た 病 院 協 会 には

そ のSummeryが 提 出 さ れ る。 も ち ろん 日報 も 出 さ れ る。

入 力 と し て はAdmittingForm,Tr.ansferorder,Dischar・ge

Noti .ceか らな りCensus-by-Care、Unit,Alphabetic、CensussAntic-

ipateddischargesYesterdaゾsTransfers,Yesterday・s・Dis-

c .harges,Insurance.AllocationWorksheet・Becertification

Noticelistな どが 作 られ る 。

これ に よ っ て 進 行 管 理 もで き る よ うに 計 画 さ れ て い る 。.

2.4.5DedicatedtotheMedicaLco㎜unity

MEDINETが 最 も力 を 入 れ た の が,,24時 間Cycleに よ って,病 院 に 対 す る サ ー ビス
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を 最 大 に す る シ ス テ ム で あ る 。

on-1ineで,デ ー タ を 集 め る に して もで き る だ け 病 院 側 の 不 慣 れ な 環 境 に も合 う よ うに,

Teletype33とEDIsONADREssMEMoRYunitを う ま く使 用 で き る

よ うに して,会 話 式 の 進 行 を 可 能 に し て い る

こ の シ ス テ ムは,DN-30と 磁 気 テ ー プ,485,204デ ィス ク だ け で 行 な わ れ,

MESSAGESWITCHING的 な 範 囲 で 行 な わ れ ,大,中 型 コ ン ピ ュー タ は 使 用 され

な い 。

む しろComputerはoff-lineRemoteBatch用 で あ る。 こ こ に シ ス テ ム作 りの

ポ イ ン トが あ る よ うに 思 わ れ た 。

病 院 シス テ ムの 最 低必 要 なon-lineRemotecontro1は 何 か。Batchの コス ト

主 義,TimeRagは どれ だけ 許 され るか,な どで あ る。 他 社 の行 な ってい る病 院 シ ス テ ムは,

1病 院1タ ー ミナル で あるがMEDINETは 複 数台 の タ ー ミナル に よ ってRemoteco-

ntrolが 病院 内on-1ineSystemの よ うに使 用 で きる こ とで ある。 これが スケ ジ ュー

ル に,医 療請 求に,Billingに つ なが るの で あ る。

しか し採 算性 か らす れ ば あ ま り よ くない の で,LABSを 始 め と レた他 の システ ム との共 有

性 で利 潤 を上 げ る考 え で あ る。

わが 国で もReceptだ け のEDPの 採 算は,む つ か しい の と同様 に人 件 費の 高 い ア メ リカ

で も共 有 シス テ ムの重 要性 を解 くあた り,や は り既 存 の伝統 的手 作 業 システ ムは そ のまNED

P化 す る のでは な く,EDPの 良 さを 加味 した新 しい シス テ ム作 りが病 院 で も必要 なの で ある。

この よ うに各 種 の シ ステ ムが 開発 された とい うものの,』現 在時 点では ス ケ ジ ュ ー ル の 第

'1段 階 を消 化 した に過 ぎない
ので ある。

2.5250/。 は情 報 処理 の範 曙 で あ る。

全米7}60病 院に っ い ての 解析 結果 は,支 出の70%が 人 件 費で あ り支 出 の.25%はEDP

に よ って 置 きかえ得 る との結 論 で あ った。

大 学 病 院は支 出が 一般 病 院 に比べ て2倍 もあるap
－で,例 外 で あるが,300Bed病 院 で

6,000,000$/年 支 出 の25%と もなれ ば1,500,000$と な り,月 当 り120,000$,

computet費 用40・090$・ そ の他通 信 ・EDP人 件 費60・000$で も充分 採算 にの るわ

けで ある。

しか し・1・病院 にっい ては,通 信線,タ ー ミナル な どか ら考 え得 策 では な く,100Bed以 上

を対 象 に して い る よ うで あ る。
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Bad数
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'
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UIIiv .
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1,3'60

1,032、

910

485

2611,900病 院

128

116

OCCupapicy

42587.2

47691:0・

86複 雑

'466
,697ベ ッ ド

'

St・y/d'ay

29.69173,005ベ ッ ド

9.20639,641ベ ッ ド

前 記 の デー タか ら↓複 雑 な大 学 病院 をまず 対 象かち 外 し,次 に精 神科 の よ うに滞 留数 の 少 ない

・ものを除 き,規 則 の うる さい 予 算 に しば られ る国立 を除 い て100ベ ッ ド以 上 の1 ,9'60病 院 を

こ の ネ ッ トワー クの対象 と考え,そ の25'o/。 がEDP化 され るため のEDPサ ー ビス を,GEと

して行 な うべ く準 備 さ れた のがMEDINETな の で ある。

大企 業 の 開発 の共通 性 と して,開 発 経 費 を充 分 使 って大 きな 網を張 ってい る感 が す る。

しか し,こ の分 野 に対 す るMark6t=ing技 術 は,や はbさ す カミと思 わ れ る1点を見 事 に つい て

・い る
。

2'.61患 者 か ら1日 当 り1.20ド ルがEDPと して'tサ ー ビスが 見込 まれ てい る。

IBM社 は2,00σ ベ ッ ドを1unitど して,'360/30を 使用 して医療 請 求業 務 のHIs

但ospitalInformationSysterrDに の り出 した。

この場合 は,1患 者1日 当 り55セ ン トで,採 算 にの こる こ とを心 掛け て お り,わ が 国 の医療

請 求1件 当 り50～70円 に 比べ て相 当高 価で ある 。'・ 』"…`

しか も1日 当 りで あつ て,・請 求件 数 では な いの で数倍 一■10数 倍に つ く。そ れ で もで きる と こ

ろに,ア メリ カの 特殊 事情 が ある。'

しか しGE社 は,こ の医 療 請 求 だけ でぼ 引 き合 わ ない と し一(MEDINETと しての業 務 を 開

発 した。 この 結果,1人1日1.20ド ルの収 入 が見 込 まれ る。

そ して病 院側 もこの 方が 価 値が ある と判断 して い るめで ある。

したが って,5'Oぽ000'ベ ッ トX'1.20=600,000/日 と'なり,月 当 り幽18,000,000

ドノレ,年200,000,000 .ドル 約700億 円 を サー ビス 市場 の対 象 ど して進 めて い る。

'こ の数 字 は;ア メ リカ最大 の サ ー ビス ・ピ ュ・一ロー で あるSBdの 現 在売 上 の2倍 に相 当す る。

'
これ を全米56都 市 を対 象 に して,幽通信 費を考 慮 した コス ト主 義,操 作 の 簡易性,医 療
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Pre-medicalSVCに の り出 した と ころ で あ る。

そ の最 初 の計画 を ボス トンに求 めた 理 由は,東 部 の医 学 の メッ カで あ る こ と,大 学病 院 な ど

この 分野 に 研究 が 進ん で い る こと,マ ネ ジ わ一が この地 の 出身で あ る こ とな どが挙 げ られ る。

これ に対 応 で き るのは カ リフ ォル ニア地 区 で あ る とい って いた 。

2.7病 名,薬 名の 統一 は困難 でEDPの ネ ックで あ る。

病 名,薬 名は 基本 的に はす べ て統一 され,諸 統計 は これ に よって進 め られ てい る。

しか し現 実は そ うでは ない。

例 え ば,薬 名は 商標 もあれ ば学 術 名.もあ り混 在 して い る。 医師が 要 求す る場 合 も統一 され て

い ないo

そ して 現 在,こ の 両名 をTranslationす る こ とをEDPで 行 な うこ とは むつ か しい と

の答 え で あ った 。

現 在 はRecordLiblerianに よって 判 断され,1.D.C.Aの 病 名,薬 名 コー ドに

か えて か ら入 力 され る。

したが って 医 師,看 護 婦 か ら直接 入 力さ れ る こ とは 支 い。

しか も病 院が 小 さ くな る とRecordLiblerianが 少 な か った り,い ない た めに入 力

の誤 りが 多 くな り効 率が 下 る。 その た め に小 病 院 に手 を出 した くない ともい って い た。

しか しわが 国 の よ うに ドイ ツ語,英 語,日 本 語 とい った複 雑 さは 少 ない ので ら くで あ る。

この よ うな細 か な点で は わが 国のMEも 進ん でい る と思 われ たが,い ずれ にせ よ,全'くED

Pに 無 関係 な分 野 に,EDPし かわ か らないSEが シ ス テ ム を作 る ことは で きない こ とだ け

は事 実 で あ った 。 この 点MEDINETの 協業 シ ス テ ムが活 か され てい る。

2.81セ ン ターの採 算性 は2,500～4,000ベ ッ トで あろ うか。

MEDINETの 設備 を勘案 す る と約10～15万 ドル 月 当bvaev用 が かxる 計 算で ある 。

も ちろんGEの 社 内用で あ るか ら,民 間 レンタル ベー スで 考 え る よりは安 い と思 われ る。

そ して1.20ド ル/日 で 計算 す る と2,000ベ ッ トが 損 益分 岐点 で あ り,採 算 性 か らす れば

2,500ベ ッ ドとな る。

しか し一 方,ポ テ ンシ ャル か らす れば ター ミナル150ま では充 分 こなせ るの で,3,000

ベ ッ ドな らば 看 護婦 入 力100分 で ある 。 またLABSの 入 力は延20時 間 で あるか ら充分 で

あ る。む しろ 出力 が,看 護 婦 宛が1q時 間,LABS宛 が60時 間 と な り,1タ ー ミナ ル当 り

約700ベ ッ ドがMAXと なる。 したが って ター ミナ ル を複 数 に す るか時 間 をか ける か,い ず

れか にす る とEDP側 の 制約 は殆 ん どな く,む しbMEDINETが 通信 料 が一 律 と して考 え
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る
.方針(近 けれ ば ネ グれ 磯 囲)で あるので ・遠 隔地 を採用 し飾 ・とで 鰍 され そ うで あ

る。

以 上
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1.概 要 お よ び 所 感

CEIRは 米 国大 手 ソフ トウエア 会社 の中 で も最 も歴 史 の古V・会社の 一 つで約15年 前 に設立 さ

れた が,1967年11月 末 にGDCと 合 併 し,そ の一 部 門 とな った。 その意味 では完 全 な独立 会

社 では ない が,そ こにCSCな どに代表 され る ソフ トウエア 会社 との差 を期 待 したわ け であ るが ま

だCDCと の合 併効 果 は表面 には 出てい な い よ うであ った。

1.1CDCとCEIRと の関係 ・.-

CEIRはCDCと 合併 して その一都 門 とな った 。

CEIRは 米 国 内 に5個 所,国 外 に2個 所 のデ ー タセ ン ターを もち,一 方CDC自 体 も全米7

個 所 のデ ー タセ ン ターを もっ ている。

これ らの セ ンター は現時 点 では まだ合併 前 の形 の ま まで あ る。 すな わちCEIRは ソフ トウエ

ア会社 の通 例 として,企 業 の安 定 のた め のペ ー スロー ドと匠 計 算料 収入 の ため にデ ー タセ ンタ ー

を運 営 してい るの に対 し,CDCは システ ムア ナ リシス,ソ フ トウエア開発,ユ ーザ ーの ため の

リブ ロ グ ラ ミン グな どのため にデ ー タセ ン ター を運 営 してい る。

使用 機 種はCDC直 轄 の デ ー タセ ンターは 当然 な が らCDCの 機 種 のみを使 用 して い るb'9,C

EIRの デ ー タセ ン ターはIBM,GEな どの機 種が 多い。

しか し,こ れ らの相 違 は やが て再編成 され てCDCの 機 種 に統一 され てゆ くとい うこ とで ある 。

CEIRに は ソフ トウエア開発 部 門 とデ ー タセ ン ター経営 と教 育 とい う三 つ の柱 を も ってい る

が ・ この うち ソフ トウエア開発 部 門は徐 々に.CDCのResearchLaboratoryと 一緒 に

し よ うとい う動 きが始 ま って お り,ODCのResearchLabogatoryの 応援 を する とい

う こ とが行 なわ れ てい る。
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CDCのResearchLaboratoryは 全 米 に5個 所 あ るが,こ れ は全 米23個 所 に ある

製 造部 門 のBackuPを す るくδが 主任 務 であ る。 日本 でい う技 術部 に相 当 する もの と思 わ れ る。

以上 述べ たご と く,CDCはCE・IRを 合併 したが,現 在は 合併 効 果 を高 め るた め の再 編成 の

途 上 にあ り,真 に効果 が でて くる には まだ 少 くとも2年 程 度 の時間 を必要 とす るよ うに思 われ る。

1.2ソ フ トウエア の開発 につ い て

CEIRの ソ フ トウエア開発 部 門 は二 つ に分 れて お り,シ ス テ ムプ ログ ラム,た とえ ば言語 開

発 な どの部 門 はInstituteofAdvahcedS'tudy(IAS)と い う部 門 で作 っ てお り,

他 方応 用 ソフ トウエア の開 発,た とえ ばIntegerLinearProgramな どの開 発 はPro-

fessionalServiceGroup(PS)と い う部 門 で行 な ってい る。

-CEIRの 構 成 につ いて は後 述 一

ワシ ン トンに おい ては,こ のPSの 本拠 であ る関係 か らPSに つ い ての 問題 に限 定 されたが,

そ の内容 は か な り一般 的 な もの で あ る。・

CEエRのPSに おい ては 多種 多様 の ソフ トウ エア の開発 を行 な ってい る。 この資 金 は ユ ーザ

ー との契 約 に よるもの と・ 自主製 作 に よるものとの2種 に大 別 で きるが ・ほ とん どは前 者 で あ って,

自主 製作 のテ ー マは危 険 が高 いた め に数 も少 な く,ま たそ の規 模 も大 き くな い。^'

自主製 作 のテニ 〔 と しては デ レ ビ;ラ ジオ な どの電 子回路 のデ ザ イ ン,'オ ー トメ ー ジ ョッ の ソ

フ トウエアな どが 例 と して挙 げ られ て いる が,こ れ は ユ ーザ ニは きま ってい な ぐて も'マー ケ ッ ト

が予 想 され るとい うこ とで 自主 製作 にぶ み きって い る。

しか し大部 分 の 自主製作 は ユ ーザ ー との交 渉 段階 で 着手 す る もの,'あ るい は ユ ーザ ーの 注文 で

製作 した も のを 一般 化 してゆ く もの な どであろ うと考 え られ る。

この一例 と してSITAPと い う ソフ トウエアが 挙 げ られる6こ れ はTrhrisportation

Ana1'ysisを 行 な うたあ の システ ムで4年 前 に着 手 し5人 で3年 かか っ て完 成 した もので,そ

の コス トは25万 ドル であ る 。・

この ソフ トウエア はIBM360シ ズテ ムの 毛デ ノレ50H用 のFORTRANWで 書 か れ てい

'
る。・この特 色 はConsu'lt'ingD:e『Velopmeht'Packtigeで あ る'とい うこ とで,こ のパ

ごッケLジ だ げ で何 で も で き・る「とい うのでぼ な く,適 用 する シス テム を指導 しな が ら開発 してゆ く

ため の ソ フ トウエア だ とい う点 で あ る。 ＼

そ の場 合tr通 常1;'xテ ムの予 備調 査 に6週 間乃至2個 月を要 し,シ ス テ ムめ作 成 お よび プ ログ

ラムの指導 に1年 間 か か る。'・ 、一'l

ltC'E・1'Ret
,こ の パ ッケ ー ジの開 発を 国 防 省 のS:h.i・pSch6dulleの 開発 を も とに行 な った

が,今 後 も この パ ッ'ケー ジの適 用 に力 を入 れ てゆ きた い と考 え てい る。

スケ ジ ュ]リ ングの経験 としてR』AMPSに つい'〈い えば,現 在 プ ロジ ェク ト数100,ア ク

テ ィ ビテ,数5,000の 規 模 まで可 能 で あ り,;デ ュポ ンの例 では プ ロジ ェク ト数26,ア クテ ィ
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ビ テ ィ数1,200の も の が 使 わ れ て い る。

な お 手 法 と し てTopolation(TopologicalSimulatiδn)と い うア プ ロ ー チ の

仕 方 が あ る とい う話 で あ っ た が,そ の 手 法 に 何 か 良 さ を 見 出 して い る よ う であ った 。

1.3ソ フ トウ エ ア の 見 積 に つ い て

ソ フ トウ エ ア の 見 積 り方 式 は 「 般 に3種 あ る。 す な わ ち

(1)FixedPrice

{2)FixedPriceplusA.dditionalPayment

(3)TimeandMateria正

Fixedpriceで 見 積 る こ とは,商 品 と し て は 理 想 で あ る が,新 しいSoftwareを

Fixedpriceで 見 積 る こ と は 困 難 で あ り,ま たuserの 希 望 を 容 易 に 入 れ う る と い う点 で,

また い つ で も 打 切 れ る とい う点 でTimeandMaterialに は 利 点 が あ る。

CEIRで はFixedprice契 約 も行 な っ て い るが,そ の 場 合 所 定 の コス トを 大 巾 に上 ま

わ った 時 の処 理 が 問 題 で あ る 。 そ の 時 に 興 味 が あ る の は

a政 府 関 係 の 契 約 で はFixedprice契 約 で も コ ス トが 大 巾上 昇 した 時 は 面 倒 を 見 て くれ

る。'

b民 間 の契約 ではFixedprice契 約 であ る と コr〈トが大 巾上昇 して も面倒 を見 て くれ な

い こ とか 多い。

とい う点 であ った 。

見積 りの誤 差は エ キスパ ー トが見積 るの で少 な い とい うこ とであ った が,実 際 は 前述 の"コ ス

ト大 巾上 昇 の場 合"の 話 な どを考 えても見積 誤 差 が少 な いか ど うかは疑 わ しい。

1.4計 算 サ ー ビス

GEIRは7個 所 の デ ータ セ ン ターを もっ て いる。米 国 大手 の ソフ トウエア 会社 は 企業安 定 の

た め に デ ー タセ ン ターをおい て計 算 サ ー ビス を行 な っ てい るがGEIRも そ の例 に洩 れ ない 。

また 計 算 サ ー ビス と してTSS形 式 を とる こ とは,プ ログ ラマ ー,オ ペ レー ター,パ ンチ ャー

の数を へ ら し,少 人 数 で高価 な 計算 機を 運営 で きる とい う点 で メ リッ トが あ るが,CEIRもT

SSサ ー ビスを行 な ってい る 。

ワシ ン トン ではGE265,GE420シ ステ ムを用 い てTSSの サ ーLビスを行 な っ てお り,

ユ ーザ ー数 は 数百 あ るが,い ず れ も小規 模 で タ ー ミナル をも ってい ない ユ ーザ ー さえあ る。 これ

らはCEIRの デ ー タセ ンター内 に あ る数個 の ター ミナル を借 りに くる。(こ の ター ミナ ルは セ

ン ター の プ ログラ マーが利 用 す る。)

ター ミナル はTeletype33を 主 として使 って いる。 ター ミナ ルの レス ポ ンス タ イムは簡

単 な 実演 を して も ら った が10～20秒 であ った。
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2.参 考 事 項

2.1CDCと .CEIRと の関 係

CD'Cの 構 成 を 図 示 す れ ば 次 の よ うな も の に な る 。

RI、

Researcft

Laboratory

MFG

Manufacturing

Plant

DC

DataCenter

SO

SalesOffices

IAS

Instituteof

Advanced

Study

.IAT

Institutefor

Advanced

Technolgy

PS

Profess-

ionai

Group

DC

DataCenter

図1CDC/CEIR組 織 図

CEIRは こ の 一ー一:部門 と な っ た わ け で あ る が,そ の 構 成 は

(1).IA.S(lnstitute.ofAdvanced8tudy)

Langu .age関 係 の 開 発 、 ・

(2)IAT(1…tit・t・..・ 、fAd・ ・n・edTechn・1・gy),ittt .、

Seminarの 開 催 な ど 主 と し て 教 育 ,,

(3).'PS(ProfessionalService.Group) .、

.応 用 プ ロ グ ラ ム の 開 発 な ど
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(4)DC(DataCenter)

IBM,GE,CDCの 計 算 機 を お い て 仕 事 を して い る 。

そ の 所 在 地 は

BOSTON,NEWYORK,WASHINGTOND.S ..,LOS .ANGELS,

SANFRANCISCOお よ びHAGUEとMEXICOで あ るo

現 在,計 算 機 も建 物 も 人 もCDCと は 別 で あ る が 徐 々 に統 一 し つ つ あ り,計 算 機 も そ の うち

CDCに 統 一 さ れ る0

2.2ソ フ ト ウ エ ア の 開発 お よ び 見 積 に つ い て

CEIRの 全 従 業 員 は1,000名 以 上 で あ る が,そ の うちWASHINGTOND .C.に

約300名 の 人'員 が い る。

こ の 大 部 分 はPS(ProfessionalServiceGroup)に 所 属 し て 各 種 の 応 用 ソ フ ト

ウ エ ア を 開 発 して い る 。(資 料 参 照)

た とえ ばIntegerLinearProgramの 分 野 で い えば 次 の よ うな プ ロ グ ラ ム が 開 発 さ

れ てい る。

(1)
.bi・q・y・1・m・n・tのP・ ・ei・t・g・ ・LP

300equationsr3000variablesを 解 くプ ロ グ ラム をIBM7094で

60,000instructionsで 作 っ た 。 これ は 上 記 条 件 の 問 題 をIBM7094で1時 間15

分 で解 け る 。

②mixedintegerLP

150equations,1000variables,内156integervariabresの 問

題 を ・BM7090/94用 に 開 発 し た 。(1967)L・

これ もbranch&bound方 式 を 採 用 し て い る。

しか し 見 積 に つ い て は 一 般 に 困 難 な こ とが 多 く,た とえ ば200隻 の 船 に つ い て のSimula=

・i・n嚇 査 は3個 月 ・5人 の っ も り で ス タ ー ト した が,3年 た 。 て も終 。 てL・ なL・
。.1

5.入 手 資 料

(1)C-E-1-R,Inc.ProfessゼonalServices

(2)AnnualReport(yearEndedJune30,,67「)

以 上



}
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IBM社 の デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス

(IBMデ ー タセ ンタ ー)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面,撰 者

IBMDATACENTER

MichiganAv.,Chicago,Il1.

昭 和43年7月19日

吉 田,中 島,若 曾 根,岡 田,石 井

Mr.L.RogerSmith(ConsultantDataCo㎜unications)

1.概 要 お よ び所 感

IBM社 の デ ー一夕セ ン タは,主 と して 自社Q生 産,販 売,管 理 な どの業務 を高能 率化 し,受 注か

ら出荷 ま での時 間 をへ らす こ とと,無 駄 のな い領脚 を行 な うこ とを 目的 と してお'り,そ れ と並 行 し

てユーザー(カ ス.トマ ー)の た め の教 育,バ ックア ッ プな どに計算 機 畦間 を 売 って い る。

またIBMは 独 占禁 止法 の 規定 の た め,自 社 で直接 計 算機 時 間 販 売 の ため の各種 の サー ビスを行

な うこ とは で きな い。 そ こでそ の種 の サ ー ビスのた め にSBC社(Service-BureauCorp)

を子 会社 と して持 って い る。

この2つ の セ ンタrIBMデ ー タセ ンター一とSBC社 につ いてL .RogerSmith氏 と討議

形 式 で面接 した。

調 査 の対 象 は主 と して リモー トター ミナル の活用 状 況に しぼ ったが,IB'Mの デー タセ ンターは

国際的 な テ レプ ロセ シ ングを行 なρ てお り,全 部 で250セ ッ トのIBM1050が ター ミナル と

して使 わ れてい る。 また 高速 回 線 と して1ま40 .8KB(5100字/秒)の 旧称TELPAK-Aを

使用 してお り全 部 で50セ ッ トのIBM7711特 殊 計算 機 が ター ミナル と して使 用 され てい る
。

これ で 製造,開 発 につ い て の情 報 を 記憶 レ,問 合 せ に対 して 最新 の 回答 を用 意 す るた め のMIS

(M・ ・ag・m・ …nf・ ・m・ ・i・ti
..・Yls・ ・m)を 多数 の ・BMIOsOタ ー ミナ ル を用 ・・て,

全米 を4RegiOnに 区分 して行 な6て お り,そ の結果 セー ル ス 部門 か ら工 場 まで16時 間 で必

要 な情 報を 伝達 して い る。

・の2つ の憾 ば い ず れ も実務 的 な もの に嘩 され て垣M・Sと よぶ 云 云 にお 、、≧ も扱

ってい る情 報は 日常 ど～二で も行 な って い る こと を高 速化 した も の にす ぎな い よ うであ る。

SBCは ・BM360/50と36』0/65のDi・ectC・up1。S,、 ・'。mを 中 心 とし
,

全 細 注M360/20・ を ・ベ チル と して配 置(1・ ～20嚇)し 請 醐 時 間 お 。ぴ それ

に締 す るサ ー ビスを 売 ・て い る会社 であ 互夢 ・れ にっいて も若 干 の誠 を 議 た
・ 簡 戦 結 論
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を下記 す る。

(1)IBMは 社 内情報 管理 のた め に,ネ ッ トワー クを作 っ てい る が高 速大 量 処理 と低速 少量 処理

の2つ に区分 して,そ れぞ れ の特 長 を生 か した2重 構造 の システ ムと してい る。

(2)MIS(シ カ ゴではMICSと よん でい る由)の 考 え方 もあ くま で コス ト本 位 であ る。

(3)シ カゴのデ ー タセ ンター は 意 外 にオ ペ レー タ が少 く,一 見 あい てい る よ うに 見えを 機 械が 多

い。 この こ とは 自動 送配 信 シス テ ムが オ ペレ ー タの数 に比 して大 きな計 算 処理 を行 な え るもの

を示 す と考 え られ る。

2.詳 論
t

2.11BM社 の組 織

IBMデ ー タセ ンターを概 観す るた め にIBM社 の組 織 を簡 単 に記せ ば下 図の如 き もの とな る。

Group

Divislon

pl

・Central

HeadQuarter

T 1
DataPr6ce『ss-

ingHQ

R・esearch&

Devρ 】opment

Typewriter&

Govemment
CompUter

Production

sion ll

Development Manufactur-
ing

M・ ・krti・g

Lobaratory Plants Region

11個 所11個 所

`

4個 所

District

Sales

Office

200個 所

CUSTOMERか らの 要 求 はSalesOfficeか らDistrict(地 区)の マ ネ ジ ャー を

経 てRegionの マ ネ ジ ャ 一-Va伝 え ら れ,そ こ か.tうDataProcessingのHeadQuar-

.… へ 報 告 さ㌶ と と も に・ 工 場(M・ 、nufact・ ・i・g).陸 絡 され る・ も 曜 求 内 容 滞

殊 な も の で あ ぱ ・・g・ ・
.nの マ ネ ジ ・r?獅 でDeve1・pmentdi・isi・ ・嘩 絡 さ れ

る 豆
、 一.
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デ ー タセ ン タ ー の 主 た る 目的 は,受 注 か ら 出荷(Shipping)ま で の 時 間 を で き る だ け 短 か

くす る こ と と,そ の 間 の情 報 の 流 れ を 充 分 に 制 御 し て 良 い 管 理 を して ゆ く こ と に あ る。

2.2デ ー タ セ ン ター の 業 務

デ ー タ セ ン タ ー の業 務 を 大 別 す る と

(1)ITPS(1・t・rnati・na1T・1・p・gcessi・gSy・t・m)

(2)HighSpeedProcessingと して の

MIS(ManagementInformationSystem)の2種 類 に な る。

2.2.11TPS

ITPSは 北 ア メ リ カ,日 本 お よ び ヨー ロ ッ パ の そ れ ぞ れ に,全 部 で250セ ソ
.トのIBM

1050タ ー ミナ ル を お き,そ れ を テ レ タ イ プ 用 の 専 用 回 線 で 結 ん だ ネ ッ ト ワ ー ク で あ る。 す

な わ ち

(1)回 線 速 度 は14.5c}/』ec

(2)タ ー ミナ ル はIBM1050(250個 所)

(3)回 線 は ヨー ロ ッパ で は,パ リのIBM360/30と ター ミナ ル とを 結 び,ヨ ー ロ ッパ

以 西 は 二 ・ 一 ヨ ー ク のIBM7740(2シ ス テ ム)お よ び ・BM7010と タ ー ▽ ・レ

とを 結ん でい る。

日本 お よび ヨー ロ ッパは それ ぞれ2本 の専 用線 を も って いる。

(4)タ ー ミナ ルは 各.SalesOfficeに1個 以 上 おい てい る。 ・

このITPSが 担 当 す る情 報交 換 は

(1)メ ッセー ジ交換

② 少量 デー タの伝送

を 対 象 と し・ 情報 量は 大体 等 量 と考 え られ る。 その量 は メ ッセー ジに つ い てい えば1日 約

30,000通(1通 は平 均300字)程 度 である。

送 られ るデー タの種 類は 次 の よ うな もの であ る。 ,.

(1)1CARDORDERS,一

カス トマ ー が必要 とす る カー ドの量 納期,そ の他 必 要 な情報 をSalesOfficeか ら

CARDHeadQuartersへ 送 る。
.1,

(2)SPECIALMARKETING『REPORTS- i ,、 、

特定 の期 間,特 定 の品 目な どにつ い て全SqlesOffice又 は特 定 のSa -le、Qffice

か ら所 定 の様 式 で報告 させ るこ とが あ る。

'この最 も典型 的 な例 は"
RAT計 画"と よば れ る。IBMが 新製 品 を発 売 した ときに最 も

重要 な こ とは,そ の新製 品 に対 す る カス トマー の反応 を早 急 に掴む こ とであ るが,そ のた め

に毎 日ど こで どれ だけ 売れ たか を ある期 間 集計 す る こ とが あ る
。4)と きは各Sales
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Officeは 細 か な 情 報 は ぬ き に して と に 角 何 台 売 れ た か と い うこ とだ け を'¶RAT"と い
～

う名 で セ ン ター にお くって くる。

(3)DEVELOPMENTREPORTS

新製 品又 は製 品の一 部変 更 製 品 に つい ての附 加的 な新 しい 情報 な どを各Sa正esOffice

へ連絡 する。 これ はDevelopmentHeadQuarterか ら発 信 され る。

(4)EMERGENCYPARTORDERS

特 に緊急 を要 す る 部 品に つい てはITPSで 処 理 す る。 パーW)フ ァ イルはIBM7010

が も って お り,部 品 を要 求す る と,要 求 元 に一番 近 い倉 庫 を計 算機 が え らん で 出荷 を 指示 す

る。(通 常の 場合 は 部 品の要 求 は その 部品 を管理 す るHeadQuarterに 伝 え られて処

理 され る。)

2.2.2MIS

IBMは 前 述 のITPS用 低速 回線 の他 に大 量 のデ ー タを 伝送 す るた め の手 段を 用意 してい

る。

これは,従 来TELPAK-Aと よぱれ てい た高 速回 線,す なわ ち40,800ボ ー(5100

字/秒)の 回 線 をAT&Tか ら専 用線 と して借 りてい るも の で,回 線 を所 有 してい るのはAT

&T,回 線 の ス イ ッチ ングを してい るの もAT&Tで あ るが,タ ー ミナル はIBMが 所 有 し,

回 線 もIBMが 専用 して い るn

この ター ミナル はIBM771』1特 殊 計算 機 と,301Bデ ー タセ ッ トで構 成 され,カ ナ ダ

に1タ ー ミナル ある他 は 全部米 国内 に タL・一・一ミナル が分 布 しそい る。 そ の総数 は 約50個 所 で,

工 場,研 究 所,地 域 本 部(District)で 使 用 してい る。

使 用す る と きは デー タセ ッ トで2数 字 を まわ し てAT&Tに よ6て 宛 先交 換 を した のち,磁

気 テ ー プ で発 信 し,相 手 も磁 気 テー プ で受信 す る。'

この トラ ンザ ク シ ョンの量 は1日 当 り10億 字 ～15億 字 であ る。

この高 速線 は ・BMのM・ ・k・ ・i・g部P弓 め4つ のRegi・'riと 》Manuf・6・ti"・i・g

部門 の11の 工場 を結 んで"MIS"を 形成 す る。 』't・'・

・4つ のRegion』 は

(1)ERO(E。 、t,,。R,gi。n)

(2)GEM(GovernmentEducati>6'h&Med'ichl)

(3)『MWROてMid・We訂ernReさio'h)

、r

④WRO(West・,nR・gi・ ・)

で あ る が ∴ こ れ を ∴ ∴ ・

aDa・taProc6・singHe'adQUarterお よ びERO,GEM

bMVV'ROL㌧ ㌻㍉ …
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cWRO

の3つ に分け て,そ れ ぞ れ で1つ のMISを 構 成 してい る。MWROとWROと は 直接連 絡 す

る道 は な く,DataProcessingHeadQuarterに 接 続 され てい て,そ れを 介 し

て連 絡 す る ことは可 能 であ る∩

2.2.3MISの 狙 い

SalesOfficeか らRegionに 集 め られ た情報 はMarketingDivisionを 経

てManufacturingDivision}(お くられ,更 にPlantへ 伝 え られ る∩ この情 報 経

路 を16時 間 にす る ため に,上 記 の伝 送速 度 が必 要 であ る。

この 高速 線 がす で に発 達 してい る の で,ど こか にIBMの 新工 場 を 作 った と きに も そ こに高

速線 を 引け ばそ れだ け で その新 工 場 はMISに 利用 してい る大型 計 算機 と結 合 で きた こ とに な

る∩

通 常小 規模 の新工 場 では,機 械 化 が良 い こ とはわ か って いて も コス トの こ とを 考 え る と機 械

化 が で きない が,こ の方 式 に よって ど んな小 規 模 の工 場 で も安 くDataProcessingを

行 な うこ とが で きる。

将 来 の狙 い お よび リモー トター ミナ ル利 用 の他 の シス テ ムの例 を 挙 げ る
。

(1)将 来IBM2260デ ィス プ レ イター ミナル を各SalesOfficeに お き,こ こか ら労

務 関係 の情 報 を本 部 に入 れ る システ ムを実 用化 す る計 画が あ り,こ れは す で に数 年間 開 発 を

続 けて お り一部 は 実務 を の せ られ る よ うにな って きて い る。 これ は公 共 労 務 シ ステ ム と して

使 え るであ ろ う∩

(2晒 の リ予 一 トB-一 ミナ ・レ利 用 の シ ス テ ム と し て は 搬 に 発 売 さ れ る 形 に な 。 た も の と し て

4dministratorTerminaISystemが あ る。 これ は 下 図 の よ うにIBM2740

タ イ7:ラ イ タ ター ミナ ル をCPUと 結 び,各 タ ー ミナ ル か ら フ ァ イ ル の メ ン テ ナ ン ス と 問 合

せを 簡単 に行 な え るよ うに したも の で,応 用 と しては

弁護士 事 務 所 で資料 を作 る ときに,そ の 資料 を フ ァイ

ル してお けば 資料 の追 加
,修 正,変 更 削 除な どが容 易

に で き,し か も2つ 以 上 の 事務 所 が あ る場合 に
,ど ち

らか一 方 で修正 して おけ ば他 方 では いつ も最 新 の情 報

を入 れ うるの で便利 であ る。

(3)タ ー ミナ ル か ら任 意 の セー ル ス オ フ ィスの販 売成 績

をチ ェ ックす る こと もで き る。 た とえば,セ ール ス オ

フ ィスを え らん で その販 売 実績 を プ リン トす る よ うに

ター ミナル か ら指定 す る と,(指 定 した人 間 が有 資格

者 であ れば)所 要 期 間 の実 績 が あ らか じめ記憶 され て

Typewrites

2740

Termira1

40Lines

S/360
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いた通 りに タ イプ され る。 その実 績 が特 に良 い か 悪い と きは 赤字 で出 て くる。 そ こで,そ の

・ 原因 をチ ェ ックす るた め セ ール スマ ン別 実績 を 出 してみ る こ とも で きる。 更に特 に良 いか悪

い セール ス マ ンにつ い て更 にそ の原 因を 見 る こ とも で きる。 この よ うな問 合せ に も応 じられ

る よ うにMISの 構 成 には工 夫 が払 われ てい る。

2.2.4SBCに つ い て

IBMは 自社 で直接 計 算機 時 間販 売 を す る ことは独 占禁止 法 の 制 約のた めに で きない。 した

が ってIBMの デ ー タ セ ンター は計 算機 時 間 のみ を サ ー ビス す るだけ で プ ログ ラ ミング,オ ペ

レー シ ョ ンな どの 附帯 的業 務 はす べ て カス トマー 自身 に よる。

これ に対 してIBM社 はSBC(ServiceBureauCorporation)社 を設立 し,

この子 会社 の手 に よ って,計 算 機 時間 の 販売並 にそ れ に附 帯す る業 務 を サ ー ビス させ てい る。

SBCはIBM360/50とIBM360/65のDirectCoupleSystemを
」

中 心 と し,タ ー ミナル(全 米10～20個 所)と してIBM360/20を おい て リモー トバ

ッチ処 理 を高 速 回線 経 由 で行 な ってい る。

SBCのDirectCoupleSystemはASPと よぽ れ てい る。ASPの 場 合,IBM

360/20タ ー ミナ ル の情 報 はIBM360/50と 授 受 し,IBM360/50に 集約 さ

れた 情報 をIBM360/65で 集 中処 理 す る形 を とって い る。

計 算時 間 を販 売 す る 会社 は,全 米 に 約2,000あ る と推定 され て お り・ 毎 週 ど こか で新 しい

サー ビス会 社 が作 られ てい る。 しか し その大 部分 は 小型機 と考 え られ る。(パ ンチ カー ドシス

テ ムだ け の会 社を 含 む か ど うか は不 明 であ る。)

航 空 会社(ダ グ ラス,ロ ッキ ー ドな ど),電 話 会 社 銀行 の 中には,自 社 内 に計 算時 間 あ る

い は コ ンサル タ ン ト業 務 を販売 す る部 門 を お く所 も でて きて お り・ この 分野 は今 後 も発展す る

と考 え られ る。

SBCで 使 用 して い る主 な言語 はCALLBASICとDATATEXTで あ る。CALL

BASICは,有 名なQUIKTRANをIBM360用 に衣 替 え した も の でIBMのData

ProcessingDivisionで 開発 し,MarketingDivisionが 売 ってい る。

TSS用 言 語 で・IBM360の ター ミナ ル と して使 〉こと ので き る3種 の ター ミナル・ す な

わ ちIBM2740(タ イプ ライタ ・タ ー ミナ ル),IBM1050,テ レ タイプ ・タ ー ミナ ル で

使 用 で き る。

DATATEXTは リモ ー トタ ー ミナ ル か らTextEditingを 行 な うた め の 言 語 で

ManagementProgramに 使 わ れ て い る。

2.2.5シ カゴ ・デー タ セ ン タ ー の 規 模

IBMのMWRO(MidWesternRegion)の デ ー タ セ ン ター(シ カ ゴ)の 規 模 は 次 の

とお りで あ る。
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CPU IBM360/65

360/50

360/40

360/30

360/25

360/20

1BM1800

1130

入出力機⇒

言己憶 装 置 」

IBM2314デ ィス ク(2台)

他 にデ ー タセル

ドラム

多数 の磁 気 テ ー プ

へ
IBM12871

㌧

1288j

IBM1490

工BM2250

2260

そ の他

オプ テ ィカル リー ダ

磁 気 イ ン ク リー ダ

ラ イ トペ ン デ ィス プ レ イ

キ ャ ラク タ デ ィス プ レ イ

カ ー ド リー ダ,パ ンチ,ラ イ ン プ リン タ な ど

の通 常 機 器 お よ び プ ロ ッ タな ど。

計算 機 は3シ フ トで使用 され てい るが1日 大 体15～20時 間 く'らい で
,

第1シ フ トは100%

第2シ フ トは80%

第3シ フ トは50～60%

ぐ らい が 占有 され て い る。 工BM65は 最 も ぎつ く使 わ れ てい るが
,こ れは ユ ーザ ーが ライ ト

ペ ンデ ィス プ レ イを使 ってみ る ため に訪 問 する と
,ユ ー ザ ーの条件 に よっ ては1入 だ け で機 械

を 占有 す る こ と もあ るため と思 わ れ る。(ユ ー ザー 次第 では ラ イ トペ ン使 用 中 も他 のプ ログ ラ

ムを 流 す ことは行 な ってい る
。)

これ らの計 算機 のス ケ ジュ ー リング は,利 用 要 求 元 の リクエストシ ー トをIBM1287オ プ

テ ィカル リー ダ で読 み と って計算 機 で ス ケ ジュー ル 表 を作 る こ とを してい る とい うこ とであ る 』

が,一 寸 見 た感 じでは あ いて い る機 械 も あ り
,大 体 ゆ った りと使 ってい る よ うに見 え た。 しか

しあい てい る よ うに見 え る とい うこ とは 自動 デー タ収 配送 を行な ってい るの で あろ うと思わ れ

る。(こ れ は 第1シ フ ト100%使 用 とい うこ とか らの推 定 であ る
。)
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2.2.6検 討

2.2.6.1社 内 ネ ッ トワー クの構 造

IBMの 社 内情 報 ネ ッ トワー クは2重 構造 で あ る。 す なわ ち

(1)各 地 に散 在す るセー ルス オ フ ィス を直接 の端 末 と し,国 際的 規模 の ネ ッ トワー クを構 成

す るITPS。

これ は広 い代 りに低 速回線 を使 用 して い るか ら少 量 の情報 を 交換 す る のに役 立 つ。 いわ

ば電話 の代 用 であ る。 低 速 回線 とは い って も授 受す る情 報 量 も小 さい か ら決 して遅 い こ と

はな い∩

② 主 と して米 国 内 の地 域本 部 研 究所,工 場単位 に まとめた所 を端 末 とす るネ ッ トワー ク

を構 成 し,大 量 の情 報 を高速 交 換 す るの に役 立 つ。 いわ ば航空便 よ りも速 い航 空 便 とい う

感 じで あ る。

この2つ の システ ムを用 い てHeadQuarterが セー ルスオ フ ィスか ら直接 簡 単な こ

とを と りま とめ た り,セ ー ルス オ フ ィス に直接 指 示 した りす る ことも で きる し,ま た 正確 な

大 量 の情 報 を セー ルスの 地域本 部 か ら必要 な 工場,研 究所 あ るいはHeadQuarterに す

ぐお くるこ ともで きる。 こ の使 いわ け はわ か りや す く,こ れか らみ る と低速 回線 網 高速 回

線 網 の利 点 を うま く使 って い る と思 わ れ る。

2.2.6.21B『M社 のMISの 考 え方

IBM社 内 用 のMISは あ くまで実 務本位 であ る。IBMは

(1)受 注か ら 出荷 まで の所要 の情 報 を 正確 に記録 す る こと

(2)記 録 内容 を 必要 な と きに更新(追 加,変 更,削 除 な ど)す る こ と

(3)い っ で も最新 の 情報 を入手 で きる こ と

とい うこ とを狙 い と してお り,ま た こ の記録 と並 行 して,当 然 必要 とされ るデー タ処 理 もそ

の 記録 を利 用 し て集 中処理 す る こ とを 行 な っ てい る。

このMISは しか し 「どこ の場 所 か らで も瞬 間的 に 最新 の デー タを と りだせ る」 とい うシ

ステ ムでは な い。 む しろ と り出せ る場 所 は限 定 され てお り,デ ー タの更新 は地 域 本 部が 指示

した も のを工場 で受 取 る まで に16時 間 を 必要 と してお り,こ れ ら の こ とか らみ て 「な るべ

く速 く,し か し コス トを無 視 して まで速 い とい うことの な い よ うに」 ζい う観 点 か ら コス ト

中心 で設 計 された シス テ ム であ る と思わ れ る。

自動 車 の在 庫 管理 で は その在 庫 の圧 縮 は 大 きな 利 益が あ り,ま た計 算機 航 空 機,船 な ど

の工程 管理 では そ の工程 の短 縮 は 大 きな利 得 を もた らす。 この よ うな場合 に,も し情報 処理

速 度 を 高め る こ とに よ って,そ れ らの利 益 が え られ るな らば情報処理 コス トを かな りか け て

も ペ イす るは ず であ る。 しか し安 い 品 物,た とえば タバ、コの在 庫 管理 を リアル タイム処 理 す

る こ とは意 味 が ない であ ろ う。(こ れ らは大 量 の在 庫 に な りや す く,し た が って統 計 技術 の
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対 象 にな りや す いか らで あ る。)

この よ うな見方 は な ん で もな、、・こ とであ るが,そ れ がす な お に,と りい れ られ て い る とい

う感 じであ った。

以 上

o

`
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G.E.PhoenixPlantInformationSystems&Equipment
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Phoenix,Alizona

昭 和43年7月22日

吉 田,岡 田,若 曾 根,石 井,中 島

Mr、(LW.Duffy(Manager・SalesSupPort-Jnternational

MarketingLargeSystemsDepartment.)

1.概 要 お よ び 所 感

当初 予定 され た スケ ジ ューール が,航 空機 に ょ って約3時 間 に減 少 を余 儀 な くされた結果,討 議 だ

けに集 中 し,工 場 見学 や オ リエ ンテ イシ ョンの すべ ては 省 略 した。

しか し,ア メ リカで の各種 使用 され てい る言 葉 を,整 理 しその意 味 にっ い ての定義 的 な討 議 がで

きた こ とは幸 い で あ った。

(1)GE社 のEDP政 策 は,3つ の考 え方 を同 一 コン ピ ュー タで利 用す る ことを,大 型 機 の特 色 と

して打 ち 出 して い る。

(2)TSSに つ い ては,265,420,を 専用機 と して,600シ リー ズは,単 なるTSSだ け

には とどめな い こ とを強 調 してい たo

(3)通 信 回線 は,電 話 会 社,Systemぽ そ の専 門家.が 当 る こ とが本来 であ り,電 話 会 社 との共

同研 究 を進 め てい る。

(4)ソ フ トウエ ア開 発 は,永 年 の期 間を 要 す る の ℃ 経験 の差 が現 れ よ う。特 に ここ1,2ヵ 月間

に,新 た な ソフ トウエアが 実用 化 した ことを他社 に先行 して い る要 素 とし ていた。

(5)TSSは 将 来,ビ ジ ネス用が 伸 びる であ ろ う。

(6)GE社 のTSSは,社 内 のニ ーズ か ら実用 化 し,研 究は大 学 その他 て行 な うこ とを続 け るが,

商業 用 は,や は り社 内 で作 る ことが続 くであろ う。

(7)今 後 の 対策 とし)t入 出力,タ ー ミナルを すべ て開 発 し,次 の準備 は とと の った として い る。

2.詳 論

まず,言 葉 の定義 区分 に つい て確 認 す る。

一般 に タイ ム ・シェ ア リン グ ・システ ム につい ては
,各 社 ともま ちまち な表 現 が され て い るため
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に,シ ス テ ムを 検 討 し た り,言 葉 の や り と りに 誤 解 を 招 く こ と が 多 い。

そ こ で,1カ 月 間 の 調 査 の 過 程 か ら生 じ た,Computer用 語 を 次 の よ う に解 釈 して使 用 す る こ

と に す る 。

(1)Batchprocessingと は,一 括 し て処 理 す る こ と で 従 来 か ら,常 識 的 に 行 な わ れ て い た

シ ステ ム で あ る。 しか し,そ の後,オ ン ・ ラ イ ン と か タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ と か ・ リモ ー ト ・バ

ッチ な ど の言 葉 が 使 用 さ れ始 め た の で あ え て,慣 行 的BatchprocessingはLocal

Batchと 呼 ぶ よ う に な った 。,.1 ,

し たが っ て,LocalBatchと は,EDpが 設 備 され て い る 部 屋 で入 出 力 ま でがBatch

で処 理 され る こ と を い うo

(2)'RemoteBatchと い う言 葉 は,非 常 に広 い 意 味 に 使 用 され て い る。 例 え ば 遠 隔 の ター ミナ

ル か らEDPに 入 力 して,バ ッチ 処 理 し た 後 遠 隔 地 に 戻 す こ と を 一般 にRemoteBatchと 呼

ん で い る こ とが 多 い 。

し か し,遠 隔 地 か らの入 力 デ ー タ が,MessageSwitchingの 装 置 を 経 て磁 気 テ ー プ に

して そ れ を オ ペ レ ーータhg介 入 し て,Computerで パ ッチ 処 理 を し て,再 びMessage

Switchingか ら 出力 す る も の も含 め て い る場 合 が 多 い 。

建 設 工 事 現 場 の 給 与 とか は,工 事 現 場 とEDPがOn-lineで 接 続 し て,あ た か も そ の 現 場

で パ ッチ 処 理 し て い る の と同 じ状 態 を 作 っ て い る 。 こ れ は,純 然 た る リモ ー ト ・バ ッチ で あ る。

DataNetwork社,MEDINETの 圭 業 務 は こ の 定 義 か ら す れ ば,デ ー タ ・コ レ ク シ

ョ ン ・シ ステ ム と ロ ー カル ・パ ッチ 処 理 に デ ー タ通 信 シ ス テ ム を継 ぎ合 せ て,あ た か も リモ ー ト ・

バ ッチ の よ う に し て い る だけ で あ る 。

㊧IBMREVIEWで は,REMORTBATCHは 大 量 入 力 で,TSSは 少 量 入 力,R.B.

は 小 規 模 並 行 処 理 で,TSSは 多 重 並 行 処 理 を 意 味 して,広 義 に は,同 一 視 し て い る。

(3)DirectAccessと は,On-1ineでRealTimeInquiryに 応 じ ら れ る シ ス

テ ム を い うo

した が っ て 入 力 者 が 遠 隔 ター ミ ナル か ら直 接1目 的 を リク エ ス トして 処 理 で き る方 法 で,一 般

に は,On'-lineRealtimeSystemで あ るo

こ の 方 式 も また 次 の タイ ム ・シ ェ ア リン グ と区 分 す る た め に,DirectAccessと 呼 ん で

い るo

(4)TimeSharingSystemと は ・Multi-Prograimmingに よ っ て ・2種 類 以 上 の

業 務 を そ れ 以 下 のprocessorに よ って 処 理 され る こ とで あ る。

一 般 に は 遠 隔 タ ー ミナ ル か ら,個 々独 立 の 仕 事 を 同 時併 行 作 業 を した の と同 等 にproceSs

を 制 御 しな が ら 処 理 す る こ と が 多 い 。

こ の 場 合 は,On-lineTimeSharingで あ るo
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(5)TimeSharedServiceSと は,上 記4っ の カ テ ゴ リー の全 てを 含 ん で パ ッチ 処 理 の 時

間 貸 し・Remoteパ ッ チ に よ る 時 間 割 り振 り,DirectAccessに よ るInqhiry,on-

lineのTimeSharin9ま で を 含 ん で い る。 そ の 意 味 で は,計 算 セ ン ター の パ ッチ 処 理 の

ス ケ ジt'一 一ル に よ って 処 理 さ れ て い て も,TimeSharedServiceSを 行 な っ て い る とい う場 合

も あ る 。GE600シ リー ズ は,全 て を1機 種 で で き る よ うに して,TimeShared

Servicesの で き るComputerと い う こ と に な る。

(6)qonversationLanguageはTimeSharingと かDirectAccessで き る

た め の 会話 用 言 語 で あ る 。

と れ は,大 き く2つ に 分 け ら れ る。' ,

科 学 用 言 語 に は,'Ba,sic,CaIlBasic,ConversationalFORTRANな ど が あ

る 。 そ れ に 対 し て,ビ ジ ネ ス 用 に は,TextEditor,Compu'text,DataTextな ど

が そ れ に 当 るo

これ らの 言 語 に つ い て は,各 社 の特 色 が あ って 同 一 の も の で は な い 。

この 他,ACE/RUNOFFと い っ てt
"プ リン トア ウ トを 編 集 した り,フ ォ ー マ ッ トす る言

語 も あ る 。

こ れ ら の 開 発 が これ か ら の パ ー フ ォー マ ンス を 決 め る こ と に な ろ う。

(7)Cornmunicationline}(つL・ て

一般 に
,TeletyPeやTelexに 使 用 さ れ る 電 信 線 は,Telegraphliheと か,

Privatewire、lineと 呼 ん で い る が,Teletypeを ター ミナル に も つ場 合 は,必 ず し

も,電 信 線 だ け で な く電 話 線 を 使 用 す る こ とが 多 い 。

した か って,Teletype33,35,37と い っ た 機 種 は,Wirelineで もVoice

Gradeで も よいo・

そ し て・micr・-W・v・ の 場 合 には ・B・ ・a
.dB・ndと 呼 びT・1-PAK・D・AL-pAK

は そdy範 瞬 で あ るo

(8)Vo'ceG「ad・ は2種 類 あ ・て・カ・入 臨 級 そ のまま利 用 す 鵬 合1・2・0ρ9・ ・T/

SECで あ る。 そ してPrivate-Phon
.eと して専用 電 話 線 を使 用 す る場 合 は,2.400BI[1/

SECに な るo

(91Te1'etypeGradeは ・ 一 般 にTelexな らば66語/分,1語6字 で あ る。 そ れ に対 し

てTeletyPeは,王 に4種 類 使 用 さ れ,標 準 は60語,75語 で あ る が 最 近iで は,Te .1e_
ヨ

type33・35を 使 用 して,100語 一110BIT/SECやTeletype37の よ う

に150BIT/SECと し て 使 用 さ れ る 。

Oe)BroadBandは,40,800BIT/SECで 最 も高 速 で あ る 。GE600シ リー ズ の場

合 はGE115ま た はGE130Computerが 使 用 さ れ る 。UNIVACの 場 合 も1004,
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1005が 使 用 され て,高 速 入 出 力 を ター ミナ ル と し て利 用 さ れ る。

こ れ らの 異 な りた 特 性 を そ れ ぞ れ の 業 務 目的 に合 せ て作 る こ と の で き る シ ス テ ム がGE600

シ リ ー ズ に 見 ら れ る 大 型 シ、ス テ ム で あ り,TeletypeGradeま た はVoiceGradeに 合

せ てTimeSharing専 用 に した の が ・265シ リー ズ で あ る.。

2.13-DimensionalInformationSystemと は何 か

GE社 が600シ リー ズ と して今 後 最 も 力 を入 れ る と思 わ れ る の は,BatchProcess-

ing(Loca1,Romate)DirectAccess(On-1ineRealTimeInquiry)

'
とTimeSharingの3ソ の タ イ プ を 同 一 機 種 で 処 理 す る た め の ソフ ト ウエ ア的 シ ス テ ムを

売 る こ とで あ る0

60bシ リー ズ は, .45,000$～150,000$に お よW〃 ・レ料 で行 な わ れ,625は2

μs,635は1μsのword当 りの ア ク セ ス タ イ ム で あ るo

思 想 的 に は 全 く同 じ で あ る が645め 場 合 は,思 想 的 に異 な った 機 種 で あ る 。 現 在MITでM

AC計 画 を 実 施 中 で あ るが,4年 間 も研 究 が続 け ら れた ソ フ トウ エ ア で あ る 。 そ し て645は ソ

フ ト'ウエ ア に設 計 の 重 点 が あ り,ソ フ ト80%,、 ハ ー ド20%程 度 の 比 率 で あ る。

このMAC計 画 は,ソ フ ト ウ エ ア に 関 す るR&Dで あ って,永 遠 に 完 成 と い う言 葉 は 使 わ れ な

い で あ ろ う。 この研 究 とGE社 自身 の も つApPlicationを 含 め て600・ シ リー ズ の 販 売 を

行 な っ てい るo

現 在3DimensionalInformationSystemが で き る の は,GEだ け で あ る こ と

を 繰 り返 し 強 調 して い る こ とは,こ こに セ ー ル ス ・ポ イ ン トを 置 い て い る わ け で,こ の 部 分 で は

他 社 以 上 の 実 力 を も っ て い る と 自負 し て い た 。

この3Dimensionを 完 成 す る に は,SubSystemと し て の ソ フ ト ウエ ア を 持 っ て い な

^け
れ ば な ら な い0

ー

ま た,SubSystemと して の ハ ー ドウ エ ア群 が 必 要 で あ る 。 この 点GE社Phoenixで

の 使 用 構 成 は 次 の通 り で あ る 。

同 時 に.31カ 所 のTe}minalか ら の 処 理 を 可 能 と して,社 内5,600人 が 利 用 し て い る 。

し た が っ て,こ のPlantの10人 に1人 はT.ermina1利 用 者 で あ る 。 そ の 状 況 は,刻 々

表 示 され る 。7月22日2時50分 に お け る 利 用 状 況 は 次 の通 り で あ った 。

DATANET-760KEYBOARD/DISPLAYTerminal

PERIPHERAL

DISK94

DRUM18

TAPE5'

DN-304

.CPU

BATCH

TSS

GECOS

Idle

63%

2%

20%

15%

memory

BATCH

TSS

GECOS

unuse

167K

62K

17K

gK
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こ れ を 見 て感 ず る こ とは,

TSSのCPU負 荷 の 少 な い こ と・

GECOSI皿 と呼 ば れ る ソ フ ト ウ

エ ア が,実 際 に 大 き な 比 重 で 稼 動

レて い る こ と で あ る。 そ して こ の

DN-760に は,8秒 ご と に 新

しい 稼 動 状 況 が 表 示 されTele-

type33た は,実 際 に 使 用 し

た 金 額 が プ リ ン トさ れ るd、

例 え ば,Resourcesused

$0.78use'dtoDate'

$750.33-36%と い う場 合{

は,T ,SSで そ の 時 の タ ー ミナ ル

の使 用 料0.78ド ル ↓ そ の 日 に 使 .・

用 で き る 持 ち 分 の 中750.33ド

N

D

D

3

N

D

D

3

DN

3D ,

ル を 使 用 済,そ の 比 率 は3・6%で,後6・4%が 使 用 で き る,と い う こrとで あ るo

こ の よ うに 各 端 末 であ た か も大 型 機 を操 作 して い る の と同 様 に 処 理 さ れ て い るδ 一

これ がGE社 の社 内Systemか ら,販 売 に 結 び つ け るや り方 であ る 。 ・ 』 ∴

2.2TSS専 用 機 は265型 で あ る

全 米 各 地 に2・65をGE社 自 身 の運 営 で,す で に316カ 所 を こ え る 導 入 が お こ な わ れ て い る 。

265は235+DN30で あ づ て,、』す で に8年 前 の機 械 の リ ー ス バ'ッ ク を メ ・ッセ ー ジ ・・ス イ ッ'

チ ング のDN30と 組 み 合 せ,磁 気 デ ィ ス ク を つ け た も の で あ る 。

し が し,・GE社 の 強 味 は,.こ の シ ス テ ム は100%ソ ブ ト ウitア で あ る・と い うご ど であ る。

第2世 代 の 陳 腐 化 した 機 械 が,第3世 代 の 花 形 で あ るTSSで 実 績 を 挙 げ て い る の で あ る 。

ダrト マ ス 大 学 で,・ ソ フ ト ウ エ ア に3年 間 か け てBA・SICが 完 成 した 。 こ のBASICは,

265,42・0,・600い ず れ に も使 用 で き る科 学 用言 語 でGE社 の売 り物 で あ る 。

こ の265Tss専 用 機 に 対 して,400シ リー ズ にDN-30を つ け て 市 場 に 出 した の が'

420 ..であ るott'.、 一!:∴ ピ ー』"∴ ・1'ltttt`'tt

これ は,265の0'P:U使 用 料 金1秒4セ ン トに対 して40セ ン トと ・110倍 の 料 金 で あ る が,

Y・パ ー7ォ ー マ ン ス は 若 干 割 安 に な る 。'∴ 、 、 ・'ttt「'』"t

・ しか し,60、0シ リーズ に つ い て は,料 金 を外 部 に 公 表 す る1ま で には 至 らてV・ な い 。'4…20は

TSSとR.BLB・ の 専 用 で,:2・ 、65.のTS、 ・S専 用 よ り も 巾 が 広 、.・dそーの 意 味 で60・0は,

・3Di
:1竣nS'i、o、nの 全 て を行 な5.こ とに 設 計 の 重 点 が あ る の で あ るポ 』IJ…t":'1
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2.3電 話 会 社 と共 同研 究 を は じめ て い る

これ か ら のEDPに は ・ 電 話 回線 を 吹 くこ とは で き な い が ,そ れ に も ま して,周 辺 機 器 や ソ フ

ト ウ エ ア が 重 点 に な っ て い るo

M
.ountineState.』TelephoneC(XArizona)は 友 交的 な シ ス テ ム研 究 を 続 け て お

り,こ の 結 果 と し て ポ ー タ ブル ・テ レ タ イ プ とか,VoiceGrade用 の ソ フ ト ウ エ ア が 作 ら

れ て い るo

し か し・ 今 の と ころGE社 か ら 電 話 会 社 に 出 る も の は い な いが 電 話 会 社 か らGE社 に 入
った も

の は か な り い るo

こO点 ・W・s
.・・8・U・i・nが ・Bluec・ ・ssのSy…m雛 ・ て以 来 通 信 回 線 会

社 が シ ス テ ム販 売15r
.Giveupし た こ と と も通 ず る も のが あ り,よ い シ ス テ ム は 協 業 で あ る

反 面Computer3ystemは や は り通 信 回 線 会 社 だ け で は,よ い シ ステ ム は 作 れ な い とい っ

たGE社 の 態 度 は 当 然 であ ろ う。

普 通 の 電 話 料 金 と全 く同 じで ・ 端 末 さ え つ け れ ば す ぐ に 使 用 で き る と ころ に 日米 の 差 が あ る 。

早 い と ころ では ・∫セ)・1ター と2週 間 で契 約,Telephone・ 回 線,プ ログ ラム の 講 習 を す ませ

て 使 用 した ケ ー ス す ら あ るの で あ る 。

FCCの 勧 告 に よ るAT&Tの 回 線 をComputer .userで 使 用 す る場 合 は,ビ ュ 一一ズ を 取

りつ け る だ け で,ど ん な 周辺 機 器 と も接 続 可 能 に な る の は 早 け れ ば1カ 月後,遅 く と も1カ 年 後

に は 実 現 し そ う で あ る 。

2.4ソ フ トウ エ ア 開 発 が 決 め手 であ る

永 年 のuserと し て の 経 験 を で き る だ け生 か す こ とに 重 点 が あ る 。 このGE社 のInf。rma_

tionSystemDi.vを さ さ え て い る ソ フ ト ウ エ ア群 は,次 の よ うな もの が す で に 完 成 し
,

実 際 に 使 用 さ れ は じめ て い る6,J

(1)GECOS皿 は ・63種 類 の業 務 を コ ン カ レ ン トに 処 理 で き る ソ フ ト・ウ・エ ア で2週 間 前 に 実 施

,㌧に移 され た 新 しい も の で あ る 。

これ はrOn-1ine・RemoteBatch元 .TSSに つ い て も行 な え る もの.で;171(Wを

要 し・ 最 大 限 にJobを'T.hrloughputし,最 小限 に 」・ob,のTu'rnArou頑 を 行 な

・え る よ う}q夫 ざ れ て い る
。、二方t』.-一.-tt,.'・,

(2)Conversation・alFORTRANは,エ ン ジ ニ ア 向 け の 科 学 用 プ ロ グ ラ ム の 会話 式 の も

の で ・Quiktranよ り も優 れ て い る・と い っ て い た が そ の点 詳 か で は なL'～。

し か し・ASAFORTRAN】yを そ の ま ま使 用 す る こと も,独 立 に 作 ら れ たSub

、1...Program・ のCompiIeも で き,ラ ン ダ ム ・プ ア イル や オ ー バ ー レ イ に はqh`ainで,

Ca11す る こ とが で き る の で 大 分 進 歩 し て い る よ うに 思 わ れ たo'll.

(3)APT皿(Automati・caUy、 ・Pエ09ramedTba1"sit'?・ri・o'gram・)は3・'各 社 …で 工 作 機
』
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械 制 飾 利 用 さ れ て い る が ・GE社1:こ の 点 に は 特 に 力 を 入 れ て い る
。

(4)BMD(Biomedica1・S・ ・・・…ca1…g・am)は 洛 社 で 作 られ て い る の 、同

様 で あ るが …C・ ・II[・ ・reみ合 わ せ ら 才・る の で
J・'。m。,。 で,会 甜 に 処 理

で きる 。

(5)CEp(Ci・ilE・gineeri・gPack・g・)は 測 量
,旅 行 分析,橋 梁 の カ ー ブ な ど の

Oivilに つ な が っ た パ ッケ ー ジ で あ る
。

(6)EUE(Elec・ …U・ ・1i・yE・g・neer・rigP・ 。
9,am、)lt,勧 負荷 送 電 ロ

スな どが,GECOS皿 と組合 わ せ てで きる
。

(7)GECAST・ ・LP600・MA・H・A・ ・PERT/・ …P・R・/・ ・M,

SIMSCRIPTな ど,多 彩 のプ ログラム を63種 ま で
,コ ンカ レン ト}(,処 理 す る

GECOS皿 とL'う オ ペ レーテ ・〃 ・シス テムが最 大 の武 器 ・ して
,趨 の今 まで開発 した

パ ック ー ジを連 動 してい る
。

この点 ・=yピ ・一 夕メ ー カー で あ りなカ・ら
,Userで あ る餅 ・,過 去 に 作 られ た良 さ

は あ くま でも利 用 す る 思想が きわ め てユ ニー クであ る
。

2.5今 後 はTSSに お い て,Business用 が 伸 び るだ ろ う

'ン ピュー タ の多 重性 洪 酬 用 の 中心 科学 用 にあ
・た が,・ ン ピ.一 ・の業務 その ものは

,

当然Bu・inessが 多 … したが ・て 次99Va70・30の 比率 はか わ る であろ う
。

この場 合R・m・t・B…hな らば
・ す でvaビ ジネス用 と してもOUで あ る。

その 中 にあ ・て・従 来 の ・D・(・ …g・a・ ・dD…S・
。re)給 んだ,、1,P,。 一

・t・mb"X'成 … か も ・・用 の ・・x・ ・・…r醜 ・ ・とは
,近 時 来 、。ビジ ネ緬 でも,

相 当 強力 に な る こ とが予 想 され る。

・2・6Sy…m・ ・f・ …e ・ApP1・ca…n・ ・f・wareは 繊 ・漉 負 で あ る
。 失 し

い言 諏 よるTSS処 理 す なわ ちBl・L・ ・Cは
・騨 わ ずか4醐 で,技 縮 な ら}ま習得 す る こ

とが で きる。

そ れ に 対 し てC・nversa'・ ・…IF・RT・tANに な る ・
,・ ・RTRANよ りも む ず か し

・ い 。
..、 .'

FORTRAN蜘 ・てい る人 で・ 時 間ず つ2週 間は か か る とい われ 、、る。1∴

しか し・ 髄 蝉 搬 ら!まBA・ ・Cで 済む し澗 題 が複 敏 なれoi
,'F・R・RANに な る。

した が ・て・C・nversa・i・n・1FQRTRANは
,む しろ プ ・向 き であ り;もA,、C

'は
・素 人 向 き の コン ‥ 一 夕利 用言 語 であ るdt・

ダー ト・ス大学 の ケ・ 一 一搬 を 中心 礪 発 ・れた ・A・ ・Cは
,・ シ ピ.]。 の世 界 淀・,や

"∵ さ し熔 噛 め
・良 を もつ反 面,離 揃 を 黙 す ・ア・力 ・ケ ー ジ

。 シ、、:,。Rl,RANそ

の 他 に な るo'∴'"X'Jt'一`1,"('L－ ごt.''":"."
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しか し,AppliCationに な れ ば,経 験 に よ って絶 えず,プ ログ ラ ムは 更新 され て行 くし,

新 しい ニ ー ズ を呼 び お こす もの であ り,そ の意味 では・ 大容 量譜 意にAPPlication

Programを 記憶 させ そ の選択 を して,・処 理 す る プ ログラムに なる 。

GE社 の プ ログ ラムは,大 学 と社 内,ユ ーザ ー,外 部 委託 か らな って い るが ・開発 的 な 長時 間.

・を要 す る ものは
,大 学 そ の他,実 用 的な ものは社 内ApPlicationを ■ 体 と してい る。

8年 前の 設備 を活 か して使 え るのは,こ の長年 の経験 が ハ ー ドウエ アを無 視 で きる ソ フ トウエ

アを作 り出 したといえ る。

GE社 を して いわ しむれぽ,他 社 のプ ログ ラム ・シ ステ ムは ・t'DEDICATED"で あ る

,と … …'"

こ れ は,TSSを 行 な うプ ロ グ ラ ムを 使 え ば,そ の 目的 は 満 足 す る が,RemoteBatch

やDirectAccessに 不 向 き に な る。,

そ して,R,m。 、。B。 ・・hを す れ ば,TSSが で きな 鴎 用 プ ・ グ ラム で あ る と い う意 味

だ0

265も420もDEDICATEDで あ る。 だ か らGECOS皿 を 使 用 で き る60qシ リ ー.

ズ の ・3・ ・m・n・i・nは ・ 経験 と・ 郷1噸 積 であ ・て ソフ トウエア の方 向を 示 ・し姉 の と

云 え る。

この 点,た しか にAppIic,ationの ニ ー ズ 炉 い くら で も 社 内 に あ る こ と,(}eneral

Motorsに つ い で,第2の コン ピ ュ ー タ.・ユ ーーーザ ー で あ る こ、とが ・ こ の 結 果 を 隼 ん だ も の だ と

1.解 釈 さ れ た 。 ・'1・..・ ・_

yか ・・ 反 酬 部 ユ 「 ザ 鵡 可 能 性 を 求 め て醸 す るIBM社 に くらべ れ ば ・、パ ・ケ ー ジ の

品揃 えは,少 ない よ うに思 わ れ る。

?,7今 後 の藻 ・ してパ 助 タニ ミナノレを穴 山 魁 て'・'る ∵ ・tt・1

.rれ か6の ・ ンピ ・-5時 代 は ど こか ら でも・ぷ 力 で きる鑓 も鞭 とな る・

ポ_タ プル.テ レ.タ ー ミナル は その 名 の通 り,持 ち運 び ので き る端 末 装置 で・電話 さえ あ

れ・埠 からでい 叱ピ・三夕と齢 することを綱 に・設計し完飢 恒'っ てし'る・

これ は,AT&[P問 題 の解 決や,FCC勧 告 に基 づ く・通 信 問 題 ともか らむ が許可 さ れた とき

に は,い つ で も販 売 体 勢 が と れ る こ と に そ の 王 眼 が あ る 。

こ う な る と,持 ち 運 ぶ こ とは と も か く と し て ・,机 上 の電 話 と同 様 に 平 ン ピ ュ ー タの 利 用 が で き

字 うで 柄 ・ … ・,、 ・,c・:

そ の た め には,・TextEditorと かFile .Prog.ramが あ る こ、と が こ れ らの 周 辺 機 器

魚 ・.酔 す で 塑 垣 ・ ….'一'

,.醐 哩 サ ー.蟹 ・、騨 礫 ・零一 聯 瀧 ・・Lそれ1('≡ 一 ぞ とな り'1DEDICATED

で な い 利 用 が ユ ー ザ ー か ら望 ま れ れ ば,600シ リー ズ 級 の シ ス テ ムが 活 か され る'9.L.-1、 ・,
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また,あ る程 度 専 用的 使 用 な らば,265,420と い った感 じ であ る。 それ に対 して,そ の

他 の周辺 機 器はDN-760だ け であ る。

デ ィス プ レー方 式 の キ イ ボ ー ドと会話 が で きる もの で ある。

しか し,従 来 力を入 れ て いた トランス ア ク ショ ン ・レコー ダは すで に中止 され てDN-760

に しぼ られ て いるo

したが って周辺 機 器 は小型 のTeletype,デ ィス プレー ・ユ ニ ッ ト,そ れにTelpakな ど

の 高速 伝送 ター ミナル と して,GE115,130に しぼ られて い る。

システ ムを 単 純 に し,シ ステ ム ・ソ フ トウエ アに主 力 を注 ぎ,コ ス ト主義 に徴 し よ うとす るの

が,GE社 の コン ピュー タ ・セ ー ル ス と受け とれ た。

肩 書 きに,セ ール ス畑 の 人 々が,多 く説 明 す る準備 が してあ った が,セ ー ル スは,GEで は エ

ン ジニア であ ると盛 んに主張 して いた こ とが,セ ール ス であ ろ う。

一言 でGE社 の調i査を要 約 すれ ば
,言 葉 の整理 と3DementionalInformation

Systemが,よ うや く実 用 の域 に達 した とい うことで あ る。

以 上
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ユ ニ バ ヅ ク の デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス

(ス ペ リー ラ シ ト社 ユ ニパ ック部門)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

UNIVACDiv.ofSperryRandOorp.

D、t。P'r。cessi。gDi・i・i・nお よ び1・f・ ・m・ti・nS'e・vice

Divisi●n

Philadelphia,Pa..19101

昭 和43年7月10日 、,/

吉 田,若 曾 楓 中 島,岡 田,石 井

Mr.P.J.Pelusoへ

Mr.T.J.B.HannOm

M,.。.。 。m。 。akiト1・f・ 「ma``onSe「v'ceDi"'s'on

}.

M・ ・E・H・ ・baugh/D・ ・a'P・ ・cess輌 ・gDivision

t.概 要 お よ び 所 感

1.1概1要

UNiVAC社 の 社 内 デ ー タ 処 理 担 当 部 門 で あ るDataProcessing-Division

(DPD)のMISの 計 画 と,社 外 に 対 す る デ ー タ 処漣 サ ー ビ ス 部 門 で あ るInformation

Servi。eDi。i、 」。・n(・SD)の 糎 に つL・ て 調 査 した 。

こ の26のDiv-isionは そ れ ぞ れ 数 台 め 大 型 計 算 機(UNI†AC1108)を 中 心 と す る 計

・算 シ ス テ ム を 持
っ てL・ る 。DPDは1970年10月 ま で にMISの 計 画 を 一 段 落 さ せ よ う と して

お り,一 方,ISDは 現 在 バ ッ チ 処 理 お よ び リ モ 」一 トバ ッチ 処 理 の形 式 で行 な っ て い る カ ス トマ

_ぺ の サ_ビ ス に や が て タ イ ム シ,,Lプ リン グ シ ス テ ム の サ ー ビス を 加 え よ う と し て い るo

す な わ ち,い ず れ も タ イ ム シ ェア リン グ シ ス テ ム に つ い ては 近 い将 来 の 問 題 と考 え て い る。

1
MISの グ ル]ブ は 本 社(フ ィ ラデ ル フ ィア)・ にDa、taCommunicationSwitch-

itig・,。 ・・ce用 のUN・VA・ …7(大 容 量 ドラム:3セ ッ トを 接 続FASTRAND)をも ・ て お …

こ で 工 程 に結 び つ い た デ ー タ を 集 中 管理 して い る 。

'木 祖 が ら主 力 工 場 め あ るUTIdA(N
.Y)並 び にROSEV'ILLE(M:INN・)に}ま す で に オ ン ライ

ン で 情 報 伝 送 が で き,・ ま たBRISTOr('TENN.)とSALTLAKECITY(UTAH),・ 、

ST.1)AUL(MINN.)と も 線 を結 ぶ 予 定 で あ る。 ・'-'

1970年7月 に は 端 末 にUNIVAC9400を お き 中 央 の大 型 機 で 集 中 管 理 を行 な い,シ ス テ
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ム デザ イ ン,プ ログ ラ ミング な ど も 中央 で行 ない,デ ー タ(報 告)を オ ン ライン で集 め られ る

よ うに し,各DataProcessingDivisionのManage㎜entか らDPD担 当 副社

長 に至 る情 報経 路 を能 率 よ く結 べ る よ うに す る。

ISDは 全 米4つ のRegionに それ ぞれUNIVAC1108を おき,全 米18個 所 のサ ー ビ

ス セ ン ターに中型 機,小 型 機を お い て,そ の内 のUNエVAC1004をUNIVAC1108と 結

ん でい るo

この シス テ ムは セ ール ス のバ ックア ップ を行 な うと とも に独立 採算 で計 算 サ ー ビスを 売 ってお り,

-Ptの 計 算 サ ー ビス 会 社 であ る とい った方 が早 い。 しか しDataNetworkCorp
,

UnivercityOomputingCompanyな どの よ うに独 立 会社 でな く,・やは りUNIVAC

COmputer販 売 が本命 であ る。

ISDは まだ タイ ムシ ェア リング シス テ ムは計 画 の段 階 で あ って・ 現 在 の業務 は バ?チ と リ
.i1

一 トバ ッチが主体 で あ る。1

そ の リモ ー トバ ッチ もUniversityComputingCompapyな どと くらべ る と原 始

的 であ って,前 者 では リモー トバ 元チの70%が オペ レー タの介 入 な しに処 理 され る シス テム を

とって お り,そ の ため オ ペ レrタ の人 数は 非 常 に少 い 。 しか しUNIVACのISDで は特別 な タ

ー ミ ナル の他は ス ケ ジ ュールに従 って ター ミナ ル と セ ンター の オペ レー タ間 で電 話 で打 合 せを

して か ら,OKと な る とオ ン ライン接 続 に 切換 え る。1・ ・t

ISDで は この部門 の従 業員565名 中 オペ レー タが177名 を占 めて い るが,そ の理 由の一

つは リモ ー トバ ッチ処理 の仕 方 に関 係が あ る と考 え られ る。(他 の一 つ と しては バ ッチ処 理を し

てい る オ フ ライ ン計 算機 が 何 台 か ター ミナル にお かれ て い るため であ る。.)

ISDが 通 常 の計 算 セ ン ター と異 る 点は 大規 模 な ア プ リケー シ ョy .プロ,グラムパ ッヶ_ジ を計

算 機 の カス トマ 一-va無償 で使 わせ てい る点 であ る とい うことをISD担 当者 が 力説 して い た。 す

な わち他 所 にな い よ うな強 力 な パ ッ ケー ジを 用意 し てい て,そ の魅 力 でユrザ ー を集 め る のだ と

い う。 その ため こ のパ ッケ ー ジ開 発 には か な りの力 を入 れ てお り142名 の アナ リス ト又 は プ ロ

グ ラマー'をこれ にあ て てい る他,必 要 に応 じて社 内 のData'ProcessingDivision

・で開発 した パ ッケ ージ も利 用 してい るo

ISDの 将来 構 想 と しては,中 心 とな るUNIVAC1108を 直接1004タ ー.ミナ ルに結 ぶ

代 りに その中 間 にUNIVAC418を お き・ どの ター ミナ ルio)らもオペ レー タの介入 な しに リモ

ー トバ ッチ ない しTSSの 処理 が で きる よ うにす る こ とであ る。

また 現在PhoenixのRegionで はUNIVAO1107を 用 い てい るが こ.れをUNIVAC

1108に お きか える こと.であ る。1107は リモ ー トバ ッチ は可能 であ るが リア ル.タイム処 理

性 能 が な い のでTSSの た め には110,8に す る こ とが必要 であ る。
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1.2所 感

以 上 の調 査 の際 感 じた点 は次 の よ うな もの であ る。

(1)ニ ューヨー クか ら フ ィラデル フ ィア までは車 で2時 間余 り,従 って調 査 の 実時間 は制 限 があ っ

こ たが
,よ く準 備 された 話を して くれ た。 また予定 よ りもお そ くまで時 間 を延 長 した が細 かな こ

とまで快 よ く応 じて くれ たo

{2)す で に5年 の 実績 を もちな が ら まだ拡 張 と整 備 を続 け て い るこ と。逆 にい えば 凍始 的 と思 わ

れ る形 で リモー トバ ッチ を実用 化 し,1,000の カス トマ ー にサ ー ビxを してい る ことに着 実

さを感 ず る。

(3)ソ フ トウエア特 に アプ リ'ケー シ ョン,パッケー ジ の重 要性 を事実 の つみ あ げ としてつ か ん でい

るo-

(4)米 国 に おい て1108を 用 い た りモ ー トア ク セス の例 が 多い が,工SDが1108販 売 に役 立

っ'てい る ζとは 認 め られ て よい と思 われ るo

2.詳 論

2.1MISに つ い て

2.1.1UNIVAC社 内M工Sの 目標

(1)マ ネー ジ メン トに必要 な ζ との オペ レー シ ョン、

② マ ネー ジ メ ン トの能率 の増進"〔

(3)こ のた めに継 続 的 サ ー ビス を提供 す る こと

(4)つ ま らぬ端 末 を へ らす こ と

(5)操 作性 能 を改 善 す る こと

たとえは マネージメントの能 力 増進 のた め にマ ネ ー ジ メン トの仕 方 を標 準 化 し,用 語 を統一 し
,

マ ネー ジメ ン トに必 要 な人員,資 料 な どを うま.く分 配 し,内 部 的な教育 ・開 発 を行 う必 要 が あ

るが,こ れ らをMISシ ス テ ムを推 進 しなが ら(あ るい は推進 する ことに よって)実 施 して ゆ

く。.・ ＼
＼
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2.1.2MエS実 施 の人的 組 織 図は 下 の通 りで あ る。

.

」

.DPDVicePresident

&GeneralManager、

・

「

.

一 一 一

Department

Herds

Treasurer

Controller

Management

Information

Coordinations

ManagementInformation

PlanningBoards

Management

Systems

UTICA

Management

Systems

ROSEVILLE

Management

Systems

BRISTOI、

Management

Systems

PHILADELPHIA

各Manag・m。ntSy・t、em・ カ・ら の 情 報 はM・n・gem・ ・tl・f・ ・m・ti・n

Planning・BoardsでPr .iori.tyを き め て 上 部 に 具 申 す る 。.'

.一方 製 造 工 場 担 当 部 門 はManagement・Infgrmatig、nCo-o「 ・dinates

と し て そ の 際 の 調 整 を す る。'

2.1.3MISの 概 念 を 図 示 す れ ば 下 図 の よ う に な る。,、.,

Special

Request

Info「rnation

Rcquests

Transaclion

'
nagemen

Inforrnatio

(.Ptanning)

Operating

ManagementInfor囮tion

(o。ntrol)

Supportfor

DeCIslons

.8chedUted

Reports

芦
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2.1.4UNIVACBaseIhformationSystemsと よ ば れ る処 理 シス テ ム の 構 成

現 在,本 社(フ ィ ラデ ル フ ィア)に ドラ ム(FASTRAND)3本 を も っ たUNIVAC1107

を お き,DataCommunicationSwitchingDevliceと して使 っ て い る 。

Dataは 集 中 管 理 さ れ て お り,い くつ か の工 場,Divis輌onと は こ こ を 介 して 情 報 交 換

が で き る 。 回 線 は40Kボ ー の 高 速 線 を 使 用 し て い る 。 シス テ ムを 図 示 す れ ば 次 の 通 りで あ る。

ST.PAUL(MINN

FEDERALS・YSTEM

DIVISION

主 力 工 場

1
|

ROSEVILLE(MINN.)

DATAPROCESSING

DIVISION・'

PARTS
I'NFORMATION

1/1

し!|

l

l/

1/

1//

1/

〃 ーブ'1
・/

　 ノ

1//

SALTLAKECITY

(UTAH)

FEDERALSYSTEM

FINANCIAL

CUSTOMS

PRρDUCT

'PATA㌧

COMMUNICATION

SWITCHING

DEVICE

/
/

/〆プ〃
/

/ノ'

/`

/、

/、

FI「ELD

ENGINEERING

PLANNINGAND

、ANALYSIS

BRISTOL(TENN

DLATA・'PROCESSING

DIVISION

EMPLOYEE

(点 線は実施予定 の

ラィシを示す)

ヨ
PHILADEI、PHIA(P.A.)

DATAPROCESSING

DIVISION

1UTICA(N .Y.)

DATAPROCESSING
DIVISION

本 社. .主力 工 場

・ ・ 三 ・. ;1ご ・ 「i (

,'「 ・ ・}、
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2.1.5 UNIVACMISの 将来 のOLPERATINGCAPABILITY

SYSTEMS

SPECIFIOATION

PRIORITYASSIGNED

LONGRANGE

PI、ANNING

00MMONLANGUAGE

DES・IGNSTANDARDS

LARGESCALE

CAPABILITY

工.NPORMATION

CgPRDINATION

MANAGEMENT

INFORMATION

BOARJ])

MANAGEMENT

SYSTEMS

LOCATIONS

BASE

DATA

FILES

PROGRAMS

RELATION

MIS

OOORJ)INATION

PRρGRAMSTANDARDS

OPERAT工NGSTANDARDS

SMALI、SCALE

CAPABILITY

INFORMATION,

2.1.61970年7月 の 目標,'

中 央 に 大 型 計 算 機 を お き,す べ て の 関 係 端 末 にUNIVAC9 .400を お き,通 信 回線 網

で結 ぶ 。

シ ス テ ム のDesignと プ ログ ラ ミ ン グ を 中 央 に 集 め,情 報 の 報 告 に 対 す る要 求 に 応 え ら れ

る よ うに し,ま た デ ー タを オ ン ラ イ ン で集 め る よ うに す る 。

また タ ー ミナ ル に はCRTDisplayを お き た い 。

UNIVAC社 内 のMISは1970年7月 を 一 段 落 の 時 期 と して 開 発 を す す め て い る。

2.21SDに つ い て

2.2.11SDの 歴 史 お よ び 目的

ISDの 前 身 はDataProcessingCenterで あ る が これ は20年 以 上 前 に

RemingtonRandの 時 代,す な わ ちPunchCard&TabulationService

の 時 代 に作 られ た.1952年R.Rは ス ペ リー ラ ン ド社 のUnivacDivisionと な っ た
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が ・ そ の後Data .ProcessingCenterは 強 化 され,5年 程 前 か らRemote

BatchServiceを 始 め,2年 前 にComputerの 共 同 利 用 の需 要 が従 来 の2倍 に 高 ま

る に お よ び ます ます 力 を 入 れ る こ と に な っ た 。

ISDはComputert輌meの 販 売 を 関 接 的 に 援 助 す る こ と が 目的 で あ るが,一 応 独 立

採 算 の形 を と っ て い る 。Computer販 売 の た め に は 現 在 計 算機 を も っ て い る 所 も,も って い

な い 所 も す べ てUnivacComputerに 慣 れ 親 しむ よ うに させ る こ とが 重 要 で あ り,そ の

た め にComputertimeをRemoteStationか ら使 え る よ うなSCrviceを 行 な

っ て い る 。 こ の 結 果

(1)Computerを も っ て い な い 所 でU・NIVACst使 え る。

(2)何 か のC・mp・ … を も・ てL・る所 で・ も し仕 事 が0…fl・wし た と誤UN・VACを

使 うよ うに で き る。

(3)中 型機か助 型弊 切かえる途中のU・e・欲 型機鞭 える・

エSDで はRelnoteBatchServiceに 魅 力 を一与え るた めに特 にApplication

Packageの 開発 に力 を入 れ て お り,・それが成功 して い る とい って い る。 その開 発 の主 目的

は 中型機 で処理 す る と大 変 だが 大型 機 だ と割 りの良 い テー マ を さが して そのPackageを 整

備 す る こ と で あ る。

2.2.21SDの 作 業

工SDは 現 在Realtime処 理,た とえ ばTimeSharingSystem .は計 画 の

段 階 に あ り,Batch処 理 とRemoteBatch処 理 が 主 体 であ る こ の2つ の 形 でUNIVAC

の 大 型 機(1108)の 時 間 を 売 っ て い る が
,そ の他SystemDesignやKeyPunch

の 受 託 も行 な っ て お り・ISD(lnformationServiceDivision)の 名 の 通 り

何 で もServiceす る とい う。

2.2.3組 織 お よ び人 員'

isbの 現 在 の 組 織 は 次 の よ う1にな っ『てL・ る。',

F.A.ROW

.,

|

GeneralManager

ll 1
J・D・ROMASCO HLA.HYATT J.D.CAMPEEL C.A.80LEN

Marketing Controller Personnel&

Education

Plannig

Research

,

Operations Systems Western

Region

Central

Region

Lake

Region

Eastern
、

、

Region

＼
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・計,

人 員 は 下 記 の 通 りo

A。'。ly・t。 、'p・ ・9・a㎜ ・'・

Operator

Clerica1&Admlnlstratlve

SalesRepresentatlve

Manager

T6mporary

142名 』

177名

107'名

・・48名

81名

.1・0名

565名

機 器構成 は下 記 の通 り

EASTERNREGION(N。wY・ ・k)UNIVAC1108

、A。 、&CEN・R・ 由G・ ・N(…cag・)(、 。灘)
11 .107

WESTERNREGION(Pho6nix)「(19'69年1月nO8へ 交 換 予 定)

".〃(S。riFrancisc・)'1108

他 略C。n・erVaUN・VAC1004,9200・-9300・USS'80'USS90

な どの 中.小 型 機 』 ・協 る 。'麻 と して は 全 米:・8個 所 に ・SD"S・ ・viceC・n…

を お きUNIVAC1004を お い て い る 。(こ こ にSALESBRANCHも 共 存 し て い る)

Sy、,。mのC,。 ・erはN・wY・ ・kとPh・eni・ の2イ 醐 に あ ・ て ・ 他 砿 社

　 ロ

にProgfla'㎜b'士 が い る。 そ の 組 織 は 下 記 の通 り。tt`'・

『SYSTEMS '

.'k・・,

EASTERN

SYSTEMS

CENTER

WESTERN

SYSTEMS

CENTER

・Applica:tibn

Pr.09・ram・'.:

D .Cve.10pment

N・wY・ ・k.一 ・-Fph・
,e・ ・i・x・Phi1・d・lph'a

(・ ・)t /.i「(39).、(20)

Progra㎜erは 学 位 を も っ て い る も の が 多 い ・

'/ t'∵;'tttt∴ ∴.'1∵'＼':,,-t'-/tt.:.・`'・ ・:e,f..t・'

・
1,『`)},・ttt,i11 .一.∴:∴t・.t、.-t:1.tt.∵.1・ 一・☆

2.2.4料 金 制 星
_11:......、..い.ttt、,

ISDの 主たる業務の計算機時間販売について述べる・この料金は下記の3種 の

ll∵1ぽ纏雛 籔 二;竃㍗ ㍗ ・li-…1
ヒ コ きヒ ロ 　の テ こい 　　 ド 　　　 　 セ ト コリ ピ アリ ハ ひ ヘンラ 　　 コ 　 　 　ら ゆロペ のロ ヒ ウ ロリつ コ
オ　　

aPrescheduied
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bUnscheduled

(2)Cathegories}‡4種 あ る

aPriority(最 優 先)

bStandard(普 通 の 作 業)

cOvernight(夜 で も よ い も の)

dEconomy(特 に急 が な い が安 ・く計 算 機 を使 い た い も の)

(3}SymbiontOperatlonの モ ニ ド

a

b

C

d

Remote

専 有 の ター ミナル の と きは そ の タ一三.ミナ ルの 時間 料 金 でチ ャー ジ し,距 離 は関 係 させ な い。

ApplicationPackageは 特}C重 要視 してい るが,そ の使 用料 を と らぬ とい うこと

でISDへ の魅 力 を増 そ うとしてい る。

な お このApplicationPackageの 内容 は

75%はScientific,す な わちLP,APT,AutomaticFRAN

Calculating等25%はCo㎜ercialで あ つて,総 数約80種 類 の

Applicati6nPackageが あ るo

計 算時 間 は上 記 のDefinitionの 組 合 せに よって1秒 当 り31セ ン トか ら18セ ン トの

巾 が あ る。'

最 高 の31セ ン トの と きは昼 間使 用 で,か つProe.essPriorityを もっ てい る場 合

で,こ の 場 合は ユ ー ザーが い つ で も計 算 したい ときに計 算 をす る こ とが で きる。

最低 の18セ ン トは完 全 なバ ッチ処 理 ℃,週 の真 中頃 に 注文 して答 は翌 週 の月曜 日に 受取 れ

る。(こ れ は週 末 に計 算 され る)

現在 会話 型 で ター ミナ ル か ら指示 す る こ とは できな い。 リモ ー トバ ッチの形 であ る力漣 信用

デ ー タの処理 のた めに人手 をか な り必要 と してい る。

本来UNIVAC1107は リモー トバ ッチは で きるが リア ル タ イムの能 力 を も って いな い。

しか し1108は その能 ガ を も ってい る。 に もか かわ らず 時 間帯 の制 御を 入間 が か な り行 な っ

て い る のは ター ミナル の1004の 機能 が 小 さいた め にゲUNIVAC1108だ け で全 自動 の

Demandmodeに す る こ とが で きな いた め と考 え られ る。

これを解 決 す るには大 き な ター ミナル を お くか,あ るい はUNIVAC1108の 性 能 を 更 に

Direct(バ ッチ処 理)

Remote(ISDのTerminaJを 通 して入 出力 情 報を 処理 す る)

DediCated(カ ス ト"e-・専属 の ター ミナ ル で入 出力 す るも の)

Bulk(カ ー ドパ ンチや分 類 な どの大 きな作 業 を,従 来 のCenterの や り方 で処理 す

る こ と)
.、,'

Termina1とCenterと を 結 ぶ と き の料 金 は 距 離 に 比 例 す る 。 カ ス トマ ー
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高 め るか の いずれ かが 必要 であ る。

ISDは 後 者 の政 策 を予 定 し,1108の 他 にUNIVAC418を 接 続 して,1108+

418と い う形 で 中央 処 理 機能 を 拡大 しよ うと して い る。

この形 を とった場 合 は次 の よ うな システ ム にな る。

FH432

1108 FH432

Softw

8crat

I/oFH432

COMMUNICATION

CONTBOL
4・18

一

FASTRAND

皿

v

(a)

、 '

(m;・ ・
.・,

COMMUNICATION

INTERFACE ,

SoftwareLibrary用

8cratchStorage用

Buffer用

QUeuing用

一
(b)'・

現 在 タ ー ミナ ル と の 接 続 は(a)の ル ー トで あ る た め5つ のCustOme;va対 して の み 同 時 に

ア ク セ ス で き る・ しか し(・}の・レー トに な
,る、と440の ・…rm・ ・四 時 に ア ク セ ス で き る ・

現 在 はEXEC皿 制 御 プ ログ ラム で管理 してい るが,418増 設 後はEXECW制 御 プ ログ

ラム で管理 す るこ とに な る。

ま槻 在ApPlicぞtiq・Pack・g・}磁 気 テ プ ひ れ て い るが4 .18を つ けた ときは

はFARSTRAND(大 容量 磁 気 ドラム)に お きか え る6

またFH432は 最 大6個 お くことが で き る。

タ ー ミナ'VQ='"ザ ーipた 鞍 櫃 は ふつ う}個 那oド ル ぐ らい である ・=・-v"一 の数 は

大体1,000ユ ーザー あ る。

22・5現 行㌘ テ吟 難 法・.1t

.現 在のシゲ ムは次のような順尻 ター.ミナ膝 ら梱 するの柱 つうである・(特 別

な㌘ イオリテ個 蝉 の場計 昧 与埋 れて恒 の ..、.

(1)タ ーミナル(1004)苧 ㌣ タづ 〔 ヒプ 呵 して埴 野 馳39分 前嶋 話

.計 る ○_い 。 ・.._.,、.㍑,い い,
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(2)セ ン タ ー では ス ケ ジ ・ 一 ・レを し ら… も ・'・j能・取 れ ば磁 気 テ
ー 。'の セ 。 トア 。プ な 。

計 算 準 備 の オ ペ レ ー シ 。ン を す る
。

(3)セ ン タ ー の1・ ・8雌 麟 に な ・ ・
,・ 一 ・ ナ ル 側 は … カー ド ・を 、 。 。4の,ア

に 読 み こ ん で 待 機 す る 。

(4)1004脈 セ ン ・・一一(・1・8)・IA
・・i1・bl・ に な 。 た か 。 うか を 常 にSeekす 。

。

㈲1108が ・・ に な る と1・ ・4の ・ ン ・ 一 ドの 内 容( ・1・ ・4の ・ ア ひ
。 て 、、。),・

110・8に お く られ るo

フ ン カ ー ドに は1004の 個 有 名 称 又 は ア ドレ ス
,D,fi。i・,i。n,J。b

工denti,fiCation 、な どが 記 入 さ れ て い る 。

(6)ラ ン カー ドの 内 容 が1108で チ ェ ック され る
。

(7)OKh{1108か ら1004に 伝 え られ る
。

(8)タ ー ミナ ・レの オ ペ レ ー ・ ・s1・ ・4の ・ ン プ を み て ・Kを 知 り
,1。 。4のRUN,。 。 ン

を 押 す 。

(9)1108は ラン カ ー ・の 指 示 縦 ・ て プ ・グ ・・ や デ ー… を11・8の,ア 、,。 一 ド し,

計 雛 始 め る ・ 嬢 な ら ・・1・ ・4か ら デ ・一・ を 読 み ・ む
,・ 識 力 を1・ 。4に 送 。 。

⑩ENDCARDを1004か ら読 み こむ と 終 了

1004に セ ッ トす る カ ー ドデ ック は下 図 の 通 り
。

ラ ン カ ー ド

フ ロ グ ラ ム カ ー ド

デ 一 夕 カ ー ド

エ ン ドカ ー ド

現在 の ター ミナ・レで甦 る言 語は 次 の よ うな もの であ る
。

a

b

C

d

e

fI

9

FORTRANI～r,V

COBOL-RE

ALGOL

Documentprocessor

SLUETH-2

C・ ㎜ ・・i・ati・nRem。t。H。
ndler

そ の他APpliCation用 言 語
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2.2.6問 題 点

、SDが 感 じて 、・る問題 献C_uni・a・i・nli・ ・ が最 大 の もの で あ る と"う ・

これ は一言 でい えば コス トの問 題 であ る。

次 の噸 はM。,k。,・ 。gで あ る が,・ れ1・ApP1・ ・a…npack・g・ を売物}cす る

こ とで今 の所 成功 して い る。

、」、さ媚 題 と しては 一 ザー の仕敦 端 末 で醒 す る ときに …8酬 うか ・端 末 に お い

てい る、」、型 機 沖 繊 でその場 で醒 す るか とい うこ と簸 る が・ ・繊 セ ール ス マ ン欲 て

い判 断 で き る。

も 嘩 か い ・ときは 端末 を おい てL・るB・an・hのMan・g・ ・が きめ る・

、SDは タイ プ ライ 〃 ー ミ ナ・レ1時 えず1004又 は100.5・9200を ター ミナノレと

して使 って ゆ く方 針 であ る。

以 上
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情 報 処 理 サ ー ビ ス に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ ー メ ー カ ーの 見 解

(IBM本 社)

調 査 先

所 在 地

調査担当者

面 接 者

Inte'rnationalBuisinessMachinesCorp.Headquarter.

Armonk,NewYork10504

若 曾 根

Mr.Birkenstock(VicePr6sident)

Mr・J・Gosselin(w・T・HQ)
,

Mr.G.J.Lissandrello(TeclmicalSupportManager)

M,.L.'R。9。,Smi,h(C。n、ul・ 。n・D、 ・。C。mmunica・i。n・)

t.概 要 お よ び 所 感

世 界最 大 の コ ン ピ ュー ター メー カー であ るIBM本 社 の見 解 は つ ぎの とお りであ る。

(1)現 在 の オ ン ライ ン ・デー タ処 理 サ ー ビスは,用 途 が専 門 化 された も ので,ど んな サ ー ビス でも

提 供 で きる"コ ン ピ ュー ター ・ユー テ ィ リテ ィー"は 将 来 の問 題 だ。

② オ ン ライン,オ フ ラインの いず れ を とるかは,先 づ 経済 性 であ って,と くに ク イ ック ・レス ポ

ン スや 顧客 へ の サー ビス を重視 す る場 合 にの み経済 性 が二 の次 にな る。

(3)1970年 代 の終 りま でに,数 十億 ドル の コン ピュ一 夕ーービジネス の半 分以 上を'(広 義 の)タ

イ ム シェア リング サ ー ビス の売 上 げ で 占め る とみ られ るが,そ のた め には,高 速 度 で合理 的 な料

金 体系 を もつ通 信回 線 の 提供 が必要 であ り,最 近FCCが,'ForeignAttachment(電

電 会社 が提 供 す る機 器以 外の機 器)の 接続禁 止 規 定 の削 除 を命 じた こ とは歓 迎 され る。

2.詳 論

世界 最 大 の コン ピ ュー ター メーカ ー であ ると同時 に,情 報処 理 サー ビス の分 野 に も意欲 を燃 や し

て い るIBM社 の見 解 は参考 にな る ところが多 い と思 われ るの で,① デ ー タ 処 理 サ ー ビス方 式 に

対 す る評 価 ② オ ン ライン ・サー ビス の選択 基準,③ オ ン ライ ン ・サー ビス及 び デ ー タ バ ン クの

将 来,④ 日本 に お け るデー タ 処 理 の 将 来 性,⑤ 通 信回 線 利 用 に おけ る制度 と料 金体 系,の4点 に

つ い て質 した。

2.1オ ン ラインデ ー タ処 理 サ ー ビス 方式 に対 す る評 価

・IBMQuiktran(科 学 ・技 術 用)

・IBMCall360B .asic(デ ー タバ ンク,プ ログ ラ.ム・ライ ブ ラ リ、一 エデ ィティング用)
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・CSCの システ ム(ク レ ジ ッ ト ・ビ ューーローの全 国的 グル ー プ用)

な ど,特 定の産 業或 は応 用面 に向 け られ た 局限 さ れた用 途 の もの で,あ らゆ る人 々に あ らゆ るサ

ービスを 提供 す る"コ ン ピュ一 夕ーユ ー テ 元 リテ ィ"は まだ セオ リーの段 階 に あ る
。 タイ ム シェア

リング(広 義 の)が,既k成 功 裡 に 成長 しつ つあ る よ.5な 特定 用途 向 け の もの にな る か,今 ソフ

トウェ アで コン ピュー ター ・メー カーを 悩 ま してい る万能 ユ ー テ ィ リテ ィの方 向 に進 む か とい う

こ とは未 解 決 の問題 であ る。

IBM社 の 見解 では 「TSSと は 「遠 隔地 にあ る多数 の ユーザ ー に1台 の コン ピュー タ・一を同

時 に利 用 させ,各 ユ ーザ ーに,機 械 を独 占 して使 用 してい る感 じを もたせ る シス テ ム」 であ る。

TSSと い う概 念 は新 しい もの では な く,そ の最初 の ものは,AAのSABRE,ニ ュー ヨーク

の証 券取 引 き システ ム,日 本 の 国鉄 の座 席予 約 装置 であ る,と して いる。(わ が 国 にお ける一般

の理解 よ り広 義 であ る。)

ユーザ ー が,郵 便,鉄 道 そ の他 の輸送 手段 を利 用 す る替 りに通信 回線 を利 用 し中央 に置 か れた コ

コ ン ピ ュ一 夕ー に容 易 にア ク セス で き る よ うに した シス テムは今 日 「シ ェア ド ・イ ン フ ォー メー シ

シ ョン ・システ ム」 と呼 ばれ て い るが,こ の よ うな システ ムを さ らに発 展 さ せ,小 さい ユー ザー

に も利 用 可能 とす るため に,公 営,私 営 の通 信会 社 には,最 も,経 済的 で効率 が よい専 用或 は交

換 網 を も った 通信 施設 を提 供 し,利 用 可能 とす る責 任 が生 じて きた。

IBM360/67,GE645と い った よ1り新 しい世 代 のコ ン ピュー タ ーを念 頭 におい た,

タイ ムシ ェア リン グ シス テムは,タ イ ム シェア リング とバ ッチ プ ロセ シ ング の西 方を同 時 に こな

す た め に,ペ ー ジ ングや,セ グ メ ン テー シ ョン とい う新 しい構 想 を導入 した もの で,ト ー.タル ・

コ ン ピ ュー タ ー ・ユ ー テ ィリテ ィの 基礎 とな るべ き もの であ るが,こ の よ うな厳 密 な意 味 での タ

イ ム シェア リング シス テ ムを コン トロー ルす る グ フ トウェアを完 成 す るには 極 め て多大 の研 究開

発 の努 力 が必要 であ り,将 来 の も ので あ ろ う。

2.2オ フ ライ ン ・サ ー ビス,オ ン ライ ン ・サ ー ビス の いずれ を と るかを 決 め る基 準

次 の よ うな ものが,選 択 の パ ラ メー ターに な る。

(1)能 率

この観 点か らい えば給 与計 算 や,会 計 の よ うに逐 次処 理 される ものは オ ン ライ ンで あ る必要

は ない。例 えば プ ログ ラムのデ バ ッギ ン グの よ うに,誤 りを直 ち に知 り,そ れ を直 して機 械 に

か け る ことを 繰 り返 す よ うな仕 事,と くに多 数 のプ ログ ラマー が同 時 に仕 事 を進 め る際 には オ

ン ラインが有 利 であ る。

② 立地 条 件

市街 地 か ら離 れた小 企 業 で,通 信回 線 より経 済 的な輸 送 手段 が ない場 合 オ ン ライ ンシス テ ム

を と る。 支店,工 場 を多数 もつ 大企 業 の場 合 には同 一 市内 の事業 所か らは オ フ ライン,遠 隔 地

の事業 所 か らは オ ン ラインと い うよ うに両方 を 使 い分 け るだ ろ う。
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(3)輸 送 コス ト

センターに近 く,ま た航 空機 ,'トラッ久 鉄 道,メ ッセ ン ジ ャーな ど適 当 な輸送 手 段 が あ る場 合

は普 通 その方 が通 信 回線 を利 用 す る よ り経 済的 であ る
。 しか し,コ ス トを比較 す る場合,デ ー

タの梱 包,荷 ほ どき,郵 送事 務,実 際 の輸 送 のた めの 経費 のほ か に,結 果 を と り出 し配 布 す る

マ ンパ ワー ・ア ー タを送 る のに つい て ゆ くプ ログ ラマ ー の コス ト等 あ らゆ る コス トの総 計 で比

'敏 しな けれ ばな らな い
。

(4)業 務 の多 様性

多 種類 のア プ リケー シ ョンや サ ー ビスを 必要 とす るユ ー ザー はい くつ もの セン タ_に ア クセ

ス で きる ター ミナル を もつ こ とが経 済的 で ある
。

⑤ 秘 密 の保持

現在 の シス テ ム で も・識別 コー ドを もち,デ ー タ フ ァイル が破壊 さ れる の を防 ぐ工 夫 が して

あ るが,ま た完 全 には解 決 を み て お らず,政 府 の通信 の秘 密保持 規準 に合 致 す る まで には な っ

ていな い。 した が って秘 密 を 重視 す る ユー ザー は,計 算 セ ン ターを パ ッチ モー ドで利 用 す る こ

とにな る。

(6)応 答 時間'

タイ ム リー な決 定 を必要 とす る場 合,業 務 が1日 の 内 に不規 則 に お こ り,ビ ジ ネス を進 め る

のに速 い レス ポ ンスを 必要 とす る場 合 に オ ン ライ ン ・シス テ ムが選 ばれ る
。 航 空機 の予約,株

価 サー ビス,国 家 警 察 の情 報 シス テ ムは この例 である。

(7)顧 客へ のサ ー ビス

公 衆や,大 企業 にサ ー ビス を提 供 す る企 業 ユー ザーは 多数 あ り
,高 度 の競 争 環境 にあ る。 こ

の鈴 オンラインによ礪 客サー・スの向上・ま重甦 意味をもつ・醐 車の部品供給はその一

例 である。

(8)経 済 性

コーザ ーは,利 用 す る シス テ ムの総 コス トを計 算 しな けれ ばな らない
。 顧 客 へ のサ ー ビス も,

能率 も・ 応答 時間 も・輸 蹟 も・ デー タ処 理 ・ス トも すべ て オ ・ ライ ン,オ ン ライ ン両 方 の場

合 に つい て金額 で計 算 し,そ の結 果 最 も経 済的 なや り方 が多 くの場台選 ぶ べ きシス テ ム であ る
。

しか し,ユ ーザ ーが 応答 時間 や顧 客 への サー ビス を重視 す る時は た とえ コス ト高 であ らて もオ

ン ライン シス テ ムを選 ぶ ことに な る
。

2.3オ ン ライン サー ビスお よび デー タバ ン クの将 来 性

現在 米 国 では・ タイ ム シ・ア リング会社b・k70台 の ・ ン ピ.づ 一 と5
,000台 の タ_ミ ナ

ル を運 用 してお り,さ ら に新 しい オン ライン シス テ ムは1カ 月 に3 ～4台 の割 合 で増 え て い るか

ら・ 来年 には全 部 で100台 以 上 にな るだ ろ う。 ヨー ロッパ には8台 あ るほか オース トラ リア と

カ ナダに もあ る・ これ らの企 業 の売上 げは今 年1億 ドル を越 えた が
,1972年 迄 に16億 ド、レ
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に達 す るも の と予 測 され てお り,1970年 代 の終 り'には,こ れ らの サー ビス の売 上げ が・数 十

億 ドル の コン ピュー ター ビジネ スの少 くとも半 分以 上 を 占 あ る こ とになろ う。

また これ か らの5年 間 に コ ン ビュー.ター の50パ ーセ ン ト以 上 が 通信 回 線 に接続 され た もの と

な るだ ろ う。

デ_タ パ ン クに つい てい え ば,そ れ が,デ ー タの 収集 維 持 にマ ンパ ワー と経 費がか ムる とい

う説 は あ って も,IBMと しては有 望 な分 野 だ とみ て い る。 図1の よ うに,ユ ー ザ ーは,社 内 の

科 学 用 コン ピュー ター,事 務 用 コ ン ピ ュー ター,デ ー タバ ンク のほか に社外 の コン ピ ュー ター シ

ステ ム,ビ ジ ネス シ ステ ム,デ ー タバ ンクを ど うして も利 用 す る こ とになろ う。 別表 は ・IBM

の業 種 別 に専 門 化 され た マー ケ ッ ト ・リサ ー チ ャー・ セ ールズ マ ンを動 員 し・ 需要 分野 毎 に顧 客

と面 接,デ ィス カ ッシ ョン してつ くりあ げた デー タ ・バ ンク の需 要 見 通 しであ る。 この デー タバ

ンクは,コ ン ピ ュー ター をペ ース にす るこ とは 勿論 だ が,必 ず しも リモー トター ミナル でデ ー タ

を取 出す も のだ け では な く郵 送 によ る もの も含 ん でい る。

オ ン ライン ・デ ー タ処 理 の将来 に とって問 題 にな るのは公 衆通 信 回線 の使用 料 金 であ る。 今 日,

計 算 してみ る と平 均 して90マ イル(144km)以 上 の距離 の通 信 料金 は コン ピ ュ一一ターの料

金 を上廻 る よ うにな る。

'
マル チ ・チ ャン ネ

図1.デ ー タ メ ン ク

ル ラインの共 用 とか

・新 しい伝送 技 術 の 採

用 に よ って遠 距離 通

信料 金 を低減 す る方

法は 開発 され た が,

今 までは公 衆 通 信 の

規 制 に低蝕 して用 い

る こ とが で きなか っ

た。 これ に関 しては,

FCCも 「通 信 コス

トが コン ピュー ター

産 業 の将来 の成 長を

制限 す る ファ ク ター

にな る恐れ があ る。」

と述 べ てい る。

不特 定 多数 のユ ー

ザ ー に対 す る情 報 サ

ー

日

ノ
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一 ビスや ,デ ー タ処理 サ ー ビスの将 来 は,高 速度 で能 率 の よい通 信設備 の開発 と,コ ス トが禁 止

的なものでなく,規 模の一 ザーにも・ンピ.一 ヂ を利用魂 ・するよう給 理的繍 金構

造 の実 現にか か って い る。

(オ ン ライ ンデ ー タ処理 用 の コン ピ ュー ター を通信 回 線 の端 末 装置 と見倣 す 考 え方 が一 部 にあ

るが,と い う問 に対 して)"通 信"と い うのは 「情報 を変 え る こ とな く送 り伝 え る こ と。」 であ

って,デ ー タ処 理 は通 信 と全 く異 な る もの であ る。

デー タ処理 のた め の デー タの輸 送 を航空 機 に よるか,鉄 道 に よるか,ト ラ ック に よるか或 は通

信 に よ るか を決 め るの は コス トとか能 率 の観点 か らで あ り,通 信 は,手 段 の一 つ にす ぎ ない。 通

信 を利 用 した ら,・ ン ピ・一 夕ーが通信 の ・一 ミナ ・レに な る とい うのな ら・ トラ・クを利 肌 た

場合 には ・トラ ック ター ミナル"に な って しま うで は ない か・ と答 えた。

デ ー タ ・バ ンク の運 用 は,限 られ た数 の組織 では到 底 で きる も の でな く,広 い分野 の人 々 が,

任 務 に応 じて協 力 しあ わ なけ れ ばな らな い と して表1を 示 した。

表1機 関 と 業 務 の'関 係

政

府

丁
ザ

|

芋

三
業

機
器
製
造
業

公
衆
通
信
業

産
業
団

体

データの収集と維持 ○ ○ ○ ○

シ ス テ ム と リ ト リー

バ ル サ ー ビ ス
○ ○ ○ ○

ユ ーザ ー の端 末 装 置' ○ 、 ○ ○

デ ー タ 伝 送
`

○

2.4日 本 に お け るデ ー タ処 理 の将来 性

科学,技 術 の分野 で は,エ レ ク トロニクス,コ ン ピ ュー ター,造 船等 々に無 限 の計 算 需要 があ

る.こ れ らに オ ン ライ ンサ ー ビス を提供 す る こ とに よ って これ らの産 業 の能 率 は向 上 し・世 界市

場 での競 争 力 は 「層増 すだ ろ う。

ビ ジネス分野 につ い て言 えば,多 くの小企業 があ り,彼 等 は 自身 の コン ピュー ターを保 有 す る

財務 状 態 に はな い が,複 雑 な 会計や,請 求 書発 行 や・ 給 与計 算 文 書 の編 集 ・在 庫管 理 な どを 抱

え てい る。 これ らの他,銀 行,保 険,製 造 業 に とって,タ ー ミナル を通 したサ ー ビス が供与 され

る必要 性 は 高 い。

しか し,こ の場 合 に,通 信 の利 用料 金 が高 く,公 衆 通信 企 業 に よって,適 切 な通 信施 設 が提 供

され なけ れば,そ れ が オ ン ライ ンシステ ム の発 展 を制 限 す る フ ァク ター に な るだろ うとい う点 は

米 国 の事情 と同 じで あ る。
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2・5通 信回 線 利用 にお け る制度 と料 金 体系

2.5.1通 信 回線 の利 用 の場 合 の制限

従来 最 も重要 な制 限はFCCTariffnd263で,電 話会 社 の設 備 に電 話会 社 が供 給 し

た も のでな い設 備(ForeignAttachment)を 接続 す る こ との襟 止 であったhS最 近 力
、一

夕ー ・エ レク トロニ クス 社 とATT,ゼ ネ ラル テ レフ ォンな どの電 話 会社 との間 で争 われ て い

た"Carterfone"の 事件(Carterfoneと い うの は,電 話 と自動 車 ラジオ との間 で

通話 す る装置 で・電 話 会社 が そ の接続 を 断 ったた め争 い にな った。)に つ い てFCCの 審決 が

あ り・その 中で・FCCはCForeignAttachment・ の接続 禁 止条項 が ,不当 か つ差 別的 で蕩る

と して削除 を命 じた 。 この命令}ま・!68年7月29日 か ら発 効 す る こ とにな ってい るが
,IBM

では この決 定に よっ て・オンライン・データ処 理 の場 合 に次 のように変 化が お こると説 明 して い る
。

※ リース ト ・ライ

ン(専用線)の場 、,∴二蕊=一 一「1
合 に は 従 来 か ら こ,'

'
の範 囲 の 回 線 の み.処 デ 装画 通 信 回 線

'装1

嚇 会社が提供 置タ 置御L

・し,ユ ー ザ ー の機

械(Custom

Taylored

,DeviCe)zを 接

続 し て い た が,今

回 の 審 決 に よ って,

ス ィ ッチ ン グ ネ ッ

※

回 線
M
O
D
E
M

装回
線
糊

置御

'

」

[
従 来は スイ プチ ソグ ・ネ プ トワー ク(交 換回

線 網)の 場 合 に この範 囲の機 器 を通 信会 社 が

提 供 す る もの とし七い た'。

ト・一 クの場 合 嗣 じ取 扱 い に な ・た.た だ し,ス イ ・チ ング 和 トワー ク賜 金 は
,そ の保

護 のた め・回 線 とMODEMの 間 に・ヒューズ装 置 を ユー ザー一の経費 負担 で挿 入 す る こ とを電 話

会 社が 主張 してお り,こ れは 認 め られ る模様 であ る。

.2.5.2通 信 料 金 、

(1}・ス イ ッチZグ ・ネ ッ トワー グ

…Di・ectDi・tanceDi・ ・1(ダ イ ヤ ・yVaよ る市 外 騨)

1回 毎 の コー ル の時 間 と 距 離 に よ っ て 料 金 が 決 ま る。

b・ ρ ・tw・ ・dW
、ATSIWid・A・eaT・1・ph

.・neS・ ・vif・)

一 つの電話 か ら遠 距離 の一定 のAreaに あ る どの 電話 で も呼 び 出 せ る制 度 で
,料 金 は

回数 に関 係 な く,特 定 電 話 か ら特定Area迄 の'距離 に よる月極 め料 金 で ある。
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c,InwardWATS

これ は ・OutwardWATSの 逆 で・ あ る地 域 の どの 電 話 か ら で も
,遠 距 離 に あ る特 .

定 の電 話 を 呼 び 出 す や り方 で 月 極 め 料 金 であ る。

(2)リ 一一ス ト ・ライ ン(プ ラ イ ベ ー ト ・ラ イ ン)

距離 と伝 送 容 量 に よ っ て 定 ま る 月 極 め 料 金 で1日24時 間 サ ー ビス を 行 な うも の で
,Sub-

voiceとVoiceレ ベ ル で ・45～4 ,800bits/偏ecの デ ー タ伝 送 サ ー ビス を

行 な う。

こ の他 に ・Wid・-bandServiceと して
・5,0,000bi・s/、ecと2 .50.0

00bit・/・ecの サ ー ビス が 利 用 可 育Eで あ る
。

(3)ATTは,最 近 実 験 的 に50,000bits/』ecの 速 度 を も つ新 し い ス イ ッチ ン グ ・2(

ッ トワー ク の サ ー ビス を 開 始 した と発 表 した
。

以 上

、

●

?



・



一207一

～(C・ ・〔!γAm-ed

∴'op。 ↑・ntialotf・ ・i・g・ 8ERVICESOFFREDTOUSERS-RELATEDTODATABANKSand/乙)rREMOTETERMINALS





調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

情 報 産 業 に 対 す る 銀 行 の 進 出

(アメリカン ナシ・ナル銀行/テレデータ 社)
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Am・ ・ica・N・ti・n・1B・nk/TELEDATAC・mp・t・ti・ ・

LasallestreetatWashington,Chicago60690

昭 和43年7月19日

吉 田,中 島,若 曾 根,岡 田,石 井

Mr.L.RogerSmith(IBM:Consultant-DataOommunications)

MissAnnTrimble(IBM:AssociatedServiceAnalyst)

Mr.A.FrederickPitzner(AmericanNationalBank
,Vice

President)

1.概 要 お よ び 所 感

米 国 の銀 行は約14,000あ り,そ の 内 の200行 で全 体の規 模 の99.5%を 占め る。 そ の処 理

業 務 の 一端 を小 切手 に見 る と,全 米 で年 間200億 枚 の小 切手 を処 理 しなけ れば な らない 。

(AmericanNationalBankは そ の うち5,500万 枚 を処理 して い る。)

この よ うな 関係か ら銀 行 に お い ては,業 務 の機 械 化に早 くか ら熱心 で あ った が最 近 にな って,銀

行 内業批 と どまら ずデ ー 拠 壷 一 ビ品 外部 にむ か。て頗 る・と・・噸 向猿 加 て くるよ う

にな ったo

当AmericanNationalBankは19'61年 に小切 手 の 自動 処理 にふ み切 ったが,

1963年 か ら64年 にか け て給 与 支払 の代行,請 求 書発行 業 務 の代行,な どを 初め るよ うにな っ.

たo

またTELEDATAと よぶ計算サLビ ス会社を傘下におさめて,こ れに他銀行および貯蓄貸付

組合に解 るサービス拓 なわせ・かつ給敬 払業務・言縫 発行撒 な・のサー・スも行なわせ

てい る。

米 国 に おい ては銀 行業 務は 「 般 に州 か ら厳 しい制 限 を設 け られ て お り,た とえ ば イ リノイ州 では

1つ の銀行 は1店 しか持 つ こ とを許shて ・・ない 。 この よ・う鴻 情 みため店 の拡 張 を す る代 りに子

会社 を設 立 す る とい うケ ー ス もあ りう る よ うであ る。

American'Nati'onalBankと,そ の子 会社TEL'ETDATA'と は 実 質的 には 同一 の会

社 とい って もよ い程密 接 な関係 を も って お り,両 社 で も ってい る計算 機は,9境 界 の ない 同 じ計算 機

室 に設置 され て お り,消 耗 品は 共 同 使用 を し,プ ログ ラマ ー,オ ペ レ一一歩一 も共 向作業 を してお り
,
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給 与 の支 払い も プ ログ ラマ ーは 銀行,オ ペ レー ター一}tTELEDATAか らとい う分 け方 で支 払わ

れ てい るo

しか し名 目上 は あ くま でも別 会社 で あ り,ArnericanNationalBankは 自社 の ため の

小切 手 処理 を行 な うため にIBM360/50,IBM360/20,MICR小 切手 用 のsOR

TER,そ の他 を持 って お り,一 方TELEDATAは 貯蓄 貸 付 組合 と銀 行 とに対 す るデ ー タ処 理

サ ー ビスを 主 と して行 な う会社 と して,IBM360/40,IBM1440な どを も ってい る。

RemoteProcessingServiceと い う観 点 か らい えば,TELEDATA社 のサ ー ビス

の 方が興 味が あ る。TE』LEDATA社 の業 務 の概 要 まIBMのAnnTrimble嬢 が主 と して

説明 した ことに基 づ いて 報告 す る。

1.1サ ー ビス の概 要

TELEDATA社 は 圭 と して貯蓄貸 付 組 合 を対 象 と す る リモー トサ ー ビス を行 な ってお り,

推 定売 上 げ60,000ト"J?/月 を これ で あげて い る。

この リモー トサ ー ビスは 各組 合 の窓 口 におか れた ター ミナル と,TELEDATA社 のIBM

/40を 結 ん で通 帳 の処 理 と・デ ィスク上 の 口座 内容 の処 理 とを即 時 処理 す る もの で・ ター ンァ'

ラン ドタイ ムは1件8秒 であ る。

現 在 ター ミナ ル の数 は90。

1.2シ ス テ ムの使 い 方

リアル タイ ム リモ ー トサー ビスは朝7時30分 か ら夜9時 ま で行 な ってお り,こ の間 に簡単 な

プ ログ ラ ムの デバ ックな ども並行 し て行 な って い る。夜 間 は バ ッチ処 理を行 な って い る。

貯 蓄 口座 の内容 は,デ ィス クパ ック にお さめ てい るが,名 前 や住 所 な どふ だ んの即 時処 理 に不

要 の情 報 は磁 気 テ ー プに入 れ て お き,デ ィス クパ ックには 口 座番号 と,'ほ ん と うに必要 な圧縮 さ

れ た 情 報 のみが入 れ てあ る。(1人60バ イ,トが 標準 の大 き さであ る。)

な お,デ ー タセル はお そ い ので この 目的 には使 えな い 由。

1.3所 感

(i)Americar,NationalBankのPitzner副 社 長 の考 え に よれ ば銀 行 のデ ー タ

処 理能 力 は 今後 も ます ます増 大 させ ね ば な らない。

ク レ ジ ッ トヵ_ド が 普 及す る と請 求書 発行 な どの業務,す な わ ち"紙"が 急増 ず る。小 切手

が な くな る と して もそ れは 遠い先 の ことであ る。

(2)こ うして デ ータ処 理能 力 が増 大 して ゆ くと・余剰 の能 力を使 って新 しい業 務 を 開拓 し ようと

い う考 え が で て くる はず であ る。我 国 でも株 式 の払込 み,入 学金 の払込 み,公 共 の請 求書(電

力,ガ ス,ラ ジ オ,テ レ ビ,電 話,そ の他)の 処 理 な どは銀 行 が行 な っている が,米 国 で は よ

り広 い応 用分 野 を求 め て!銀 行 の も ってい るデ ー タ処 理 能 力を利 用 しよ うと考 えは じめ てい る

よ うであ る。
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(3)AmericanNationalBankの 場 合 は,貯 蓄 貸 付 組 合 のため のサ ー ビスを子 会社 を

通 じて行 な って い るが,そ のサ ー ビス の仕 方は きわ め て単 純 で あ って,し か もすで にそれ だ け

で,ベ イ ライン を守 ってい ると考 え られるる'

(4)す なわ ち す で に充 分 なベ ースn'・一ードを もっ てい て,夜 間の 余剰 時 間を利 用 して新 しい 応 用を

行 い つつあ る。(給 与 支 払業務 代行 な ど)こ れ は きわめ て着 実 なすす め 方 であ る。

(5)他 方 この よ うな業 務 が成 立 す るペ ース と して は,TSSが す でに話題 の域 を 脱 して,地 道 に

各所 で応用 され てい る とい うこ と,こ の よ うな リモー ト処理 はす でに特 別 な もの ではな くな っ

てい ると い うこ とにつ い て の一種 の常 識 の よ うな ものが あ るの では ないか と思 われ る。 我 国 に

にお い て も コス トの点 で問題 が なけれ ば この種 のサ 三 ビスの 可能性 は十 分 に あ ると思わ れ る。

2.詳 論

2.1TELEDATA社 のサ ー ビス の概 要

米 国 の貯 蓄 貸付 組合 は・ 一般 の人 か らの貯 蓄 を対 象 と してお り・集 め られ た金は特 定 目的(住

宅,建 設)の ため の長 期 貸付 を行 な うた めに設立 され る も ので,TELEDATA社 は,15の

貯 蓄 貸付 組合 と,AmericanNationalBankに 対 して サー ビスを行 な ってい る。

貯 蓄 組合 に よ っては,利 子 の計 算方 式 が変 っ てい る もの もあ り,処 理 プ ログ ラムは 組合 ご とに

異 な 』て い るo"

貯 蓄 貸付 組合 の サー ビスは,現 在375,000[]座 に対 して行 なわ れて い るが,将 来100万

口座 ま で拡 張 は容 易 で あ る。組 合 は大 部分 はChicago近 辺 に あ るが なか には180マ イル は

なれた所 にあ る もの もあ り,50本 の電 話線 で90の 端 末 につ な が ってい る。1つ の端 末 を窓 口

2人 で共 用 す るか ら,こ れ は180の 窓 口 とつ なが ってい る こ とにな る。

この他 に抵 当貸 付 業 務 も行 な ってい るが,こ れは フ ァイル メ ンテナ ンスが主 た る業務 とな る。

小切 手 口座,信 託 口座 につ い ては現在 は 行 な って いな いo

ま熔 の国権 号を一つきめておいて・
.・ 座の種郷 関係な く客と窓・との連絡ができればよ、

い が,こ れ は む つ か しい の で や っ てい な い0

2.2TELEDATA社 の 機 器 構 成

TELEDATA社 が も っ て い る 機 器 の 主 体 はIBM360/40(128KB'Core)で

あ って,タ ー ミナ ル は 主 と し てIBM1060,他 にIBM2260。 ま たIBM 、7'770経 由 で

AudioResponse可 能 。AudioResponseは 貯 金 口 座 出入 れ 以 外 の 間 合 せ に答 え る

こ とが で き るo ,

CPUの バ ック ア ッ プ は ・ す く1とな りに お い て あ るAmericanNatioalBankのIBM

360/50で あ ・ 一(・ ・ れe・15分 で 酬 え る こ と が で き る ・ バ ッ ク ア ・プ が なL・ の ぽ 一 ミ

ナ ル と,・360/40を 結 ぶIBM2703TCU(TransmissionControlUnit)
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IBM1060

ター ミナル

8/360

であ っ て,こ れ以 外 は何 らか の形 で バ ックア ップ で きる。な お エBM2703(TGU)径 由 で

引け る電話 線 の数 は176本 が最高 で あ るが,現 在 のTELEDATA社 の場 合 には1』20本 ま

で しか とれない よ うに設 定 されて い る。(現 在の 実装 は50本)

2.3タ ー ミナル か らの使用 の概 要'

貯 金 を した い人が 窓 口 に くる と,窓 口 のオ ペ レー タはIBM1062タ ー ミナ ルの オペ レー タ

キ イをA又 はBの い ずれ かに 切換 え る"通 帳 を所定 の場 所 には さみ所定 の様 式 で タイ プす る と,

計 算 機に情報 が送 られ る。

計 算 機 ま端末 を見 て,そ れ が所属 し てい る組合 の番号 を見 つけ,口 座番 号 と一諸 に して対 応 す

る デ ィス ク と照合 し,デ ィメ ク内 の情 報 を 更新 し,結 果 を ター ミナル に送 り通帳 にプ リン トす る。

ま た オペ レー タが さわれない が ガ ラス越 しに見 るこ との で きる プ リン ト機 構が ター ミナル に あ る

が,そ こに も所 要 のf静 艮を送 って操 作 の記録 を と るこ とが で きる。(Termina1-recordtape)

この操 作 のため に消費 され る計 算時 間 は350mS,タ ー ンア ラン ドタイ ムは約8秒 であ る。

な お ター ミナル か ら現 在 の口座 の状 況 な どを問 合せ る こと もで きるo'

ター ミナル か らの トランザ ク ショ ンの頻 度は

平均1日22,000(タ ー ミナ ル総数90全 体 で)

す なわ ち700/30分

Eo・一一ク時 は1,200/30分(ラ ンチ タイ ム)

ぐ らい にな る0

2.4シ ステ ムの使 い方

米国の貯蓄組合は朝早い時刻から夜遅 くまでサービスをしている所があるので,朝7時30分_

夜9時 までは リアル タイム処 理を 受 け つ ける σ

これ以 外 の時間 は,パ ッチ処 理 で資料 を 作 る。 と い う形を原 則 と して運 用 してい る。 現在 は2
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ジョブ,時 には3ジ ョブ のマ ル チ プ ログ ラム処理 をDOSの 下 に行 な っ てい るが ,コ ア容量 が小

さい(128KB)の で これ を 倍 の大 きさ にす る ことを考 え てい る。 も しそ うなれ ば も っ と多重

の処理 が でき る。

昼 は リア ム タイム 処理 を行 な ってい る他,プ ログ ラム のデ バ ッグを 頻繁 に行 な って お り,ま た

PRINTも 並 行 して行 な っ てい る。 この バ ッチ処 理は コア容量 が小 さい の で時 間 に して25%

しか使 え ない が,コ ア容 量 を ふや せ ば100%バ ッチを並 行 して流 せ る よ うにな る
。 コア の使 い

方 は下 図 の とお りで あ る。昼 間 の プ ログ ラム のデバ ッグ とい うのは ご く簡単 な プ ログ ラム のデ バ

ッグ であ る と考 え られ る。

保 守 は週1回4時 間夜 間 に行 な って

い る。デ ー タは 時 には パ ンチ カー ドで

与 え られ る こと もあ るが,こ れ は テ ー

プに直 してか ら夜 間 に処理 され る。貯

蓄 組 合 のデ ー タは1口 座 あた り60バ

イ トが標準 で,必 要 であれ ば60バ イ

ト以 上 の スペ ー スを とる。 た とえ ば通

(昼 間)(夜 間)帳 を忘 れ て きた入 のた め に あ とで通 帳

を も って きた 日に,以 前 の貯 金 高 を通 帳 に記録 で きる が,そ の ため には 余分 の スペ ー スが必 要 で

あ る。 これ らのデ ー タは デ ィス クパ ックにお さめら れて い る。1口 座 のデ ー タを圧縮 す るた め,

口座 の照合 は 口座 番号(6バ イト)と組合 の番 号(2バ イ ト)で 行 ない,対 応 す る名 前,住 所 な どは

磁気 テー プにお い てお くo

また組 合 ごと に別 のデ ィス クパ ック に書 くこ とは せ ず1つ の組 合 の次 に別 な組合 のデ_タ が並

んで いるo

.2.5コ ス トお よび売上 げ
'

ター ミナ ルは各 組合 で調達 し
,ラ イ ン使 用料 もユ ーザ ーが払 う,し たが って問 題 にな るのは 計

算機 使用料 であ るが,こ れ は2っ の勘定 で賦課 され る,

す なわ ち(1)手 持 口 座1つ につ き毎 月5セ ン ト

(2)貯 金 な ど内 容 に変 更 のあ った 口座1つ に つき毎 月10セ ン ト

とい う形 を と ってい るoこ れ でみ る と,

(1)手 持 口座は 現在375・000口 座 故 ・定額 収入 は18,750ド ル/月

(2)変 動 口 座 は 現在22・000口 膨/日 故,1日 当 り2,200ド ル

1カ 月20日 とみ る と44,000ド ル/月 の収 入 にな る。

すなわ ち・約60・000ド 」㌧/月 の売 上 げを あ げ てい る ことに な る。

以 上

DOS10K

パ ッチ用16K

リアル タ イ ム用

102K

DOS10K

バ ッ チ 用

114K

2K余 備

2Kプ リン ト

」
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米国におけるブル ・クス法の運用および

政府囹係機材調達事務の機械化

(米 国 共 通 役 務 庁)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

GeneralServiceAdministration

GeneralServiceBldg.,18th,andF.St..N.W.,

WashingtonD.C.20405

昭 和43年7月3日

山 口,若 曾 根,村 上, 、栗 田,谷 口

Mr,GeogeW.Dodson,Jr.

/Ass…an・c6㎜ ・ss・ ・n・ ・f・ ・A…m…dD… ＼

/.Manag・m・n・S・ ・v・ce
,・ ・d・ ・alS・pPlyS・ ・v・ ・e/

Mr,RobertM.Joslyn .

(D・ ・6・t・ ・,F,d。,a1S。pPlyD。t。Sy、t。mDi。i、i。 。)

1.概 要 お よ び 所 感..'

1.1共 通役 務 庁 の任 務

米 国 共 済 役 務 庁(GeneralServiceAdministration。 以 下 「GSA」 と略

す。)は,政 府関 係 の建 物 その他 の財 産 の管 理,必 要機材 の調 達 ・配布一,余剰 財産 の整 理 活用,

交 通 ・通 信 サ ー ビス等,政 府 内 部 にお け る各種 のサ ー ビスを提 供 す る こ とを任 務 と してい る 。

1.2調 査 事項

G・SAで の今 回 の調 査 は下記 の事 項 を と りあ げ,上 記面接 者 よ り説明 を うけた
。

aj電 子 計 算機 お よび それ に要 す る資材 の調 達 に関 す るBrooks法 の運 用 の実 態

{2}GSAに お け る電子 計 算機 の利 用状 況

(3)そ の他電 子 計 算機 利 用 に関 す る諸 問題 に つい て の実態 な ら びに見解

1.3調 査結 果 の所感

調 査結 果 の所感 と しては,次 の事項 が あ げ られ る。

(1)Brooks法 は,大 量 の電 子 計算 機関 係 所 要資材(磁 気 テ ー プな ど)の 一括 契約 によ り,政

府 全体 の電 子 計 算機 の維 持 経 費 の節減 に非 常 に効 果的 に働 らい てい ると思 われ た が,電 子 計算

機 を導 入 す る際 の システ ム選 定 の妥当 に ついてGSAと 関 係 省 庁 の間 で深 く討 議 され て い るか

ど うか は明 らか でなか った 。GSAに は現 在,そ の査 定権 が な いか らで きな い と しても,将 来,
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経費 節減 に効 果 的 に働 ら く機能 を もた せ るた め,GSAが 各 省庁 で計画 した電子 計 算 シス テム

を査 定 し,あ るい は 自ら システ ム設 計 を行 な うこ と とす れば相 当 数 の スタ ソフを必 要 とす る こ

と にな ろ う。 また現 在 わが 国 に おい ては 実質的 にGSAに 相 当 す る機 構 は な いが,こ の よ うな

機能 を もつ機関 を設 け よ う とす れ ば,先 ず要員 の確 保等 に相 当 の困難 を 伴 な うで あろ うし,十

分慎 重 な検 討 が必要 であろ う。 ・

②GSA内 部 で電子 計 算機 を 利用 してい る システ ムの一 つ と して,連 邦 資材 補 給(Federal

SuplyService)シ ス テムが あ り,昨 年(1967年)10月 か ら,政 府関 係 の 各種資

材 の補給 事 務 の機械 化 が 実施 され て い る。

この シス テ ムの実現 に は,実 用化 研 究(Feasi'bilityStudy)の 着 手か ら完 成 まで

に相当 の期 間 と経 費 を投 入 した こ とは 当然 とは いえ,そ の着 実 な実 施 には敬 意 を表 した い。 わ

が国 にお いて は電 子計 算機 の導 入 を急 ぐ余 り,と もす る と この過 程 の期 間,経 費,専 務者 の確

保 に充 分 な配慮 をす る こ とな く電子 計 算機 の導 入 が行 なわ れ る こ とがあ るが,考 慮 すべ きであ

ろ う。 と くに将 来,電 子計 算機 の利 用 が拡 大 す る に従 って,こ の ことは さらに重要 とな ろ う。

(3)将 来 構想 につL・一(eま・GSAの 全 体 を把 握 しに くか ・た が・利 用 思想 たっL・て と く□ 新 ら

しい もの は なか った よ うであ る。

しか し,各 省庁 が利 用 してい るデ ー タ伝送 シス テ ムAdvanceRecordSystem↓(っ

いて,そ の拡 充 が検 討 され よ うと してい る ことは注 目すべ きであ ろ う。現 在 わが 国 では 政府 の

各機 関が 共 用 で きるデ ー タ伝送 シ ステ ムはな いが,将 来検 討 を 要 す る問 題 の一 つ で あろ う。

(4)要 員養 成 につ いては ・わ が 国 と同様 の事 情 にあ る よ うであ るが,現 場 管理 者の評 価 を重視 し

て プ ログ ラマ等 の処 遇 条 件 を決 定 して いる点 は,給 与 制 度 な どの違 い もあろ うが,要 員確 保 が

むず か しい とされ て い るわ が国 に と っては,さ らに詳細 な調 査 を行 ない,検 討すべ き であろ う。

2.詳 論

2.1Brooks法 の運 用、の実態

2:1.1概 況

米 国 にお いて もわが国 と同様,法 執行 に必 要 な経 費(予 算)は 国 会 が審議 して割 当て るので,

法律 は 必 ず しも完全 に執行 で きる とは 限 らな い。 ・

Brooks法 につ い ては 国会 が金 を つけ た がら な いの で,予 算 局,商 務 省 では実 施 に困難 を

感 じてい るよ うであ るが,GSAで は 現 業官 庁 のた め資金 を別 に獲 得 す る手段 があ り,予 算 割

当が少 な くとも仕事 は で きる との こ とであ った。

Brooks法 ではGSAは 「自動 化 された 機 械 に つい て良 好 なmanageを 行 な う」 こと と

な ってい るが,「manage」 を広 く解 釈 して,次 の よ うな業 務 を 実施 し,ま たは 実施 す る計画

が もたれ て いる 。
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(1)機 械 室 の 設 計

(2}デ ー タ通 信 の 実 施

(3)原 始 デ ー タ の 自動 化

(4)機 械 の調 達

(5)連 邦 政 府 のDateCenter

(6)汎 用 のSoft-wareの 開 発

(7)機 械(Equipment),供 給 資 材(Supplies)一 例 え ば磁 気 テ ー プ,Diskpack,

書 式 用 紙(Forms),カ ー ドな ど 一 の 標 準 化

(8)余 剰 資 材 の活 用 の た め の 措 置

2.1.2各 省 庁 の 機 械 調 達 手 続

(1)大 形Systemの 調 達 手 続"

大 形SystemWDの 機 材調 達 は,使 用 省庁 がGSAと 予算 要 求 前 お よ び執行 前 にそれ ぞれ

協議 す る こと とな ってい る 、

(注 大 形Systemと は2以 上 のMainprocesso .rを 有 す るもの 。)

協 議 は使 用 官 庁 が事 務 処 理 の 自動 化 の 目的 を明 らかに し,業 者 が入札 で き る程 度 に詳細 な

計 画を 示 す義務 を もち,そ の 自的 が明確 に説 明 された と き,GSAは これva対 して査 定す る

な どの権 限 は も って いな い。

使 用省庁 は 自動化 計画 を もつ場 合 は,実 用化研 究(Feasibilitystudy)を 行 な

わ なけ れ ばな らな い が・GSAは こ地 関 与す 権 限 は ・現 在 も ・てい な い・斗浮来 は そ の権

コ
限を もつ べき であ ろ う との意 見 はGSA内 部 に あ る よ うであ る。現在Feasibility

studyが 適 切 に行 な わ れた か ど うか の監視 は,会 計検 査院 が行 な うこ とにな ってい て,使

用官 庁 にFeasibilitystudyを 行 な った こ とを 明言 させ て い る。

ピ ㌻1ぷ 繍ぽ　 隙間　 ⌒ ⇒
GSAと 使 用官庁 との協 議 が 合意 に達 しな い と きは予 算 局(BureauofBudget)

が調 整 のため介 入 す る こ とにな っ てい るが,現 在 までそ の よ うな例 は な か った よ うであ る
。

予 算 執行 時 の協議 が終 った ときは,GSAが そ の機材 の調 達 につい て競 争 入札 を行 な う。

た だ し使 用官 庁 が導 入 し よ うとす る機械 以 外 の もの では そ の 目的 を達せ られ な い こ とを立証

し,随 意契 約を 要求 すれ ば別 で ある。

導 入効 果 の測 定は,使 用官庁 が行 ない,GSAは これ を監視 す る。)

{2)少 額 の機材 の調達 手続

各 省庁 が使 用 する少額 の機 材囲 にっいで ま政 府 全体 の必 要 分 をGSAが 一括 して,毎 年契

約 す る。 この契約 は 購入 価 格 を統 一的 に定 め るもの で,実 際 の調達 は 定 め られ た統 一価 格 に
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よ って,各 省庁 が行 な う。 また,GSAが 価 格 の契約 を行 な う際 には 量 の制 限 が設 け られ,

そ の量 を越 え る必 要 があ る省 庁 は,大 形 の調 達 手続 によ る こと にな る。

注 電子 計 算 機 で,該 当 す る範 囲 はMainprocessorが1台 のsystemに 限 る

(周 辺機 器 の多 少は 問 わ ない。)。 現 実 には,あ る程 度 の機 械 化 には通 常2以 上 の

Mainproceasrが 必要 であ り,主 として磁 気 テー プな どの消 耗機 材が この手続 に

よ るもの と思 わ れ る。

また契 約価 格 は,そ の後 業 者が他 のuser(民 間企業等)に,よ り低 額 で販売 した ときは,

そ れ以後,自 動的 に そ の価 格 に変更 され るこ とにな ってい る。

この よ うに して,小 さなsystemで 機 械 処理 を行 な って い る省 庁 で も統 一価 格 で安 価 に

機 材 を入 手す る方法 が と られ てい る 。

(3)GSAに 調達 を 依 頼 して,賃 借 す る方 式

各 省庁 が電子 計 算機 を導 入 しよ うとす る際,小 さな官 庁userで 経験 が乏 しい場 合はGS

Aに そのSystemの 買入 を 依頼 し,こ れ を賃 借 す る ことが で きる 。 この場 合GSAが 使 用

省庁か ら徴 収 する使 用料 は,製 造業 者 か ら借 りる場 合 よ りも安 価 に しな けれ ば な らな いこ と

に な ってい るo

この調 達 の資 金 に つい ては,Brooks法 成立 時 に,1,000万 弗(36億 円)の 予 算が

割 り当 て られ,ま た政 府 の余 剰 機械(GSAの 管理 下 にあゐ)を 売 る か,他 省庁 に賃 貸 し,

あ るいはあ る省 庁 のsystemの 余 裕 時間 を他 省 庁 に貸 す こ とを斡 旋 して 資金 源 と してい る。

あ る期 間賃 借 した機 械 を買 取 る ときは,す でに支払 った額 に応 じ て売 価 か ら値 引 き して引
り

取 る こ とが で きる条項 が レ ン タル契 約 にあ り,使 用省 庁(こ の場 合は 予算局 が審 査 す る)ま

た はGSAが 買 い取 るこ とが で きる。

将 来GSAの 資 金 が増 加 す れば,主 としてGSAが 買い とる こ とに なるだ ろ う。

現在,政 府 関係 で使 用 してい る電 子 計 算 機 の買 取,賃 借 の比率 は

・各 省庁 で買取 った も の ・一 約45%(1～2年 前は5%位 で あ った)

・製 造業 者 か ら借 りてい る もの ・・… 約52%

・第 三者賃 貸 会社 か ら借 りてい るもの …・・約2%

・GSAの 管理 下 に あ る もの 一 ・・約1%

で ある が,GSAの 資 金 の増 加 と ともに,数 年後 にはGSA所 属 の ものが55～56%に な

る見 込 の よ うであ り,GSAの 事業 資 金は,こ れ か ら相当 多額 を獲得 で き る よ うにな るであ

ろ う。

2.2連 邦 資材補 給(Federalsuplyservice)シ ス テ ム

2.2.1現 状 のsyst『emの 概 略

連邦 補給 局は,全 米 に地 方 局10,倉 庫28,RetailStore45を 有 し・約10万
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の官 庁顧 客(国 防 省 の庁 用品,事 務 用 消耗 品 な ど も含 む。)を 対 象 に,年 間 約5,000万 件 の

取引 を行 な って い る。

取 引 され る物 品 の種類 は 約98,000種 類 あ り,年 間 取-扱わ れ る物 品は延1,000万 種類 に

達 す る。 こ の取 引 事務 を合理 的 に能 率 的 に処 理 す る シス テ ム として,図1の よ うなNetwork

が使 わ れ てい るo

Sea、、leCh'cag・'・ 。、輌。n

KansasNewYotk

city

S.E

PortVi6rth

,'δ)Wasi㎎ton

・9/

全米 在 庫 セ ン タ ー

(N.1.)

0は 地方局の所在地

図1.Federa1SuplyServiceのNetwork

こ の ・Systemに 使 用 さ れ て い る電 子 計 算 機 は 次 の と お り で あ る 。

(1)デ ー タ処 理 用 各 地 方 局GE-400magneticTapeUnit…11

Mai'nMemory'230K

Printer2

CardReader2

CardPuncher・ ・…・…2

(2)デ ー タ伝 送 用

デ ー タ伝送 はMT

realtimeで は な く,

デ ー タ処理 用電 子計 算 機は 毎 日10二12時 間 稼 動 してい る。

デ ー タ処理 の内 容は,例 え ば サ ン フ ランシ ス コで受 注 した場 合,管 轄 す る倉 庫(サ ンフ ラ

ン シス コの場 合は5個 所)の 在 庫 を調 べ ,在 庫 があれ ば 出庫orderを 出す 。 な け れ ばデ ー

タ伝 送網 に よ り,ワ シン トンの全米 在 庫 セ ジ ターへ受 注 デー タが伝送 され,在 庫 を もつ 倉庫

Kansasscity…CDC-1700(Disk)

2sets(MessageSwitching用)

そ の他 の'地方 局 … … …CDC-7080(MTterminal)

各1set

伝 送 回線`『 音 声 回 線(FTT)

注TELEPAO(400gC㌧/sec)は 使 用可 能 であ るが未 使 用。

toM[1]Co㎜unicationが 行 な わ れ てい る が,デ ー 処 理 は

on-linedelayedsystemで あ る。
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に出庫orderを 送 る。 この場 合,緊 急度,運 賃 な どに よっ ては,受 注現 地 の倉庫 に在庫 が

で きる まで 待た せ た方 が得策 な こ と もあ り,そ の場 合は そ の措 置 を とるよ うに して い る。

2.2.2現 状 に至 った 経過

FederalSuplyServiceに おけ る デ ー タ処 理 の 機械化 は概 ね次 の経 過 を経 て・今

日に至 ってい るo

D

鋤

①

勾

引

θ

Manualoperation… …約15年 前 ま で,販 売 量 が 少 な か った 。

EAM(会 計 機)

RAMAC/CARD(IBM305) ,・'

IBM-1401RAMAC… … 初 め て統 一 して同 じ方法 を採 用 した。

IBM-1410TAPE/RAMAC

GE-400TAPE-・ ・ 現 シ ス テ ム

現 シ ス テ ム の 導 入過 程 は 次 の とお りで あ る 。

1964年1月 … …Feasibilitystudy開 始

1964年6月 … … 〃 完 了

こ の と き の シ ス テ ム は 理 想 的 な シ ス,テム でRAMACに ょ る

Real-time ,processingsystemを 考 え た が,高 価

(3,QoO万 ドル.:108億 円)に 過 ぎ る とい う こ と に な った 。

1964年7n－ 代 案 の 検 討 噛 手 ・ こ ≒で 現 シ ス テ ム 済 え 励 た ・

TopManagementが ど の よ うな シ ス テ ム が 必 要 か を決 定 し

`
.,た 。

1
.964年10月 … …BasicSYstemRequirementを 作 成 。

1965年3月 ・一 ・Spec.ificationpackageを と り ま とめ,製 造 業 者 に 配

,布 。

.1965年5月 ・∵∵・7社(IBM,HoneyWel1,,NCR,CDC,RCAな ど)

力津 ・9P・ ・a1を 提 出 。

、

、ソ

Eva1Uation

σOmmi'tee

、

'

1F ・

1

Cost

Sub-

Commitee

8y:stem
S.C

Ho、rd

wore

S.C

Soft-

wore

S.C

Support

S.C

、図2シ ステ ム選 定 委員 会構 成 図
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こ の提 案 の選 択 は 図2の 組 織 に よ って 審 査 され た ○

各sub-commitee(分 科 会)は 互 願 立 で,Proposalは ば ら し て ・各 分 科 会 に 関

係 の も の の み 配 布 し,そ れ ぞ れ 担 当 分 野 の評 価 を点 数 に よ り,総 合 評 価 委 員 会(Evaluati-

OnCo㎜itee)に 報 告 させ,こ の 点 数 に よ ・ て,総 合評 価 委 員 会 が シ ス テ ム を 選 定 した△

こ の場 合,最 も大 きい比 重 はCostに 置 か れ た 。

1965年9月 ・・-G.E.に 決 定 。

T・ai・i・g・D・t・ilD
、e・ig・ ・P・ ・9・am・ ・di・g(使

用LanguageはCOBOLに 予 定)等 を 開 始 。 投 入 され たProg-

rammerは40名(GSA30名,GE10名,平 均 給.与 約13,000

ドル:468万 円レ/毎 俸)で あ る 。

1966年10月 … …SyStemTest・ 実 施 。

1967年3月 一 ・・PiIotTest実 施(ワ シ ン トン で 生 の情 報 を 使 用 して 実 施 。 約4

ケ 月 を 要 したo)0

1967年8月

～10月 … …ConversionChicago,Kansasscity,Denver

… …8月1日

Boston,N.Y.,AtIanta,Fortworth

・一一…9月1日

S.F.・Seattle… …10月1El

10月1日 に デ ー タ伝 送 を 全 面 的 に 運 用開 始,全 国 在 庫 セ ン タ ー も 同

時 に 稼 動 。

以 上 の よ うに ごpS・ …m畷 初 にFeas・li・y…dyを 齢 して約3年9肋 かけ

て,完 成 し,要 した 経 費 は 次 の と お りで あ った 。

FeasibilityStudyか らPilot ,testま で ・・-

71万 ドル(2億5・56 、O万 円).(人 件 費 の み)

切 替20万 ド・レ
、(7・200万 円 ♪,

計 算 機(デ ニ タ通 信 用を 除 く)・ ・… … ・700万 ドル(25億2,000万 円)

2.2.3シ ステ ム選 定,シ ス テ ム設計 の過 程

(1)メ ー カー に対 する シス テ ム要 求 の提 示 お よび提 案 の確 認

この シス テムは約70のRunか らな っ てい るが,各Run毎 に図3の よ うに入 出 力 の量,

media,処 理 に要 する命 令の ス テ ップ数等 を具 体的 に示 し,各Programの 実行 時 間を

業 者 に示 させ た。 一方 そ の 回答 をColnmercesimulation社 にsimuIateさ せ て

確 認 した。 そ の結 果,実 際 には 業 者 の回答 に誤 りもあ った。
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従 っ て,シ ス テ ム選 定 に 当 っ て は,

業 者 の 提 案 を 確 認 す る 手段 を 用 意 し

な け れ ば 正 当 な 評 価 を 期 し難 い こ と

が 強 調 さ れ て い た 。

(2)シ ス テ ム設 計,プ ロ グ ラ ミン グ実iSaofInstructions

(M・ve,×.吉C・mp,etc

地 上 の 問 題 点

シス テ ム設 計 に つ い て は,Basic各Fileご とに
・LengthofRecord

SystemRequirementに も'A60fRecords
・Modeofcharacter

・ つ い て 行 な ・ て来 繊 細 搬 言t(NumeriCalorAl

pha-numerica1)

の段 階 に な っ て 要 求 の 変 更 が しば し

ば 生 じ た の で ・ あ る程 度 の と ころ で ・Media

・No
.ofPrintedLines変 更 要 求 を 凍 結 し

,シ ス テ ム を 稼 動
・No .ofSpacesperFo町n

させ て か ら変 更 に 応 ず る こ と と しtL:。

従 って 現 在,新 しいSub-sys-

temを 追 加 す る 方 法 で 変 更bミ 行 な 図3シ ス テ ム要 求 の 提 示 飼

わ れ て い る(Basicsystemは 変 更 して い ない 。)

シ ス テ ム設 計 あ るい は プ ロ グ ラ ミ ング 実 施 の 段 階 に な っ て,シ ス テ ム 要 求 の 変 更 が 問 題 に

な る のは,米 国 で も 同 じ 事 情 に あ る よ うで あ り,シ ス テ ム 要 求 に 十 分 な 検 討 を 必 要 とす る こ

と を あ らた め て痛 感 させ ら れ た 。

(3)外 注 したSoft-ware

現在 次 の二 つ のSystemを 外 注 し てい て,こ れ に'90,000ド ル(3,240万 円)を 要

`し た
。 委 託 した 会 社 はIT[bDataservcie,PlanningResearchinc.

で あ る。

⑤2790A・ 一 全 地 方 局 で毎 日 実 施 す る基 本 的 な デ ー タ処 理 の サ ブ シ ス テ ム の プ ログ ラ

ム(20Programs)

⑤RADS(RedistributionandDisposalsystem)… …Si'mula-

tionprogramで1ケ 月1回,ワ シ ン トン で 処 理 す る も の(Runtime16時 間)

2.3電 子 計 算 機 の 共 同 利 用 等 に つ い て

(1)完 全 な 計 算 セ ン タ ーを 設 け て,他 省 庁 に使 わ せ る のは 始 ま っ た ば か りで あ る。 ワ シ ン トン で

は,28省 庁 の 給 与 計 算,人 事 記 録 の 管 理,会 計 事 務 の処 理 に 時 間 貸 し て い る。 こ の 場 合

Soft-wareはuserの も の で あ る。

(2)GSAの11の セ ン タ ー で は,年 間20万 ドル(7,200万 円)は 他 に 時 間 貸 して い る が,

主 なuserはGSA自 身 で あ る 。FederalSaplyServeceの 仕 事 は 優 先 的 に 確 保 さ
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れ てい る。

(3)計 算 機をGSAが 他 省 庁 か ら引継L・で,従 来 のuserの 使 用の余剰 を別 の他 のuserに 使

わ せ る例 と しては 趣 く最 近,航 空宇 宙 局(NASA)(ア ラバマ州)か ら機械 を無 償 で引継 ぐ

こ とにな った事 例 が あ る。

こ の場 合は,以 後6ケ 月はNASAが 運 用に当 り,そ の後GSAが 運 用 の責 任 を もつ こ とに

な る。`

引継 が れ る機 種 はIBM7094で,引 継 が れた後 はNASAに は原価 で賃 貸(50～70

$/hr)す る。他 省 庁 には マー ジンを 加 え て賃貸 料 を決 め るが,民 間料 金 よ りは安 価 にす る 。

(民 間 では400-500$/h・)・'一

(4)各 省 庁 が 使 用 し てい る電 子 計 算 機 の 余 裕 時 間 は,契 約 を結 ん で他 の省 庁 で使 わ せ る よ うに予

算 局 か ら指 示 され て お り,GSAで は こ の た め のSalesmanが い て,そ の 仲 介 の仕 事 を 行 な

って い るo

GSAで も他 省 庁 の 計 算 機 を 借 りる こ と も あ る 。 例 え ば 、 冷 暖 房設 備 の 経 済 的 な 使 用 に 関 す

るSimuIationに 予 算 局 の 機 械 を借 りて い る。

2.4将 来 の構 想 に つ い て

(1)GSAで はTimeSharing$ystemに 関 心 を も っ てい て,近L・ 将 来 シ カ ゴ のGE-

400をGE-420に 変 更 して20termialsで 実 験 す る こ とを検 討 中 で あ り,1月 以 内

に そ の 可 否 を 決 定 す る 段 階 に あ る と の こ と で あ る 。

こ の場 合,現 在 で はBackupmachineを 民 間 の 機 械 に 求 め る こ と にな る の で,他 の

Regionaloffieの 機 械 をBackupに 使 え な い か 検 討 中 で あ るが,一 般 的 な 傾 向 と し

て,現 状 で はTSSに つ い て 経 済 性 が あ るか ど うか に つ い て議 論 が 盛 ん に行 な わ れ て い る よ う

で あ る。

{2)ARS(AdvaucedRecrdSystem)は 業 務 管 理 用 のmessageを 送 る の に 使 わ

れ て い るStoredandForwardSystemで あ る 。

こ れ は 全 国 で3個 所 のCenterを も つWesternUnionのMicro-waveNet-

workを 利 用 したSystemで あ る が,大 量 の デ ー タ処 理 の た め これ を 拡 充 す る こ と が 考 え ら

れ て い る 。 現 在,ア メ リ カ社 会 保 険 庁 等 も こ のSystemを 利 用 して い る。

こ のSystemの 拡 充 に は,近 く委 員 会 を 発 足 さ せ てFeasibiliysiudyを 行 な うこ

と に して い る が,3～4年 先 に は 実 現 さ せ た い 意 向 で あ る 。

こ のSystemは 大 形 計 算 機 を 数 個 所 に 置 き,小 形 のSatteIitecomputerを 点 在

させ るSystemに な る だ ろ う と思 わ れ る 。

こ のSystemの 実 現 の た め の 問 題 点 は 電 子 計 算 機 のcostよ り,伝 送 路 のcostに あ る と

い う見 解 で あ っ た 。
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(3)PPBSに つL・ては,予 算 要 求 が妥 当 か ど うか を知 る手 法 にす ぎず,別 に魔術 が あ る訳 では

な い とい う意 見だ け で突 込 んだ意 見 は聞 くことが で きな か った。

2.5そ の 他

2.5,1要 員教 育 につい て

要 員教育 は 各 省庁 ご とに 実施 され てい る。(集 中的 な養 成は 行 な ってい ない 。)GSAで は

新規 採 用者 は,1ケ 月現 場 に配 置 され た後,2～3週 間 の訓 練 を 受 け て現場 に戻 る。 この よう

な過 程 を繰 返 し.現 場 での評 価 に よ って,そ の訓練 効 果 が測 定 され る。 この 評価 が訓 練を完 了

した こ とを証 明 すれ ば,人 事 院 では 所 定 の給料 で処遇 す る ことに な って い る。

通 常3年 位 してSuperviso'rytrainingを 受 け るが,そ れ以 上 は,本 人 自身 の勉強

に よ ってい る。 処 遇 の基 準は あ くまで現 場 で の評価 が 重視 され る との こ とであ る。

2.5.2標 準化 に つい て

州 コ ー ド,人 事 デ ー タな どの標 準 は あ る が,大 抵 は 各 シ ス テ ムで異 なる。 統 一 で きれば よい

に違 い な いが,現 状 では,相 当 の 困難 が伴 な うで あろ うとい う見解 であ った。

2.5.3DataBankに つい て

目的 に よっては 共 通 的 なDataBankは 可能 と考 え るが,多 目的 なDataBankは 不 可

能 で あろ うとい う見解 で あ った。

庁 用物 品 に関 す る品名,Stock%の 登録 につい て は国 防 省 の補給 局(ミ シ ガ ン州)に その

DataBankが 存 在 してい る。
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連邦政府における標準化 と技術開発

(米 国 標 準 局)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調査担当者

面 接 者

C・nt…fq・mp・t・ ・S・i・ ・ceandTech・ ・1・9y・N・ti・nal

BureauofStandard,U.S.DepartmeptofCommerce.

WashingtonD.C.20234

昭 和43年7月2日

山 口,吉 田,岡 田,若 曾 根

Drご 馳Grosch(DireQter.GeST)

Mrs.Marden(Ch'ief,SystemsResearch&Deve1『opment

Di・i・ig
..n)

f.概 要 お よび 所 感
鳥

(1)民 間 の標靴 は ・U・ASIが 中心 な の("・NBS自 身が計 画的 に テれ を す すめ て"'る わけ で

は ない が,USASIの 一 員 と して市場 の10%を 占め る政 府需 要 と.伝 統 的 な基礎 研究 の実 績

を バ ックに,中 立 的 な立 場 で 強 い発言 力を も ってい る。

(2)USASIの 標 準 は・5年 もか か る のが 悩み で あ るが・ 政府 の標 準 をそtlrta"先行 す るこ とには ・

踏 み きれ ず,USASIの 標 準 を政府 が採 用 す る とい う形 を と って い る。 しか し,古 くか ら政 府

に 蝉 権 のあ る も・の(MT・COBOLな ど)は ・.NBSが 実質 的 にUSASIを 引 張 ってい る。

(3)各 省 に対す る 助言,指 導 は 要 請 があ った時 行 な つて お り,電 話 や,1日 訪 門 で済む ものは 無 料・

新 しい シス テ ムの開 発,メ ー カーの プ ロ ポー ザル の チ ェ ックな ど時 間 と.マンパ ワーの かか る もの

は,有 料 で・ 各 省 の予 算 を 移 してい る。 この よ うに・ 各省 が 自主的1『CCSTの 助言 を求 め・ ま

た,シ ステ ム設計 を委 託 して いる点 が 注 目され る。

(4)CCST,1&U-1108を 設置 し・N・H・ な どに リモー トバ ッチ方式 に よる コン ビ・一 テ

ィングサ ー ビスを行 な って い る。 これ も,ブ ル ックス法 に基 い て,技 術 的 助言 や,標 準 化 の業 務

を す すめ る上 で 経験 を つむ 必 要が あ るか ら,と して い る。

「対 話 モ ー ドを ど うして も必要 とする場 合以 外は,リ モー トバ ッチ又は バ ッチが 有利 」 とい う

のがDr.Groschの 意見 であ り,TSS－ 辺 倒 に対 す る一 つ の警鐘 と うけ とれ た。

」
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2.詳 論,・,

2.10CSTの 任 務 と組 織

CCSTは,NBS本 来 の業務 の 内 の コ ン ピュ ー ターの分野 の業 務(「 般 の標 準 化 の ための基

礎 研究 と指導)に 加 えて,ブ ル ックス法 に よ って与 え られた3つ の任 務 即 ちf(D連 邦 政府 にお け

る標 準 の制 定,勧 告,② 政府 内 にお け る コン ピュ ー ターの効果 的 な使 い方 を す すめ るための 助言,

③ コ ン ピュー ター に関 す る基礎 研 究』'」

を行 な うた め,1965年 に設 立 さ れた。

組 織 と しては2っ のオ フ ィス と3っ の現 業部 門 があ る。

一
標 準

一
コンピューテ ィング'

サー ビス

システ ム研 究

開 発
所 長

'

一
技 術 情報

l

P

一
.技 術 工 学

サービスのた め の

プ ログ ラム開 発

サー ビス

政府機関のため

の仕事 、

部 品 の 試 験

ソ フ トハ ー ドの

インターフ ェイス

2.2オ 票 準 イヒ'』'』 ㌦ ・ ・ ⊥

CCSTの 人 員2'O"O人 の うち 約100人 が 標 準化 の 業務 に関係 ・してい る。

標 準 化 の業務 は,'大 別 し て 任意 面(一 般 の標 準化 た関 じdSAS'IED-1員 とし て活 動 す る 。)

と強 制 面(政 府 の標 準 に つい て商務 長 官 の勧 告 案 を作 成 す る。)の 二 つ に分 かれ る。 ・'

任 意 面k・は,USA'SIが 標 準 化事 業 の 中心 にな ってお り,そ の理事 会lqばNBSめ デ ィレ ク

タ]がlIp日SB'に はdCSTの デ ィレ ク ター が メ ンバ ー として参加 す る。xL3委 員 会は 約

30人 の構 成 であ るが,連 邦 政府 か ら}:Ni'Bsが 利 害関 係 者 としそ,他 にGS・Aと 国防 省 が ユー

ザー側 ど して計3名 が 出席 してい る。 っ ま り連邦 政 府 は3票 も○ てい るわけ であ るが,個 人 的 な

・一 連 絡 は 島 て も意 見 硫 一:調 整 は して いない 。・この よ うに票数 は少 ないが 連邦 政 府 は コン ピ

ュー ター市場 で10%を 占め る最大 の二」 ザ ーで あ るゐ で,そ の標 準 を決 め『る任 務 を もつNBS

■ 'Lの発言 力 は強Lk
。t.tt'"t∴ …'lt"tttt"一'"

us・ASエ でほ,層規 格あ 原案 ゼ つ く'るくδにつ ぎ の よ うな方 法 を ど ってい'6。'夫 々の 会社 では担

当者 を任 命 し,自 社 の費 用 で1～2年 か け て勧 告 案 を つ くって提 出す る。 この よ うに メー カーが

自 らの費用 で案を つ くるの で,担 当者 は 自社 の立場 を 守 る傾向が 強 く,そ の調整 に2年 位 か か る。

そ の後 印刷 して出版 に至 るの にさ らに1年 位 か か るか ら計5年 もかか る ことに な る。
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強制 面では,CCSTが 勧告 案 を っ くり,CCSTとNBSの デ ィレク ター と商務 長 官が サ イ

ン をす れば 発効 す る。 た だ し最 初 の3つ(情 報 交換 用磁 気 テ ー プ コー ド,情 報 交換 用紙 テ ー プ コ

ー ドお よびCOBOL)だ けはPRを かね て
,大 統領 のサ イ ンを得 たo

他 の官庁 と調 整 す る公的 の組 織 は な く,CCSTの デ ィレク ターが,55の 省庁 の意見 を 聞 く

手続 きを とる。2～3の 省庁 の 反対 が あ ると強 行 す るのは難 しい が予算 局 との話 合 いが つけば強

行 できない ことは ない 。磁 気 テ ー プ コー ドの場 合,科 学技術 財 団 だけ が反 対 した が押 しきった 。

USASIの 規格 に 時間 が か か る の で,政 府 の標 準 を先 につ くり,あ とでUSASIを つ くる

ことも考 えたが,差 異 が生 ず る のは 問題 がお こるの で,USASIを ス ピー ドア ップ し,そ れ を

政 府 の標準 と して採用 す るや り方 を と る ことに して い る。ISOと の関係 は,USAS工 が 政府 標

準 にな るまで に時 間が か か るの で,政 府 標 準が でき る迄 にはISOも 固 ま ってい るのが 普通 だ と

言 っ ていたが,一 般 にISOと は全 面的 に一致 させ る ことの で きない場 合 も あ り(OCR用 文

字 等),あ ま り神経 質 には考 え てい ない よ うであ る。

標準化 の研 究 には費 用 がか か るの で,思 うよ うには 出来 ない 。今COBOL,磁 気 テー プ,

OCR用 文字 の3っ を や って い るが,こ れ以 外 の ものをNBβ でや る こ とは 今 の・と ころ考 え てい

ない0

2.3各 省 に対 す る助言

これは 次 の3つ に分 け る。

川 予 算 局,GSAに 対 す る勧 告

これ は,NBSの 費 用 で積 極的 に勧告 を 出す

(2)各 省庁 に対 す る 無料 の 助言

これは 他 の 省庁 か ら要請 が あ って,し か も,電 話 とか,一 日だ け の出張 ですむ とい った も の

に限 ってい るo.,

(3)各 省庁 に対 す る有料 の コン サル テ ィング

これ産 カーからのプロポーザルをチ・ヅ する敏6人 幽 間かか・たことカx'あ・・)

とか,他 省 の情報 システ ムの開 発 を引 うける、とい った場 合 で,各 省 の予 算 をNBSに 移 した上
,

でや るo 、.一

今 ま で 引 うけ た も の に は ・...

a.入 事 院 で 使 う情 報 シ ス テ ム

中級の1職員36万 人の交流を容易にする目的で・学歴・経験・外国語ジ特技などを1人 当

り600字 記録 し,提 示 業務 に使 う。

b.予 算 局統 計標 準 所 の統 計 デー タ ・セ ン ター の シス テ ム

これ は ㌧異 った 統 計 デ ー タを 組合せ た情 報 を と りだす も ので,部 内用 で あ る。

c.そ の他,農 務 省 の 経理 処 理 シ ステ ム,教 育保 健省 の情 報 システ ムの 開発 を行 な った 。
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2.4各 省 た対 す る コン ピ ューテ ィング サ ー ビス

UNIvAC1108,65品vを 設置 し,他 省庁 に リモ ー トバ ッチ 方式 に よ るサ ー ビスを提供

してい る。料 金 は つ ぎの とお り・

優先度

A

B

C

D

料 金

20¢/秒

15

10

7

Timemax

2分

5

10

制 限 な し

TurnAroundTime

30分

2時 間

4〃

保 証 な し

このサ_ビ スは,NBSが,標 準化,技 術的 助 言 をす す め る上 で経験 を得 る 目的 でや ってい る。

タイ ム.シ ェア リング に よ るサー ビスも計 画 してはい るが,所 長 のDr・Gorschは 「どう し

て も機械 と対話 す る 必要 のあ る実験 とか,プ ログ ラム ・デ バ ッグ にはTSSが 向 くがそれ以 夘 ま

リモ ー トバ ッチ ・モ ー ドが 有 利だ。 」 とい う持 論 を も ってい る。

即 ち,図1の よ うに,ネ ッ ト処理 時間は いず れ の方 式 も等 し く・TSSプ ログ ラムの実行 のた

め の オ_パ ーヘ ッドが大 きい ため,全 体 の仕上 りは遅 くな り・無 駄 が 多 い とい うわ け であ る。

5.そ の 他 の 参 考 事 項

Dr.Groschは 広 い範 囲 に わた って 一家 言をも ってお り・興 味深 い の で要 点 を記 して お く。

(1)USASIの 標 準 化 の 遅 延 を 防'ぐた め,メ ー カーは 費用 と人 を 出 し,(今 と同 じ)NBSの

施設 を利 用 して共 同 で原 案 を つ くった ら ど うか と思 い・ 構想 を練 ってい る。

準 備

バ プチ リ モー トバ プチ

口

B

準備

口

C

－たん記憶 し,

逐次処理す る。

㌃

不宣
む

liヨ

誓
書

図1処 理 方式 の比 較
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(2)政 府 機 関 でEDPSを 入 れ替 え る時,人 の教 育,訓 練,コ ンバ ージ ョ ンに時 間 と労力 がか か る。

日本 のJEIPAを 訪 れ た 時 ヒン トを得 た のが,ワ シン トンDCの 中だ け でも,各 社 の機械 を集

め てコ ン バージ ョン ・セ ン タ ーを つ くり,各 省 の労 力 の重複 を防 いだ ら ど うか と考 え てい る。

(3)エ ミ ュレー ター とか,シ ミュレー ター とかは 松葉 づ え の よ うな もの で,序 々にそ れを短 か く し

ていず れは必 要 としない よ うに して ゆ くべ き ものだ が,実 例 を見 てい る と,逆 に人 の足 を短 か く

して,松 葉 づえ を常用 しなけ れば な らな くしてい る こ とが 多 い。

(4)コ ン ピュー ター の速度 と経済 性 に は"Grosch,sLaw'"

Economy～ ～/Speedの 関 係 が ある。 即 ち,100倍 処理速 度 が速 くな って も コス

トは10倍 しか増 え ない 。

(5)最 近(6月 中旬)ソ フ トウエア の パテ ン ト第1号 が,公 告 され た が,パ テ ン トは特 許 にす るべ

きもの では な く,TradeSecretと して企業 間 で取 引 きすれ ば十 分 だ と考 えて い る。 ソ フ

トウエア の特 許侮 ま一度 国会 で否定 された の に,特 許局 が 勝 手に 公告 したのは国 会 を軽 視 す るも

のだ とい う声 があ る。

以 上
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メ ッ セ イ ジ 交 換 シ ス テ.ム

(RCAコ ミュニケー シ ョン社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

調i査担当者

面 接 者

RGAGrobalCommunicatons

60BroadStreet,NewYork,、NY10004

昭 和43年7月11日

吉 田,中 島,岡 田,石 井

MR.凪 迎ngler,VicePresident,.Co㎜ercialActivities.

1.概 要 お よ び 所 感

1.1概 要

RCAは 国 際 電 報 処 理 の た め にRCAGlbba'lCo㎜'uications社 の 手 で2っ の 自

動 処 理 シ ス テ ムを 運 用 して い る。 そ の2つ の シ ス テ ム ーETSとAIRCON－ の概 要 を 調 査 し

た 二

国 際 電 報 は,特 定 少数 の 大 ユ ー ザ ー の た め の 専 用 処 理 シ ス テ ム(AIRCON)ttと'J不 特 定 多 数

の カ ス トマ ー の た め の 処 理 を 行 う シ ス テ ム(ETS)と に よ っ て 処 理 さ れ て い る。

・ETS(Elect,。ni。d・ 。1,g,aphSy、t,m)とAIRCON(A・t・m・t・dl・f・ ・-

mationllndRe'servationsComputerOrien'tedNetwork)と は 全 く別

のCOmputerを 使 用 した 別 個 の シ ス テ ム で あ る。

ETSは5年 前 に 設 置 ざ れ,す で に4年 間 の 使 用 実 績 を も6て い る が,回 線 は す で に一 杯 に な

っ て い る。 現 在100回 線 の完 全 二 重 通 信 線 を 用V・ て い る6'計 算 機 は まだ2倍 以 上 の 余 裕 を も っ

てい る。

電 報 は すべ て1秒 以 内 に3300の 地域 名 と多数 のあ てな略 号(ニ ュー ヨー ク だけ で9600

のあ て名略号 があ る。)を チ ェ ックす る。 も し見当 らな い ときは人手 処 理 を す る。'一

処 理 の概 要 は次 のよ うな もの であ る。'

(1)・毎 分66語('1語 は6文 字)め 速 度 の入 力 を,入 力干渉 機構 に よ つて変換 し,毎 秒40万 語

の速 度 あ電子 線 審査 機構 に送 る。

"(2) ・erip2よ ぽ れ る:パッフ 。機 構 に送 る
。 』 ノ'㌧

(3)T,affi。'P'r。ce、'、i。gP,6gram'で 繊(ト ラE。 クを わ げ る。・)

(4)R・utingSubProgramで,ド ラムに書 くな どの定 常処 理 を す る。

㈲ 略号 を さが す。 も し地 域 略号 も,あ てな略号 も見当 らない ときは それ を ブ リシ トす る。
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み つかれ ば ドラムに入 れ る。 この ドラムの 内容 は数 時間保 存 す る。 あ との照合 のた め と,ド ラ

が 故 障 した と きの用 意の ため に磁 気 テー プに ダ ンプ してお くeそ の磁気 テー プは30日 間保 存

す る。

(6)HighSpeedmemoryを 使 って電 文 の作 成 を す る。作 成 の際 中間 記 憶 と して ドラムを

利 用 す る。

(7)バ ッフ ァへ お くる。

(8)Outputprogramでjournaltapeの 形 に して お く。

⑨ 再 び毎 分66語 の速 度 に してあ て先 にお くる。

地域 名 と,あ て 名略号 はdailyにupdateさ れ て いる。

AIRcONはRCA4104を2セ ッ ト使 用 し,1日 に25万 通 の電 報を 処理 で きる。2セ ッ ト

内 の1セ ッ トは平 常 は オ フ ライ ンに使 って お り,一 方 に故障 が あ っ て切 替 え る ときは最大5分 で

切替 え られ る。(オ ン ライ ンに な って い る ときは2分)

ATRCONは 現 在7社(エ ッ ソ石油,ガ ル フ石油,日 本航 空,ス イス航 空,ス カ ンジナUア 航

空,ヒ ル トン ホテル な ど)で 使 用 して いる が更 に ユー ザー は ふ え る見 込 で,現 在 の320端 末 を

700端 末 に拡 張 す る。

RCA4104は32ピ ッ ト(内2ビ ッ トパ リテ ィ)の32K語 の コア を も ってい るが,こ れ

も65K語 に拡張 す る。 入 出力 の速度(回 線)は1分 間60語,65語,75語,100語 で あ

るが これ を3200語 に す るこ とも でき る。

電報 処 理 形式 は 単一着 信 ・ 多 重着 信・ グル ー プ着 信(最 大15Qあ て先 に送付,1つ の着 信符

号 に5字 か け る のでNYLOFと 書 いて,ニ ュー ヨー ク,ロ ン ド¥,フ ラン ク フル トを表 わす こ と

もで き る。)の3種 あ る。

また優 先処 理 が で き る。 また断 線,テ ー プ停 滞,ダ ブ リング な どが お きる と自動 停 止 して管理

要 員 に連絡 す る。 また局別,期 間間 隔別統 計 も とってい る。

処 理順 序 は次 の よ うな もの であ る。

(1)ポ ー リング方 式 で中央 か ら端 局 の要 求 有無 を ス キ ャンニ ングす る。

② も し要 求 があ れ ぽOKの サ インを 出す。

(3)送 って きた情 報 の フ ォーマ ッ トチ ェ ックを す る。

(4)OI(な らばdaytime,序 列 番 号 を つけ も しエ ラー が あ れば再 送要 求 を ター ミナル にお くる。

⑤ エ ラー が な くな れ ば ドラム に入 れ る。 優先順 序 に した が って ドラム で待 機 させ る。

(6)同 時 にhistorytapeに ダン プす る。 これ はaccountと,再 信照 合用 とに利 用 され

30日 間 保 存 され る。 ドラム の情 報 は最 大数 時間 の うち には 処 理 され,処 理 が おわ る と消 され

る。

(7)Se1、ect信 号 を着 信 地 へお くる。
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㈲ 着 信 可 のサ イ ンが あ れ ば発 信 す る。 も しダ メな らア ラー ムが管理 要 員 に 出 され る
。 必要 な ら

ばあ らか じめ きめ てあ る代行 着信 地 へ発 信 す る。

ドラムの大 き さは512kwの も のを4本 使 用 して いる
。

この処 理 プ ログ ラムの大 き さは10万 命令 でア セ ン ブ ラで書か れ てお り
,コ ア32Kの 内17K

を プ ログ ラム駐在 域・3・2Kを 入 出力情報 域,の こ りを表 に わ りあ てて い る
。

電報 の長 さはSubscriberに よって異 るが 大 体200字 ～400字 で平均280字 位 と考

え てい る。

1.2所 感

(1)比 較 的古 い計 算機 を 使 ってい るが,そ のた め かな り広 い ス ペース を処理 機構 が 占 めて い る
。

しか し部分 的 変更 一'ドラムの変換 ・ コア増設,回 線 増設 な どの他 は本 体 を交換 す る考 えは も
っ

てL'なV'・ これ はETS・AIRCON・ とも2セ ・ トの本 体 を おL・て いる ため に保 守 の点 で も処 理

能 力 の点 で も余 裕 を もっ てい る こと,コ ス ト意 識が 強 い こ とが理 由 であ ろ う
。 本来 メ ッセ_ジ

交換 の よ うに生 産性 の よい(新 しい プ ログ ラム開発 の少 な い)シ ス テム では通 常 の計 算処 理 シ

ス テ ム の よ うに新形 機 へ の交換 を早 期 に行 う必 要 ぼ な く
,逆 に いえば最 初 に十二 分 の余 裕 を も

た せた 方が よい の では な いか と考 え られ る。

(新 形 機 へ交換 す る ときの プ ログ ラム開発 費 と,余 裕 を もた せ るた め の損 失 を くらべ る だ け

で な く・通 常 の計 算処 理 システ ムは もと も と定 常時 な プ ロ グ ラム開発 費 を 必要 と してい る こ と

また2セ ツ 下方式 の場 合 は保守 条 件 が よい こ とな ど もあわせ て考 え てみ る べ きで あ る)

(2)2セ ッ ト お い て い るが・切 換 には 入手 に よ って数 分間 か け る こ とを当然 と してお り
,ま た

ター ミナル の エ ラーに つ い ても人 間 の存在 を前提 に した シス テ ムを考 え て全 体 として単純 化 し

てい る。 これ は数年 前 に完 成 した シス テム であ るが
,今 後 ハ ー ドウエア が安 くな っ てゆ くこ と,

入寂 ます ます高 くつ くであ ろ うこ と,ソ フ トウエ アは安 くな るこ とは な い こ とな どをに らみ

あ わせ る と・ どこ か で悪 い 切 ・た 自動 ヒの嚇 が くる であろ うと思わ れ る
。(こ れ らの問 題 に

つい ては 実 務担 当者 は タ ッチ せ ず別 の部 門 で考 え て いる よ うであ る
。)

以 」二
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WesternUnionCo.

427S.LasalleSt.,Chicago,111inois

60605U.S.A

昭 和43年7月18日

中 島,石 井,若 曾 根

M£.RichardGuanci(CommunicationRepresentative)

M・.Mi・haelJ.B・t・(S・1・ ・'B・p・esent・tiv・)

1.概 要 お よ び 所 感

1.1交 換 回線 網

わ が 国では,テ レ ックス50Baud

電話(デ ー タ伝送 が 認 め られ てい な いが,1,200Baudと 推定 され る。)
・ .}

の2つ があ るが,い つ れ も コン ピュ一一ターの接続 を認 め てい な い。

米 国 では,テ レ ック ス(50Baud)の 他 に60 ,0Baud・2・400Baud・40・800

Baudの 交換 回線網 が 提 供 され,コ ン ピ ュー ター ター ミナル の接続 は 自由 であ る。

1.2専 用 回 線

わ が国 には,50Baud,200Baud,1,200Baudの 専用 回線 があ るの み であ り,

業務 上 緊密 な 関係 が あ る場 合 の他 は 第 三者 との間 の 使用 を禁 じてい るが,米 国 では,50Baud

か ら最 高50万Baudま での専 用回 線 が用 意さ れ, ,第 三者 との接続 禁 止規 定 は な い。

1.3専 用回 線 使用 料 金

詳 論 に 記 した料 金 シス テ ムに よ って若干 の例 を計 算 してみ る と表1の よ うに な る。

表1専 用 回 線 使 用 料 金 比 較 表.(局 間)単 位 円/月
・

地点の例 距 離
50Baud 1,200Baud

日 本 米'国 日 本 米 国

東 京一千 葉

栗 京一静 岡

東 京一大 阪

東 京一鹿児島

33km
(20.5m1)
150km

(94ml)

408km
(255ml)

985km
(616ml)

17,500

65∬00

151,400

324500'

10,332

47,520

104,328

171,252

119,900

279,000

56'4,000

1,141,000層
「,

22,140

79,200

166,680

290,880

・
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この表 に は,日 本,米 国 とも に,局 とユ ーザ ー間 の端 末 回線 使用料,端 末 機器 の設置 費,同

使 用料 が 含 まれ てい ない。 従 って,1こ の格差 が そ の まN総 コス トの差 を表 す も のでは ない が,

全 体 と して遠 距離 になれ ば な るほ ど,ま た 伝送 速 度 が速 くなれ ば な るほ ど,米 国 の方 が安 く

な る。 この格 差 は,今 後 わ が国 の情 報 処理 を 考 え る場 合 に注 意 しな けれ ば な らな い こ とであ

るo

Φ

:

L

G

^tH'

i＼'i'..、 ・,三.

二＼1≡ ㌻1
杉j・(・L"〃 、"iD

{1'2
.1:2パ 通 信 回 線 ゐ 使 用料 金

ξ〃:;2::.2三1テ レ 「ツ,ク 三ズ

2.詳 論

2.1通 信 回 線 の種 類

ウエ ス ター ン ユニ オ ン社 が運 用 して い る通 信回 線 には つ ぎの種 類 があ る。

2.1.1交 換 回線 網(Switchingnetwork)

テ レ ックス(50Baud)全 米 及 び海 外 と交信 可 能 で,ATTのTWXサ ー ビス に

相 当す る。,
"`

r〈

ブ ロー ド バ ン ドサ ー ビス

ス ケ ジ ュ ー ル1(600Baud)

ス"で ル2(2・400B・ud)

.ATTのV。iOL'n・ に相 当 す る・

ダ イ ヤ ル パ ・ ク(40・80
.OB・ ・d).ATTの"D・ ↑・ 『peedl醐 当 す る・

2.1.2専 用 回 線(Leasedline)

・"

ク ラ ス 』'A"・:50'B。 。d・'・'"・'・'

B'・'57'E'

C75〃

D・'・"190・ ガ'1;'ttt':・bt:・t,1・".い 三

tt・'t ・ ・

E:i,-2'd6'・'i::tt,1・'・,'..:・ ∴ ・い"・'"一:"… ∴'・+/tt-t『

"'一 ・
.・'tF';∴'ジ24・ δ σ ・'"〉 ・::'3-L・'1二 …・i'・ ・-':'…'・t

∵ ,:バ}:い.・ 《

V・iceB・ 。d(300～3,000()/S)

' -4

,8'-O'O「 ど 。論 い 』'‥ ・

、念ll:1写 ∵二1㌧1'c-

,,。.α 、。.。 。 ・"・.一 日:☆:..∫

∵ こ ∵ ㌧ ・1弔'・ ・∵ ,'1.,:・:1
'

パ ∵ … ・:'・"・ ・1.;・,・ ・lllば ノ

監r:f'

・、 、,

口 渇 金は・・パ ヂ 江識 される劫 ス・(・P,・1.s・s)甚助 ・繁 れて堅 力;・恒 巳 の間隔
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は ス テ ー シ ョ ン間 の 距 離 に よ っ て異 な る。1月 毎 に 最 初 の3,500パ ル ス まで は,1パ ル ス 当

り2.5セ ン ト,そ れ 以 後 は1パ ル ス 当 り1.5セ ン トで あ る。

これ を1分 当 り の料 金 に して 示 した の が 表2で あ る。

例 え ば,ニ ュ ーーヨー ク ・カ リ フ ォ ル ニア 間 は 最 初 の3,500Pulsesま で,即 ち 金 額 に し

て87.50ド ル ま では1分 当 り60セ ン トで そ れ 以 後 は36セ ン トで あ る 。

3分 間 の ミニ マ ム チ ャ ー ジ制 で は な く,12秒 単 位 で計 ら れ る。

2.2.2ブ ロー ド バ ン ド サ ー ビス

ス ケ ジ ュ ー ル1お よ び ス ケ ジ ュー ル2に つ い ては 表3の とお り で あ る。 これ は1分 当 りの 料

金(セ ン ト)で,'ミ ニ マ ム は1分 で あ る が,1分 を超 え る と10分 の1分 単 位 で 計 ら れ る。 ス

ケ ジ ュ ー ル1の 場 合,月 間 料 金 が300ド ル,ス ケ ジ ュ ー ル2の 場 合500ド ル を 超 え る と超

え た 分 に つ い て40%の 割 引 き に な る。

ダ イ ヤ ル パ ッ ク の 料 金 表 は 入 手 で き な か った 。

2.3.3専 用 回 線(局 間')

(1)ク ラスA,B,C賜 ん イ・吻

最 初 の100マ イル(0-100)1..40

次 の150〃(101-250)0.98'

〃250〃(251-500)0 .56

〃500〃(501-1 ,000)0.42

そ れ を 超 え る マ イ ル(1,001～)0.28

(2)ク ラ スD

ク ラ スA,B,Cの 料 金 に25%を 加 え た も の

(3)ク ラ スE・F・G・Hト ツv/?イ ノ叱/月

最 初 の25マ イ ル(0-25)3.00

次 の75〃(26-100)2.10

〃1
.50〃(101-250)1.50

〃250〃(251-500)1
.05

それ を 超 え る 〃(501～)0 .75

(4)TELPAK"A"

入 手 で きな か っ た 。

(5)TELPAKく 叉C"

25ド ル/マ イ ル/月

(6)TELPAK"D"

45ド ル/マ イ ル/月
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注 専用 回 線 の マイルは 航 空 会社 の表 示 マ イルを 用い る。

専 用回線 の利 用 にあ た っては,上 記 の料 金 の他 に局 ユ ー ザ ー間 の端 末 回 線 使用 料,端 末 機 器

設置 費,同 使用 料 を支 払 わ なけ れ ば な らな い。 前者 は 日本 の方 が安 く,後 二者 は米 国の 方が安

いと㌔われ るので,総 合 コス トは 別途 計 算 して比較 す る必要 が あ るが,総 じて距離 が遠 くな るほ

ど,ま た伝送 速 度 が速 くな るほ ど米国 の方 が安 くな る とい うこ とが言 え る。'

5.参 考 資 料

日本 貿 易振 興 会 ロス ア ン ゼルス'ト レー ドセン ターの御 好意 によ り同地 にあ るPacific

TelephoneOo.の 電話回 線 の料金 表 を入 手 す る こ とが で きたの で表4に 掲 げ て お く。

以 上
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表2

rELEXUSAGE(HARGES
(expressedincentsperminutebetweenrateareas)

STATE

RATE

AREA

INTRA・U.S.TELEXSERVICE

STATE

RATE
AREA

Alabama.4

Arizono,..・.シ.10

Arkansos._....4

C。li↓。mi。 ⑫

Colorodo.9

Connecticutl

Delaware..1・

DistrictofColumbio.,.,..,1

Florido..........,......2

Georgiq■_.....・2

1doho.,....11

111inois.._..._....._.3

1ndiana。........3

10wo:,..シ..,,,.6

Konsos..。6

Nebrosko...,.,

Nevodo.,.,,

NewHompshire....

NewＬersey

NewMexiCO...,‥..,..、

NewYork..

NortトCorolino

Nor↑hDakota....

6

12

1

1

Ohio

.10

,..1>

Oklohomo

Oregon

Pennsylvania

Rhodelsland

SouthCorolino.

SouthDakota........,..

AREAlKen†ucky・ ・

2Moine
M。ryl。nd.

3
A《ichig。n

4Minnesofo

5〃 ～issouri

Mon↑ono.

6

Louisiono

Mossochuse計s

Missi5sippi

3Tennessee

4TeXOS.

1Ufoh.

1

1Virgini。

3

5

4

6

8

A

1 17乃

2 30 17乃'

Vermon↑.

.台

W硫ing↑on

Wes↑Virginiα

Wisconsh..

Wy。ming...

11

3 30 30 17乃

4 45 30 30 17乃

5 45 45 30 45 17乃

9

10

6 45 45 30 30 30 17乃 7

7 45 45 45 30 45 30 17乃 8

8
「 「

...

60 60 、45 45 30 30 45 1ブ乃
,

.9 60 60 ,45 45 30 30 30' 30 17乃
、

10 60. 60 45 45 45 45 30 45 30 17乃

11 60. 60 60 60 145 45, 45 30 30 45 17珍 12

12 60 ..' 60
,

φ0

L

60

.

45 45 45 30 30 30 30
、

17乃
一

NOMINtMUMAPPLIES.FRACTtONSOFMINUTESAREPROPORTtONATELYCHARGEDFOR .A40%DISCOUNT
♪＼

一 ～ 亙PLIESFORPULSEUSAGEtN!XCESSOF$8750RECORDEDDURINGANYMONTHLYBILLINGPERIOD ,

2

5

3

7

1

1

1

2

5

4

7

9

1

1

1

.

.

・

,........,.11

1

..■ 一...一 一.5

8

l

N

ω

㊨
ー
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表3'Broadband.8erviceUsageCharges

(,xp・essedi・ncent・/・i・.)

BETWBENChicago,111.

and

Akron,Ohio

Atlanta,Ga.・

Baltimore,Md.

BostOnsMass.

Buffal(bN.Y.

Charlotte,N.C.

Chicago・Ill.

Cincinnati,Oh『io

Cleveland,Ohio

ballas,TexaS

Denver,Colo.

Detroit,Mich.

Houston,Texas

Indianapo'lissInd.

」『ackson7Miss.

KansasCity・Mo.

LosAngeles,Calif.『

Louisville,'Ky.,

Memphis・Tenn.

Milwaukee,Wis・

,Minneapoli's,Minn.

Nashville,Tenn.

NewO.rleanssLa.

NewYork,N..Y.

OklahomaCity,Okla.

Omaha,Neb.

Philade
.lphia,Pa.

Pittsburgh,PaL

Portland,Ore.

Providence,R.1.

Rockford,Ill.

St.LouiSsMo.

St.Pau1,Minn.

SanFrancisco,Calif.

Seattle,Wash.

SyraCuse,N.Y.

Washington,D.C.

Wichita,Kansas.

SOHEDULE1('600Baud

30

35

35

35

30

35

15

25

30

・35

35

25

"35

.
20

45

30

55

25

・30

15

30

30

35

35

35

30

35

30'

55

35

15

25'

30

55

5'5

30

35

30

SCHEDULE2(2,400Baud)

託

"

"

"

鈍

"

2・

3・

田

"

"

3・

"

飾

臼

"

臼

3。

"

⑳

田

田

"

妬

"

額

妬

額

"

"

2。

3。

額

田

臼

お

"

お

d
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表4・Pric .ingSystemsinTelephoneService
PacificTelepfone

－243-

Co.

PublicSwitchingService.

一声

■
題

L

LocalCall L・ngDi、t。nceCalI

TyPe

Business $4.05レ/85Units/㌔onth ①lntrastate:Stati・ntoStati・n ②lnterstate:StationtoS.tation

(DayTime)

Phone ¢4・0万U・it:・ …85U・ 輌t・ 13～16miles:20¢each3min 23～30mi三es30¢3min10¢addmin221～244m三1es85¢3min25¢addmin

.L.

①Private :5¢additionalminNight=Day 31～40:35〃'10〃 245～268〃90〃25"

$3.85:nomessageunits

「
17～20miles:25¢each3min 41～55':40〃10〃 269～292"95〃25"

②Party 5¢addmin 56～70:45〃15〃 293～316〃100〃25"
〆9

Home $3.15〃 〃
21～25miles:30¢each3min 71～85:50〃 ・15〃 317ん354〃105〃30〃

Phone
馳

」

③Party 10¢addmin 86【)100:55〃15〃 355～392〃110〃30〃

$2.35/60units/㎞onth

、
26～30miles:35¢each3min 101～124・:60〃15〃 393～430〃115〃30"

¢4.05//nnitover60units 10¢addmin 125～148:65〃20〃 431～506〃120〃30〃

149～172:70〃20〃 507～675〃130〃35"
5¢each5miLesfor3min

「

17合 一196':75〃20〃 676～925〃140〃35〃
.

.,7■

10¢eachadditionalmin

197』》220:80〃20〃 926^4,360〃150〃40〃

1,361～1,910〃160〃40〃

1,911～3,000〃175〃45〃
.

Note. 1Unit=3min

θ

y
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禁 無 断 転 載

財 団法 人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京 都港 区 芝公 園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

三 協 印 刷 株 式 会 社

東 京都 渋谷 区 渋谷3-11-11

TEL(407)7316

43-R-001
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